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Provisioning Services 7.15

Aug 14 , 2017

Provisioning Services（PVS）は、パッチ、更新、その他の構成情報を共有デスクトップイメージで複数の仮想デスクトップ
エンドポイントに配信する、ソフトウェアストリーム配信技術です。仮想マシン管理を一元化すると同時に、仮想化された
デスクトップ環境の運用コストやストレージコストを削減できます。

PVSコンポーネントの概要については、「Provisioning Servicesの製品インフラストラクチャ」を参照してください。

PVSインストールウィザードおよびインストールの手順の概要については、「Provision Servicesのインストールと構成」を参
照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/overview/infrastructure.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install.html
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新機能

Aug 14 , 2017

Provisioning Servicesのこのリリースでは、プラットフォームのサポートが拡張され、Ubuntu Desktop 16.04でLinuxストリー
ミングを使用できるようになりました。また、Nutanix Acropolis 5.1ハイパーバイザーへのプロビジョニングも可能になりま
した。このリリースのProvisioning Servicesに関するその他の情報については、解決された問題および既知の問題を参照してく
ださい。

注意
常に最新の機能を使用できるように、最新のCitrixライセンスサーバーを使用してください。既存のProvisioning Servicesを最新バー

ジョンにアップグレードする場合、ライセンスサーバーの最新バージョンが製品に付属しています。ライセンスサーバーをアップグ

レードしないと、製品が30日の猶予期間に入ります。詳しくは、「ライセンス」を参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/whats-new/fixed-issues.html#par_richtext_fcd6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/whats-new/known-issues.html#par_richtext_bd9b
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/license.html#par_richtext_8311
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解決された問題

Aug 14 , 2017

Provisioning Services 7.15には、Provisioning Services 7、7.1、7.6、7.7、7.8、7.9、7.11、7.12、7.13、7.14でのすべての修正
に加えて、以下の新しい修正が含まれています。

PVS 7.1xでは、イメージ作成ウィザードを使用してパーティションサイズを編集できません。

[#LC7967]

このリリースでは、Nutanixに関する次の問題が解決されています。

XenDesktopセットアップウィザードでAcropolisハイパーバイザーをプロビジョニングすると、PVSコンソールの［デバイ
スの起動...］を使用してホストされているマシンを起動することができません。

PVSターゲットは、サーバーのキャッシュおよびデバイスのRAMのキャッシュをサポートしません。

サーバー通信のタイムアウト。ログイン処理時間が大幅に長くなる（2分を超えるなど）こともあり、これによって、PVS

コンソールとSOAPサーバーの間でサーバータイムアウトが発生することがあります。デフォルトでは、こうした接続のタ
イムアウトは2分で発生します。タイムアウト時間を延長するには、次のレジストリ値を変更します。
HOTKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Citrix\ProvisioningServices ConnectionTimeout=<秒単位のタイムアウト>。ログイ
ン時間が約4分より長くなると、PVSコンソールを含むMicrosoft管理コンソール（MMC）からタイムアウトします（この
タイムアウトは破棄することもできます）。 

この問題は、Active Directoryに到達不能ドメインがある場合にも発生します。Active Directoryの到達不能ドメインへの接
続は、30秒でタイムアウトになります。到達不能ドメインが複数ある場合は、ログイン処理時間は合計で数分になりま
す。通常、Active Directoryにテストドメインや試験的なドメインを追加し、後から削除すると、到達不能ドメインが作成
されることになります。ドメインは削除されても、ドメインや認証グループを列挙したActive Directoryのレポートには残
ります。 

また、ドメインコントローラーが一時的にシャットダウンされ、ネットワークから切断された時も、到達不能ドメインと
見なされます。そのため、すべての到達不能ドメインをブラックリストに登録すべきではありません。

到達不能ドメインがあるかを判断する最良の方法は、PVS_DLL_ADSUPPORTモジュールのCitrix診断ファシリティ（CDF）
トレースで「Unreachable Domain」および「Server Referral」エラーを見つけることです。どちらかが見つかった場合、そ
れらのドメインがもう使用されていないことを確認します。使用されていない場合、ドメイン名をブラックリストに追加し
ます。

ブラックリストは「%ProgramData\Citrix\Provisioning Services\blacklist.json」というJSON形式のファイルです。例：

{

    "Domains":

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-readme-7/7-fixed-issues.html#par_richtext_36f6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-readme-7/7-fixed-issues.html#par_richtext_36f6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-readme-7/7-fixed-issues.html#par_richtext_36f6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-7/pvs-new/pvs-fixed-issues.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-8/whats-new/pvs-fixed-issues.html#par_richtext_fcd6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-9/whats-new/pvs-fixed-issues.html#par_richtext_fcd6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-11/whats-new/fixed-issues.html#par_richtext_fcd6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-12/whats-new/fixed-issues.html#par_richtext_fcd6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-13/whats-new/fixed-issues.html#par_richtext_fcd6
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-14/whats-new/fixed-issues.html
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    [

        "sub.xs.local",

        "sb.xs.local"

    ]

}

ここでsub.xs.localおよび sb.xs.localという2つのドメインは、ドメインおよびグループの列挙から除外されます。JSON

ファイルの更新後、SOAPサーバーと実行中のすべてのコンソールを再起動して更新された値を読み込みます。

[#LC6249]

コンソールを使用して新しいストアを追加すると、SOAP Serviceがクラッシュします。

[#LC8165]
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既知の問題

Sep 14 , 2017

PVSセットアップウィザードでXenServerホストに仮想マシンを作成して1つのvCPUを指定した場合、その仮想マシンは1

つのvCPUと「2コア、1ソケット」のトポロジで作成されます。これによって仮想マシンを起動することができなくなり、
XenCenterで次のエラーメッセージが表示されます。「'VCPU_max must be a multiple of this f ield'の値がフィール
ド'platforms:cores-per-socket'に対して無効です。」結果として、トポロジとvCPU構成が適合しないため、XenCenterは仮
想マシンを起動できません。

[#PVS-1126]

Ubuntu（バージョン16.04.2）でvDiskを作成する場合、プロセスの最初と最後でエラーメッセージが表示されま
す。［OK］をクリックした後、vDiskの作成を続行します。この問題によって、イメージ作成が影響を受けることはあり
ません。 

[#PVS-2200]

日本語などにローカライズされた環境でLinuxストリーミング機能を使用すると、構成イメージウィザードの使用中、文字
化けが発生することがあります。 

[#PVS-1454]

Nutanixに関するこのリリースの既知の問題は次のとおりです。
XenDesktopまたはStudioを使用すると、既存のPVSコレクションをインポートできません。 

XenDesktopセットアップウィザードを使用してAcropolisハイパーバイザーをプロビジョニングする場合、ハードディ
スクを選択せずにスナップショットを選択し、スナップショットが新しい仮想マシンになるようにします。
XenDesktopセットアップウィザードは、Acropolisハイパーバイザーへの接続で無効な資格情報が指定されると、誤っ
たエラーメッセージを報告することがあります。この問題は、他のハイパーバイザープラットフォームで無効な資格情
報が使用された場合のエラーと同様の状態です。
Nutanix AcropolisハイパーバイザーはAVU（vDiskの自動更新）をサポートしません。[#PVS-2164]
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廃止

Jun 15, 2017

以下の告知は、お客様が適宜ビジネス上の決定を下せるように、段階的に廃止される機能について前もってお知らせするため
のものです。Citrixではお客様の使用状況と機能の削除に関するフィードバックをチェックして、各機能を撤廃するかどうか
を判断しています。このリストは以降のリリースでの変更に従っており、廃止される機能がすべて含まれるわけではありませ
ん。

以下の機能が廃止されました。これらは即時削除されるというわけではありません。XenAppおよびXenDesktopの長期サー
ビスリリース（Long Term Service Release：LTSR）の次のリリースに含まれる次のProvisioning Servicesバージョンまでは引
き続きサポートされます。廃止される項目は、次のLTSRに続く最新リリースで削除されます。可能な場合、廃止される項目
の代替が提案されます。

製品ライフサイクルサポートについて詳しくは、「製品ライフサイクルサポートポリシー」の文書を参照してください。

Item
Announced
in

Alternative

［vDiskプロパティ］画面のプリンター管理（［プリンター管理を有効
にする］）。

7.12

［起動デバイスの管理］画面のBDMメディアプロパティ部分のBDMセ
キュアブートという用語。 

7.12

Protect SDBパラメーターが、BDMセキュア
ブートに置き換わります。新しいパラメー
ターは、BDMセキュアブートオプションと同
様の機能を提供します。
以下の手順で、この機能を使用します。
1. ［起動デバイスの管理］画面で、Protect

SBDチェックボックスを選択します。
2. オプションで、［Generate random

pas s word  ］（ライトワンスメディアの作
成）を選択して、パスワードと確認パス
ワードを入力します。

3. ［Burn］をクリックして、起動可能なデ
バイスを作成します。

［vDiskプロパティ］画面が更新され、キャッシュの種類フィールドか
ら次のオプションが削除されます。
ハードディスクにキャッシュする。このオプションは［vDiskプロパ
ティ］画面で利用可能なパラメーター一覧から削除されます。ただ
し、APIを使用してこのオプションを構成することはできます。 

ハードディスクに永続的にキャッシュする。

注：［ハードディスクにキャッシュする］パラメーターは、ASLRをサ
ポートしていないため削除されます。

7.12 他の利用可能なオプションを使用します。

https://www.citrix.com/support/product-lifecycle/?_ga=2.239444682.874924477.1496423231-351928144.1496423231
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システム要件

Aug 14 , 2017
ここでは次のことについて説明します。

はじめに

データベース

ライセンス

Provisioning Server

ネットワーク

ターゲットデバイス

コンソール

ストア

XenDesktopセットアップウィザード

ストリーム配信仮想マシンウィザード

ESDサーバーの要件（vDisk更新の管理）

ハイパーバイザー

XenServer 5.6およびそれ以降

System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）VMM 2012およびそれ以降

VMware vSphere ESX 4.1およびそれ以降。

Nutanix Acropolis

Linuxストリーミング

ここで説明するシステム要件は、この製品バージョンがリリースされた時点で確認済みのものです。更新は定期的に行われま
す。このトピックで説明されていないシステム要件コンポーネント（StoreFront、ホストシステム、Citrix ReceiverとPlug-

in）については、各コンポーネントのドキュメントを参照してください。

Important
Provisioning Servicesのインストール前に、インストール前の作業を確認してください。

特に明記されている場合を除き、コンポーネントの必須ソフトウェア（.NETやC++パッケージなど）のバージョンがインス
トールされていないことが検出された場合、インストーラーにより自動的にインストールされます。これらの必須ソフトウェ
アの一部は、製品のインストールメディアにも収録されています。 

グローバル化対応についての情報は、Citrix社製品のグローバル化の状況を参照してください。

次のデータベースがサポートされています：Microsoft SQL Server 2008 SP3～2016（x86、x64、およびExpressエディショ
ン）。

データベースのクラスター化がサポートされます。

注意
サポートされるデータベースおよびクライアントについて詳しくは、Knowledge CenterでSupported Databases for XenApp and

XenDesktop Componentsを参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_d34e
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_14f1
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_d67d
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_2d2e
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_e121
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_e1f5
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_9728
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_2731
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_b86a
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_47ea
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_e48d
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_9215
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_598a
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_5191
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_115d
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/system-requirements.html#par_anchortitle_628c
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/pre-install.html#par_richtext
https://support.citrix.com/article/CTX119253
https://support.citrix.com/article/CTX114501
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Citrixライセンスサーバーのダウンロードファイルは、本リリースではXenApp/XenDesktopインストールメディアに収録され
ています。最新の機能を使用するには、常に最新バージョンのCitrixライセンスサーバーを使用する必要があります。

Important
Provisioning Servicesサーバーを正常に運用するには、ライセンスサーバーに接続する必要があります。常に最新の機能を使用できる

ように、最新のCitrixライセンスサーバーを使用してください。Citrixでは、猶予期間に関連するライセンスの競合を避けるため、PVS

のアップグレード前にライセンスサーバーをアップグレードすることをお勧めします。詳しくは、「ライセンス」を参照してくださ

い。

オペレー
ティング
システム

Windows Server 2016

Windows Server 2012および2012 R2のStandard、Essential、およびDatacenterエディション
Windows Server 2008 R2およびWindows Server 2008 R2 Service Pack 1のStandard、Enterprise、およびDataCenterエ
ディション

英語、日本語、簡体字中国語のバージョンがサポートされています。 

プロセッ
サ

IntelまたはAMD社製のx64互換の、周波数が2GHz以上のプロセッサ。推奨周波数は3GHzです。サポートするターゲットデ
バイス数が250を超える場合は、3.5GHzのデュアルコア/ハイパースレッディングプロセッサ相当のものを使用します。

ストレー
ジ

ディスクストレージ管理は重要です。Provisioning Servicesサーバーがローカルに多くのvDiskを格納し、各ディスクが数ギ
ガバイトにも達する可能性があるためです。RAIDアレイ、SAN、またはNASを使用すると、ストリーム配信のパフォーマン
スを向上できます。
ハードディスクにはvDiskの格納に十分な領域が必要です。たとえば、15GBのハードドライブには14GBのvDiskしか作成で
きません。追加要件は次のようないくつかの要素によって変わります。
ターゲットデバイスで実行するオペレーティングシステムとアプリケーションに必要なハードディスク容量。最終的な
インストールイメージのサイズに、さらにその20%を追加することをお勧めします。
プライベートイメージモードのvDiskを使用するターゲットデバイスの数。プライベートイメージモードのvDiskは、毎日
バックアップする必要があります。
標準イメージモードのvDiskを使用するターゲットデバイスの数。各vDiskのコピーを作成することをお勧めします。
共通ストレージの最小サイズ
データベース：250MB

新規にインストールしたWindowsシステム：5GB

VistaクラスのvDiskのイメージ：15GB（目安）

ネット
ワークア
ダプター

静的IP

最小で100MBのイーサネット。推奨帯域幅は1GBです。サポートするターゲットデバイス数が250を超える場合は、デュ
アルポート1GBイーサネットを使用します。通常、2枚のNICの方が1枚のデュアルポートNICよりも高パフォーマンスで
す。

PVSの依
存関係

Provisioning Serverのインストールプログラムを実行するためのMicrosoft NET  4.5.2およびWindows PowerShell 3.0

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/license.html#par_richtext_8311
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T ype  Des cription  Port

UDPおよ
びTCP

ポート

Provis ioning Serv ices  サーバー間の通信
Provisioning Servicesサーバー間でMessaging Managerを使用して通信するには、各サーバーで同じ
UDPポートを使用するように構成する必要があります。選択するポート範囲に少なくとも5つのポート
が存在する必要があります。ポート範囲は構成ウィザードの［ストリーム配信サービス］ページで構成
します。
注：高可用性機能を構成する場合は、フェールオーバーサーバーとして選択したProvisioning Services

サーバーを同じサイトに配置する必要があります。高可用性機能はサイトを越えて機能する設計には
なっていません。

デフォルトの
ポート範囲
（UDP）6890-

6909

Provis ioning Serv ices  サーバーからターゲットデバイスへの通信
Provisioning ServicesサーバーがターゲットデバイスとStreamProcessを使用して通信するには、各
サーバーで同じUDPポートを使用するように構成する必要があります。
ポート範囲はコンソールの［サーバープロパティ］ダイアログボックスの［ネットワーク］タブで構
成します。

注：最初の3つのポートはProvisioning Servicesで使用するために予約されています。

デフォルトの
ポート範囲
（UDP）6910-

6930

ターゲットデバイスからProvis ioning Serv ices  サーバーへの通信
Provisioning Servicesサーバーからターゲットデバイスへの通信の場合とは異なり、ターゲットデバイス
からProvisioning Servicesサーバーへ通信するときのポート番号は構成できません。

ポート
（UDP）6901、
6902、6905

ログオンサーバーの通信
ログオンサーバーとして使用する各Provisioning Servicesサーバーは、構成ウィザードの［ストリーム配
信サーバー起動一覧］ページで構成する必要があります。

デフォルトの
ポート
（UDP）6910

コンソールの通信
コンソールへのアクセスにはSOAP Serverを使用します。ポート（TCP）は構成ウィザードの［ストリー
ム配信サービス］ページで構成します。
Powershell：MCLI-Run SetupConnection

MCLI：MCLI Run SetupConnection

T FT P 
TFTPポートの値は次のレジストリに格納されます。
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\BNTFTP\Parameters Port

デフォルト
（TFTP）69

T SB
TSBポートの値は次のレジストリに格納されます。
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\PVSTSB\Parameters Port

デフォルトの
ポート
（UDP）6969

PortFas t  PortFastは有効にする必要があります。

ネット
ワーク
カード

PXE 0.99j、PXE 2.1以降

アドレス
処理

DHCP
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ほとんどの実装において、単一のvDiskを使用して複数のターゲットデバイスに標準イメージを提供します。vDiskとターゲッ
トデバイスのメンテナンスを簡素化にするには、作成して保守するvDiskをより少なくして、各vDiskにより多くのターゲット
デバイスを割り当てます。

単一のvDiskで運用するには、すべてのターゲットデバイスに一定の類似性が必要です。これは、オペレーティングシステム
の適切な動作に必要なドライバーがすべて組み込まれていることを保証するためです。一貫している必要のある3つの主要コ
ンポーネントは、マザーボード、ネットワークカード、およびビデオカードです。

NICチーミングが必要な場合、ターゲットデバイスソフトウェアをインストールする前に、Microsoft NICチーミングドライ
バーまたはOEMのNICチーミングソフトウェアをインストールして構成する必要があります。

ヒント
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）がサポートされていますが、セキュアブートは、Microsoft UEFI CAテンプレートを使用

するHyper-V 2016のセキュアブート仮想マシンでの使用のみがサポートされます。

ターゲットデバイスは、そのデバイスで動作するオペレーティングシステムにより識別されます。 

注意
デュアルブートのvDiskイメージはサポートされません。

以下の表に記載されたオペレーティングシステムは、ターゲットデバイスでサポートされています。
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オペレー
ティング
システム

Windows 10（32ビットまたは64ビット）のすべてのエディション

注：リリース時に公開済みのバージョン。
Windows 8（32ビットまたは64ビット）およびWindows 8.1（32ビットまたは64ビット）のすべてのエディション
Windows 7 SP1（32ビットまたは64ビット）のEnterprise、Professional、およびUltimateエディション

注：Windows 7のUltimateエディションは、プライベートイメージモードでのみサポートされます。
 

Windows Server 2016

Windows Server 2012および2012 R2のStandard、Essential、およびDatacenterエディション
Windows Server 2008 R2およびWindows Server 2008 R2 Service Pack 1のStandard、DataCenter、およびEnterpriseエ
ディション

第2世代仮
想マシン

XenDesktop環境での第2世代仮想マシンのProvisioning Servicesサポートでは、以下のオペレーティングシステムがサポー
トされます。

Windows 2016、Windows 10（セキュアブートが有効または無効）
Windows Server 2016、Windows Server 2012および2012 R2のStandard、Essential、およびDatacenterエディション

Linuxスト
リーミング

Linuxストリーミングの場合、以下のオペレーティングシステムがサポートされます。
Ubuntu Desktopバージョン16.04、16.04.1、16.04.2（4.4.xカーネル）

注：Linuxストリーミングに使用する場合、PVSインストーラーにはLinuxカーネルパッケージのバージョン4.4.0.53以降が必
要です。PVSインストーラーは、インストールプロセスで自動的に正しいバージョンを提供します。

RedHat Enterprise Linux Server 7.2

CentOS 7.2

SUSE Linux Enterprise Server（SLES）12.1、12.2 

注：Ubuntu 16.04.2に使用されるデフォルトのカーネルはバージョン4.8です。このバージョンは現在サポートされていませ
ん。

追加の依存
関係

.NET  4.5.2（デフォルト）

Micros oft

ライセンス

以下は、ターゲットデバイスでMicrosoftライセンスキーを使用する場合の考慮事項です。
Windows 10、Windows 8.1、Windows 8、Windows 7、Windows Server 2016、Windows Server 2012、および
Windows Server 2008R2は、キーマネージメントサーバー（KMS）またはMicrosoftマルチライセンス認証キー（MAK）
のボリュームライセンスキーを使用して展開します。
Windows Office 2010、Office 2013およびOffice 2016は、KMSライセンスを使用して展開します。
ボリュームライセンスは、マスターターゲットデバイスでイメージ作成ウィザードを実行する時に、vDiskイメージで構
成します。vDiskファイルのボリュームライセンスは、コンソールの［vDiskファイルプロパティ］ダイアログボックス
の［Microsoftボリュームライセンス］タブで構成します。

注：MAKライセンスを機能させるには、そのクライアントオペレーティングシステム用のVAMT（Volume Activation

Management Tool）をファーム内のすべてのログオンサーバーにインストールする必要があります。また、プライベートイ
メージモードと標準イメージモードの両方で、MAKおよびKMSがサポートされます。

ファイル
システムの
種類

NTFS
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注意
英語版のProvisioning Servicesは、英語、日本語、ドイツ語、フランス語、スペイン語、簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語、およ

びロシア語のオペレーティングシステムでサポートされます。

プロセッサ 1GHz以上。推奨周波数は2GHzです。

メモリ 1GB以上。推奨サイズは2GBです。

ハード ディスク 500MB以上。

オペレーティングシ
ステム

Windows Server 2016

Windows Server 2012のStandard、Essential、およびDatacenterエディション
Windows Server 2012 R2のStandard、Essential、およびDatacenterエディション
Windows Server 2008 R2およびWindows Server 2008 R2 Service Pack 1のStandard、DataCenter、および
Enterpriseエディション
Windows 10（32ビットまたは64ビット）
Windows 8.1（32ビットまたは64ビット）のすべてのエディション
Windows 8（32ビットまたは64ビット）のすべてのエディション
Windows 7（32ビットまたは64ビット）

追加の依存関係 MMC 3.0、Microsoft .NET  4.5.2、Windows PowerShell 3.0

ストアは、Provisioning Servicesデータベースと通信できる必要があります。

Provisioning Services XenDesktopセットアップウィザードは、XenDesktop Controllerの同等のバージョンでのみ動作するた
め、バージョンレベルは同じである必要がある。また、次の点に注意してください。

同一テンプレートを構成したXenDesktopホストがある。
Provisioning Servicesのサイトにデバイスコレクションが作成済みである。
各仮想マシンに割り当てられるvDiskが標準イメージモードである。

以下は、追加の要件です。

現在のユーザーがアクセス許可を持つXenDesktopのコントローラーが存在する必要があります。
vCenter、SCVMM、およびXenServerの最小限のアクセス許可を構成する必要があります。
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アクセ
ス許可

vCenter、SCVMM、およびXenServerの最小限のアクセス許可を構成する必要があります。
Provisioning ServicesコンソールのユーザーアカウントがXenDesktop管理者として構成され、PVS SiteAdminまたはそれよ
り上位のグループに追加されている必要があります。
Provisioning ServicesをXenDesktopと共に使用する場合は、SOAP ServerのユーザーアカウントはXenDesktopに対して完
全な権限を持つ管理者アカウントである必要があります。
コンソールで新しいアカウントを作成する時は、Active Directoryのアカウントを作成する権限が必要です。既存のアカウン
トを使用するには、選択する既知の組織単位にActive Directoryアカウントが既に存在している必要があります。
XenDesktopでカタログを作成する時に起動デバイスファイルが自動的に作成され（PXEによる起動が不要）、未フォー
マットの書き込みキャッシュディスクが接続されます。この書き込みキャッシュディスクは、仮想マシンの初回起動時に
フォーマットされます。
vDiskイメージ上のVirtual Desktop Agent（VDA）をアップグレードする場合は、XenDesktopの管理コンソールで
XenDesktopカタログのVDA機能レベルも設定する必要があります。詳しくは、XenDesktopのアップグレードに関するト
ピックを参照してください。
Active Directoryの.csvファイルをインポートする場合は、, , 形式を使用します。CSVファイルには列ヘッダーが必要です。
たとえば、csvファイルに次のように記述します。
Name,Type,Des cription,

PVSPC01,Computer,,

説明がない場合にも、3つの値を示すために末尾のコンマが必要です。これは、組織単位の内容をエクスポートする時に
MMCスナップインの［Active Directoryユーザーとコンピューター］で使用される形式と同じです。
Personal vDiskをXenDesktopと共に使用する場合、SOAP ServerのユーザーアカウントはXenDesktopに対して完全な権限
を持つ管理者アカウントである必要があります。

SCVMM

SCVMMサーバーにPowerShell 2.0がインストールされていて、多くの接続に対応できるように構成されている。1台の
SCVMMサーバーに必要な接続数は、仮想マシンの複製用のセットアップウィザードで使用される、ホストされるハイパー
バイザーの数以上にする必要があります。たとえば、PowerShellプロンプトで接続数を25に設定するにはwinrm set

winrm/config/winrs @{MaxShellsPerUser="25"}winrm set winrm/config/winrs @{MaxConcurrentUsers="25"}というコマン
ドを実行します。
Microsoft SCVMMをXenDesktopと連動させるには、SCVMMでPowerShellコマンドset-ExecutionPolicy unrestrictedを実行
する必要があります。
Microsoft SCVMMの場合は、テンプレートを複製する前にテンプレートのMACアドレスが00-00-00-00-00-00でないことを
確認してください。必要であれば、テンプレートプロパティのダイアログボックスを使用してMACアドレスを割り当てて
ください。

追加要
件

vCenterサーバーで代替ポートを使用する場合は、Provisioning ServicesからvCenterサーバーに接続するために、次のとお
りレジストリを変更する必要があります。
新しいキーHKLM\Software\Citrix\ProvisioningServices\PlatformEsxを作成します。
PlatformEsxキーに新しい文字列値ServerConnectionStringを作成して、値のデータをhttp://{0}:<ポート番号>/sdkに設定
します。
注：ポート300を使用する場合はServerConnectionString= http://{0}:300/sdkに設定します。

複数のNICを使用する場合は、XenDesktopウィザードは最初のNICがProvisioning ServicesのNICであると想定して、ドメイ
ンコントローラー内の仮想マシンネットワークに従って変更します。これは仮想マシンのプロパティに一覧表示されている
最初のNICです。
シンセティックスイッチオーバー機能を使用するには、第一のレガシーNICとシンセティックNICが同じネットワーク上に
ある必要があります。Provisioning ServicesのXenDesktopセットアップウィザードをSCVMMと共に使用する場合、第一の
レガシーおよびシンセティックNICのネットワークは、XenDesktopにより、またはSCVMMホストに複数のネットワークリ
ソースがある場合はユーザーにより設定されるネットワークリソースに従って変更されます。
XenDesktopのプライベート仮想マシンデスクトップでは、複数のNICがサポートされます。
仮想マシンで以前のバージョンのXenDesktop Virtual Desktop Agent（VDA）がサポートされます。詳しくは、XenDesktop

ドキュメントのVDAの要件に関するトピックを参照してください。
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以下は、ストリーム配信仮想マシンウィザードの要件です。

構成済みのテンプレートを持つハイパーバイザーホストが存在する。
Provisioning Servicesのサイトにデバイスコレクションが存在する。
仮想マシンテンプレートに関連付ける、標準イメージモードのvDiskが存在する。

以下の表は、追加の要件です。

テンプ
レート仮
想マシン

起動順序：ネットワーク/PXEが一覧の最初にある（物理マシンの場合と同様です）。
ハードディスク：ローカル書き込みキャッシュを使用する場合は、キャッシュの作成に十分な容量の、NTFS形式のディス
クがある。そうでない場合は、ハードディスクは不要です。
ネットワーク：静的なMACアドレスが割り当てられている。XenServerを使用する場合は、00-00-00-00-00-00のアドレス
は使用できません。
仮想マシンからテンプレートを作成しようとする前に、仮想マシンが完全に動作することを確認してください。

アクセス
許可

Provisioning Servicesコンソールのユーザーアカウントが、PVS SiteAdminまたはそれより上位のグループに追加されてい
る。
Active Directoryを使用する場合は、コンソールで新しいアカウントを作成する時に、Active Directoryのアカウントを作成
する権限が必要です。既存のアカウントを使用するには、選択する既知の組織単位にActive Directoryアカウントが既に存
在している必要があります。

以下の表は、ESDサーバーの要件です。

WSUSサーバー 3.0 SP2

SCCM

SSCM 2016

SCCM 2012 R2

SCCM 2012 SP1

SCCM 2012

サポートされるハイパーバイザーの最新の一覧については、「XenDesktop and Provisioning ServicesHypervisor support」を
参照してください。

サポートされるハイパーバイザーの追加の要件は、以降のセクションで説明します。

XenServer 5.6およびそれ以降

http://support.citrix.com/article/CTX131239
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テンプレートのMACアドレスとして「00-00-00-00-00-00」を使用することはできません。

Nutanix Acropolis

このリリースでは、XenDesktopセットアップウィザードを使用してNutanix Acropolisハイパーバイザーにプロビジョニング
できます。 

構成情報については、「XenDesktop構成ウィザードを使用して仮想デスクトップを仮想マシンに展開する」を参照してくだ
さい。

Important
Provisioning ServicesをサポートするNutanix Acropolisハイパーバイザー（AHV）プラグインが必要です。 

System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）VMM 2012およびそれ以降

以下は、この種類のハイパーバイザーを構成する場合の考慮事項です。

VMM 2012、2012 SP1、および2012 R2はそれぞれ大きく異なります。
VMM 2012専用のマシンテンプレートを作成する時は、ハードディスクドライブの構造が類似しており、プライベートイ
メージモードのvDiskから起動できることを確認してください。例：
書き込みキャッシュを備えた仮想マシンをPXE起動するには、1つのハードディスクドライブを持つ仮想マシンを作成し
ます。
起動デバイスマネージャー（BDM）を使用して書き込みキャッシュを備えた仮想マシンを起動するには、2つのハード
ディスクドライブを持つ仮想マシンを作成します。
起動デバイスマネージャー（BDM）を使用してPersonal vDiskと書き込みキャッシュを備えた仮想マシンを起動するに
は、3つのハードディスクドライブを持つ仮想マシンを作成します。

シンセティックNICのスイッチオーバー（レガシーNICで起動した後でシンセティックNICでストリーム配信する）機能を
使用するには、テンプレート仮想マシンのレガシーNICとシンセティックNICが同じVLAN上にある必要があります。
Provisioning ServicesのXenDesktopセットアップウィザードでは、これらのNICのVLANが、選択したVLANに変更されま
す。これにより、2つのIPアドレスが使用されます。
イメージ作成ウィザードを実行する時は、レガシーNICのMACアドレスを選択してください。
Provisioning Servicesでは、VMMの仮想マシンで複数のレガシーNICを構成することはサポートされません。これは、VMM

では最後のレガシーNICが使用され、XenDesktopセットアップウィザードでは常に最初のレガシーNICまたはシンセ
ティックNICが使用されるためです。
VMMテンプレートを作成する時は、ゲストOSプロファイルとして［Configure Operating System］メニューの［None –

customization not required］を選択してください。
XenDesktopセットアップウィザードを使用する場合、ターゲットは作成されますが、起動できずに「PVSデータベースで
デバイスが見つからない」という内容のエラーが発生します。この問題は、テンプレートのレガシーNICとシンセティック
NICの順番が逆で、NIC 1がシンセティックでNIC 2がレガシーである場合に発生します。この問題を解決するには、テンプ
レートのNICを両方とも削除して、NIC 1がレガシーでNIC 2がシンセティックになるようにしてください。

VMware vSphere ESX 4.1およびそれ以降。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/xendesktop-setup-wizard.html
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サポートさ
れるPVSの
PXE NIC

ESX 4.x – E1000

ESX 5.0およびそれ以降 – VMXNET3

テンプレー
ト仮想マシ
ンおよびマ
スター仮想
マシン

これらの仮想マシンのオペレーティングシステム、構成、および仮想マシンバージョンが同じである必要があります。同
じでない場合、プロセスが異常停止することがあります。

PVSおよび
ESX仮想マ
シンバー
ジョン

vCenter 5.5のデフォルトでは、ESX 5.0用の仮想マシンバージョン8が使用されます。
仮想マシンのバージョンは、オペレーティングシステムをインストールする前に変更しておく必要があります。
テンプレートおよびマスター仮想マシンの仮想マシンバージョンが同じである必要があります。

Windows

7および
Windows

Server

2008 R2と
VMXNET

NIC

サービスパックをインストールしていないWindows 7とWindows Server 2008 R2 — Microsoft社のiSCSI修正プログラム
（http://support.microsoft.com/kb/2344941）をインストールして、仮想マシンを再起動してからProvisioning

Servicesターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
Service Pack 1をインストールしたWindows 7とWindows Server 2008 R2 — Microsoft社のiSCSI修正プログラム
（http://support.microsoft.com/kb/2550978）をインストールして、仮想マシンを再起動してからProvisioning

Servicesターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。

ESX

ESX 5.0の場合は、Provisioning Servicesのブートストラップ上でInterrupt Safe Modeが有効になっている必要がありま
す。無効になっていると、仮想マシンの再起動時に完全なMACアドレスが表示されません。
ESX 5.5の場合、Webクライアントではデフォルトで仮想マシンバージョン10（ESX 5.5）が作成され、vSphereクライア
ントではバージョン8（ESX 5.0）が作成されます。
vSphere Webクライアントを使用して新しいESXi 5.5テンプレートを作成する場合は、ハードウェアバージョン10のテ
ンプレートのみを作成できます。テンプレートのCD/DVDドライブの仮想モードをSATAからIDEに必ず変更してくださ
い。VMXNet3ドライバーを使用する計画である場合はSATAコントローラーを削除します。これにより、テンプレートが
XenDesktopセットアップウィザードと互換性を持つようになります。このウィザードでは、ターゲットに対して作成
するドライブをSCSIドライバーで接続する必要があります。
ESX仮想マシンで複数のNICを使用する場合は、仮想マシンのプロパティ、BIOS、およびオペレーティングシステムで
NICの順番が異なる可能性があります。この点に注意してストリーム用のNICを選択してください。常に仮想マシンのプ
ロパティで最初のNICを選択する必要があります。PXE NICはBIOSで選択できます。

ホストレ
コード

ESXのバージョンにかかわらず、XenDesktopホストのアドレスはvCenterシステムのアドレスになります。Webクライアン
トのアドレスを入力しないでください。

http://support.microsoft.com/kb/2344941
http://support.microsoft.com/kb/2550978
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ディスト
リビュー
ション

Ubuntu 16.04、16.04.01、16.04.02（4.4.xカーネル）Linuxストリーミングに使用する場合、PVSインストーラーにはLinux

カーネルパッケージのバージョン4.4.0.53以降が必要です。PVSインストーラーは、インストールプロセスで自動的に正しい
バージョンを提供します。

RedHat Enterprise Linux Server 7.2

CentOS 7.2

SUSE Linux Enterprise Server（SLES）12.1、12.2 

ハイパー
バイザー

XenServer

ESX

イメージ
の管理

バージョン管理
注：Linuxでは、リバースイメージ作成は必要ありません。

キャッ
シュ

すべてのキャッシュモードがサポートされています。サポートされるキャッシュの種類について詳しくは、「vDiskの管理」
を参照してください。
書き込みキャッシュディスクがフォーマットされると、Linuxクライアントはシャットダウンしなくなります。代わりに、自
動でキャッシュディスクを使用して起動します。
［デバイスハードディスクにキャッシュする］および［ハードディスク上のオーバーフローありのデバイスRAMにキャッ
シュ］はどちらもLinuxファイルシステムキャッシュモードを使用します。

Important
Linuxストリーミング機能は、最新バージョンのProvisioning Servicesおよび関連のバージョンのXenApp/XenDesktopの組み合わせで

使用できます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-vdisks/write-cache.html#par_richtext
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Provisioning Servicesの製品概要

Jun 15, 2017

ほとんどの企業では、運用環境内に急増するコンピューターの管理に対応するために多くの努力を払っています。コンピュー
ターがデスクトップPCでも、データセンターのサーバーでも、またはキオスク型のデバイスでも、個々に独立したものとして
管理する必要があります。分散処理の利点は、分散管理という代償の上に成り立ちます。各コンピューターのセットアップ、
更新、サポート、そして最終的な廃棄には、多くの時間と費用がかかります。コンピューターの初期費用は、運用費用に比べ
れば低額であることが多くあります。

Provisioning Servicesでは、ハードウェアとその上で実行するソフトウェアの関係を根本から変えることにより、従来のイメー
ジ作成ソリューションとは非常に異なるアプローチを取ります。個々のマシンにイメージをコピーするのではなく、単一の共
有ディスクイメージ（vDisk）をストリーム配信することで、マシンの数が増え続けるとしても、管理対象のディスクイメー
ジの数は減らすことができます。同時に、分散処理の利点を享受しながら効率的に集中管理ができます。

さらに、ディスクデータが単一の共有イメージからマシンに動的かつリアルタイムにストリーム配信されるため、マシンイ
メージの一貫性が保証されます。その一方で、大規模なプールに含まれるマシンの構成、アプリケーション、さらにオペレー
ティングシステムまで、再起動するだけで完全に変更することができます。

Provisioning Servicesを使用して、どのvDiskも標準イメージモードで構成できます。標準イメージモードのvDiskからは多くの
コンピューターを同時に起動できるので、保守するイメージと必要なストレージの数を大幅に減らせます。vDiskは読み取り専
用であり、ターゲットデバイスによりイメージを変更することはできません。

XenAppサーバーやWebサーバーなどのファームとして動作するサーバープールを管理する場合は、サーバーの更新プログラ
ムの適用レベルを同一に保つのは難しく、時間がかかる作業になる可能性があります。従来のイメージ作成ソリューションに
より初期状態のゴールデンマスターを使用してサーバーを構築した場合、いったんサーバーをマスターイメージで構築した後
は、すべてのサーバーに個別に更新プログラムを適用する必要があります。ファーム内の個々のサーバーに更新プログラムを
展開するのは非効率であるだけでなく、不確かにもなる可能性があります。個々のサーバーで更新プログラムの適用に失敗す
ることはよくあり、ユーザーが問い合わせたりサーバーが停止したりするまで、管理者が問題に気付かない可能性がありま
す。この問題が発生したサーバーをファームのほかのサーバーと同期するのは難しく、元のイメージを基にサーバーを完全に
再構築する必要が生じる可能性があります。

Provisioning Servicesを使用すると、簡素で信頼できる方法でサーバーファームの更新プログラムの適用を管理できます。ゴー
ルデンイメージの管理から始めて、その単一のゴールデンイメージを管理し続けます。更新プログラムの適用はすべて1か所
で行い、サーバーの起動時にストリーム配信します。すべてのサーバーでそのディスクイメージの単一の共有コピーを使用す
るため、サーバー構成の一貫性が保証されます。サーバーが破損したときは、再起動するだけですぐに既知の良好な状態のマ
スターイメージに戻せます。アップグレードをごく短時間で実行できます。実稼働環境用にアップグレードしたイメージの準
備ができたら、新しいバージョンのイメージをサーバーに割り当て、サーバーを再起動するだけです。再起動にかかる時間内
に、任意の数のサーバーに新しいイメージを展開できます。同様に重要なことですが、同じ方法でロールバックできるため、
新しいイメージの問題が原因でサーバーが長時間動作しなくなることはありません。

デスクトップ管理者は、Provisioning Servicesのストリーム配信技術をXenDesktop環境の一部として使用し、物理デスクトッ
プおよび仮想デスクトップの配信を簡素化および統合して、そのコストを削減することができます。多くの組織がデスクトッ
プの仮想化を検討しています。仮想化によりIT管理のニーズを大幅に統合し簡素化できる一方で、仮想化を展開するには仮想
化をサポートするインフラストラクチャが必要でもあります。Provisioning Servicesを使用しなければ、ストレージのコストの
ためにデスクトップ仮想化の予算が超過する可能性があります。Provisioning Servicesを使用すると、仮想デスクトップインフ
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ラストラクチャに必要なストレージ量を90%も削減できる可能性があります。それと同時に、数百、数千のデスクトップでは
なく単一イメージを管理するだけで済むため、デスクトップ管理のコスト、努力、および複雑さが大幅に軽減されます。

企業内の作業者の種類はさまざまであり、異なる種類のデスクトップを必要とします。単純さと標準化が必要なものもあれ
ば、高性能と個人用設定が求められるものもあります。XenDesktopではFlexCast™配信テクノロジーを使用して、単一のソ
リューションこれらの要件を満たすことができます。IT部門はFlexCast™を活用して、各ユーザーのパフォーマンス、セキュ
リティ、および柔軟性の要件に合わせて調整したあらゆる種類の仮想デスクトップを配信できます。

仮想デスクトップですべてのアプリケーションがサポートできるわけではありません。そのような場合でも、統合と単一イ
メージの管理の利点を生かすことができます。デスクトップイメージをデータセンター内の一拠点で格納および管理し、オン
デマンドで物理デスクトップにストリーム配信します。実験室、研修環境、コールセンター、および仮想デスクトップにアク
セスするための「シンクライアント」などの標準化されたデスクトップに、このモデルは特に有効です。

Provisioning Servicesのストリーム配信技術を使用すると、単一の共有ディスクイメージからリアルタイムでコンピューターを
プロビジョニングしたり、再プロビジョニングしたりすることができます。これにより、個々のシステムを管理、更新する必
要性を完全に排除できます。その代わりに、すべてのイメージ管理をマスターイメージで行います。各システムのローカルの
ハードディスクドライブは実行時のデータキャッシュに使用できます。または、システムから完全に取り外せる場合がありま
す。これにより、使用電力、システム障害率、およびセキュリティリスクを抑えることができます。

Provisioning Servicesのインフラストラクチャは、ソフトウェアのストリーム配信技術に基づいています。Provisioning Services

のコンポーネントをインストールして構成したら、オペレーティングシステムとアプリケーションのイメージのスナップ
ショットを取ってデバイスのハードドライブからvDiskを作成します。そして、vDiskファイルとしてイメージをネットワーク
上に格納します。vDiskの作成に使用するデバイスはマスターターゲットデバイスと呼ばれます。それらのvDiskを使用するデ
バイスはターゲットデバイスと呼ばれます。

vDiskはProvisioning Servicesサーバーまたはファイル共有に配置できます。大規模な展開では、Provisioning Servicesサーバー
と通信できるストレージシステム（iSCSI、SAN、NAS、およびCIFS）に配置できます。vDiskはプライベートイメージモード
で単一のターゲットデバイスに割り当てることも、標準イメージモードで複数のターゲットデバイスに割り当てることもでき
ます。

ターゲットデバイスに電源が入ると、ネットワークから起動し、Provisioning Servicesサーバーと通信するように設定されま
す。シンクライアント技術とは異なり、処理はターゲットデバイスで発生します。次の図の手順1を参照してください。

ターゲットデバイスはProvisioning Servicesサーバーから起動ファイルをダウンロードしてから（手順2）起動します。デバイ
スの起動構成に基づいて適切なvDiskが検索され、Provisioning Servicesサーバーにマウントされます（手順3）。vDisk上のソフ
トウェアが必要に応じてターゲットデバイスにストリーム配信されます。ターゲットデバイスからは標準のハードドライブの
ように見えます。

従来の、つまり作成したイメージを展開するソリューションで実行するように、vDiskのすべての内容を直ちにターゲットデ
バイスに取り込む代わりに、データは必要に応じてリアルタイムでネットワークを介して配信されます。このアプローチで
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は、ワークステーションのある場所に実際に行かなくても、完全に新しいオペレーティングシステムとソフトウェアのセット
を再起動の時間内にターゲットデバイスに配信できます。このアプローチでは、従来のディスクイメージ作成ツールに比べて
必要なネットワーク帯域幅が大幅に軽減されるので、ネットワークの全体的なパフォーマンスに影響を与えずにより多くの
ターゲットデバイスをサポートできます。
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以下の図は、Provisioning Servicesの基本的なインフラストラクチャの概要と、Provisioning Servicesのコンポーネントが環境
内にどのように配置されるかを示しています。

ここからは、Provisioning Servicesコンポーネントを簡潔に説明します。

製品のライセンスサーバーは共有インフラストラクチャ内にインストールします。既存のCitrixライセンスサーバーを選択す
ることもできます。

注意
Provisioning Servicesサーバーで構成ウィザードを実行するときに、ライセンスサーバーを選択します。ファーム内のすべての

Provisioning Servicesサーバーがライセンスサーバーと通信できる必要があります。

データベースにはファーム内に存在するすべてのシステム構成設定が格納されます。1つのファームには1つのデータベースの
みを設定できます。ファーム内のすべてのProvisioning Servicesサーバーがデータベースと通信できる必要があります。既存
のSQL Serverデータベースを活用することも、SQL Server Expressをインストールすることもできます。SQL Server Expressは
Microsoftが無償で配布しています。

注意
Provisioning Servicesサーバーで構成ウィザードを実行するときに、データベースサーバーを選択します。

コンソールはProvisioning Servicesの実装を管理するために使用するユーティリティです。コンソールを開いたら、接続する
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ファームを選択します。割り当てられている管理者の役割に応じて、コンソールに表示される項目とファームで管理できる項
目が決まります。

注意
コンソールは、製品のインストールメディアから別個のコンポーネントとしてインストールされます。Provisioning Servicesコンソー

ルはMMC（Microsoft Management Console：Microsoft管理コンソール）のスナップインです。MMC特有のコンソール機能につい

ては、このドキュメントでは説明しません。詳しくは、MicrosoftのMMCのドキュメントを参照してください。

ネットワークサービスには、DHCPサービス、PXE（Preboot eXecution Environment）サービス、およびTFTPサービスがあ
ります。これらのサービスオプションを起動処理中に使用して、IPアドレスを取得し、Provisioning Servicesサーバーで起動プ
ログラムを検索し、ターゲットデバイスにダウンロードします。そのほかの起動オプションも使用できます。

ヒント
ネットワークサービスは製品のインストール時にインストールし、構成ウィザードで構成できます。インフラストラクチャ内の既存

のネットワークサービスも活用できます。

ファームはProvisioning Servicesのインフラストラクチャの最上位を表します。ファームはファームの最初のProvisioning
Servicesサーバーで構成ウィザードを実行して作成します。
単一のファーム内のすべてのサイトで、Microsoft SQL Serverデータベースを共有します。
コンソールをファームに直接関連付ける必要はありません。ファームのネットワークと通信できるどのコンソールでもリ
モートからの管理がサポートされるからです。

ファームには1つまたは複数のストアが含まれます。ストアは、vDiskの物理または仮想ストレージの場所に付ける論理的な名
前です。ストア名は、ファーム内のすべてのProvisioning Servicesサーバーで共通に使用される名前です。

例1

Windows 10の物理的なvDiskがサイトが存在するProvisioning Servicesサーバーに存在しています。この物理的な場所に付ける
論理的な名前がストアです。

ストア名（論理名）はbostonwin10です。

vDiskへの物理パスはC:\vDisks\です。

例2

Windows 10の物理的なvDiskがファームレベルのネットワーク共有（FinanceVdisks）に存在しています。

ストア名（論理名）はfinancevdisksです。

ファーム内のすべてのProvisioning Servicesサーバーにとって、vDiskへの物理パスは\\financeserver\financevdisks\です。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/overview/pvs-product-infrastructure.html
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ファーム内には複数のサイトを配置できます。構成ウィザードで最初のサイトが作成され、ファーム内の最初のProvisioning
Serverで実行されます。
サイトはコンソールに次のように表示されます。

Provisioning Servicesサーバー

Provisioning Servicesサーバーは、ストリーム配信サービスがインストールされているサーバーです。Stream Servicesを使用
して、vDiskからターゲットデバイスにソフトウェアをストリーム配信します。実装方法によっては、vDiskをProvisioning

Servicesサーバー上に直接配置します。より大規模な実装では、Provisioning Servicesサーバーはネットワーク上の共有スト
レージの場所からvDiskを取得する可能性があります。

Provisioning Servicesサーバーは、Provisioning Servicesデータベースとの構成情報の交換もします。Provisioning Servicesサー
バーの構成オプションを使用して、ターゲットデバイス接続の高可用性および負荷分散を保証します。

vDiskプール

vDiskプールはサイトで使用できるvDiskの集合です。サイトごとに1つのvDiskプールがあります。

vDisk更新の管理

vDisk更新の管理機能を使用して、仮想マシンを使用したvDisk更新の自動化を構成します。vDiskの自動更新はスケジュールに
基づいて、またはコンソールから直接実行できます。この機能では、ESD（Electronic Software Delivery：電子ソフトウェア
配信）サーバーにより検出および配信される更新プログラム、Windows更新プログラム、またはそのほかのプッシュ型の更
新プログラムがサポートされます。

デバイスコレクション

デバイスコレクションは、ターゲットデバイスの論理的なグループです。ネットワーク上のvDiskから起動しソフトウェアを
取得する、デスクトップコンピューターやサーバーのようなデバイスをターゲットデバイスと呼びます。デバイスコレク
ションにより物理的な場所、サブネットの範囲、またはターゲットの論理的なグループを表すことができます。デバイスコ
レクションを作成すると、デバイスではなくコレクションの単位で操作を実行できるので、デバイス管理を簡素化できます。

1つのターゲットデバイスは1つのデバイスコレクションにのみ属することができます。
vDisk

vDiskは、Provisioning Servicesサーバーまたは共有ストレージデバイス上にディスクイメージファイルとして存在します。
vDiskは、.vhdxベースのイメージファイル、関連するプロパティファイル（.pvp）、さらに当てはまる場合は、参照される
VHD差分ディスク（.avhdx）のチェーンから構成されます。

vDiskはターゲットデバイスに割り当てられます。ターゲットデバイスは割り当てられたvDiskイメージから起動し、ソフト
ウェアをストリーム配信します。

vDiskのモード

vDiskイメージは、プライベートイメージモード（単一のデバイスで使用され、読み取り/書き込みが可能なモード）または標
準イメージモード（複数のデバイスで使用され、さまざまなキャッシュオプションを伴う読み取り専用のモード）に構成さ



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.24https://docs.citrix.com

れます。

vDiskチェーン

vDiskの基本イメージに対する更新はバージョン付きの差分ディスクに記録され、元の基本ディスクイメージは変更されずに
残る場合があります。次の図に、基本ディスクおよび基本ディスクを参照するバージョンの基本的な関係を示します。

vDiskが更新されるたびに新しいバージョンのVHDX差分ディスクを作成することができます。次の表に示すようにファイル
名に含まれる数が1つ増えます。

VHDXファイル名

基本イメージ win7dev.avhdx

バージョン1 win7dev.1.avhdx

バージョン2 win7dev.2.avhdx

... ...

バージョンN win7dev.N.avhdx

vDiskの起動

次の図に、サーバー共有上のvDiskの検索および起動方法を示します。

1. ターゲットデバイスはProvisioning Servicesサーバーと通信しライセンスを取得して、起動処理を開始します。
2. Provisioning ServicesサーバーはvDiskプールを確認してvDisk情報を取得します。この情報にはvDiskをターゲットデバイス
に提供できるProvisioning Servicesサーバーの識別情報と、vDiskにアクセスするためにそのサーバーで使用する必要のある
パス情報が含まれます。この例では、ターゲットデバイスにvDiskを提供できるProvisioning Servicesサーバーはこのサイト
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に1つしかないことと、vDiskが物理的には（ファームレベルの共有ストレージである）財務部用サーバーに存在しているこ
とが、vDiskによって示されます。

3. Provisioning Servicesサーバーは財務部用サーバー上のvDiskを検索し、そのvDiskを必要に応じてターゲットデバイスにスト
リーム配信します。

ビューを使用すると、ターゲットデバイスのグループをすばやく管理することができます。通常ビューは、業務上の必要に
応じて作成します。たとえば、ビューで建物などの物理的な場所やユーザーの種類を表すことができます。1つのターゲット
デバイスは、任意の数のビューに属することができますが、属することができるデバイスコレクションは1つだけです。

ビューはコンソールに次のように表示されます。

ファームビューにはファーム内の任意のターゲットデバイスを含められます。サイトビューにはそのサイト内のターゲット
デバイスのみを含めることができます。
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Provisioning Servicesの管理者の役割

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesの実装においてオブジェクトを表示し管理する能力は、ユーザーのグループに割り当てる管理者の役割に
よって決定されます。Provisioning Servicesでは、ネットワーク内に既に存在するグループ（WindowsまたはActive Directory

のグループ）を使用します。

グループのすべてのメンバーが、ファーム内で同じ管理者権限を共有します。複数のグループに属する管理者は複数の役割を
持つ可能性があります。

グループは、コンソールの［ファームプロパティ］ダイアログボックスでファームレベルで管理します。

Provisioning Servicesファームには次の役割が存在します。
ファーム管理者はファーム内のすべてのオブジェクトを表示し管理できます。また、新しいサイトを作成したりファーム
全体の役割の割り当てを管理したりできます。
サイト管理者はサイト内のすべてのオブジェクトに対する完全な管理アクセス権を持ちます。たとえば、サイト管理者は
Provisioning Servicesサーバー、サイトプロパティ、ターゲットデバイス、デバイスコレクション、vDisk、vDiskプール、お
よびローカルのvDiskストアを管理できます。サイト管理者はデバイス管理者とデバイスオペレーターのメンバーシップも
管理できます。
デバイス管理者は、権限を持つコレクションでデバイスとコレクションに関するすべての管理タスクを実行できます。こ
れに含まれるのは、（読み取り専用の）vDiskプロパティの表示、デバイスへのvDiskの割り当て、デバイスからのvDiskの削
除、ターゲットデバイスの起動またはシャットダウン、デバイスプロパティの編集、およびデバイスコレクション内の
ターゲットデバイスへのメッセージの送信です。
デバイスオペレーターは、権限を持つデバイスコレクション内の、（読み取り専用の）ターゲットデバイスプロパティを
表示し、ターゲットデバイスを起動またはシャットダウンし、ターゲットデバイスにメッセージを送信できます。
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製品ユーティリティ
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Provisioning ServicesにはProvisioning Services環境の構成と管理のためのツールがいくつか組み込まれています。Provisioning
Servicesソフトウェアをインストールすると、次のツールを使用できるようになります。
インストールウィザード - このウィザードを使用して、Provisioning Servicesのコンポーネントをインストールし、
Provisioning Servicesサーバーとマスターターゲットデバイスを作成します。
構成ウィザード - このウィザードを使用して、ネットワークサービスやデータベースのアクセス許可など、Provisioning

Servicesのコンポーネントを構成します。このウィザードはProvisioning Servicesのインストール時にインストールされま
す。
イメージ作成ウィザード - マスターターゲットデバイスでProvisioning Servicesイメージ作成ウィザードを実行すれば、
Provisioning Servicesサーバーに直接アクセスせずに、Provisioning ServicesデータベースにvDiskファイルを作成しそのファ
イルにイメージを作成できます。このユーティリティはターゲットデバイスのインストール時にインストールされます。
仮想ディスクステータストレイ - このターゲットデバイスユーティリティを使用して、ターゲットデバイスの接続状態と
ストリーム配信の統計情報を取得します。このユーティリティはProvisioning Servicesターゲットデバイスのインストール
時にインストールされます。
XenDesktopセットアップウィザード - 既存のマシンテンプレートからXenDesktopのハイパーバイザーサーバー上に仮想
マシンを作成し、ターゲットデバイスを作成してそれらの仮想マシンに関連付けて、各ターゲットデバイスにvDiskを割り
当ててから、すべての仮想デスクトップをXenDesktopカタログに追加します。
ストリーム配信仮想マシンセットアップウィザード - 既存のマシンテンプレートからハイパーバイザーサーバー上に仮想マ
シンを作成し、ターゲットデバイスを作成してコレクション内の各マシンに関連付けてから、vDiskイメージをすべての仮
想マシンに割り当てます。
仮想ホスト接続ウィザード - 新しい仮想ホスト接続をvDisk更新マネージャーに追加します。
管理対象vDiskセットアップウィザード - 新しい管理対象vDiskをvDisk更新マネージャーに追加します。
更新タスクウィザード - vDisk更新マネージャーと共に使用する新しい更新タスクを構成します。
起動デバイスマネージャー - このユーティリティを使用して、USBやCD-ROMのような起動デバイスを構成します。起動デ
バイスはProvisioning Servicesから起動プログラムを受信します。
アップグレードユーティリティ - いくつかのアップグレード方法があります。選択すべき方法はネットワークの要件に応
じて異なります。
プログラミングユーティリティ - Provisioning Servicesには管理アプリケーションのプログラミングユーティリティとコマ
ンドラインユーティリティが組み込まれています。これらのユーティリティにはすべてのユーザーがアクセスできます。
ただし、割り当てられている管理者特権に関連するコマンドのみを使用できます。たとえば、デバイスオペレーターはこの
ユーティリティを使用して、アクセス権を持つすべてのターゲットデバイスの一覧を取得できます。
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Provisioning Servicesファームのアップグレード
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Provisioning Servicesは5.1 SP1以降からの最新製品バージョンへのアップグレードをサポートしています。

Provisioning Servicesファームをアップグレードする前に、次の作業を行います。
最もトラフィックが少なく保守に適した時間帯を選択します
Provisioning Servicesデータベースのバックアップ
すべてのvDiskのバックアップ

ヒント
注意：高可用性を有効にする予定である場合はミラーリングします。詳しくは、「データベースのミラーリング」を参照してくださ

い。いったんミラーリングがセットアップされた後は、アップグレード中に特別な操作は必要ありません。

以前のバージョンのProvisioning Servicesファームをアップグレードするには、次の手順を完了させる必要があります。
1. 1台目のProvisioning Servicesサーバーをアップグレードします。これにより、Provisioning Servicesデータベースがアップ
グレードされます。

2. コンソールをアップグレードします。コンソールはアップグレードされたサーバーに個別にインストールできます
（PVS_Console.exeまたはPVS_Console_64.exe）。ファーム内の各Provisioning Servicesシステムごとに、Provisioning

Servicesサーバーとコンソールの両方のソフトウェアを同時にアップグレードすることをお勧めします。リモートコン
ソールは、いつでもアップグレードできます。

3. ファーム内の残りのProvisioning Servicesサーバーをアップグレードします。 

4. vDiskをアップグレードします。

Important
XenDesktop展開環境内でProvisioning ServicesのvDiskをアップグレードする場合は、XenDesktop VDAソフトウェアをアップグ

レードする前にProvisioning Servicesのマスターターゲットデバイスソフトウェアをアップグレードしてください。

アップグレードユーティリティ

アップグレードウィザードには、以下のユーティリティが含まれます。
UpgradeAgent.exe：ターゲットデバイスで実行し、以前にインストールした製品ソフトウェアをアップグレードしま
す。
UpgradeManager.exe：Provisioning Servicesサーバーで実行し、ターゲットデバイスでのアップグレード処理を制御しま
す。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-high-availability/ha-db-mirror.html
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Provisioning Servicesサーバーのアップグレード
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Provisioning Servicesファームにおいて、データベースは1台目のProvisioning Servicesサーバーをアップグレードするときに
アップグレードされます。ファーム内のデータベースと1台目のサーバーをアップグレードした後で、ファーム内の残りの
サーバーをアップグレードできます。1台目のProvisioning Servicesサーバーをアップグレードしている間は、一部の管理機能
が使用できなくなる可能性があります。操作の失敗を避けるために、アップグレードが完了するまですべてのコンソールを閉
じておくことをお勧めします。

注意
アップグレードウィザードのインストール先フォルダーおよび実行フォルダーの名前にサロゲートペア文字（Unicodeコードポイン

ト0x10000以降）を使用することはできません。

アップグレードするには

1. サーバーとデータベースをアップグレードするには、サーバー上で新しいバージョンのサーバーソフトウェアを実行し
て、［アプリケーションを自動的に閉じてから開き直す］オプションを選択します。このオプションを選択せず、［使用
中のファイル］画面が開いたら、［アプリケーションを終了しない］オプションを選択します。

2. このサーバーまたはファームの管理に使用するサーバーにコンソールをインストールします。コンソールのインストール
について詳しくは、「Provisioning Servicesサーバーソフトウェアのインストール」を参照してください。

3. 構成ウィザードで（製品のインストールが完了しても自動的に起動しない場合はこの時点で起動します）、［既存の
ファームに参加する］をクリックします。このウィザードを実行するとサービスが開始されます。詳しくは、「構成ウィ
ザードのタスク」の既存のファームへの参加方法を参照してください。

1台目のサーバーで実行した手順をファーム内の残りの各サーバーで実行します。

注意
データベースは1台目のサーバーをアップグレードしたときにアップグレードされているので、データベースのアップグレード処理

は無視されます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-install-task3-install.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-farm-configure-new.html
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vDiskのアップグレード
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Important
新しい製品バージョンにアップグレードする前に、すべてのvDiskのバックアップを作成してください。

vDiskをアップグレードする場合は、vDiskイメージに新しいバージョンのProvisioning Servicesターゲットデバイスソフトウェ
アをインストールします。

Provisioning Services 7.6.1以降からアップグレードする場合は、インプレースアップグレードを実行できます。可能な場合
は、この方法を使用することをお勧めします。必要なステップは2つだけです。

1. クライアントをプライベートモードまたは保守モードで起動します。
2. 「マスターターゲットデバイスへのProvisional Servicesソフトウェアのインストール」の説明に従って、ターゲットデバイ
スインストーラーを実行します。

7.6.1より前のバージョンからアップグレードする必要がある場合は、以下のvDiskアップグレード方法がサポートされていま
す。

Hyper-Vを使用したvDiskのアップグレード。Provisioning Services 6.x、7.1、または7.6からアップグレードしている場合
は、このインラインアップグレード方法をお勧めします。イメージの再構築よりも短期間でアップグレードできて、使用
するストレージが最も小さい方法です。
イメージの再構築によるvDiskのアップグレード。ほかの2つのvDisksアップグレード方法がいずれも有用でない環境の場
合、以下のアップグレード方法のうち1つを選択してください。
バージョン付けされたvDiskのアップグレード –  vDiskをProvisioning Services 6.xから7.1または7.6にアップグレードする
場合で、Hyper-Vを使用したvDiskのアップグレード方法が使用できない場合は、この方法を使用します。この方法では
vDiskの保守バージョンとしてイメージを再構築します。これにより実稼働デバイスは引き続き実行され、vDiskの実稼
働バージョンを起動することができます。アップグレードしたvDiskのバージョンを実稼働バージョンに昇格した後は、
ターゲットデバイスはアップグレードしたvDiskのバージョンから起動します。
自動インラインアップグレード –  vDiskをProvisioning Services 5.1.x、5.6.x、または6.xから7.1または7.6にアップグレー
ドする場合で、Hyper-Vおよびバージョン付けされたvDiskによるアップグレードの方法を使用できない場合は、この方
法を使用します。この方法ではアップグレードウィザードおよびアップグレードマネージャーを使用して、vDiskの手動
アップグレード方法に含まれるいくつかの手順を自動化します。
vDiskの手動アップグレード –  vDiskを5.1.x、5.6.x、または6.xから7.1または7.6にアップグレードする場合は、Hyper-V

およびバージョン付けされたvDiskによるアップグレード方法を使用できない、または自動インラインアップグレードに
失敗する場合に限り、このvDiskアップグレード方法をお勧めします。vDiskに複数のパーティションがあり、イメージ
の再構築のために同じシステムとマシンを使用できる場合には（ハードディスクドライブは同じである必要はありませ
ん）、この方法も検討に入れることができます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/pvs-install/pvs-target-image-prepare.html#par_richtext_7
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Hyper-Vを使用したvDiskのアップグレード
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Provisioning Services 6.x、7.1、または7.6からアップグレードしている場合は、このインラインアップグレード方法をお勧め
します。イメージの再構築よりも短期間でアップグレードできて、使用するストレージが最も小さい方法です。

Microsoft Hyper-Vを使用してアップグレードする前に、次の要件を確認してください。

Hyper-Vに関する一般的な知識が必要です。
Hyper-Vをインストールする必要があります（Provisioning Servicesサーバーにインストールする必要はありません）。

注意
Hyper-Vでのアップグレードでは、ブロックサイズが16MBのvDiskはサポートされません。新しいvDiskイメージを作成するときは、

ブロックサイズを2MB以上にする必要があります。 

1. Hyper-Vサーバーから、以前にインストールしたProvisioning Servicesソフトウェアをアンインストールします。
2. 新しいバージョンのProvisioning Servicesソフトウェアをインストールします。
3. 新しく作成したVHDXファイルをHyper-Vサーバーにコピーします。

1. vDiskの新しいバージョンを作成します。
2. 新しいバージョンをテストモードに昇格させます。
3. 移行ベースをテストモードに実行します。
4. 手順cからHyper-VサーバーにVHDXをコピーします。

4. Hyper-Vマネージャーで新しい仮想マシンを作成します。
5. 作成中、新しいVHDXの代わりに既存の<新しいvDisk>.vhdxを接続します。
6. ［操作］ペインの［設定］をクリックして新しい仮想マシンのプロパティを開き、ネットワークアダプターを削除しま
す。［ハードウェアの追加］へ移動し、［レガシネットワークアダプター］を追加します。

7. ［レガシネットワークアダプター］へ移動し、物理的なシステムNICを指定します。
8. 仮想マシンを起動します。
9. システムによる新しいドライバーのインストールを受け入れ、再起動を求められた場合は再起動します。

10. Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアをアンインストールして再起動します。
11. オプション：Hyper-Vの統合サービスをインストールします。このサービスは、VHDXを物理システムでも仮想システムで
も起動できるように作成する必要がある場合にのみ必要です。仮想マシンが起動した状態で、［操作］メニューの［統合
サービスセットアップディスクの挿入］を選択してインストールします。

12. Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
13. Provisioning Servicesを非アクティブなNIC（元のターゲットデバイスの物理NIC）にバインドすることを選択します。

Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアを複数NIC環境内のNT6.xシステムにインストールする場合、有効
なすべてのNICを使用できます。そのため、bindcfg.exeは必要ではなくなり、ターゲットデバイスソフトウェアでインス
トールされなくなります。

14. 仮想マシンをシャットダウンします。
15. 仮想マシンのプロパティに移動し（［操作］、［設定］の順に選択します）レガシネットワークアダプターから起動する
ように設定します。

16. VHDX（<新しいvDisk>.vhdx）をProvisioning Servicesサーバーに戻します。
17. Provisioning Servicesコンソールで次の操作を行います。

1. ［既存のvDiskの追加］メニューオプションを選択して、VHDXをProvisioning Servicesのデータベースに追加します。
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2. Hyper-V仮想マシンをターゲットデバイスの一覧に追加します。
3. vDiskを適切なターゲットデバイスに関連付けます。
4. vDiskを標準イメージモードに設定します。

18. 物理ターゲットデバイスをPXEで起動し、次にHyper-V仮想マシンを起動します。

これで、元のvDiskはアップグレードされ、物理マシンと仮想マシンで共通のイメージも作成されました。
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リバースイメージ作成によるvDiskのアップグレード

Jun 15, 2017

ほかの2つのvDiskアップグレード方法（バージョン7.6.1以降からのインプレースアップグレード、またはHyper-Vを使用した
アップグレード）がいずれも有用でない環境の場合にのみ、イメージの再構築によるアップグレードを行います。
既存のProvisioning Servicesの実装とネットワーク要件に応じて、選択すべきイメージの再構築によるアップグレード方法は異
なります。

バージョン付きのvDiskのアップグレード

Version 6.xのvDiskをターゲットデバイスソフトウェアの最新バージョンにアップグレードする場合は、この方法を選択できま
す。この方法ではvDiskの保守バージョンとしてイメージを再構築します。これにより実稼働デバイスは引き続き実行され、
vDiskの実稼働バージョンを起動することができます。アップグレードしたvDiskのバージョンを実稼働バージョンに昇格した
後は、ターゲットデバイスはアップグレードしたvDiskのバージョンから起動します。
アップグレードの前提条件は次のとおりです。

すべてのProvisioning Servicesサーバーをアップグレードする
Provisioning Servicesコンソールをアップグレードする
vDiskのバックアップコピーを作成する

アップグレードするには、次の手順に従います。
1. 保守デバイスで保守モードの管理対象vDiskを起動します。
2. 製品のインストールディレクトリでP2PVS.exeを実行して、ボリュームからボリュームへのイメージ作成によりイメージを
再構築します。vDiskをソースとして、ハードディスクドライブをターゲットとして選択します。イメージの作成先がパー
ティション1以外のパーティションである場合は、ハードディスクドライブから再起動する前にboot.iniを編集する
か、bceditコマンドでパーティション設定を編集する必要があります。

3. 保守デバイスをPXE起動ではなくハードディスクドライブから再起動します。
4. 保守デバイスでVersion 6.xのターゲットデバイスソフトウェアをアンインストールして、最新バージョンのターゲットデバ
イスソフトウェアをインストールします。

5. Provisioning Servicesイメージ作成ウィザードを実行して、新しいvDiskイメージを作成し、まだ存在しない場合はターゲッ
トデバイスを作成し、vDiskをターゲットデバイスに割り当てます。

6. 保守デバイスまたはテストデバイスをアップグレードされたvDiskから起動して、新しいvDiskイメージのストリーム配信を
テストします。

以下は、P2PVSを使用して手動でリバースイメージを作成する場合の考慮事項です。

プライベート\保守モードを使用して、PVSターゲットデバイスをvDiskで起動します。
Provisioning Servicesの最新リリースで、ISOイメージのUpgradeフォルダーにあるPVS_UpgradeWizard.exeまたは
PVS_UpgradeWizard_x64.exeをインストールして、最新のP2PVS.exeを入手します。アップグレードウィザードは、
Provisioning Servicesのメタ―インストーラーで［ターゲットデバイスのインストール］>［アップグレードウィザードのイ
ンストール］を選択してインストールできます。
Provisioning ServicesのアップグレードウィザードのディレクトリからP2PVS.exeを実行します（デフォルトのディレクト
リ：C:\Program Files\Citrix\Provisioning Services UpgradeWizard）。
［From］ドロップダウンメニュー からProvisioning Services vDiskを選択し、［Next］をクリックします。 

パーティション画面で、リバースイメージを作成するパーティションを選択します。ドライブ文字があるかどうかにかか
わらず、すべてのシステムパーティションが、リバースイメージの作成で使用されます。［Next］をクリックします。
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最後のページで［Convert］を選択し、リバースイメージの作成を開始します。

注意
BIOSシステムのリバースイメージ作成は、非破壊的です。システムのパーティションテーブルは変更されません。PVSイメージ作成

はブロックごとであるため、ローカルハードディスクのパーティションテーブルは、vDiskのパーティションテーブルと同一である必

要があります。

Important
UEFIシステムのリバースイメージ作成は、破壊的です。ローカルハードディスクのすべてのパーティションは破壊され、vDiskのパー

ティションテーブルと一致させるために変更されます。

リバースイメージ作成を使用してアンチウイルスやマルウェア定義を更新できますが、BIOSがこのタスクを実行できるので、
UEFIは実行できません。 

UEFI VMのリバースイメージを作成する場合、次について考慮してください。

UEFI VMのリバースイメージ作成は、手動でP2PVS.exeを次のいずれかで使用してのみ可能です。
GUI

コマンドライン

Important
UEFI VMでリバースイメージ作成を使用する場合、プロセスは破壊的であり、結果としてすべてのデータが失われることに注意してく

ださい。 

自動インラインアップグレード

Version 5.1.x、5.6.x、または6.0から6.1へのアップグレードで、Hyper-Vを使用したアップグレード方法を使用できない場合
は、自動アップグレードを行います。このアップグレード方法では、アップグレードウィザードとアップグレードマネー
ジャーを使用して既存のvDiskを現在のバージョンに変換します。
 
前提条件
すべてのProvisioning Servicesコンソールがアップグレード済みである。
すべてのProvisioning Servicesサーバーがアップグレード済みである。
アップグレードの前にvDiskのコピーを作成済みである。

vDiskの自動インラインアップグレードを実行するには、vDiskのアップグレードが完了するまでターゲットデバイスに対して
vDiskがオフラインである必要があります。vDiskをオンラインのままにしておくには、vDiskのコピーを作成してアップグレー
ド処理に使用します。アップグレードが完了した後で、アップグレードされたvDiskを使用するようにターゲットデバイスを
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移行できます。

1. マスターターゲットデバイスまたは保守デバイスで、プラットフォームに応じてPVS_UpgradeWizard.exeまた
はPVS_UpgradeWizard_x64.exeを実行します。

2. Provisioning Services 6.1のターゲットデバイスソフトウェアのインストールディレクトリからProvisioning Servicesサーバー
ソフトウェアのインストールディレクトリに、UpgradeManager61.exeをコピーします。デフォルトのソフトウェアインス
トールディレクトリはC:\Program Files\Citrix\Provisioning Servicesです。

3. Provisioning ServicesサーバーでUpgradeManager61.exeを実行します。
4. マスターターゲットデバイスで、Windowsの［スタート］メニューまたはインストールディレクトリか
ら、UpgradeConfig.exeを実行します。
1. 自動的にログオンするため、管理者特権を持つローカルアカウントを指定します。このローカルアカウントには空のパ
スワードを設定しないでください。

2. リバースイメージ作成によりデータを複製する、ローカルパーティションを指定します。vDiskの複製元のハードドライ
ブを指定することをお勧めします。
注：新しいハードドライブを指定する場合は、手動アップグレードの方法でハードドライブを初期化してください。

3. アップグレードマネージャーに接続するため、Provisioning ServicesサーバーのIPアドレス、ユーザーアカウント、およ
びパスワードを指定します。このアカウントには空のパスワードを設定しないでください。

4. ［OK］をクリックします。
5. UpgradeConfig.exeによりさまざまなパラメーターのサニティチェックが実行されます。すべてのチェックに成功すると

UpgradeConfig.exeが終了し、コンピューターが再起動されてアップグレードスクリプトが開始されます。
6. コンピューターが数回再起動した後、スクリプトが正常終了したことを示すメッセージが表示されます。

注意
アップグレードが完了すると、自動ログオン用の資格情報は消去されます。vDiskの展開に自動ログオンが必要な場合は、必要に応じ

て自動ログオンを設定します。

vDiskの手動アップグレード

vDiskのアップグレードの汎用的なアプローチとして、または次のどちらかの条件に当てはまる場合は、手作業でアップグ
レードします。

vDiskがプライベートイメージモードで何回も変更されている。
元のハードドライブを使用できない。

手動アップグレードには以下の作業を完了することも含まれます。

1. vDiskのイメージをマスターターゲットデバイスのハードドライブに復元します。
2. 最新の製品ソフトウェアをマスターターゲットデバイスにインストールします。
3. ターゲットデバイスのハードドライブのイメージをvDiskファイルに作成します。
4. vDiskから起動します。

vDiskをハードドライブに復元する手順は2つあります。選択する手順は、復元先ディスクドライブの状態によって決まりま
す。vDiskが作成された元のハードドライブにイメージを復元します（推奨）。未フォーマットの初期化されていないハード
ディスクを使用してイメージを復元することもできます。
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vDiskを作成した元のハードドライブへのイメージの復元

1. vDiskをプライベートまたは共有イメージモードで起動します。
2. Windowsの管理ツールで［コンピューターの管理］を選択します。［コンピューターの管理］ウィンドウが開きます。
3. コンソールツリーで［記憶域］の［ディスクの管理］を選択します。
4. 元のハードディスクのアクティブなパーティションのドライブ文字を書きとめます。新しいハードディスクの場合は、続
行する前にフォーマットします。

5. ターゲットデバイスでイメージビルダーを実行します。このユーティリティは\Program Files\Citrix\Provisioning

Services\のP2PVS.exeです。
6. 新しく作成したパーティション（または元のブートディスクのパーティション）のドライブ文字を［作成先ドライ
ブ］ボックスに指定します。［作成先ドライブ］ボックスの値はvDiskの最初のパーティションにデフォルト設定されま
す。

7. vDiskの作成先ドライブへハードドライブのイメージを複製します。
8. vDiskをProvisioning Servicesサーバーに接続するには、コンソールでターゲットデバイスがハードドライブから起動するよ
うに設定してから、PXEを使用して起動します。この手順を正しく行わないと、Provisioning ServicesサーバーはvDiskと接
続できません。

9. 製品ソフトウェアをアンインストールします。詳しくは、「製品ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。

未フォーマットの初期化されていないハードディスクを使用したイメージの復元

1. vDiskをプライベートイメージモードで起動します。
2. Windowsの管理ツールで［コンピューターの管理］を選択します。［コンピューターの管理］ウィンドウが開きます。
3. コンソールツリーで［記憶域］の［ディスクの管理］を選択します。
4. 最初のパーティションとして新しいプライマリパーティションを作成し、ドライブ文字を割り当て、フォーマットしま
す。

5. 新しく作成したパーティションを右クリックして［パーティションをアクティブとしてマーク］を選択します。
6. vDiskのルートからboot.ini.hdiskファイルを削除します。
7. ターゲットデバイスでイメージビルダーを実行します。このユーティリティは\Program Files\Citrix\Provisioning

Services\のP2PVS.exeです。
8. 新しく作成したパーティション（または元のブートディスクのパーティション）のドライブ文字を［作成先ドライ
ブ］ボックスに指定します。［作成先ドライブ］ボックスの値はvDiskの最初のパーティションにデフォルト設定されま
す。

9. vDiskの作成先ドライブへハードドライブのイメージを複製します。
10. vDiskをProvisioning Servicesサーバーに接続するには、コンソールでターゲットデバイスがハードドライブから起動するよ
うに設定してから、PXEを使用して起動します。この手順を正しく行わないと、Provisioning ServicesサーバーはvDiskと接
続できません。

11. 製品ソフトウェアをアンインストールします。詳しくは、「製品ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。

マスターターゲットデバイスに最新の製品ソフトウェアをインストールするには、次の手順に従います。

1. ターゲットデバイスで新しいProvisioning Servicesのターゲットデバイスインストーラーを実行します。
2. PXEを使用してターゲットデバイスを起動します。

ターゲットデバイスのハードドライブのイメージをvDiskファイルに作成するには、次の手順に従います。

1. ターゲットデバイスでイメージビルダーを実行します。このユーティリティは\Program Files\Citrix\Provisioning

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-uninstall-6-0.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-uninstall-6-0.html
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Services\のP2PVS.exeです。
2. 新しく作成したパーティション（または元のブートディスクのパーティション）のドライブ文字を［作成先ドライ
ブ］ボックスに指定します。［作成先ドライブ］ボックスの値はvDiskの最初のパーティションにデフォルト設定されま
す。

3. vDiskの作成先ドライブへハードドライブのイメージを複製します。

コンソールを使用して、Provisioning Servicesサーバー上のターゲットデバイスがvDiskから起動するように設定し、ターゲッ
トデバイスを再起動します。新しいターゲットデバイスによって新しいvDiskイメージが実行されます。
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Provisioning Servicesのインストールと構成

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesをインストールして構成する前に、ここで説明するインストールウィザードについて把握しておく必要が
あります。その後で、このセクションにあるドキュメントの残りのインストールと構成処理を実行します。

注意
Provisioning Servicesの製品ソフトウェアコンポーネントは、製品CD-ROMまたは製品ダウンロードサイトから入手してインストール

します。

Cit rix  ライセンス サーバー

CTX_Licensing.msiを使用して、実装内のProvisioning Servicesサーバーと通信できるサーバーにCitrixライセンスソフトウェア
をインストールします。

Provisioning Servicesインストールウィザード

PVS_Server.exeまたはPVS_Server_x64.exeを実行して、ファームに以下のProvisioning Servicesコンポーネントをインストー
ルします。

Provisioning Services Stream Service

ネットワーク起動サービス（オプション）
構成ウィザード（インストールウィザードの後に実行し、インストール済みのコンポーネントを構成してProvisioning

Servicesデータベースを作成します）
プログラミングユーティリティ
起動デバイスマネージャー

注：UNCパスからのインストールはサポートされません。
Provisioning Servicesコンソールウィザード

PVS_Console.exeまたはPVS_Console_x64.exeを実行してコンソールをインストールします。コンソールには起動デバイスマ
ネージャーも含まれます。コンソールはProvisioning Servicesデータベースと通信できる任意のコンピューターにインストー
ルできます。

マスターターゲットデバイスインストールウィザード

Windows用：PVS_Device.exeまたはPVS_Device_x64.exe

マスターターゲットデバイスにターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。マスターターゲットデバイスを使
用して「ゴールデンイメージ」を作成します。ゴールデンイメージはイメージ作成ウィザードを使用してvDiskファイルに保
存します。

アップグレードウィザード

アップグレードウィザードのインストール先フォルダーおよび実行フォルダーの名前にサロゲートペア文字（Unicodeコード
ポイント0x10000以降）を使用することはできません。アップグレードウィザードによりアップグレード処理が自動化されま
す。また、このウィザードには次のユーティリティが組み込まれています。

UpgradeAgent.exe：ターゲットデバイスで実行し、以前にインストールした製品ソフトウェアをアップグレードします。
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UpgradeManager.exe：Provisioning Servicesサーバーで実行し、ターゲットデバイスでのアップグレード処理を制御しま
す。
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インストール前の作業

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesをインストールして構成する前に、以下のタスクを完了しておく必要があります。

1つのファームに複数のデータベースを関連付けることはできません。次のどちらかにProvisioning Servicesデータベースをイ
ンストールできます。

既存のSQL Serverデータベースマシン：ファーム内のすべてのProvisioning Servicesサーバーと通信できる必要がありま
す。
新しいSQL Server Expressデータベースコンピューター：Microsoftが無償で提供する、SQL Server Expressを使用してイン
ストールします。

実稼働環境では、負荷分散のパフォーマンス低下を回避するため、データベースとProvisioning Serverソフトウェアを異なる
サーバーにインストールすることをお勧めします。

データベース管理者がProvisioning Servicesデータベースを作成する可能性があります。この場合は、Microsoft SQL Serverの
データベース管理者にDbScript.exeユーティリティで作成するファイルを提供します。このユーティリティはProvisioning

Servicesソフトウェアと共にインストールされます。

データベースのサイズ評価

データベースサイズ設定について詳しくは、https://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187445.aspxを参照してください。

データベースの作成時には、初期サイズとして20MB、拡張サイズとして10MBが設定されます。データベースログの初期サ
イズは10MBで拡張サイズは10%です。

基本データに必要な容量は112KBで、このサイズは変更されません。基本データには、以下のレコードが含まれます。

DatabaseVersionレコード。約32KBが必要です。
Farmレコード。約8KBが必要です。
DiskCreateレコード。約16KBが必要です。
Notif ications。約40KBが必要です。
ServerMappedレコード。約16KBが必要です。

オブジェクトに基づいて必要な容量は次のようになります。

アクセスとグループ
システムにアクセス権を持つ各ユーザーグループに約50KBが必要です。
各Siteレコードに約4KBが必要です。
各コレクションに約10KBが必要です。

FarmView

各FarmViewに約4KBが必要です。
各FarmView/Deviceリレーションシップに約5KBが必要です。

SiteView

各SiteViewに約4KBが必要です。
各SiteView/Deviceリレーションシップに約5KBが必要です。

ターゲットデバイス

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187445.aspx
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各ターゲットデバイスに約2KBが必要です。
各DeviceBootstrapに約10KBが必要です。
各Device:Diskリレーションシップに約35KBが必要です。
各Device:Printerリレーションシップに約1KBが必要です。
各DevicePersonalityに約1KBが必要です。
デバイスの起動時の各DeviceStatusに約1KBが必要です。
各DeviceCustomPropertyに約2KBが必要です。

ディスク
各一意のディスクに約1KBが必要です。
各DiskVersionに約3KBが必要です。
各DiskLocatorに約10KBが必要です。
各DiskLocatorCustomPropertyに約2KBが必要です。

Provisioning Server

各サーバーに約5KBが必要です。
各ServerIPに約2KBが必要です。
サーバーの起動時の各ServerStatusに約1KBが必要です。
各ServerCustomPropertyに約2KBが必要です。

ストア
各Storeに約8KBが必要です。
各Store:Serverリレーションシップに約4KBが必要です。

ディスク更新
各VirtualHostingPoolに約4KBが必要です。
各UpdateTaskに約10KBが必要です。
各DiskUpdateDeviceに約2KBが必要です。
各DiskUpdateDevice:Diskリレーションシップに約35KBが必要です。
各Disk:UpdateTaskリレーションシップに約1KBが必要です。

変更が発生するにつれて大きくなるレコードは以下のとおりです。

各タスク処理（vDiskバージョンのマージなど）に約2KBが必要です。
監査機能が有効な場合、コンソール、MCLI、またはPowerShellのProvisioning Servicesインターフェイスで管理者が加える
変更ごとに、約1KBが必要です。

データベースのミラーリング

Provisioning ServicesでMicrosoft SQL Serverのデータベースミラーリングをサポートするには、データベースを監視付きの高
い安全性モード（同期）で構成する必要があります。

データベースミラーリング機能を使用する場合は、サーバーにSQL Native Clientが必要です。まだこれが存在しない場合は、
SQLのインストール時にSQLネイティブクライアントx64またはx86のインストールオプションが表示されます。

データベースのミラーリングの構成および使用方法について詳しくは、「データベースのミラーリング」を参照してくださ
い。

データベースのクラスター化
データベースのクラスター化を実装するには、Microsoft社の手順に従い、さらにProvisioning Services構成ウィザードを実行
します。クラスター化したサーバーはウィザードにより単一のSQL Serverとして認識されるため、これ以上の手順は不要で
す。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-high-availability/ha-db-mirror.html
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Provisioning Servicesでは、データベースへのアクセスにWindows認証が使用されます。構成ウィザードの実行時を除き、
Microsoft SQL Server認証はサポートされません。

構成ウィザードのユーザーアクセス許可

構成ウィザードを実行するユーザーには、Microsoft SQL Serverの次のアクセス許可が必要です。
dbcreator：データベースの作成に必要です。
securityadmin：Stream ServiceとSOAP ServerのSQLログインの作成に必要です。

テスト環境でMicrosoft SQL Expressを使用する場合は、構成ウィザードを実行するユーザーにsysadmin特権（最高のデータ
ベース権限）を与えることを選択できます。

データベース管理者により空のデータベースが提供される場合は、構成ウィザードを実行するユーザーはそのデータベースの
所有者であり、VIEW ANY DEFINIT ION 権限を持っている必要があります。これらの設定は、データベース管理者が空の
データベースを作成するときに設定します。

サービスアカウントのアクセス許可

Stream ServiceとSOAP Serverのユーザーコンテキストには次のデータベースアクセス許可が必要です。

db_datareader

db_datawriter

ストアドプロシージャのEXECUTE権限

構成ウィザードでは、Stream ServiceとSOAP ServerのユーザーアカウントにDatareaderおよびDatawriterのデータベース役
割が自動的に構成されます。ユーザーがsecurityadminアクセス許可を持っている場合は、構成ウィザードによりこれらのアク
セス許可が割り当てられます。さらに、サービスユーザーには次のシステム特権が必要です。

サービスとして実行する
レジストリの読み取りアクセス
Program Files\Citrix\Provisioning Servicesへのアクセス
すべてのvDiskの場所への読み取りおよび書き込みアクセス

Stream ProcessおよびSOAP Serverを実行するアカウントを、以下のアカウントから選択します。

Network Serviceアカウント
最小限の特権を持つローカルアカウントで、ドメインコンピューターアカウントとしてネットワーク上で認証を受けるア
カウントです。

指定ユーザーアカウント（Windows共有を使用する場合に必要）で、ワークグループまたはドメインのユーザーアカウン
トにできます。

Provisioning ServicesでKMSライセンスをサポートするには、SOAP ServerのユーザーアカウントがローカルのAdministrators

グループのメンバーである必要があります。

ワークグループ環境では認証はあまり使用されないため、最小限の特権を持つユーザーアカウントを各サーバーに作成し、各
インスタンスで資格情報を同一にする必要があります。

このファームで使用する適切なセキュリティオプションを決定します（ファームごとに選択できるオプションは1つのみであ
り、ここで選択したオプションは役割に基づく管理機能に反映されます）。

セキュリティ保護にActive Directoryグループを使用する（デフォルト）：Active Directoryが動作するWindowsドメインに
インストールする場合はこのオプションをクリックします。このオプションでは、Provisioning Servicesの管理役割の割り
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当てにActive Directoryを利用できます。
注：Windows 2000のドメインはサポートされません。
セキュリティ保護にWindowsグループを使用する：単一のサーバーまたはワークグループにインストールする場合はこの
オプションをクリックします。このオプションでは、Provisioning Servicesの管理役割の割り当てに特定サーバー上のロー
カルユーザー/グループを利用できます。

コンソールユーザーは直接データベースにアクセスしません。

Provisioning Servicesのそのほかの機能に必要な最小限のアクセス許可は、次のとおりです。

Provisioning Services XenDesktopセットアップウィザード、ストリーム配信仮想マシンセットアップウィザード、および
ImageUpdateサービス

vCenter、SCVMM、およびXenServerの最小限のアクセス許可
既存のXenDesktop Controllerの現在のユーザーの権限
Provisioning ServicesコンソールのユーザーアカウントがXenDesktop管理者として構成されていて、PVS SiteAdminまた
はそれより上位のグループに追加されている
コンソールに新しいアカウントを作成するActive Directory作成アカウント権限。既存のアカウントを使用するには、選
択する既知の組織単位にActive Directoryアカウントが既に存在している必要があります。
Personal vDiskをXenDesktopと共に使用する場合、SOAP ServerのユーザーアカウントはXenDesktopに対して完全な権
限を持つ管理者アカウントである必要があります。

ADアカウント同期：作成、リセット、および削除のアクセス許可
vDisk：ボリュームの保守タスクを実行する特権

Kerberosセキュリティ

Active Directory環境でProvisioning ServicesのSOAP Serverと通信するとき、Provisioning Servicesコンソール、イメージ作成
ウィザード、PowerShellスナップイン、およびMCLIでは、デフォルトでKerberos認証が使用されます。Kerberosアーキテク
チャの一部として、サービスはドメインコントローラー（Kerberosキー配布センター）に登録される、つまりSPN（Service

Principal Name：サービスプリンシパル名）が作成されます。この登録処理によりProvisioning ServicesのSOAP Serverを実行
するアカウントをActive Directoryで識別できるようになるため、この処理は不可欠です。登録処理を実行しないとKerberos認
証に失敗し、Provisioning ServicesはNTLM認証にフォールバックします。

Provisioning ServicesのSOAP Serverはサービスを開始するたびに登録され、サービスを停止するたびに登録が解除されます。
ただし、SOAP Serverのユーザーアカウントにアクセス許可がない場合、登録に失敗します。デフォルトでは、Network

Serviceアカウントとドメイン管理者にはアクセス許可がありますが、通常のドメインユーザーアカウントにはありません。

この権限の問題の発生を防ぐには、次のいずれかを実行します。

アクセス許可を持つ別のアカウントを使用してSPNを作成します。
サービスを実行するアカウントにアクセス許可を割り当てます。

アカウントの種類 権限

コンピューターアカウント サービスプリンシパル名への検証された書き込み

ユーザーアカウント パブリックインフォメーションの書き込み
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ライセンス管理

Jun 15, 2017

ファーム内のすべてのProvisioning Servicesサーバーと通信できるサーバーにCitrixライセンスサーバーをインストールする必
要があります。Provisioning Servicesファームごとに1つのライセンスサーバーが必要です。 

Important
Provisioning Servicesサーバーを正常に運用するには、ライセンスサーバーに接続する必要があります。Provisioning Servicesは構成

済みではありません。常に最新の機能を使用できるように、最新のCitrixライセンスサーバーを使用してください。Citrixでは、猶予期

間に関連するライセンスの競合を避けるため、PVSのアップグレード前にライセンスサーバーをアップグレードすることをお勧めし

ます。

ライセンスサーバーとして使用するサーバーを決定するときは、次のオプションを検討します。

単一システム：Provisioning Servicesと同じシステムにライセンスサーバーをインストールします。評価やテストをする、
または単一のCitrix製品とともに実装する場合にこのオプションを選択します。
スタンドアロン：専用のシステム上にライセンスサーバーをインストールします。より大規模の実装をする、または複数
のCitrix製品を使用して実装する場合にこのオプションを選択します。
既存のライセンスサーバーを参照する。

Citrixライセンス情報について詳しくは、「ライセンス」を参照してください。

ライセンスの猶予期間

猶予期間には2つの種類があります。

ライセンス 猶予期間は30日間（720時間）です。ライセンスサーバーの初回インストールにより、すべてのCitrix製品のス
タートアップライセンスが提供されます。30日が経過すると、スタートアップライセンスの猶予期間が切れます。30日間
の猶予期間は、その製品でスタートアップライセンスが初めて要求されたときから始まります。この期間内にProvisioning

Servicesの製品ライセンスをインストールする必要があります。Citrix製品のスタートアップライセンスは、その製品のライ
センスがインストールされた時点で無効になります。無効な製品ライセンスがインストールされた場合でも、スタート
アップライセンスが無効になります。
ライセンスサーバー接続停止の猶予期間は30日間（720時間）です。Citrixライセンスサーバーへの接続が失われた場合、
Provisioning Servicesではシステムのプロビジョニングが30日間継続されます。

Provisioning Servicesが猶予期間内の場合、管理者にはProvisioning Servicesコンソールでの警告メッセージによって通知され
ます。

猶予期間が切れると、すべてのターゲットデバイスがシャットダウンします。 

注意
既存のProvisioning Servicesをアップグレードするときは、ライセンスサーバーもアップグレードしてください。これを行わないと、

製品ライセンスが30日の猶予期間に入り、新しい機能を使用できなくなります。

http://docs.citrix.com/ja-jp/licensing.html
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ダウンロードページ（http://www.citrix.com/downloads/licensing.html）から、最新のCitrixライセンスサーバーをダウンロー
ドします。

注意
Provisioning Servicesがライセンスサーバーより後にインストールされたり、新しいライセンスが追加されたりした場合は、Stream

Serviceを再起動してください。

http://www.citrix.com/downloads/licensing.html
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インプレースアップグレードでProvisioning Services
ターゲットデバイスvDiskをアップグレードする

Jun 15, 2017

ここでは、インプレースアップグレードによって、PVSターゲットデバイスvDiskをアップグレードする方法を説明します。

注意
このアップグレードの手順は、バージョン7.6.1以降を使用しているProvisioning Servicesターゲットデバイスにのみ使用できま

す。

Important
Provisioning Services 7.6.1以降では、アップグレードされたターゲットデバイスは、PVSターゲットインストール方法を使用してイ

ンストールする必要があり、バイナリ置換方法は使用できません。

ここでは、ターゲットデバイスをプライベートモードまたは保守モードで起動する方法について説明します。

ヒント
プライベートイメージモードで起動する前に、vDiskのアップグレード前のバックアップを作成することをお勧めします。

プライベートイメージモードでの起動

1. 他のすべてのデバイスをシャットダウンします。
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2. アップグレードするvDiskをプライベートイメージモードに設定します。

a. vDiskを右クリックして、vDiskの［プロパティ］ダイアログボックスを開き［プロパティ］を選択します。

［アクセスモード］から［プライベート イメージ (単一デバイス、R/W アクセス)］を選択します。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.48https://docs.citrix.com

3. vDiskからターゲットデバイスを起動します。
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保守モードでの起動

1. 標準モードのvDiskを右クリックして、オプション［バージョン...］を選択し、［vDisk バージョン］画面を開きます。

2.［新規］（インターフェイスの右上部分）をクリックして、保守vDiskバージョンを作成します。

3. このvDiskを使用しているターゲットデバイスをターゲットで右クリックして保守モードに設定して、［プロパティ］オ
プションを選択します。

4. ドロップダウンメニューのプロパティの種類で［保守］を選択します。
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5. 指定のvDiskバージョンでターゲットデバイスを起動します。

6. ターゲットデバイスを起動すると表示される起動メニューでオプション1を選択します。
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7. デバイスのPVSステータストレイは次のようになります。

ヒント
仮想ディスクの名前は末尾に.xを付ける必要があります。xは1以上の数字で、拡張子は.avhdxまたは.avhdにする必要がありま
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す。

PVSターゲットデバイスソフトウェアのアップグレード

ここでは、プライベートイメージモードまたは保守バージョンでデバイスを起動した後、PVSターゲットデバイスソフト
ウェアをアップグレードする方法を説明します。

PVSターゲットデバイスソフトウェアをアップグレードするには

1. クライアントデバイスにローカル管理者ログイン資格情報でログインします。
2. PVS_Device.exeまたはPVS_Device_x64.exeをターゲットデバイスにコピーします。
3. インストーラーを右クリックして、［管理者として実行］を選択します。
4. インストーラーを実行して、初回のバージョンインストールの場合と同様に、すべてのオプションを選択します。
5. ［完了］をクリックしてアップグレードを開始します。
6. ターゲットデバイスをシャットダウンします。
7. vDiskバージョンインターフェイス（上記の手順1を参照）を開きます。 

8. ［昇格］をクリックして、vDiskをテストモードまたは実稼働モードに昇格します。

ヒント
［新規］ボタンは淡色表示され、選択できません。
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a.テストバージョン - 実稼働バージョンに昇格する前に、vDiskが完全に動作するか検証するために使用されます。

b. 実稼働バージョン - vDiskを実稼働環境で完全ロールアウトするときに、すべてのユーザーが使用するバージョンで
す。 
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UEFI起動前環境の構成

Jun 15, 2017

XenDesktopでは、SCVMMを使用して管理され、Provisioning Servicesを使用して配信されているHyper-V仮想マシン上の
Unified Extensible Firmware Interface（UEF）ハードウェアテクノロジがサポートされます。これにより、以下のことが可能
になります。

ギガビットネットワークスピードを使用した、起動時間におけるサーバーオペレーティングシステムの配信による起動時
間の短縮
仮想化環境でのTBディスクのサポート

UEFIはBIOSを完全に置き換え、新しいブートストラップが必要となります。32ビットシステム向けおよび64ビットシステム
向けの、2つの新しいブートストラップを利用できます。別のブートストラップを導入すると、ブートストラップの公開方法
に応じて、ネットワークトポロジが複雑になります。

ネットワークトポロジ

PXEプロトコルは複数のアーキテクチャで機能するため、PXEサーバーを使用すると、トポロジが非常に簡素になります。
Provisioning Services PXEサーバーはDHCPに埋め込まれたアーキテクチャフラグを認識し、次に適切なブートストラップを見
つけて返します。そのため、従来のBIOSコンピューターおよびUEFIコンピューターは、同じネットワークセグメントに配置
される可能性があります。

DHCPオプション67が選択された場合、2つのトポロジオプションがあります。

単一セグメント上で、DHCP予約機能を使用して、各ターゲットデバイスに対してブートストラップファイル名（オプショ
ン67）を指定します。これは、小規模の環境では実行できますが、エンタープライズ環境では増加に処理が追いつかなく
なります。
環境を複数のセグメントに分割して、従来のデバイスをUEFIデバイスから分離します。各セグメントに対して、DHCPス
コープを適切なオプション67セットで構成します。

ブートストラップの構成

UEFIブートストラップには、埋め込み型の構成を使用することができません。そのため、UEFIブートストラップの構成には
DHCPオプションが使用されます。

DHCPオプション11 – RLPサーバー

オプション11では、複数のIPv4アドレスを指定できます。このオプションを使って、Provisioning Servicesサーバーでストリー
ム用NICのアドレスを指定します。5つ以上のアドレスを指定できます。UEFIブートストラップによってすべてのアドレスが
読み込まれ、次にラウンドロビンを使用して、接続するアドレスが1つ選択されます。

注：オプション17がオプション11より優先されます。

DHCPオプション17 – ルートパス

ルートパスオプションは通常、iSCSIと一緒に使用され、開始するサーバーおよび仮想ディスクを指定します。Provisioning
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Servicesでは、次の形式を使用してサーバーアドレスが指定されます。

pvs:[IPv4]<:17:6910>   

pvs –  必要な識別子

IPv4 –  Provisioning Servicesサーバーにおけるストリーム用NICのアドレス

17 –  UDPのプロトコル識別子（ログオンポートが指定された場合に必要）

ポート –  ログオンポート（デフォルトポート6910が使用される場合は不要）

例：

pvs:[server.corp.com]:17:6910

pvs:[server.corp.com]

pvs:[192.168.1.1]

pvs:[192.168.1.1]:17:6910

ターゲットデバイスとブートストラップの関連付け

BOOTPTABファイルを使って、ターゲットデバイスを特定のブートストラップに関連付けます。Provisioning Services 7.7で
は、従来およびUEFIが混在する環境がサポートされるように、BOOTPTABファイルの形式に次の変更が行われています。

「ar」タグによって、ターゲットデバイスのブート環境のアーキテクチャが指定されます。MACアドレスが同じでアーキ
テクチャが異なる複数のエントリを作成できます。これは、従来のBIOSおよびUEFI起動の両方をサポートするハードウェ
アで使用します。
ワイルドカードはサポートされません。特定のMACアドレスに対するエントリがBOOTPTABファイルにない場合は、アー
キテクチャに対して適切な値がレジストリで検索されます。レジストリにもない場合、デフォルト値が使用されます。

レジストリは、特定のアーキテクチャにデフォルトのブートストラップファイル名を提供するのに使用されます。この値の名
前はアーキテクチャ番号であり、値はブートストラップファイルの名前を使った文字列です。次の表では、サポートされる
アーキテクチャおよびProvisioning Servicesインストーラーで作成されるエントリが一覧にされています。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Citrix\ProvisioningServices\Boot Services\PXE

値 アーキテクチャ ブートストラップファイル名

0 x86 BIOS ardbp32.bin

6 x86 UEFI pvsnbpia32.efi

7 x64 UEFI pvsnbpx64.efi

1041 EBC（VMware ESX用） pvsnbpx64.efi
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アーキテクチャの一覧は、IETFで確認できます。www.ietf.org/assignments/dhcpv6-parameters/dhcpv6-parameters.xml

BOOTPTABファイルの形式は次のとおりです。

:ha=:ar=:bf=

例：

host001:ha=001122334455:ar=0:bf=ardbp32.bin

host002:ha=554433221100:ar=7:bf=pvsnbpx64.efi

アーキテクチャフラグがない場合、0がデフォルト値になります。

http://www.ietf.org/assignments/dhcpv6-parameters/dhcpv6-parameters.xml
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Provisioning Servicesサーバーソフトウェアのインス
トール

Jun 15, 2017

このインストール手順は、Provisioning Servicesを新規に実装する場合のタスクです。アップグレードの場合は、「以前のリ
リースからのアップグレード」を参照してください。ソフトウェアは、サイレントでインストールすることもできます（「サ
イレントインストール」を参）。
 
WindowsのService Pack、ドライバー、および更新プログラムをインストールしてからProvisioning Servicesソフトウェアをイ
ンストールします。

注意
以前のバージョンの.NETがインストールされているサーバーにProvisioning Servicesソフトウェアをインストールするとき、.NETのイ

ンストール中に再起動を促すダイアログボックスが表示された場合は、再起動することをお勧めします。

1. 適切なプラットフォームのインストールオプションをクリックします。［ようこそ］ページが開きます。
2. ［次へ］をクリックします。［ライセンス契約］ページが開きます。
3. 契約書の末尾までスクロールして契約条項に合意し、［次へ］をクリックして続行します。［ユーザー情報］ページが開き
ます。

4. オプションで、適切なボックスにユーザー名と組織名を入力して、［次へ］をクリックします。［インストール先のフォ
ルダー］ページが開きます。

5. ［変更］をクリックしてソフトウェアをインストールするフォルダー名を入力または選択するか、［次へ］をクリックし
てProvisioning Servicesをデフォルトフォルダーにインストールします。［セットアップの種類］ページが開きます。

6. 適切なラジオボタンを選択します。
すべて - このコンピューターにすべてのコンポーネントとオプションをインストールします（デフォルト）。
カスタム - インストールするコンポーネントとインストール先を選択します。

注：ネットワーク起動サービスをインストールしてもそれらのサービスがアクティブになるわけではありません。サービ
スが必要かどうかわからない場合は、［すべて］をクリックしてください。

7. ［次へ］をクリックします。
8. ［すべて］をクリックした場合は、［プログラムをインストールする準備ができました］ページが開きます。［カスタ
ム］をクリックした場合は、［カスタムセットアップ］ページが開きます。このページの［機能の説明］ボックスには、
選択済みのコンポーネントの説明がそのコンポーネントのインストールに必要な領域と共に表示されます。
各コンポーネントのアイコンを展開して、コンポーネントのインストール方法を選択します。
コンポーネントを選択したら、［次へ］をクリックします。［プログラムをインストールする準備ができました］ペー
ジが開きます。または［キャンセル］をクリックして、システムを変更せずにウィザードを閉じます。

9. ［プログラムをインストールする準備ができました］ページで［インストール］をクリックして、インストール処理を続行
します（インストールには数分かかる可能性があります）。

10. コンポーネントとオプションが正常にインストールされると、［インストールウィザードの完了］ページが開きます。
注：後でインストールウィザードを再実行してコンポーネントを追加したり、別のコンピューターで再実行してコンポー
ネントをインストールしたりできます。

11. ［完了］をクリックしてインストールウィザードを終了します。Provisioning Services構成ウィザードが自動的に開きま
す。
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ヒント
Provisioning Servicesでは製品ソフトウェアのインストール後にサーバーの再起動を必要としませんが、場合によってWindowsによ

り再起動を求めるメッセージが表示される場合があります。このメッセージが表示されたら、サーバーを再起動する前に構成ウィ

ザードを使用して、「ファームの構成」の作業を行います。このメッセージが表示されたにもかかわらずサーバーを再起動しない

と、リムーバブルドライブが表示されない可能性があります。

ターゲットデバイス、Provisioning Servicesサーバー、コンソールは、次のコマンドを使用してデフォルトのインストールディ
レクトリにサイレントインストールすることができます。
<インストーラー名>.exe /s /v"/qn"

別の宛先を設定するには、次のオプションを使用します。

<インストーラー名>.exe /s /v"/qn INSTALLDIR=<インストールディレクトリ>"

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-farm-configure-new.html
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ファームの構成

Jun 15, 2017

新しいファームを作成する、既存のファームにProvisioning Servicesサーバーを追加する、または既存のProvisioning Services

サーバーを再構成するときは、Provisioning Servicesサーバー上で構成ウィザードを実行します。

ファーム内のすべてのProvisioning Servicesサーバーで、サイトやストアについて同じ構成設定が共有される場合は、構成ウィ
ザードのサイレント実行を検討してください。

構成ウィザードを実行する前に、次の選択を行うための準備をします（以下に詳細）。
ネットワークトポロジ
ファームの特定
データベースの特定
サイトの特定
ライセンスサーバーの設定
Stream Serviceのネットワークカードの選択
ブートストラップサーバーの構成

注意
処理中にエラーが発生した場合は、C: \ProgramData\Citrix\Provisioning ServicesにあるConfigWizard.logファイルにログが記録され

ます。

ヒント
構成ウィザードはVersion 7.12で変更され、Linuxストリーミングをサポートするようになりました。Linuxストリーミングコンポーネ

ントについて詳しくは、「インストール」を参照してください。

構成ウィザードはProvisioning Servicesソフトウェアがインストールされると自動的に開始します。ウィザードは、［スター
ト］>［すべてのプログラム］>［Citrix］>［Provisioning Services］>［Provisioning Services構成ウィザード］と選択して開始
することもできます。

次のネットワーク構成手順を完了します。
1. IPアドレスを提供するネットワークサービスの選択
注：可能な場合は既存のネットワークサービスを使用します。既存のネットワークサービスを使用できない場合は、
Provisioning Servicesサーバーと共にインストールされたネットワークサービスを選択します。
ターゲットデバイスにIPアドレスを提供するため、次のネットワークサービスオプションから選択します。

このサーバー上のDHCPサービスを使用する場合は、使用する次のネットワークサービスのいずれかをクリックして［次
へ］をクリックします。

Microsoft DHCP

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-install-silent-conf-wiz.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/install-linux-streaming-component.html#par_highlight_c5a2
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Provisioning Services BOOTP Service

ほかのBOOTPまたはDHCPサービス
このサーバー上にDHCPサービスがない場合は、［ほかのコンピューターで実行するサービス］をクリックして［次
へ］をクリックします。

2. PXE起動情報を提供するネットワークサービスの選択
各ターゲットデバイスはTFTPサーバーから起動ファイルをダウンロードする必要があります。

ターゲットデバイスにPXE起動情報を提供するネットワークサービスを選択します。

このProvisioning Servicesサーバーを使用してPXE起動情報を配信する場合は、［このコンピューターで実行するサービ
ス］と次のどちらかをクリックしてから［次へ］をクリックします。

Microsoft DHCP（オプション66および67）
Provisioning Services

Provisioning ServicesでPXE起動情報を配信しない場合は、［ほかのコンピューターで実行するサービス］をクリックし
てから［次へ］をクリックします。

1. 次のファームオプションから選択します。
既存のファームを再構成する
既存のファームを再構成する場合は、このオプションをクリックし「ユーザーアカウントの構成」の手順に進みます。
このオプションは、ファームが既に存在する場合にのみ表示されます。

ファームを作成する
1. 新しいファームを作成する場合は、［ファームの構成］ページで［ファームを作成する］をクリックしてから［次
へ］をクリックします。

2. ［参照］をクリックしてネットワーク内の既存のSQL Serverデータベースのサーバーとインスタンスを選択するか、
サーバー名とインスタンス名を入力します。オプションで、このデータベースサーバーとの通信に使用するTCPポー
ト番号を入力します。
注：データベース名とファーム名の組み合わせは54文字を超えないようにしてください。54文字を超えると、［既存
のファーム］画面でファーム名が切り詰められて表示される可能性があります。

3. データベースのミラーリングを有効にするには、［データベースのミラーフェールオーバーパートナーを指定す
る］チェックボックスをオンにし、入力するか［参照］をクリックして、フェールオーバーデータベースサーバーと
インスタンスの名前を指定します。オプションで、このサーバーとの通信に使用するTCPポート番号を入力します。

4. ［次へ］をクリックして「データベースの場所の選択」の手順に進みます。
既存のファームに参加する
1. このProvisioning Servicesサーバーを既存のファームに参加させる場合は、［ファームの構成］ページで［既存の
ファームに参加する］をクリックしてから［次へ］をクリックします。

2. ［参照］をクリックしてネットワーク内の既存のSQL Serverデータベースのサーバーとインスタンスを選択します。
3. デフォルトで表示されるファーム名を選択するかスクロールして参加するファームを選択します。
注：単一のサーバーに複数のファームを作成できます。この構成はテスト用の実装では一般的です。

4. データベースのミラーリングを有効にするには、［データベースのミラーフェールオーバーパートナーを指定す
る］チェックボックスをオンにし、入力するか［参照］をクリックして、フェールオーバーデータベースサーバーと
インスタンスの名前を指定します。オプションで、このサーバーとの通信に使用するTCPポート番号を入力します。

5. ［Next］をクリックします。
6. 次のサイトオプションから選択して［次へ］をクリックします。

既存のサイト：既存のサイトに参加するには、ボックスの一覧からサイトを選択します。
新規サイト：新しいサイトとコレクションの名前を入力してサイトを作成します。

ユーザーアカウントの構成の手順に進みます。
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1つのファームには1つのデータベースのみが存在できます。データベースを特定するには：
1. データベースサーバーの場所とインスタンスをまだ選択していない場合は、次の手順に従います。

1. ［データベースサーバー］ページで［参照］をクリックし、［SQL Server］ダイアログボックスを開きます。
2. SQL Serverの一覧から、使用するデータベースとインスタンスが存在するサーバーの名前を選択します（デフォルトイ
ンスタンスのSQLEXPRESSを使用するには、インスタンス名を空白のままにしておきます）。テスト環境では、テスト
用のデータベースを使用できます。
注：データベースにProvisioning Servicesサーバーのエントリを追加するために構成ウィザードを再実行する場合は、
［サーバー］列と［インスタンス］列には既に値が入力されています。SQL Server Express Editionのデフォルトのイン
スタンス名は「SQLEXPRESS」です。

3. ［次へ］をクリックします。新しいファームの場合は、「ファームの定義」の手順に進みます。
2. データベースを新しいデータベースに変更するには

1. 古いデータベースサーバーで、データベースのバックアップファイルを作成します。
2. 新しいデータベースサーバーで、バックアップファイルからデータベースを復元します。
3. 各Provisioning Servicesサーバーで構成ウィザードを実行します。
4. ［ファームの構成］ページで［既存のファームに参加する］をクリックします。
5. ［データベースサーバー］ページで新しいデータベースサーバーとインスタンスを入力します。
6. ［既存のファーム］ページで復元したデータベースを選択します。
7. ［サイト］ページで、Provisioning Servicesサーバーがそれまでメンバーだったサイトを選択します。
8. 構成ウィザードが完了するまで［次へ］をクリックします。

3. ファームを定義します。使用するセキュリティグループを選択します。
セキュリティ保護にActive Directoryグループを使用する
注：ボックスの一覧からファーム管理者として機能するActive Directoryグループを選択するとき、現在のユーザーが属
するすべてのグループが選択項目として表示されます。これには現在のコンピューターのローカルグループであるビル
トイングループが含まれます。テスト環境を除き、これらのグループは管理者として使用しないでください。また、グ
ループ名には誤解を招き+やすく、実際にはローカルドメイングループであるのにドメイングループのように見えるもの
があることに注意してください。たとえば、「ForestA.local/Builtin/Administrators」です。
セキュリティ保護にWindowsグループを使用する

4. ［次へ］をクリックします。
ライセンスサーバーの選択に進みます。

構成中のProvisioning Servicesサーバーに新しいストアを作成して、割り当てることができます。

注：構成ウィザードでは、データベースに未登録のサーバーについてのみ、新しいストアを作成したり既存のストアを割り当
てたりできます。データベースに登録済みのサーバーをファームに再参加させる場合、構成ウィザードでストアを割り当てる
か新しいストアを作成するページが開く可能性がありますが、この選択は無視されます。
1. ［新規ストア］ページで新しいストアに名前を付けます。
2. このストアにアクセスするために使用するデフォルトのパス（C:\PVSStoreなど）を、［参照］をクリックするかボックス
に入力して、［次へ］をクリックします。無効なパスを選択するとエラーメッセージが表示されます。有効なパスを入力し
て続行してください。ストアの書き込みキャッシュのデフォルトの場所はストアパスの配下
で、C:\PVSStore\WriteCacheのようになります。

既存のファームに参加する場合、新しいサイトを作成するかファーム内の既存のサイトを選択して、このProvisioning Services

サーバーがメンバーになるサイトを特定します。サイトを作成すると、そのサイトのデフォルトのターゲットデバイスコレク
ションが自動的に作成されます



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.62https://docs.citrix.com

1. ライセンスサーバーの名前（またはIPアドレス）とポート番号（デフォルトは27000）を入力します。適切な製品ライセン
スを取得するため、Provisioning Servicesサーバーがライセンスサーバーと通信できる必要があります。

2. オプションで、［ライセンスサーバーのバージョンと通信を検証する］チェックボックスをオンにして、ライセンスサー
バーがこのサーバーと通信できることと、適切なバージョンのライセンスサーバーが使用されていることを検証します。
サーバーがライセンスサーバーと通信できない場合、または誤ったバージョンのライセンスサーバーが使用されている場合
は、エラーメッセージが表示され続行できなくなります。

3. ［次へ］をクリックしてユーザーアカウントの構成に進みます。

Stream ServiceとSOAP Serverはユーザーアカウントで実行します。このユーザーアカウントにデータエースへのアクセス権を
付与するため、構成ウィザードではデータベースロールのDatareaderとDatawriterが自動的に構成されます。
1. ［ユーザーアカウント］ページで、Stream ServiceとSOAP Serverを実行するユーザーアカウントを次の中から選択しま
す。

Network Serviceアカウント（最小限の特権を持つローカルアカウントで、ドメインコンピューターアカウントとして
ネットワーク上で認証を受けるアカウントです）。
指定ユーザーアカウント（Windows共有を使用する場合に必要です。ワークグループまたはドメインのユーザーアカウ
ントです）。ユーザー名、ドメイン、およびパスワードの情報を適切なボックスに入力します。

2. ［次へ］をクリックして、Stream Serviceのネットワークカードの選択に進みます。

Linuxストリーミングの自己署名証明書を作成する

Linuxデスクトップのストリーミング用にProvisioning Servicesを構成する場合、LinuxターゲットデバイスがSSL接続経由でPVS

SOAP Serverにリンクされている必要があります。CA証明書は、PVSサーバーおよびターゲットデバイスの両方に存在してい
る必要があります。

PVS構成ウィザードを使用すると、PVS SOAPコンテナから、Linuxデスクトップ用の適切な証明書を選択して追加できます。

以下の手順で、証明書を作成します。

1. 以下のPowerShellコマンドを（管理者として）使用し、自己署名証明書を作成してPVS SOAPコンテナに配置します。

#New-SelfSignedCertificate –Type SSLServerAuthentication –Container PVSSoap –Subject “CN=PVS-01.fqdn” –CertStoreLocation “Cert:\LocalMachine\My” –KeyExportPolicy Exportable

javascript:void(0)
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2. 生成された証明書を、ローカルマシンの個人用ストアから信頼されたルート証明機関のストアにインポートします。

3. PVS構成ウィザードを実行します。［SOAP SSL構成］画面で、新しく生成された証明書を選択して（青で強調表示）、
ウィザードを続行します。

ヒント
［SOAP SSL構成］画面が最初にロードされたときには、選択された証明書が強調表示（グレー表示）されます。暗号化のため正しい

ユーザー証明書が選択されているか確認します。選択されると、表示はブルーに変わります。 

1. Stream Serviceで使用できるネットワークカードのチェックボックスをオンにします。
2. ネットワーク通信に使用するベースポート番号を［最初の通信ポート］ボックスに入力します。
注：範囲には少なくとも20のポートを含める必要があります。同じファーム内のすべてのProvisioning Servicesサーバー
で、同じポート割り当てを使用する必要があります。

3. コンソールアクセスに使用するSOAP Serverのポート（デフォルトは54321です）を選択して［次へ］をクリックします。

ブートストラップサーバーの選択に進みます。

1. ブートストラップサーバーを選択します。このProvisioning ServicesサーバーのTFTP Serviceを使用するには
1. ［Provisioning Services TFTP Serviceを使用する］チェックボックスをオンにして、ブートストラップファイルを入力ま
たは参照して選択します。デフォルトの場所はC:\Documents and Settings\All Users\ProgramData\Citrix\Provisioning

Services\Tftpbootです。
以前のバージョンのProvisioning Servicesをこのサーバーにインストールしていた場合は、デフォルトの場所は次のとお
りです。
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C:\Program Files\Citrix\Provisioning Services\TftpBoot

デフォルトの場所を次の場所に変更するには、構成ウィザードを実行する必要があります。

C:\Documents and Settings\All Users\ProgramDataまたはApplicationData\Citrix\Provisioning Services\Tftpboot

デフォルト設定を変更しないと、ブートストラップファイルをコンソールから構成できず、ターゲットデバイスが起動
に失敗します。「Missing TFTP（TFTPが見つかりません）」というメッセージが表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。
2. 起動処理に使用するProvisioning Servicesサーバーを選択します。

1. ［追加］をクリックして一覧にProvisioning Servicesサーバーを追加し、［編集］をクリックして既存の情報を編集
し、［削除］をクリックして一覧からProvisioning Servicesサーバーを削除します。［上へ移動］または［下へ移動］を
クリックして、Provisioning Servicesサーバーの起動優先順位を変更します。サーバー名の長さの上限は15文字です。
サーバー名として完全修飾ドメイン名を入力しないでください。高可用性の実装においては、起動サーバーとして少な
くとも2つProvisioning Servicesサーバーを選択する必要があります。

2. オプションで、ターゲットデバイスの起動元のProvisioning ServicesサーバーのIPアドレスを強調表示して［詳細］をク
リックします。［ストリーム配信サーバー起動一覧の詳細］ダイアログボックスが開きます。
次の表は、選択できる詳細設定を示しています。選択したら［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じ、［次
へ］をクリックして続行します。

表1. ストリーム配信サーバー起動一覧の詳細

詳細
モー
ド

ターゲットデバイスの起動処理を監視する、つまりシステムメッセージを表示する場合は、［詳細モード］
チェックボックスをオンにします（オプション）。

イン
タラ
プト
セー
フ
モー
ド

ターゲットデバイスに問題があり起動処理の早い段階で停止する場合は、［インタラプトセーフモード］
チェックボックスをオンにします。これにより、タイミングまたは起動動作に問題があるターゲットデバイ
スのドライバーをデバッグできます。

拡張
メモ
リの
サ
ポー
ト

この設定により、ブートストラップがより新しいWindowsオペレーティングシステムのバージョンで機能す
るようになります。この設定はデフォルトで有効になっています。PAE（Physical Address Extension：物理
アドレス拡張）をサポートしないWindows Serverの32ビット版で、またはターゲットデバイスが起動の早い
段階で停止または不安定になる場合にのみ、この設定を無効にしてください。

ネッ
ト
ワー
ク復
元方
法

ネットワーク接続を復元する - このオプションをクリックすると、ターゲットデバイスによるProvisioning

Servicesサーバーへの接続復元が無制限に試行されます。
注：［ネットワーク接続を復元する］を選択すると、待機秒数の値は適用されないため、ボックスに入力で
きなくなります。

ハードドライブから再起動する：このオプションをクリックすると、定義した秒数の間通信の再確立に失敗
した後は、ターゲットデバイスでハードウェアリセットが実行され、強制的に再起動されます（ターゲット
デバイスにハードドライブが必要です）。再起動の前に待機する秒数はユーザーが決定します。ネットワー
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ク接続を確立できないと想定し、PXEが失敗します。そして、システムがローカルのハードドライブから再起
動します。デフォルトの秒数は50秒です。これは高可用性の構成と互換性を保つためです。

ログ
オン
ポー
リン
グタ
イム
アウ
ト

Provisioning Servicesサーバーのポーリングの再試行間隔をミリ秒単位で入力します。各Provisioning Services

サーバーに順番にログオン要求が送信されます。最初に応答したProvisioning Servicesサーバーが使用されま
す。高可用性を設定していない構成では、このタイムアウトによって、単に、単一の使用可能なProvisioning

Servicesサーバーに対して初回ログオン要求を再試行する頻度を定義します。
このタイムアウトによって、ラウンドロビンルーチンがアクティブなProvisioning Servicesサーバーの検索時
にサーバーからサーバーへと切り替わる速さを定義します。有効な範囲は1,000～60,000ミリ秒です。

ログ
オン
一般
タイ
ムア
ウト

初回ログオンポーリングのタイムアウトを除く、ログオン関連のすべてのパケットのタイムアウトをミリ秒
単位で入力します。通常このタイムアウトはポーリングタイムアウトより長くなります。これは、
Provisioning Servicesサーバーがすべての関連サーバーと通信する必要があるからです。通信先サーバーの中
には停止しているものがある可能性があり、実際にオンラインかどうかを判定するために、サーバーから
サーバーへと再試行しタイムアウトまで待機する必要があります。有効な範囲は1,000～60,000ミリ秒です。

3. すべての構成が正しいことを確認し、［完了］をクリックします。

コンソールの［操作］メニューで［ブートストラップの構成］を選択すると、ブートストラップ構成を再構成できます。
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構成ウィザードのサイレント実行

Jun 15, 2017

構成ウィザードをサイレントに実行して、ファーム、サイト、およびストアの場所など、同じ構成設定を共有する複数の
Provisioning Servicesサーバーを構成します。

ファーム内の、Provisioning Servicesデータベースの作成とファームの構成に使用する構成が設定されている任意の
Provisioning Servicesサーバーで、構成ウィザードを最初に実行する必要があります。

ファーム内の複数サーバーをサイレントに構成するための基本手順は次のとおりです。
ファーム内の構成済みのProvisioning ServicesサーバーからConfigWizard.ansファイルを作成します。
ConfigWizard.ansファイルをファーム内ほかのサーバーにコピーし、各サーバーと一致するようにConfigWizard.ansファ
イル内のIPアドレスを変更します。
ConfigWizard.exeを/aパラメーターを付けて実行します。

1. 構成済みのサーバーで、ConfigWizard.exeを/sパラメーターを付けて実行します。
2. ［ファームの構成］ページで、［既存のファームに参加する］をクリックします。
3. 引き続き構成ウィザードの残りのページで構成設定を選択して、［完了］をクリックします。
4. この結果作成されるConfigWizard.ansファイルを、\ProgramData\Citrix\Provisioning ServicesにあるProvisioning Services

のApplication Dataフォルダーからコピーします。

1. 構成する各サーバーのProvisioning ServicesのApplication DataディレクトリにConfigWizard.ansファイルをコピーしま
す。

2. StreamNetworkAdapterIP=の値を、構成するサーバーのIPアドレスに変更します。サーバー上のProvisioning Servicesで
複数のIPアドレスを使用している場合、IPアドレスの間をコンマで区切ります。

サーバーを構成するには、各サーバー上でConfigWizard.exeを/aパラメーターを付けて実行します。

注：有効なConfigWizardパラメーターの一覧を取得するには
1. ConfigWizard.exeを/?パラメーターを付けて実行します。
2. Provisioning ServicesのApplication Dataディレクトリで、この結果作成されるConfigWizard.outファイルを開きます。
3. ファイルの末尾へ移動し、すべての有効なパラメーターを表示します。

ヒント
コマンドの一覧および説明を取得するには、/ cパラメーターを使用します。
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Provisioning Servicesコンソールソフトウェアのインス
トール

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesコンソールは、Provisioning Servicesデータベースと通信できる任意のコンピューターにインストールで
きます。

コンソールのインストールには、起動デバイスマネージャーが含まれます。

注意
現在の実稼働バージョンからアップグレードする場合は、Provisioning Serverソフトウェアが削除されるときにコンソールソフト

ウェアも削除されます。以前のバージョンからのアップグレードでは、コンソールソフトウェアが自動的に削除されない可能性があ

ります。

1. プラットフォームに応じて、PVS_Console.exeまたはPVS_Console_x64.exeを実行します。
2. ［ようこそ］ページで［次へ］をクリックします。［ライセンス契約］ページが開きます。
3. 契約条項に合意し、［次へ］をクリックして続行します。［ユーザー情報］ページが開きます。
4. ユーザー名と組織名を適切なボックスに入力するか、ボックスの一覧から選択します。
5. 適切なアプリケーションユーザーをクリックし、［次へ］をクリックします。［インストール先のフォルダー］ページが
開きます。

6. ［変更］をクリックしてソフトウェアをインストールするフォルダー名を入力または選択するか、［次へ］をクリックし
てコンソールをデフォルトフォルダーにインストールします。［セットアップの種類］ページが開きます。

7. 適切なラジオボタンを選択します。
すべて - このコンピューターにすべてのコンポーネントとオプションをインストールします（デフォルト）。
カスタム - インストールするコンポーネントとインストール先を選択します。

8. ［次へ］をクリックします。
9. ［すべて］をクリックした場合は、［プログラムをインストールする準備ができました］ページが開きます。［カスタ
ム］をクリックした場合は、［カスタムセットアップ］ページが開きます。このページの［機能の説明］ボックスには、
選択済みのコンポーネントの説明がそのコンポーネントのインストールに必要な領域と共に表示されます。
各コンポーネントのアイコンを展開して、コンポーネントのインストール方法を選択します。
コンポーネントを選択したら、［次へ］をクリックします。［プログラムをインストールする準備ができました］ペー
ジが開きます。または［キャンセル］をクリックして、システムを変更せずにウィザードを閉じます。

10. ［プログラムをインストールする準備ができました］ページで［インストール］をクリックして、インストール処理を続
行します（インストールには数分かかる可能性があります）。

11. コンポーネントとオプションが正常にインストールされると、［インストールウィザードの完了］ページが開きます。

注意
後でインストールウィザードを再実行してコンポーネントを追加したり、別のコンピューターで再実行して選択したコンポーネント

をインストールしたりできます。
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Provisioning Servicesサーバーの追加

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesサーバーを追加するには、ファームのメンバーになる各サーバーにProvisioning Servicesソフトウェアを
インストールします。各サーバーでProvisioning Servicesインストールウィザードを実行してから、構成ウィザードを実行し
ます。

ヒント
サーバー名の長さの上限は15文字です。サーバー名として完全修飾ドメイン名を入力しないでください。

構成ウィザードでサーバーを追加するサイトの入力ページが開いたら、既存のサイトを選択するか新しいサイトを作成しま
す。

Provisioning Servicesサーバーをサイトに追加したら、コンソールを開始してファームに接続します。コンソールにすべての
サイトとサーバーが適切に表示されることを確認します。
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イメージ作成に向けたマスターターゲットデバイスの
準備

Jun 15, 2017

マスターターゲットデバイスとは、vDisk上に作成および格納されるハードディスクイメージの基になるターゲットデバイス
を指します。Provisioning Servicesにより、マスターターゲットデバイスから作成したvDiskの内容がほかのターゲットデバイ
スにストリーム配信されます。

Important
PVSターゲットデバイスをインストールする前に、Windows Updatesをインストールしてください。

通常、初めにハードディスクを搭載しているという点で、マスターターゲットデバイスはそれに続くターゲットデバイスと異
なります。これはvDiskにイメージが作成されるハードディスクです。必要であれば、イメージを作成した後でマスターター
ゲットデバイスからハードディスクを取り外します。

複数のターゲットデバイスで共有される1つのvDiskをサポートするには、それらのデバイスに一定の類似性が必要です。これ
は、オペレーティングシステムに必要なドライバーがすべて組み込まれていることを保証するためです。一貫している必要の
ある3つの主要コンポーネントは次のとおりです。
マザーボード
ネットワークカード（PXEをサポートする必要があります）
ビデオカード

ヒント
プラットフォーム（物理または仮想）によっては、起動メディアに一貫したハードウェア構成が必要です。たとえば、ターゲットデ

バイスがBDMを使用する場合、エンドターゲットデバイスが起動時にBDM構成を使用するため、（vDiskを作成する前の）マスター

ターゲットデバイスは、BDM構成と一致する必要があります。

ただし、Provisioning Servicesの共通イメージユーティリティにより、複数の異なるマザーボード、ネットワークカード、ビデ
オカード、およびその他のハードウェアデバイスを、単一のvDiskで同時にサポートできます。

複数のターゲットデバイスで1つのvDiskを共有する場合は、ディスクのないターゲットデバイスをネットワークに追加する時
に、マスターターゲットデバイスが「テンプレート」として機能します。マスターターゲットデバイスのハードディスクを正
しく準備し、すべてのソフトウェアを適切な順序でインストールすることは非常に重要です。

Provisioning Servicesサーバーをインストールおよび構成し、ターゲットデバイスを作成した後で、次の手順に従ってくださ
い。

ソフトウェアを次の順序でマスターターゲットデバイスにインストールする必要があります。

1. Windowsオペレーティングシステム
2. デバイスドライバー
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3. Service Packなどの更新プログラム
4. ターゲットデバイスソフトウェア

ターゲットデバイスソフトウェアをインストールする前にも後にもアプリケーションをインストールできます。ターゲットデ
バイスがドメインに属していてvDiskを共有する場合は、追加の構成を行う必要があります（インストールを実行する前に、
「ドメインコンピューターアカウントの管理」を参照してください）。

Important
デュアルブートのvDiskイメージはサポートされません。

ターゲットデバイスのシステムBIOSとネットワークアダプターが提供する拡張BIOSを構成して、ネットワークから起動する
ための手順は次のとおりです。システムによってBIOSの設定インターフェイスは異なります。必要であれば、これらのオプ
ションの構成については、システムの付属ドキュメントを参照してください。
1. ターゲットデバイスのBIOSが未構成の場合は、ターゲットデバイスを再起動してシステムのBIOS設定画面を開きます
（BIOS設定画面を開くには、起動処理中にF1、F2、F10、またはDelキーを押します。押すキーは製造元によって異なりま
す）。

2. ネットワークアダプターでPXEを有効にします。
注：システムの製造元によって、この設定は異なることがあります。

3. LANつまりネットワークから優先的に起動するようにターゲットデバイスを構成します。オプションで、MBA（Managed

Boot Agent）をサポートするNICを使用する場合は、UNDI（Universal Network Driver Interface）から優先的に起動するよ
うに設定します。
注：一部の古いシステムでは、BIOS設定プログラムでディスク起動セクターの書き込み保護を有効または無効に設定でき
ます。このオプションが無効になっていることを確認してから続行してください。

4. 変更を保存してから、BIOS設定プログラムを終了します。
5. vDiskをターゲットデバイスに接続するため、ターゲットデバイスをネットワーク経由でハードドライブから起動します。

ネットワークアダプターのBIOSの構成

この手順は古いシステムにのみ必要です。
1. マスターターゲットデバイスを再起動します。
2. 設定インターフェイスを使用して、ネットワークアダプターの拡張BIOSを構成します。
システムの起動中、ネットワークアダプターの拡張BIOSにより Initializing Intel ® Boot Agent Version 3.0.03 PXE 2.0 Build

078 (WfM 2.0) RPL v2.43などの初期化メッセージが表示されます。

ネットワークアダプターの拡張BIOSの設定画面を開きます（ネットワークアダプターの ドキュメントを参照してくださ
い）。ネットワークアダプターの 拡張BIOSの設定画面を開くキーの組み合わせは、製造元によって異なります。たとえ
ば、Intel Boot Agentの 設定画面を開くには、Ctrl + Sキーを押します。

次のような画面が開きます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-target-image-prepare.html
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3. 最初にネットワーク、次にローカルドライブから起動するように起動順序を変更します。
4. 変更を保存して設定プログラムを終了します。 Intel Boot Agentの場合、 変更を保存するにはF4キーを押します。

または、起動デバイスマネージャーを使用して、ターゲットデバイスにIPアドレスと起動の情報（起動ファイル）を提供する
デバイスを構成できます。

注：マスターターゲットデバイスにソフトウェアをインストールする前に、BIOSレベルのアンチウイルス機能はすべて無効に
してください。vDiskイメージにアンチウイルスソフトウェアを含めるには、アンチウイルスソフトウェアを有効にしてからイ
メージ作成ウィザードを実行します。
ターゲットデバイスソフトウェアをインストールする前に、Windows Server 2012から導入されたMicrosoft NICチーミングド
ライバーまたはOEMのNICチーミングソフトウェアをインストールして構成します。

Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアは、次のコンポーネントで構成されています。
Provisioning Services仮想ディスク：オペレーティングシステムとアプリケーションのディスクコンポーネントの格納に
使用される仮想メディアです。
Provisioning Servicesネットワークスタック：ターゲットデバイスとProvisioning Servicesサーバーの間で通信できるよう
にする専用フィルタードライバーで、NICドライバー上にロードされます。
Provisioning Services SCSIミニポート仮想アダプター：vDiskをターゲットデバイスのオペレーティングシステムにマウ
ントするドライバーです。
Provisioning Servicesイメージ作成ウィザード：vDiskファイルを作成してマスターターゲットデバイスのイメージを作成
するために使用します。
仮想ディスクステータストレイユーティリティ：vDiskの全般的な状態と統計情報を提供します。このユーティリティには
ヘルプシステムが含まれます。
ターゲットデバイスオプティマイザーユーティリティ：パフォーマンスの向上を目的として、ターゲットデバイスの設定
を変更するために使用します。

Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアは、32ビット版および64ビット版のWindowsオペレーティングシス
テムで使用できます。

注：Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアを複数NIC環境内のNT6.xシステムにインストールする場合、有
効なすべてのNICを使用できます。そのため、bindcfg.exeは必要ではなくなり、ターゲットデバイスソフトウェアでインス
トールされなくなります。

1. マスターターゲットデバイスをローカルハードディスクから起動します。
2. デバイス上のすべてのアプリケーションが閉じられていることを確認します。
3. 適切なインストーラーをダブルクリックします。製品のインストールページが開きます。
4. 表示される［ようこそ］ページで［次へ］をクリックし、末尾までスクロールしてライセンス契約書の条項に同意します。
5. ［次へ］をクリックして続行します。［ユーザー情報］ページが開きます。
6. ユーザー名と組織名を適切なボックスに入力します。
7. 適切なインストールユーザーオプションをクリックします。このコンピューター上のすべてのユーザーがアプリケーショ
ンを共有するのか、それともインストールを実行するユーザーのみがアプリケーションを使用できるようにするのかに応じ



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.72https://docs.citrix.com

て、クリックするオプションが決まります。
8. ［次へ］をクリックします。［インストール先のフォルダー］ページが開きます。
9. ［次へ］をクリックして、ターゲットデバイスソフトウェアをデフォルトのフォルダー（C:\Program

Files\Citrix\Provisioning Services）にインストールします。オプションで、［変更］をクリックして適切なフォルダー名を
入力または選択してから、［次へ］、さらに［インストール］をクリックします。インストールの進捗状況がページに表示
されます。
注：インストール処理には数分かかる可能性があります。インストール中に［キャンセル］をクリックすると、インストー
ルがキャンセルされ、すべてのシステム変更がロールバックされます。Windowsロゴのメッセージが表示される場合は閉
じます。

10. コンポーネントとオプションが正常にインストールされると、［インストールウィザードの完了］ページが開きます。ウィ
ザードを終了します。.NET 4.5以降がインストールされていて、Windowsの自動マウントが有効になっている場合は、イ
メージ作成ウィザードがデフォルトで自動的に起動します（詳しくは、「イメージ作成ウィザードによる新しいvDiskの作
成」を参照してください）。
注：イメージ作成処理が完了する前にWindowsの再起動要求メッセージが表示された場合は、イメージ作成が正常に完了
するまで要求を無視してください。

11. 製品ソフトウェアのインストールとvDiskイメージの作成が成功したら、デバイスを再起動します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-vdisks-image-wizard.html
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イメージ作成ウィザードによる新しいvDiskの作成

Jun 15, 2017

イメージ作成ウィザードを使用して、マスターターゲットデバイスから基本vDiskイメージを自動的に作成します。
前提条件

Windows NT 6.x：

Provisioning Servicesイメージ作成ウィザードにより、ボリュームシャドウコピーサービス（VSS）と連動するブロックベース
の複製ソリューションが提供されます。

各ローカルディスクパーティションは、個別にvDiskに複製されます。ローカルディスクに個別の「システム予約」パー
ティションがある場合は、ソースパーティションとしてそれを含める必要があります。
ソースパーティションの空き容量にかかわらず、各複製先パーティションはソースパーティションよりも大きい必要があ
ります。
より大きな複製先パーティションが必要な場合は、イメージ作成が完了した後でWindowsの［ディスクの管理］の［ボ
リュームの拡張］を使用します。
より小さな複製先パーティションが必要な場合は、イメージを作成する前にWindowsの［ディスクの管理］の［ボ
リュームの縮小］を使用することで、ソースパーティションのサイズを変更することができます。

注：イメージ作成処理が完了する前にWindowsの再起動要求メッセージが表示された場合は、イメージ作成が正常に完了する
まで要求を無視してください。
イメージ作成

イメージ作成ウィザードにより、ファームに接続するための情報、およびこの特定のvDiskに適用する、適切な資格、Active

Directory、およびライセンスの情報の入力が求められます。

1. マスターターゲットデバイスでWindowsの［スタート］ボタンをクリックし、[Citrix] > [Provisioning Services] > [イメージ
作成ウィザード] の順に選択します。ウィザードの［ようこそ］ページが開きます。

2. ［次へ］をクリックします。［ファームへの接続］ページが開きます。
3. ファーム内の接続先Provisioning Servicesサーバーの名前またはIPアドレスと、接続に使用するポートを入力します。
4. Windows資格情報を使用するか（デフォルト）、別の資格情報を入力して［次へ］をクリックします。Active Directoryを
使用する場合は適切なパスワード情報を入力します。

5. ［Microsoftボリュームライセンス］ページでターゲットデバイスに使用するボリュームライセンスオプションを選択しま
す。ボリュームライセンスを使用しない場合は［なし］をクリックします。Microsoftボリュームライセンスのオプション
は次のとおりです。

6. 新しいvDiskを作成するか（デフォルト）、vDisk名を入力することで既存のvDiskを使用することを選択して［次へ］をク
リックします。

7. 新しいvDiskを作成する場合は、［新規vDisk］ダイアログボックスが開きます。
1. vDiskの名前を入力します。
2. vDiskを配置するストアを選択します。
3. 適切なボックスの一覧からvDiskの形式を選択します。［VHDX形式］が［動的］である場合は、［VHDXブロックサイ
ズ］ボックスの一覧から［2MB］または［16MB］を選択します。

4. ［次へ］をクリックして、［イメージボリュームの構成］ページでボリュームのサイズを定義します。
8. ［次へ］をクリックします。［ターゲットデバイスの追加］ページが開きます。
9. ターゲットデバイス名、マスターターゲットデバイスにターゲットデバイスソフトウェアをインストールしたときに選択
したNICに関連付けられているMACアドレス、およびこのデバイスを追加するコレクションを選択します。［次へ］をク
リックします。ターゲットデバイスが既にファームに属している場合は［既存のターゲットデバイス］ページが開きま
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す。
10. ［次へ］をクリックします。［ファームの変更の概要］ページが開きます。
11. （仮想マシンの起動にvDiskが使用されない限りオプション）Provisioning Servicesで使用するためにvDiskを最適化すること
を選択します。

12. すべての変更を確認して［完了］をクリックします。確認メッセージが表示されます。
13. 確認メッセージに対して［はい］をクリックしてイメージ作成処理を開始します。
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ターゲットデバイスへのvDiskの割り当て

Jun 15, 2017

vDiskは、単一のターゲットデバイスに、またはターゲットデバイスコレクション内のすべてのデバイスに割り当てられま
す。ターゲットデバイスに複数のvDiskが割り当てられている場合は、起動時にvDiskの一覧が表示されるので、ユーザーが起
動に適切なvDiskを選択できます。

vDiskに複数のバージョンが存在する場合は、実稼働環境のターゲットデバイスで使用されるバージョンは、最上位の実稼働
バージョンかオーバーライドバージョンです。詳しくは、『管理者ガイド』の「vDiskバージョンへのアクセス」を参照して
ください。保守またはテストデバイスについては、実稼働ではないバージョンの状態がラベル付けされます。

XenDesktopセットアップウィザードでPersonal vDiskを割り当てたターゲットデバイスには、ドラッグアンドドロップで
vDiskを割り当てることはできません。Personal vDiskを使用するターゲットデバイスが含まれるコレクションにvDiskをド
ラッグアンドドロップすると、メッセージダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで、現在Personal vDisk

が割り当てられていないターゲットデバイスにのみvDiskが割り当てられることを了解すると、続行することができます。ま
た、Personal vDiskを使用するターゲットデバイスに、Personal vDiskを使用しないターゲットデバイスのプロパティをコピー
して貼り付けることはできません。Personal vDiskを使用するターゲットデバイスにvDiskを再割り当てする場合は、
「Personal vDiskを使用するターゲットデバイスの構成」を参照してください。

ターゲットデバイスへvDiskを割り当てると

vDiskは次の方法で単一のターゲットデバイスに割り当てられます。
ドラッグアンドドロップ
［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックス

コレクション内の1つまたはすべてのターゲットデバイスにドラッグアンドドロップでvDiskを割り当てるには

1. コンソールツリーで任意のサイト内の［vDiskプール］か［ストア］を展開して、割り当てるvDiskをウィンドウの右ペイン
に表示します。

2. vDiskをクリックし、ターゲットデバイスまたはコレクションへドラッグアンドドロップします。

単一のターゲットデバイスに［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスで1つまたは複数のvDiskを割り当てるに
は

1. コンソールツリーで［デバイスコレクション］フォルダーを開き、このターゲットデバイスが属するコレクションフォル
ダーをクリックします。ターゲットデバイスが詳細ペインに表示されます。

2. ターゲットデバイスを右クリックして［プロパティ］を選択します。［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボッ
クスが開きます。

3. ［全般］タブの［起動元］ボックスの一覧から、このターゲットデバイスで使用する起動方法を選択します。
4. ［vDisk］タブの［このデバイスのvDisk］ボックスの横にある［追加］をクリックします。［vDiskの割り当て］ダイアロ
グボックスが開きます。

5. このターゲットデバイスに割り当てるvDiskを検索するには、［フィルター］の［ストア］ボックスまたは［サーバー］
ボックスの一覧から特定のストアかサーバーを選択します。または、デフォルトの選択を受け入れます。デフォルトで
は［すべてのストア］と［すべてのサーバー］が含まれます。

6. ［割り当てるvDiskの選択］ボックスで割り当てるvDiskを強調表示してから、［OK］をクリックします。さらに［OK］を
クリックして［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスを閉じます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper/pvs-target-pvd-properties.html
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Provisioning Services製品ソフトウェアのアンインス
トール

Jun 15, 2017

システムからソフトウェアを削除するには、Provisioning Servicesサーバーとターゲットデバイスの両方のコンポーネントを
アンインストールする必要があります。

1. Provisioning Servicesサーバーでコントロールパネルを開きます。［スタート］メニューの［コントロールパネル］を開き
ます。

2. ［プログラムと機能］を開きます。
3. Provisioning Servicesを選択して［アンインストール］をクリックします。

1. 元のハードドライブから起動するようにシステムBIOSを設定します。
2. ターゲットデバイスをハードドライブから直接再起動します。
3. ターゲットデバイスでコントロールパネルを開きます。
4. ［プログラムと機能］を開きます。
5. Provisioning Servicesソフトウェアを選択して［アンインストール］をクリックします。

1. コンソールがインストールされているコンピューターでコントロールパネルを開きます。
2. ［プログラムと機能］を開きます。
3. Provisioning Servicesソフトウェアを選択して［アンインストール］をクリックします。
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コンソールでのブートストラップファイルの構成

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesサーバーからターゲットデバイスを起動するため、デバイスの電源が入ると、Provisioning Servicesの
MBAまたはPXEに準拠する起動ROMによりブートストラップファイルがダウンロードされます。このファイルに、
Provisioning Servicesサーバーと通信するために必要な情報を構成する必要があります。［ブートストラップの構成］ダイアロ
グボックスを使用して、最大で4台のProvisioning ServicesサーバーのIPアドレスをブートストラップファイルに定義します。
 
注：代替的な起動方法については、「起動デバイスマネージャーの使用方法」を参照してください。
［ブートストラップの構成］ダイアログボックスには次のボックスがあります。

［全般］タブ：ブートストラップの構成

フィールド 説明

ブートスト
ラップファイ
ル

現在選択されているブートストラップファイルが表示されます。別のブートストラップファイルを選択
して構成する場合は、［追加］をクリックするか［データベースから読み取る］をクリックします。

IPの設定 ログオン処理を実行する最大で4台のProvisioning ServicesサーバーのIPアドレス、サブネットマスク、
ゲートウェイ、およびポートです。

INIファイル
に

ファイルに新しいProvisioning Servicesサーバーを追加するには、［追加］をクリックします。最大で4台
のProvisioning Servicesサーバーを指定できます。

編集 一覧内の既存のProvisioning ServicesサーバーのIP設定を編集するには、サーバーを強調表示して［編
集］をクリックします。

削除 使用できるProvisioning Servicesサーバーの一覧から既存のサーバーを削除するには、サーバーを選択し
て［削除］をクリックします。

［上に移
動］ボタン
と［下に移
動］ボタン

一覧内の既存のProvisioning Servicesサーバーの順序を変更するには、サーバーを選択してこれらのボタ
ンをクリックします。一覧内でのProvisioning Servicesサーバーの順序によって、Provisioning Services
サーバーが停止したときに次にアクセスされるサーバーが決定されます。

データベース
から読み取る

データベースに構成済みのStream Service IP設定をブートストラップファイルに入力するには、［デー
タベースから読み取る］をクリックします。これにより一覧の内容がいったんクリアされ、データベー
スで見つかった最初の4つのサーバーが追加されます。

ターゲットデバイスのIP：ブートストラップの構成

DHCPを使用してターゲットデバイスの
IPアドレスを取得する

ターゲットデバイスのIPアドレスを取得するにはこのオプションをクリック
します。これがデフォルトの方法です。

ターゲットデバイスの静的IPアドレスを
使用する

この方法を選択するには、プライマリとセカンダリのDNSサーバーとドメイ
ン名を特定する必要があります。

サーバー参照：ブートストラップの構成

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-boot-devices-utility.html
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DNS
の使
用

DNSを使用してサーバーを検索するにはこのオプションをクリックします。［ホスト名］ボックスにホスト名が
表示されます。このオプションをクリックし、［デバイスのIPアドレスの構成］の［DHCPを使用してデバイス
のIPアドレスを取得する］をクリックする場合は、DHCPサーバーでオプション6（DNSサーバー）を提供する必
要があります。

注：高可用性機能を使用する場合は、最大で4台のProvisioning Servicesサーバーを同じホスト名でDNSサーバー
に指定します。

特定
の
サー
バー
を使
用す
る

起動元のProvisioning Servicesサーバーの静的IPアドレスを使用します。このオプションをクリックする場合は、
［追加］をクリックしてProvisioning Servicesサーバーの次の情報を入力してから、［OK］をクリックしてダイ
アログボックスを閉じます。

IPアドレス
サブネットマスク
ゲートウェイ
ポート（デフォルトは6910）

注：高可用性機能を使用する場合は、最大で4台のProvisioning Servicesサーバーを入力します。高可用性機能を
使用しない場合は、1台のみ入力します。［上に移動］または［下に移動］をクリックして、Provisioning

Servicesサーバーの優先順位を並べ替えます。ターゲットデバイスは一覧の最初のProvisioning Servicesサーバー
から順に、そのサーバーからの起動を試行します。

［オプション］タブ：ブートストラップの構成

詳細
モー
ド

ターゲットデバイスの起動処理を監視する、つまりシステムメッセージを表示する場合は、［詳細モード］
チェックボックスをオンにします（オプション）。

イン
タラ
プト
セー
フ
モー
ド

ターゲットデバイスに問題があり起動処理の早い段階で停止する場合は、［インタラプトセーフモード］チェッ
クボックスをオンにします。

拡張
メモ
リの
サ
ポー
ト

この設定により、ブートストラップがより新しいWindowsオペレーティングシステムのバージョンで機能するよ
うになります。この設定はデフォルトで有効になっています。ターゲットデバイスが起動の早い段階で停止また
は不安定になる場合にのみ、この設定を無効にしてください。

ネッ
ト
ワー
ク復
元方

ネットワーク接続を復元する：このオプションをクリックすると、ターゲットデバイスによるProvisioning

Servicesサーバーへの接続復元が無制限に試行されます。

ハードドライブから再起動する：このオプションをクリックすると、通信の再確立に失敗した場合に、ターゲッ
トデバイスでハードウェアリセットが実行され、強制的に再起動されます（ターゲットデバイスにハードドライ
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法 ブが必要です）。再起動の前に待機する秒数はユーザーが決定します。ネットワーク接続を確立できないと想定
し、PXEが失敗します。そして、システムがローカルのハードドライブから再起動します。デフォルトの秒数は50

秒です。これは高可用性の構成と互換性を保つためです。

ログ
オン
ポー
リン
グタ
イム
アウ
ト

Provisioning Servicesサーバーのポーリングの再試行間隔をミリ秒単位で入力します。各Provisioning Servicesサー
バーに順番にログオン要求が送信されます。最初に応答したProvisioning Servicesサーバーが使用されます。高可
用性を設定していないシステムでは、このタイムアウトによって、単に、単一の使用可能なProvisioning Services

サーバーに対して初回ログオン要求を再試行する頻度を定義します。

このタイムアウトによって、ラウンドロビンルーチンがアクティブなProvisioning Servicesサーバーの検索時に
サーバーからサーバーへと切り替わる速さを定義します。有効な範囲は1,000～60,000ミリ秒です。

ログ
オン
一般
タイ
ムア
ウト

初回ログオンポーリングのタイムアウトを除く、ログオン関連のすべてのパケットのタイムアウトをミリ秒単位で
入力します。通常このタイムアウトはポーリングタイムアウトより長くなります。これは、Provisioning Services

サーバーがすべての関連サーバーと通信する必要があるからです。通信先サーバーの中には停止しているものがあ
る可能性があり、実際にオンラインかどうかを判定するために、サーバーからサーバーへと再試行しタイムアウト
まで待機する必要があります。有効な範囲は1,000～60,000ミリ秒です。

1. コンソールツリーで［サーバー］フォルダー内のProvisioning Servicesサーバーを選択し、［操作］ペインまたはコンテキ
ストメニューから［ブートストラップの構成］を選択します。［ブートストラップの構成］ダイアログボックスが開きま
す。
Provisioning Servicesサーバーのセットアップ中に選択したディレクトリにコピーされているブートストラップファイルを
選択します。サーバーのProvisioning Services ProgramDataにあるブートストラップファイルが返されるため、そのサー
バーがアクティブでないと［ブートストラップの構成］メニュー項目が表示されません。

重要：
このサーバーに以前のバージョンのProvisioning Servicesがインストールされていた場合、次の古いデフォルトの場所を変
更する必要があります。

C:\Program Files\Citrix\Provisioning Services

新しい場所

C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Citrix\Provisioning Services\Tftpboot

デフォルト設定を変更しないと、ブートストラップファイルをコンソールから構成できません。ターゲットデバイスが起
動に失敗し、「Missing TFTP（TFTPが見つかりません）」というエラーメッセージが表示されます。

コンソールを別のコンピューターにインストールした場合は、起動サービスがインストールされているリモートの
Provisioning Servicesサーバーのパスを選択します。

2. 構成ウィザードにより、サーバーのデータベースにIPアドレスの一覧が書き込まれます。［データベースから読み取る］を
選択すると、サーバーの最初のIPアドレスとポート番号が取得され、一覧に追加されます。この手順は、一覧が空白の場
合、または一覧のすべての内容を新しい値で置き換える場合のみ必要です。これらの値は、構成ウィザードの［ネット
ワーク通信］ページにある［ストリーム配信ネットワークカード］セクションで設定されます。Provisioning Servicesで
は、最初に選択したネットワークカードが使用されます。
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3. ここでは、次のオプションを選択できます。
ターゲットデバイスの起動処理を監視する場合は、［詳細モード］チェックボックスをオンにします（オプション）。
これにより、ターゲットデバイスにシステムメッセージが表示されるようになります。
ターゲットデバイスが起動処理中に停止する場合は、［インタラプトセーフモード］チェックボックスをオンにしま
す。
ブートストラップがより新しいWindowsオペレーティングシステムのバージョンで機能するようにするには、［拡張メ
モリのサポート］チェックボックスをオンにします。この設定はデフォルトで有効になっています。ターゲットデバイ
スが起動の早い段階で停止または不安定になる場合にのみ、この設定を無効にしてください。

4. ［ネットワーク復元方法］で次のどちらかをクリックします。
ネットワーク接続を復元する：このオプションをクリックすると、ターゲットデバイスによるProvisioning Servicesサー
バーへの接続復元が無制限に試行されます。
ハードドライブから再起動する：このオプションをクリックすると、定義した秒数の間に通信が再確立されない場合、
ターゲットデバイスによりハードウェアがリセットされ、強制的に再起動されます。再起動の前に待機する秒数はユー
ザーが決定します。ネットワーク接続を確立できないと想定し、PXEが失敗します。そして、システムがローカルの
ハードドライブから再起動します。デフォルトの秒数は50です。手順1.で作成したフォルダーを検索して選択するには
［参照］をクリックするか、フルパスつまりUNC名を入力します。

注：vDiskを含むパーティションがFATファイルシステムとしてフォーマットされている場合、パフォーマンスが最適では
なくなる可能性があるというメッセージが表示されます。vDiskを含むパーティションはNTFSでフォーマットすることを
お勧めします。［ポート］ボックスのアドレスは変更しないでください。
注意：すべての起動サービス（PXE、TFTP）は同じNIC（IPアドレス）で実行する必要があります。ただし、Stream

Serviceは別のNICで実行できます。Stream Serviceは複数のIPアドレス（NIC）にバインドできます。
5. 次のオプションを構成します。
ログオンポーリングタイムアウト

サーバーのポーリングの再試行間隔をミリ秒単位で入力します。各サーバーに順番にログオン要求が送信されます。最初に
応答したサーバーが使用されます。このタイムアウトで定義されるのは、使用できる単一のサーバーに初回ログオン要求を
送信する頻度です。このタイムアウトで定義されるのは、アクティブなサーバーの検索でサーバーからサーバーへラウン
ドロビンルーチンを切り替える速度です。有効な範囲は1,000～60,000ミリ秒です。

ログオン一般タイムアウト

初回ログオンポーリングのタイムアウトを除く、ログオン関連のすべてのパケットのタイムアウトをミリ秒単位で入力し
ます。有効な範囲は1,000～60,000ミリ秒です。

6. ［OK］をクリックして変更を保存します。
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ブートストラップファイルの取得

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスでは、最初にブートストラッププログラムをロードすることによって起動処理を開始します。ブートス
トラッププログラムは、オペレーティングシステムがロードされる前に実行される小さなプログラムです。Provisioning

Servicesでは特別なブートストラッププログラムを使用して、ターゲットデバイスとProvisioning Servicesサーバー間のスト
リーム配信セッションを開始します。このセッションが開始された後で、起動されたvDiskからオペレーティングシステムの
ロードとストリーム配信が開始されます。

ターゲットデバイスにブートストラッププログラムをロードするには3つの方法があります。
ネットワーク経由でPXE（Preboot eXecution Environment）を介して
接続したメディアに格納されている起動デバイスから
BIOSに埋め込まれているブートストラップから（OEMバージョンのみ）

ターゲットデバイスのBIOSをネットワークから起動できるように構成した後は、デバイスはProvisioning Servicesサーバーか
ら起動してvDiskの割り当てを受けられるようになります。ターゲットデバイスのファームウェアでは、標準的なネットワー
クプロトコルを使用してブートストラップファイルを取得します。

注意
デバイスのファームウェア（NIC）でPXE 0.99j、PXE 2.1またはそれ以降をサポートしている必要があります。

DHCPサービスによりIP構成がターゲットデバイスに送信されます。また、オプション67、および60または66を使用して、
ブートストラップファイルの場所も送信できます。サービスの数を減らし信頼性を高めるため、DHCPサービスでブートスト
ラップファイルの場所を送信することを検討してください。
注：BOOTPサービスで、BOOTPTABに従ってIP構成をターゲットデバイスに送信できます。また、省略可能なオプションを
使用して、起動プログラムの場所も送信できます。現在このサービスはあまり使用されなくなりました。DHCPが環境の要件
を満たさない場合に限り、このサービスを使用します。
PXEサービスではPXE仕様バージョン2.1に従って、ブートストラップファイルの場所をターゲットデバイスに送信できま
す。DHCPサービスが既に導入されていて設定を変更できず、ほかのPXEサービスが使用されていない場合は、このサービス
を使用します。

TFTPサービスでは要求に応じて、ブートストラップファイルをターゲットデバイスに送信します。ほかのTFTPサービスを
使用できない場合はこのサービスを使用します。

次の図と手順は、PXEを使用する場合と使用しない場合の起動処理を示しています。

DHCPを使用したIPアドレスとスコープオプションの取得（PXEを使用しない）
1. ターゲットデバイスがネットワークから起動するとき、DHCPからProvisioning Servicesサーバーへ、IPアドレスとスコー
プオプションの設定（オプション66と67）を問い合わせる要求が送信されます。Provisioning Servicesサーバーにより、要
求された情報が返されます。

2. ターゲットデバイスからProvisioning Servicesサーバーへ、ブートストラップファイルを求める要求がTFTPを使用して送信
されます。Provisioning Servicesサーバーによりターゲットデバイスへブートストラップファイルがダウンロードされま
す。

3. ターゲットデバイスが割り当てられたvDiskイメージを起動します。
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DHCPとPXEと共に使用したIPアドレスとスコープオプションの取得
1. ターゲットデバイスがネットワークから起動するとき、DHCPからProvisioning Servicesサーバーへ、IPアドレスとスコー
プオプションの設定（オプション60、PXEClient ID）を問い合わせる要求が送信されます。Provisioning Servicesサーバー
により、要求された情報が返されます。

2. ターゲットデバイスからProvisioning Servicesサーバーへ、ブートストラップファイル名とPXEサービスの場所を問い合わ
せる要求（オプション66と67）が送信されます。PXEサービスからターゲットデバイスへ、情報が返されます。

3. ターゲットデバイスからProvisioning Servicesサーバーへ、ブートストラップファイルを求める要求がTFTPを使用して送信
されます。Provisioning Servicesサーバーによりターゲットデバイスへブートストラップファイルがダウンロードされ、
ターゲットデバイスが起動します。

PXEを使用する方法の代替として、起動デバイスマネージャー（BDM）を使用して、ローカルハードドライブ、USBフラッ
シュドライブ、またはISOイメージにブートストラップファイルを作成することができます。このブートストラップファイル
を使用して、ターゲットデバイスを起動します。
注：BIOS埋め込み型のブートストラップによる起動方法もあります。OEMベンダーはこの方法を採用して、ブートストラッ
プファイルをターゲットデバイスに埋め込むことができます。
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起動デバイスマネージャーの使用方法

Sep 11, 2017

起動デバイスマネージャーは、ターゲットデバイスにIPおよび起動の情報（起動デバイス）を提供するオプションの方法で
す。これは、従来のDHCP、PXE、およびTFTPを使用する方法の代替です。この方法を使用すると、ターゲットデバイスは起
動時に起動デバイスから起動情報を直接取得します。ターゲットデバイスはこの情報を使用して、適切なProvisioning Services

サーバーを検索および通信して、そのサーバーから起動することができます。ユーザーが認証を受けた後、Provisioning

ServicesサーバーからターゲットデバイスにvDiskイメージが提供されます。

以下の起動デバイスがサポートされます。

USB

CD-ROM（ISO）
ハードディスクのパーティション

無線NICはサポートされません。

警告
起動デバイスとして1つのハードドライブ全体を選択すると、既存のディスクパーティションが消去され単一のアクティブなパー
ティションが再作成されます。対象のパーティションは起動デバイスとして予約され、オペレーティングシステムまたはデータのた
めに使用することはできません。

起動デバイスとしてハードディスクパーティションを選択すると、選択したディスクパーティションのデータが削除されアクティブ

なパーティションに設定されます。このアクティブなパーティションが起動デバイスになります。

起動デバイスは、起動デバイスマネージャーを使用して構成します。このウィザードのようなアプリケーションを使用する
と、起動デバイスをすばやくプログラムできます。

起動デバイスをインストールした後で、次の手順に従います。

BDM.exeを実行する前に、vDiskをフォーマットして準備しておく必要があります。
ターゲットデバイスのハードディスクドライブを起動デバイスとして使用する場合は、サーバー上の製品のインストール
ディレクトリからターゲットデバイス上の製品のインストールディレクトリに、BDM.exeをコピーします。
コンソールでのターゲットデバイス設定ではvDiskから起動するように設定する必要がありますが、実際のデバイスでは
ハードディスクから起動するように設定する必要があります。

1. 製品のインストールディレクトリから、BDM.exeを実行します。［起動デバイスの管理］ウィンドウが開き、［ログオン
サーバーの選択］ページが表示されます。

2. ［サーバー参照］でProvisioning Servicesサーバー情報を取得する方法を選択します。
DNSを使用してサーバーを検索する：このオプションをクリックし、［デバイスのIPアドレスの構成］の［DHCPを使
用してデバイスのIPアドレスを取得する］をクリックする場合は、DHCPサーバーでオプション6（DNSサーバー）を提
供する必要があります。
注：起動デバイスはホスト名、およびオプションでDHCPオプション15（ドメイン名）を完全修飾ドメイン名として使
用し、DNSサーバーと通信してIPアドレスを解決します。
高可用性機能を使用する場合は、最大で4台のProvisioning Servicesサーバーを同じホスト名でDNSサーバーに指定しま
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す。

起動元のProvisioning Servicesサーバーの静的IPアドレスを使用します。このオプションを選択する場合は、［追加］を
クリックしてProvisioning Servicesサーバーの情報を入力します。

IPアドレス
ポート（デフォルトは6910です）

高可用性機能を使用する場合は、最大で4台のProvisioning Servicesサーバーを入力します。高可用性機能を使用しない
場合は、1台のみ入力します。［上に移動］または［下に移動］をクリックして、Provisioning Servicesサーバーの優先順
位を並べ替えます。ターゲットデバイスは一覧の最初のProvisioning Servicesサーバーから順に、そのサーバーからの起
動を試行します。

3. ［次へ］をクリックします。［オプションの設定］ページが開きます。
4. 次のローカル起動オプションを構成してから、［次へ］をクリックします。

詳細モード：起動と診断の詳しい情報の表示を有効または無効にします。これは、デバッグの問題に役立ちます。
インタラプトセーフモード：デバッグの問題に対して有効または無効にします。これは、タイミングまたは起動動作に
問題があるドライバーに必要なことがあります。
PAEモード：オペレーティングシステムの設定と一致するように、アドレス拡張を有効または無効にします。このオプ
ションは、デフォルトで有効になっています。ターゲットデバイスが起動の早い段階で停止または不安定になる場合に
のみ、このオプションを無効にしてください。
ネットワーク復元方法：ターゲットデバイスがProvisioning Servicesサーバーとの接続を失ったときに、ネットワーク接
続の復元を試行するか、ハードドライブから再起動するかを選択します。後者の場合は、再起動前に接続を待機する期
間を秒単位で指定します。
ログオンポーリングタイムアウト：通常、ポーリングタイムアウトと一般的なタイムアウトには1秒を指定するところか
ら始めます。暗号に3DESを使用する場合は値を増やしてください。さらにタイマーを増やす場合は、ワークロードに基
づいて行う必要があります。ネットワークに3DESを使用する100台のターゲットデバイスがある場合、適切な設定は3

秒です。
ログオン一般タイムアウト：ネットワークに3DESを使用する100台のターゲットデバイスがある場合、一般的なタイム
アウトに適切な設定は10秒です。

5. ［起動デバイスの作成］ページで、ターゲットデバイスのIPアドレスを構成します。［DNSを使用してサーバーを検索す
る］を選択し、DHCPサーバーでオプション6（DNSサーバー）を提供しない場合は、次の必須情報を入力します。サー
バー名は15文字以下、ドメイン名は47文字以下である必要があります。
プライマリDNSサーバーのアドレス
セカンダリDNSサーバーのアドレス
ドメイン名

6. ［起動デバイス］を構成します。
アクティブな起動パーティションを追加する。起動パーティションを追加するにはこのチェックボックスをオンにしま
す。注：デバイスのハードドライブから起動する場合は起動パーティションが必要です（たとえば、小さなパーティ
ションまたはパーティションオフセットを持つXEN PVDISK起動デバイスを選択する場合です）。
デバイスの一覧から起動デバイスを選択します。

パーティションオフセットのサイズが設定されている場合は、作成先のサイズを確認するメッセージが表示されます。大
文字と小文字を区別してYesと入力して続行します。

7. 当てはまる場合は、［メディアプロパティ］を構成します。
8. ［作成］をクリックします。起動デバイスが作成されたことを示すメッセージが表示されます。ISO形式を選択する場合
は、CD書き込みソフトウェアを使用してISOイメージを書き込みます。

9. ［終了］をクリックしてユーティリティを閉じます。
10. ターゲットデバイスを起動してBIOS設定画面を開きます。起動デバイスを起動順序の一覧の最上位に移動します。変更を
保存してターゲットデバイスを起動します。
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起動デバイスをプログラムした後は、ターゲットデバイスの起動順序はコンソールの［ターゲットデバイスプロパティ］ダイ
アログボックスで構成できます。ターゲットデバイスがProvisioning Servicesサーバーに接続した後は、これらの起動動作が
使用されます。コンソールで、複数のvDiskイメージを1つのターゲットデバイスに割り当てることができます。これらのvDisk

を起動する方法は、選択した起動動作によって変わります。

起動デバイス（USBまたはISOイメージ）と連動するようにBIOSを構成するとき、NICのPXEオプションは必ず有効にしま
す。起動前処理中にNICのオプションROMをメモリ上に常駐させるには、PXE起動オプションが必須です。これにより、起動
デバイスでUNDIを使用してNICを正しく初期化できるようになります。そうしなければ、起動デバイスにより「APIが見つか
りません」というメッセージが表示されます。
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CISの問題の報告

Jun 15, 2017

このバージョンのProvisioning Services（PVS）では、PVSを使用しながら遭遇した問題を報告できる新しい機能が導入されま
した。この機能を使用すると、問題をトラブルシューティングおよび診断してPVSを改善できるように、Citrixサポートに問
題点を直接報告することができます。この機能は、カスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）とともに、Citrixが
継続的にPVSを改善するために使用されます。

注意
PVS改善を手助けするプログラムへの参加は自由です。問題の報告とCEIPはデフォルトで有効です。この文書の情報を、問題の報告

を構成して使用するために役立ててください。

問題の報告は、PVS内のイベントから得られる診断情報を共有することで機能します。特定のPVSサーバーまたはサイトに対
してのみ実行することができます。

特定のPVSサーバーの問題を報告する場合、そのサーバーだけが、イベントを記録する診断バンドルを生成します。
サイトの問題を報告する場合、サイトの各PVSサーバーが診断バンドルを生成します。
診断バンドルは、Citrixに直接アップロードすることも、共有ネットワークドライブに保存して、後でCitrixに手動でアップ
ロードすることもできます。

注意
診断バンドルは、Citrix CIS Webサイトに手動でアップロードされます。Citrixの資格情報を使用してこのサイトにログインします。

セキュリティで保護された通信でのトークンの使用

問題の報告を使用する場合、トークンが生成されて、診断バンドルをMy Citrixアカウントのログイン資格情報に関連付けま
す。My Citrix資格情報に関連付けられたトークンは、その後のすべての問題の報告のためにデータベースに格納されるため、
ログイン資格情報を格納する必要がありません。

注意
問題の報告を初めて使用しようとしていて、ログイントークンをまだ構成していない場合、My Citrixログイン資格情報の入力を求め

られます。ログイン資格情報を入力すると、トークンが生成され、データベースに格納されます。

Provisioning Services構成ウィザード画面で、次のように操作します。

1. Citrixのユーザー名とパスワードを入力します。

http://more.citrix.com/XD-CEIP
https://cis.citrix.com/
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2. パスワードを確認入力します。
3. ［Next］をクリックします。

ヒント
ログイン資格情報を認証するために使用されるトークンをセキュリティ保護していない場合、［問題の報告の構成］画面に次のよう
に表示されます。「問題の報告の提出に必要なトークンが空です。再構成してください。」トークンは、ここで資格情報を入力する
か、後でPVSコンソールを使用して生成できます。 

問題の報告をアップロードしようとしたが、トークンをまだ生成していない場合、My Citrix資格情報の入力を求められます。

注意
指定したパスワードおよびユーザー名は保存されません。生成されたトークンは、診断バンドルをMy Citrixアカウントに関連付ける

ために使用されます。

問題を報告するには、まず使用するオプションを指定する必要があります。Citrixユーザー名を使用して診断情報のバンドル
をアップロードすることも、この問題の報告に含まれるすべてのサーバーにアクセスできる共有ネットワークドライブ上の
空のフォルダーを選択することによって、ローカルのZIPファイルに診断情報を生成することもできます。
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問題を報告するには：

1.Provisioning Servicesコンソールで、［サイト］ノードを展開して、問題を報告するサーバーを表示します。

2. サーバーを選択して右クリックし、コンテキストメニューを表示します。

3.［問題を報告する］オプションをクリックします。

4.［問題の報告］画面で、診断情報を生成する方法を選択します。

診断をアップロードします - 生成されたトークンを使用して診断バンドル（問題に関連する多数のファイルを含むZIPファ
イル）をアップロードします。
診断を生成します - 選択したサーバーにアクセスできる共有ネットワークドライブ上の空のフォルダーを選択します。

5.［Next］をクリックします。 
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注意
選択したサイトの各サーバーにより、それぞれの診断バンドルがアップロードまたは生成されます。

ヒント
トークンは、自動アップロードにのみ必要です。ローカルにバンドルを生成する場合、トークンは不要です。

6. 問題の報告方法を選択したら、問題の説明を助ける情報を指定できます。［問題の詳細を指定します］画面で、次のいずれ
かを行います。

a. 問題を要約した簡単な説明を入力します。この必須フィールドに情報を入力すると、残りのフィールドが編集可能に
なります。

b. オプションで、サポートケース番号を入力します。

c. 問題が発生した日付を選択します。

d. 問題が発生した、およその時刻を入力します。
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e. 問題の特徴を示す説明を入力します。

7.［完了］をクリックします。

ヒント
完了すると、サーバー上にバンドルが作成され、アップロードされます。［サーバー］->［プロパティ］->［問題の報告］で、直近

の問題の報告のステータスを表示することができます。

［完了］をクリックすると、問題の報告機能により、単一のサーバーか、サイト全体の各サーバーに関する問題点が報告さ
れます。各サーバーはバックグラウンドタスクとして問題の報告を生成し、CISサーバーにアップロードします（または別の
方法として、ファイルを共有ネットワークドライブに保存します）。

［状況］フィールドに、報告メカニズムの状態を示す情報が表示されます。プロセスが開始されたら、［完了］ボタンを使
用してダイアログボックスを閉じ、プロセスがバックグラウンドで続くようにします。
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ダイアログボックスを閉じない場合、プロセスはフォアグラウンドで続行します。完了すると、［問題の報告］画面に「結
果は各サーバーのプロパティをチェックしてください」と追加情報が表示されます。このメッセージとともに、各サーバー
は問題の報告の生成プロセスを完了して、結果（報告の生成の成功または失敗）を保存します。
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問題の報告が生成されたら、［プロパティ］画面で結果を参照することができます。レポートを表示するには、［サー
バー］>［プロパティ］を選択します。
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［問題の報告］タブには、次の情報が表示されます。

最新の問題の報告：このフィールドには、問題の報告の直近の試行の日付と時刻が表示されます。
概要：このフィールドには問題の説明が表示されます。これは、管理者が最初に報告を作成したときに指定された必須の
概要フィールドから生成されます。
状態：直近の報告のステータスが表示されます。以下の内容が示されます。
成功または失敗
報告がアップロードされたか、または共有ネットワークドライブに保存されたか。報告がドライブに保存された場合、
ファイルがある場所のフルパスが表示されます
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SQL Server Always On複数サブネットフェールオー
バーの有効化

Jun 15, 2017

PVSは、マルチサブネット環境でのSQL Server Always Onフェールオーバーをサポートします。データベースサーバーは実
装の一部としてODBC経由でアクセスされます。そのためPVSサーバーソフトウェアの前提条件として、SQL Server Native

Clientがインストールされている必要があります。  

MultiSubnetFailoverを有効化する場合、PVSサーバーが、フェールオーバークラスタインスタンスのAlways On可用性グ
ループリスナーに接続していることを確認する必要があります。

ヒント
SQL Server Native ClientはPVSインストーラーの一部です。この機能を使用するのに追加のインストール手順は不要です。

この機能は、Provisioning Services構成ウィザードの［データベースサーバー］ページにある［SQLのMult iSubnet Failover 

の有効化］フィールドを使用して有効化します。

注意
詳しくは、「SQL Server 2012および2014のSQL AlwaysOn機能」を参照してください。

マルチサブネット環境でSQL Server Always Onを有効化するには：

1. Provisioning Services構成ウィザードを開始してから［データベースサーバー］画面にアクセスします。 

2. ［データベースサーバー］画面で、次の操作をします。
［サーバー名］フィールドで、Always On可用性グループのリスナーを指定します。
インスタンス名を指定します。 

オプションで、TCPポート番号を指定します。
3. ［SQL Server Always On用にMult iSubnet Failover  を有効化する］チェックボックスを選択します。
4. ［次へ］をクリックして、構成ウィザードを続行します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-high-availability/ha-sql-always-on.html#par_richtext_0
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SANポリシーについて

Jun 15, 2017

vDiskモードが「ハードディスク上のオーバーフローがあるデバイスRAMにキャッシュする」に設定されている場合、PVSク
ライアントは起動時に常にサーバー側キャッシュにフェールオーバーします。

ヒント
［vDiskプロパティ］ウィンドウの［キャッシュの種類］フィールドからオプションが1つ削除されました。ドロップダウンメニュー

からオプション［デバイスハードディスクにキャッシュする］がなくなりました。ASLRをサポートしていないためです。このフィー

ルドに代わるのが、［ハードディスク上のオーバーフローがあるデバイスRAMにキャッシュする］です。詳しくは、「廃止された機

能」を参照してください。

1. プライベートvDiskモードで起動したPVSターゲットデバイスまたは保守vDiskバージョンで、管理者権限でコマンドプロン
プトを開きます。

2.   次のコマンドを使用して、diskpartユーティリティを実行します。

diskpart

3. SANポリシーを検証するには、次のコマンドを実行します。

Diskpart > san

［ハードディスク上のオーバーフローがあるデバイスRAMにキャッシュする］モードでは、PVSターゲットデバイスを正し
く機能させるために、SANポリシーをOnline Allにする必要があります。

4. SANポリシーを変更するには、次のコマンドを実行します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/whats-new/deprecated-features.html#par_richtext_2d5b
javascript:void(0)
javascript:void(0)
javascript:void(0)
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Diskpart > san policy=OnlineAll

5. PVSターゲットデバイスをシャットダウンして、vDiskモードを標準イメージに変更するか、保守バージョンからテスト
バージョンまたは実稼働バージョンに昇格させます。

注意
PVS書き込みキャッシュドライブは、SANポリシーが原因でオフラインのままになります。起動中、PVSターゲットデバイスは、書き

込みキャッシュドライブが書き込みキャッシュとして使用できないと判断し、サーバー側キャッシュにフェールオーバーします。 

マシンテンプレートを作成するときは、ハードディスクドライブの構造が類似しており、プライベートイメージモードの
vDiskから起動できることを確認してください。次に例を示します。

書き込みキャッシュを備えた仮想マシンをPXE起動するには、1つのハードディスクドライブを持つ仮想マシンを作成しま
す。
起動デバイスマネージャー（BDM）を使用して書き込みキャッシュを備えた仮想マシンを起動するには、2つのハード
ディスクドライブを持つ仮想マシンを作成します。
起動デバイスマネージャー（BDM）を使用してPersonal vDiskと書き込みキャッシュを備えた仮想マシンを起動するには、
3つのハードディスクドライブを持つ仮想マシンを作成します。
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Linuxストリーミングの構成

Aug 14 , 2017

XenDesktop環境で直接Linux仮想デスクトップをプロビジョニングできます。以下に注意してください。

Linuxストリーミングでは、Windowsドメインに参加するためのツールとしてwinbindのみがサポートされます。
LinuxデバイスでRAMキャッシュを有効にする場合、キャッシュサイズを8MB（最小値）に設定します。Linuxは、書き込
みキャッシュに、必要最大限のサイズのRAM（すべての使用可能なメモリを含める）を使用します。コンソールで指定さ
れたサイズは、当面予約されたサイズです。Linuxがメモリ使用量を効率的に管理できるように、最小限のメモリを予約す
ることをお勧めします。
Provisioning Services imager UIのターゲットデバイス名は、通常im_localhostがデフォルトで、複数のvDiskを作成する場
合、変更する必要があります。同じターゲットデバイス名を使用すると、Provisioning Services imagerコマンドが失敗する
ことがあります。
インストール（およびそれに続く更新）はスーパーユーザーモードで実行する必要があります。次のいずれかの方法を使用
します。

suコマンドを使用してターミナルでユーザーモードを入力します。ターミナルセッションに対してこれを1回行う必要が
あります。
このコマンドの前にsudoを入力します。たとえば、sudo yum inst all t bd-t ools   のように入力します。これをすべての
コマンドに対して行います。

Linuxクライアントのシステムクロックは、Active Directoryコントローラーと同期している必要があります。
UEFIはサポートされません。
VMMはサポートされていません。
書き込みキャッシュドライブが書き込みキャッシュとして使用されるためには、PVS_Cacheというラベルにする必要があ
ります。パーティション全体が使用されます。 

英語版以外のインストールでは、英語のローカライズ版が表示されます。
SE Linuxはサポートされていません。
XenServerで実行されるターゲットはHVMモードで実行される必要があります。
ESXでSUSEターゲットデバイスを起動すると、ターゲットが断続的に起動に失敗し、ソケットが閉じている時にデータを
送信しようとする場合に表示されるI/Oエラーのメッセージが表示されることがあります。この問題によって、最終的に起
動操作が停止し、ファイルシステムがシャットダウンします。ターゲットは、強制再起動によって正常に起動できます。
この問題は、新しい仮想マシンのハイパーバイザーのクロックオフセットが元の仮想マシンのオフセットと一致しない場
合に発生する可能性があります。NTPの設定によって、クロックスキューが大きく、デフォルトの最大値であれば、ク
ロックを更新できないためです。こうした場合、管理者は起動プロセスの早い段階で初期のクロックをnt pdat e  で設定す
るよう、イメージを構成する必要があります。詳しくは、クロックのバリエーションに関するNTPの記事（英語）やこち
らのNTPの情報（英語）を参照してください。

ヒント
XenServerはSUSEディストリビューションをサポートしていますが、SUSEテンプレートはPXEブートをサポートしません。PVSは、

ハイパーバイザーと機能するディストリビューションのみをサポートします。 

Linuxターゲットデバイスの起動後、SE Linux Alert Browserを示す警告メッセージが表示されることがあります。 

現在サポートされているLinuxディストリビューションは次のとおりです。
Ubuntu 16.04、16.04.01、16.04.02（4.4.xカーネル）Linuxストリーミングに使用する場合、PVSインストーラーには

https://serverfault.com/questions/608146/how-far-is-too-far-off-for-ntpd-can-it-get-there-by-a-sudden-jump-to-heavy-lo
https://docstore.mik.ua/orelly/networking_2ndEd/tshoot/ch11_03.htm
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Linuxカーネルパッケージのバージョン4.4.0.53以降が必要です。PVSインストーラーは、インストールプロセスで自動的
に正しいバージョンを提供します。
RedHat Enterprise Linux Server 7.2

CentOS 7.2

SUSE Linux Enterprise Server（SLES）12.1、12.2 

Important
Ubuntu 16.04.2に使用されるデフォルトのカーネルはバージョン4.8です。このバージョンは現在サポートされていません。 

Linuxストリーミングコンポーネントをインストールするには、管理者としてログオンしている必要があります。インストール
時には、以下のコマンドがルートシェルで発行されているか、sudo権限で発行されている必要があります。

注意
Provisioning Services Linuxターゲットデバイスをストリーミングする場合、自己署名証明書を作成する必要があります。Linuxスト
リーミング機能を使用する場合、LinuxターゲットデバイスからProvisioning Services SOAP ServerへのリンクがSSL接続を使用するこ
とに注意してください。SSL接続には、SOAP ServerでX.509証明書を構成する必要があります。

証明書のCA証明書は、PVSサーバーおよびLinuxターゲットデバイスの両方に存在する必要があります。自己署名証明書の作成につい

て詳しくは、「Linuxストリーミングの自己署名証明書を作成する」を参照してください。

RedHat/CentOSディストリビューションの場合：

yum --nogpgcheck localinstall pvs_RED_HAT_<package version>.rpm

GUIを使用して、またはコマンドラインでインストールできます。GUIを使用するには、サードパーティのPythonモジュール
のインストールで優先する方法を使用して、PyQT4をインストールする必要があります。

注意
PyQT4バインディングについて詳しくは、Python Wikiを参照してください。

Ubuntuデスクトップディストリビューションの場合：

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/farm-configure-new.html
javascript:void(0)
https://wiki.python.org/moin/PyQt4
javascript:void(0)
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sudo dpkg -i pvs-<version>.deb

sudo apt-get -yf install

ヒント
Provisioning Services Linuxターゲットデバイスをストリーミングする場合、自己署名証明書を作成する必要があります。Linuxスト
リーミング機能を使用する場合、LinuxターゲットデバイスからProvisioning Services SOAP ServerへのリンクがSSL接続を使用するこ
とに注意してください。SSL接続には、SOAP ServerでX.509証明書を構成する必要があります。

証明書のCA証明書は、PVSサーバーおよびLinuxターゲットデバイスの両方に存在する必要があります。自己署名証明書の作成につい

て詳しくは、「Linuxストリーミングの自己署名証明書を作成する」を参照してください。

次の手順で、この機能をインストールするGUIを呼び出します。

1. 管理者としてログオンします。
2. 以下を実行します。

pvs-imager

ヒント
pvs -imager コマンドが、ホスト名の問題で失敗した場合、ネットワーク構成が正しいかを確認する必要があります。システムのホ

スト名はlocalhostに設定しないでください。

コマンドの実行後、UIページが開きます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/farm-configure-new.html
javascript:void(0)
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次の手順で、この機能をインストールするコマンドラインを呼び出します。

1. 管理者としてログオンします。
2. 次のコマンドを実行します。

pvs-imager -C

コマンドラインのインストールには以下の2つのオプションがあります。

-CでvDiskを作成
-Uで既存のvDiskを更新

次の図は、GUI以外でLinuxストリーミング機能をインストールするオプションを示しています。

Usage: ./pvs-imager [-hCU] [-a|--address=<IPaddr>] [-u|--username=<username>] [-p|--password=<password>] [-P|--port=<port>] [-d|--domain=<domain] [-S|--store=<store>] [-v|--vdisk=<vdisk name>] [-s|--size=<vdisk size] [-D|--device=<sourceDevice>] [-c|--collection=<collection>] [-n|--name=<name>]

 

javascript:void(0)
javascript:void(0)
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  Non-GUI Modes:

    -C            -    Create a new vDisk

        ---OR----

    -U            -    Update an existing vDisk

 

  General Options:

    -a <server IP>  -    Address or hostname of PVS server

    -u <username>   -    Username for API login

    -p <password>   -    Password for API login

    -d <domain>     -    AD domain for API login

    -P <port>       -    Base port for API login (default: 54321)

    -S <store>      -    Store containing vDisk

    -c <collection> -    Collection to store imaging device in

    -n <name>       -    Device name for imaging device

    -v <name>       -    vDisk name

    -s <size>       -    vDisk size (Create Mode only, default: sourceDevice size)

    -D <sourceDev>  -    devnode to clone

    -V              -    increment debug verbosity (up to 5 times)

    -g <grubMode>   -    Supported Grub settings ( 'debug' )
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注意
イメージ作成でサポートされるファイルシステムは、ext4、xfsまたはbtrfsです。

ヒント
Provisioning Servicesに関連したログファイルは、/run/pvs/pvsvdd.logにあります。

XenDesktopセットアップウィザードを使用しない場合、ハードディスクキャッシュまたはハードディスクオーバーフロー
キャッシュを使用するには、ターゲットデバイスにラベル「PVS_Cache」のフォーマットされたパーティションのあるディ
スクが必要です。このオブジェクトは、ターゲットデバイスでmkf s – L ‘PVS_Cache’  コマンドを使用して作成できます。こ
のキャッシュには大文字小文字が区別された任意のファイルシステムを使用できますが、XFSの使用をお勧めします。

ヒント
起動時に実行されるbashスクリプトを書き込むことで、管理者は環境に応じたキャッシュディスクの選択ロジックを作成できます。

このスクリプトは、環境に最適なメカニズムに対応して、キャッシュデバイス候補を検出し、mkfsを実行し、再起動します。
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PVSアクセラレータの構成

Jun 15, 2017

PVSアクセラレータはPVSプロキシがXenServerホスト上のDom0（XenServerのコントロールドメイン）に配置されるように
します。PVS vDiskのストリーミングは仮想マシンに転送される前にプロキシでキャッシュされます。キャッシュを使用する
と、同じホスト上の仮想マシンの今後の起動（またはその他のIO要求）はネットワーク上のサーバーからではなくプロキシ
からストリーミングできます。このモデルでは、XenServerホストでより多くのローカルリソースが消費されますが、ネット
ワーク経由のサーバーからのストリーミングはリソースを節約し、効果的にパフォーマンスを向上させます。

PVSアクセラレータを使用。

PVSとXenServerをともに使用すると一意の値を提供するため、機能パラダイムが向上します。
PVSは、XenServerでローカルストレージ、NASおよびSAN接続ストレージをサポートします。
環境で、ネットワークトラフィックが削減されます。
展開で、PVSサーバーの障害インスタンスに関するトレランスによって、フォールトトレランスが向上します。

Important
この機能は、プロキシの機能がインストールされたXenServer 7.1以降でのみサポートされます。UIの変更は、この種類のハイパーバ
イザーを使用しているときのみ発生します。この機能を使用するには、XenServerホストでオプションパッケージをインストールす
る必要があります。インストーラーには、その他の依存関係はありません。

XenServerとPVSの関係について詳しくは、XenServer and PVS: Better Togetherを参照してください。

ヒント
仮想マシンでPVSアクセラレータ機能を無効にする場合、XenServerコンソールを使用しないことをお勧めします。この方法で無効にすると、PVSは構成

の変更を認識できず、PVSアクセラレータ機能が仮想マシンで有効であると見なします。単一デバイスでこの機能を無効にする場合は、個々のデバイスで

のPVS Acceleratorの有効化または無効化およびホスト上のすべてのデバイスでのPVS Acceleratorの有効化または無効化を参照してください。

プロキシ機能は、プロキシの機能がインストールされたXenServerでのみサポートされます。UIの変更は、この種類のハイ
パーバイザーを使用しているときのみ発生します。この機能を使用するには、XenServerホストでオプションパッケージをイ
ンストールする必要があります。インストーラーには、その他の依存関係はありません。

この機能を使用する前に、XenServer管理者は、XenServerコンソールを使用してPVSサイトオブジェクトを作成する必要があ
ります。これによって、IO要求をプロキシするときに使用するストレージ（つまり、ストレージリポジトリ）を適切に構成
できます。この作業は、XenServerで実行する必要があります。

プロキシ機能をXenServerで使用する場合は、以下について考慮してください。

PVSコンソールが仮想マシンでプロキシする前に、XenServer PVSサイトオブジェクトがストレージリポジトリ（SR）で作
成され、構成される必要があります。
PVSはXenServer APIを呼び出し、PVS/XenServerプロキシインターフェイスに公開される前に、プロキシ機能が有効に
なっているかを確認します。

https://www.citrix.com/blogs/2016/10/31/pvs-and-xenserver-better-together/
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/configure-accelerator.html#par_anchortitle_d968
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/configure-accelerator.html#par_anchortitle_3b41
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PVSが、XenDesktopセットアップウィザードおよび仮想マシンセットアップウィザードを使用して、デバイスで
XenServerプロキシを構成します。
PVSターゲットがプロキシの状態を認識します。機能がインストールされた後は、追加の構成タスクは必要ありません。
XenServerの再インストール後も、PVSアクセラレータキャッシュはPVSデータベースで構成されたままになります。PVS

はキャッシュがまだ存在すると仮定するため、これにより仮想マシンセットアップウィザードでエラーが発生します。こ
の問題を解決するには、PVSコンソールを使用してXenServerホストを削除してから追加します。これにより、PVSが保存
されたキャッシュ構成をクリアできるようになります。保存されたキャッシュ構成のクリア後に、管理者はXenCenterで
新たなキャッシュ構成を作成することができます。

ヒント
2つのPVSサーバーが同じVHDに存在し、ファイルシステムのタイムスタンプが異なっている環境では、データは2度キャッシュされ
ます。このため、VHDではなくVHDXを使用することをお勧めします。 

PVS アクセラレータを構成しています

XenDesktopセットアップウィザードおよびストリーミングウィザードを使用して、PVSアクセラレータ機能にアクセスしま
す。この2つのウィザードは似たようなウィザードで、多くの画面を共有していますが、次の相違点があります。

XenDesktopセットアップウィザードは、XenDesktopを使用して制御されるハイパーバイザー（たとえば、XenServer、
EsxまたはHyperV/SCVMM）で実行される仮想マシンの構成に使用します。
ストリーミングウィザードは、XenServerホストで仮想マシンを作成するために使用され、XenDesktopには使用されませ
ん。

注意
プロキシ機能は、この機能がインストールされているXenServerでのみサポートされます。このセクションでキャプチャされたUI変

更は、この種類のハイパーバイザーを使用する場合のみ適用されます。

ヒント
プロキシキャッシュ構成（= PVS アクセラレータが有効）がPVSサーバーに関連付けられている場合、この機能が有効になっているホ
ストでXenServerを再インストールすると、PVSとXenServerが同期しなくなります。XenServerの再インストールで以前構成された
プロキシキャッシュ構成がワイプされると、この問題が発生します。

この場合、PVSはプロキシキャッシュ構成がまだ存在すると仮定しており、ストリーム配信仮想マシンセットアップウィザードが使

用されると、提供されたUUID（プロキシ構成に割り当て済み）が無効であるというメッセージを表示して失敗します。そのため、こ

のキャッシュ構成に割り当てられた、以前に構成されたすべての仮想マシンをホストともに削除する必要があります。これを完了し

てから、PVSを再構成し、キャッシュを再度セットアップします。

PVSアクセラレータ機能を構成するには、使用方法に応じてどちらかのウィザード（XenDeskt op セットアップウィザー
ドまたはストリーム配信仮想マシンセットアップウィザード）をPVSコンソールで選択します。
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1. サイトに移動します。
2. サイトを選択して右クリックし、コンテキストメニューを表示します。

3. PVSアクセラレータ機能の使用方法に応じて、適切なウィザードを選択します。

PVS-Acceleratorの構成

PVSアクセラレータを使用するには、最初に使用方法を決定します。考慮する内容

XenDesktopで制御されているハイパーバイザーで実行する仮想マシンを構成するには、XenDeskt op セットアップウィ
ザードを使用します。
XenDesktopを使用しないXenServerホストで仮想マシンを作成するには、ストリーム配信仮想マシンセットアップウィ
ザードを使用します。

ストリーム配信仮想マシンセットアップウィザードが変更され、本機能を有効にする新しいチェックボックスが追加されま
した。ウィザードの呼び出し後、［すべての仮想マシンの PVS アクセラレータを有効にします］を選択します。
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ヒント
［すべての仮想マシンの PVS  アクセラレータを有効にします］を選択すると、ウィザードを使用して作成されたすべての仮想マシン

がプロキシ機能を使用するよう構成されます。

この機能を有効にした場合、［次］をクリックすると次の画面が表示されます（該当のホストに対して初めてPVSアクセラ
レータを有効にした場合）。
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ヒント
このウィザードで、PVSアクセラレータ機能に適用するXenServer PVSサイトを選択できます。XenServer画面のドロップダウンリス

トがXenServerで構成され、PVSサイトには割り当てられていないすべてのPVSサイトオブジェクトを一覧表示します。

ドロップダウンメニューで、PVSアクセラレータ機能に関連付けるPVSサイトを選択します。選択後、サイトはウィザードを
実行するために選択されたPVSサイトに割り当てられるようになります。

注意
次回、このウィザードが同じXenServerを使用した同じPVSサイトで実行される場合、このページは表示されません。

いずれかのウィザードを使用してPVSアクセラレータ機能を構成すると、現在の状態を示す［概要］画面が開きます。この画
面でPVSアクセラレータ機能が有効になっているか、またPVSアクセラレータ機能に関連付けられている現在のキャッシュ構
成を確認できます。

［完了］をクリックして、設定を適用します。
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個々のデバイスに対するPVSアクセラレータの有効化または無効化

XenDesktopセットアップウィザードまたはストリームウィザードのいずれかを使用してデバイスを作成し、ウィザードでそ
のXenServerホストに対してPVSアクセラレータを構成した場合、［ターゲット デバイス プロパティ］画面で個々のデバイス
に対してPVSアクセラレータを有効または無効にできます。

個々のデバイスに対してPVSアクセラレータを有効または無効にするには

1.［ターゲット デバイス プロパティ］画面を開きます。

2. [全般] タブで［PVS アクセラレータで構成されている］を選択（または選択解除）します。

3.［OK］をクリックして変更を適用します。
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ホスト上のすべてのデバイスに対するPVSアクセラレータの無効化

ホストに対してPVSアクセラレータを有効にした場合、［仮想ホスト接続プロパティ］画面から指定したホスト上のすべての
デバイスに対してPVSアクセラレータを無効にできます。 

Important
［仮想ホスト接続プロパティ］画面から、指定したホストに対してPVSアクセラレータを有効にすることはできません。この機能を

有効にするには、新しいデバイスを作成するときにいずれかのウィザード（XenDesktopセットアップウィザードまたはストリーム

ウィザード）で有効にする必要があります。

指定したホスト上のすべてのデバイスに対してPVSアクセラレータを無効にするには

1.［仮想ホスト接続プロパティ］画面を開きます。

2.[全般] タブで［PVS アクセラレータが有効］を選択（または選択解除）します。 
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3. 確認のメッセージが表示されたら、次の操作を確定します。

4. 操作を確認したら、［OK］をクリックして変更を適用します。
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Provisioning Servicesコンソールの使用

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesコンソールを使用して、Provisioning Servicesファーム内のコンポーネントを管理します。コンソール
は、ファームに接続できるどのコンピューターにもインストールできます。

コンソールを起動する前に、Provisioning ServicesサーバーでStream Serviceが実行中であることを確認します（構成ウィザー
ドを実行した後は、Stream Serviceは自動的に開始します）。

コンソールを起動するには

［スタート］ボタンをクリックして、次の順に選択します。

[すべてのプログラム]>[Citrix]>[Provisioning Services]>[Citrix Provisioningコンソール]

コンソールのメインウィンドウが開きます。

ヒント
注：ファームに接続するには「ファームのタスク」を参照してください。

メインコンソールウィンドウでは、ネットワーク内のvDisk、ターゲットデバイス、およびProvisioning Servicesサーバーにつ
いて、セットアップ、変更、追跡、削除、関係の定義に必要なタスクを実行できます。

コンソールツリーの使用方法

ツリーはコンソールウィンドウの左ペインに配置されています。ツリーには、ネットワーク環境とネットワーク内の管理対象
オブジェクトが階層的に表示されます。詳細ビューに表示される項目は、ツリーで選択したオブジェクトとユーザーの役割に
よって異なります。

ツリーで管理対象オブジェクトのノードを展開するには「+」をクリックし、ノードを折りたたむには「-」をクリックしま
す。

コンソールツリーの使用方法

ツリーはコンソールウィンドウの左ペインに配置されています。ツリーには、ネットワーク環境とネットワーク内の管理対象
オブジェクトが階層的に表示されます。詳細ビューに表示される項目は、ツリーで選択したオブジェクトとユーザーの役割に
よって異なります。

ツリーで管理対象オブジェクトのノードを展開するには「+」をクリックし、ノードを折りたたむには「-」をクリックしま
す。

基本的なツリー階層

ファーム管理者はファーム内で新しいサイト、ビュー、およびストアを作成できます。ファームレベルのツリーは次のように
組織されています。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farms-manage.html
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ファーム
サイト
ビュー
ストア

概して、サイト管理者は権限を持つサイト内のこれらのオブジェクトを管理します。サイトには、Provisioning Servicesサー
バー、vDiskプール、デバイスコレクション、およびビューが含まれます。サイトレベルのツリーは次のように組織されてい
ます。
サイト
サーバー
デバイスコレクション
vDiskプール
vDisk更新の管理
ビュー

詳細ビューの使用方法

コンソールウィンドウの右側のペインには詳細ビューが表示されます。このビューには、ツリーで選択したオブジェクトにつ
いて表形式で情報が表示されます。ビューに表示されるオブジェクトは、Provisioning Servicesサーバー、ターゲットデバイ
ス、およびvDiskです。詳しい情報を得るには、オブジェクトを右クリックして［プロパティ］を選択します。

詳細ビューに表示される表は、昇順および降順に並べ替えることができます。

コンソールに表示されるオブジェクトと実行できるタスクは、割り当てられる役割によって左右されます。

共通の［操作］メニューオプション

次のメニューオプションはコンソール内のほとんどのオブジェクトに対して共通です。

ここから新しいウィンドウ

新しいコンソールウィンドウを開くには、ツリーまたは詳細ペインでオブジェクトを右クリックして［ここから新しいウィン
ドウ］を選択します。新しいコンソールウィンドウが開きます。複数のウィンドウの中から前面に表示するものを切り替える
には、ウィンドウを最小化する必要がある可能性があります。

更新

コンソールの情報を更新するには、フォルダー、アイコン、またはオブジェクトを右クリックして、［最新の情報に更新］を
選択します。

一覧のエクスポート

1. 詳細ペインからテキストまたはコンマ区切りのファイルに表情報をエクスポートするには、［操作］メニューの［一覧の
エクスポート］を選択します。

2. ファイルを保存する場所を［保存する場所］ボックスの一覧で選択します。
3. ［ファイル名］ボックスでファイル名を入力または選択します。
4. ［ファイルの種類］ボックスの一覧でファイルの種類を選択します。
5. ［保存］をクリックしてファイルを保存します。

ヘルプ

コンソールでオブジェクトを選択して［操作］メニューの［ヘルプ］を選択すると、そのオブジェクトに関する情報が表示さ
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れます。

オプションの表示

コンソールビューをカスタマイズするには
1. ［表示］メニューの［列の追加と削除］または［カスタマイズ］を選択します。
2. 各メニュー項目で次の操作を実行します。

［列の追加と削除］では、［追加］および［削除］ボタンを使用して、表示する列を選択します。
［カスタマイズ］では、コンソールウィンドウに表示するMMCおよびスナップインの各表示オプションのチェック
ボックスをオンにします。

3. ［OK］をクリックします。コンソールビューが更新され、選択した表示オプションが表示されます。
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コンソールでのタスクの実行

Jun 15, 2017

コンソールでのタスクの実行［操作］メニューで、起動、再起動、メッセージの送信、プロパティの表示、プロパティのコ
ピーまたは貼り付けなど、オブジェクトに関連するタスクを選択します。 

管理対象オブジェクトを右クリックして、オブジェクトに関連するタスクを選択します。全タスクの一覧については、このガ
イドのオブジェクトの管理に関する章を参照してください。

ドラッグアンドドロップ機能を使用して、コンソールでよく実行される次のようなタスクをすばやく実行できます。

デバイスコレクションからターゲットデバイスをドラッグして同じサイト内の別のデバイスコレクションにドロップし、
ターゲットデバイスを移動します。
vDiskをドラッグしてコレクションにドロップし、コレクション内のすべてのターゲットデバイスにvDiskを割り当てます。
vDiskとコレクションが同じサイトに存在する必要があります（コレクションにvDiskを新しく割り当てると、以前のvDisk

の割り当てと置き換わります）。
ターゲットデバイスをドラッグしてコンソールツリー内のビューにドロップし、そのデバイスをビューに追加します。
あるサイトのProvisioning Servicesサーバーをドラッグし、別のサイトにドロップします（このサーバー特有のvDiskの割り
当ておよびストアの情報は失われます）。

コンソールでオブジェクトを右クリックして［コピー］および［貼り付け］を選択すると、vDisk、Provisioning Servicesサー
バー、またはターゲットデバイスの1つ以上のプロパティを、1つ以上の既存のvDisk、Provisioning Servicesサーバー、または
ターゲットデバイスにすばやくコピーできます。

1つのオブジェクトプロパティをコピーして、同じ種類の複数のオブジェクトに貼り付けるには、次の手順に従います。

1. ツリーまたは詳細ペインで、コピーするプロパティを持つオブジェクトを右クリックし、［コピー］を選択します。オブ
ジェクト特有の［コピー］ダイアログボックスが開きます。

2. コピーするオブジェクトプロパティのチェックボックスをオンにして［OK］をクリックします。
3. コンソールツリーでオブジェクトが存在するフォルダーを展開し、ツリーまたは詳細ペインにオブジェクトを表示しま
す。

4. ツリーまたは詳細ペインでプロパティを貼り付けるオブジェクトを右クリックし、［貼り付け］をクリックします。

ビューの使用方法

ターゲットデバイスを含むビューを作成して、現在表示したりタスクを実行したりしたいターゲットデバイスのみを表示しま
す。ビューにターゲットデバイスを追加すると、ビューのメンバーに対して次のようなタスクをすばやく簡単に実行できま
す。
起動
再起動
シャットダウン
メッセージの送信
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ビューはサイトまたはファームのレベルで作成できます。ビューのメンバーにタスクを実行するには

1. ビューアイコンを右クリックして［ビューの作成］を選択します。［ビュープロパティ］ダイアログボックスが開きま
す。

2. 新しいビューの名前と説明を適切なボックスに入力し、［メンバー］タブをクリックします。
3. このビューにターゲットデバイスを追加するには［追加］をクリックします。［ターゲットデバイスの選択］ダイアログ
ボックスが開きます。

4. ファームレベルでビューを作成する場合は、ターゲットデバイスのあるサイトを選択します。サイトレベルでビューを作
成する場合は、サイト情報は既に入力されています。

5. ボックスの一覧から、ビューに追加するターゲットデバイスが属するデバイスコレクションを選択します。
6. 表示される一覧からターゲットデバイスを選択して［OK］をクリックします。
7. 必要な場合は、サイト内の別のデバイスコレクションからターゲットデバイスを引き続き追加します。
8. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

ビューについて詳しくは、「ビューの管理」を参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-administration/pvs-views-wrapper.html
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ファームの管理

Jun 15, 2017

ファームはProvisioning Servicesのインフラストラクチャの最上位を表します。「ファーム管理者」はファームで
Provisioning Servicesのコンポーネントの論理的なグループをサイトに記述し、定義し、管理することができます。

単一のファーム内のすべてのサイトで、Microsoft SQL Serverデータベースを共有します。ファームにはCitrixライセンス
サーバー、ローカルまたはネットワーク上の共有ストレージ、およびターゲットデバイスのコレクションも含まれます。

ファームの管理について詳しくは、次の節を参照してください。
ファームの構成
ファームのタスク
［ファームプロパティ］ダイアログボックス

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/farm-configure-new.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-farms/farms-manage.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-farms/farm-properties.html
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ファームプロパティ

Jun 15, 2017

［全般］タブ
［セキュリティ］タブ
［グループ］タブ
［ライセンス］タブ
［オプション］タブ
［vDiskバージョン］タブ
［状態］タブ

ファームプロパティは次のタブに含まれています。表に［ファームプロパティ］ダイアログボックスの各タブの内容を示し
ます。

［全般］タブ

でのデータソース名 ファームの名前を入力または編集します。

説明 ファームの説明を入力または編集します。

［セキュリティ］タブ

［追
加］ボタ
ン

［追加］をクリックして、ファーム管理者の特権をグループに追加します。ファーム管理者の特権を適用す
るグループのチェックボックスをオンにします。

［削
除］ボタ
ン

ファーム管理者の特権を削除するグループを選択して［削除］をクリックします。ファーム管理者の特権を
適用しないグループのチェックボックスをオンにします。

［グループ］タブ

［追
加］ボ
タン

［追加］をクリックすると［システムグループの追加］ダイアログボックスが開きます。
すべてのセキュリティグループを表示するには、デフォルト値の「*」をそのまま使用します。

特定のグループを表示するには、ワイルドカードの「*」を使用して名前の一部を入力します。たとえ
ば、MY_DOMAIN\Builtin\Usersを表示するには、次のように入力します。

「User*」、「Users」、または「*ser*」

ただしこのリリースでは、「MY_DOMAIN\Builtin\*」と入力すると、MY_DOMAIN\Builtinに含まれるグルー
プだけでなく、すべてのグループが表示されます。

このファームに含める各グループのチェックボックスをオンにします。

注：Version 5.0 Service Pack 2より、効率を高めるため、セキュリティグループのフィルター機能が組み込ま
れています。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farm-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farm-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farm-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farm-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farm-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farm-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farm-properties.html
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［削
除］ボ
タン

ファームから削除するグループを選択して［削除］をクリックします。特権を適用しないグループを強調表示
します。

［ライセンス］タブ

注：ライセンスプロパティを変更するには、変更を有効にするために各Provisioning ServicesサーバーでStream Serviceを再起
動する必要があります。

ライセンスサーバー名 Citrixライセンスサーバーの名前を入力します。

ライセンスサーバーポー
ト

ライセンスサーバーで使用するポート番号を入力するか、デフォルトの27000を受け入れま
す。

［オプション］タブ

自動追加 自動追加機能を有効にする場合は、このチェックボックスをオンにして、新しいターゲットデバイスを追加
するサイトを［新しいデバイスを追加するサイト］ボックスの一覧から選択します。

デフォルトのサイト設定として「<デフォルトのサイトなし>」を選択する場合は、自動追加の処理中、ター
ゲットデバイスがログオンするProvisioning Servicesサーバーのサイトが使用されます。サイトを対象範囲と
するPXE/TFTPサーバーをファームで使用する場合は、「<デフォルトのサイトなし>」を選択します。

重要：この機能は、新しいターゲットデバイスを追加する予定があるときにのみ有効にする必要がありま
す。この機能を有効なままにしておくと、ファーム管理者が承認していないコンピューターが追加されてし
まう可能性があります。

監査 ファームを対象に監査機能を有効または無効にします。

オフライ
ンデータ
ベースの
サポート

オフラインデータベースのサポートオプションを有効または無効にします。このオプションを有効にする
と、データベース接続が失われたときに、ファーム内のProvisioning Servicesサーバーでデータベースのス
ナップショットを使用することができます。

［vDiskバージョン］タブ

基本イメージ以降の
バージョン数が次の数
を超えたら通知する：

基本イメージ以降のバージョン数が特定の値を超えると、通知が表示されます。

新しいマージバージョ
ンのデフォルトのアク
セスモード

マージ後のvDiskバージョンのアクセスモードを選択します。オプションは［保守］、［テス
ト］（デフォルト）、または［実稼働］です。
注：アクセスモードを［実稼働］に設定し、テストバージョンが既に存在する場合は、自動
マージされたバージョンの状態は自動的に保守またはテストに設定されます。保守バージョン
が存在する場合は、自動マージは実行されません。

通知しきい値を超えた 自動マージを有効にする
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場合は自動更新の後に
vDiskをマージする

この機能を有効にすると、vDiskバージョンが通知しきい値を超えた場合に自動的にvDiskが
マージされます。

最小値は3で、最大値は100です。

［状態］タブ

ファームの現在の状態 データベースの状態と、使用中のグループアクセス権の種類についての情報が提供されます。
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ファームのタスク

Jun 15, 2017

ファームは構成ウィザードを実行するときに初期構成されます。ウィザードで、ファームの名前、ストア、およびデバイス
コレクションを入力します。コンソールを初めて開くとき、それらのオブジェクトがツリーに表示されます。

ウィザードでは、ライセンスサーバーの名前、ユーザーアカウント情報、ブートストラップファイルをターゲットデバイス
に提供するサーバーなど、ファームの追加情報も入力します。いつでもウィザードに戻って設定を変更できます。ファーム
の構成変更は［ファームプロパティ］ダイアログボックスでも行えます。

ファーム管理者は権限を持つファーム内のすべてのオブジェクトを表示し管理できます。ファーム管理者のみが、ファーム
レベルのすべてのタスクを実行できます。

ファームへの接続

1. コンソールツリーで［Provisioning Servicesコンソール］を右クリックし、［ファームへの接続］を選択します。
2. ［サーバー情報］に、ファーム上のストリーム配信サーバーの名前またはIPアドレスと、サーバーアクセスのために構成
されているポートを入力します。

3. 次の方法のどちらかを使用してログオンします。
現在のログオンで使用しているWindowsの資格情報を使用します。その後、オプションでアプリケーションの起動また
は再接続時の自動ログオン機能を有効にします。
ユーザー名、パスワード、およびドメインを入力して、別のWindowsアカウントの情報を使用します。その後、オプ
ションでパスワードの保存およびアプリケーションの起動または再接続時の自動ログオン機能を有効にします。

4. ［接続］をクリックします。コンソールツリーにファームアイコンが表示されます。

接続の管理

［接続の管理］ダイアログボックスで、ファームへの接続を管理できます。ダイアログボックスを開くには、ツリーで
Provisioning Servicesコンソールアイコンを右クリックして［接続の管理］を選択します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-farm-wrapper/pvs-farm-properties.html
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サイトの管理

Jun 15, 2017

サイトでProvisioning Servicesサーバー、デバイスコレクション、ローカルの共有ストレージの論理的なグループを記述し管
理することができます。サイト管理者は、同じファーム内のデバイス管理者またはデバイスオペレーターが実行できるどの
タスクも実行できます。

サイト管理者は次のタスクも実行できます。

ファームレベルのタスク

このドキュメントで説明しているサイトのプロパティの管理
ストアの管理

サイトレベルでは次のタスクがあります。

デバイス管理者とデバイスオペレーターの役割の定義
Provisioning Servicesサーバーの管理
接続の管理
このドキュメントで説明しているファームの新しいサイトの作成
Provisioning Servicesサーバー上のデバイスの再配分
ターゲットデバイスのコレクションへのインポート
監査情報へのアクセス

新しいサイトを作成するには

1. 新しいサイトを追加するファームの［サイト］フォルダーを右クリックします。 ［サイトプロパティ］ダイアログボック
スが開きます。

2. ［全般］タブにサイトの名前と説明を入力します。
3. ［セキュリティ］タブで［追加］をクリックして、このサイトのサイト管理者権限を持つセキュリティグループを追加し
ます。［セキュリティグループの追加］ダイアログボックスが開きます。

4. 各グループのチェックボックスをオンにして［OK］をクリックします。オプションで、一覧内のすべてのグループを選択
するには、［ドメイン\グループ名］列のチェックボックスをオンにします。

5. 自動追加機能を使用して新しいターゲットデバイスを追加する場合は、ターゲットデバイスを追加するコレクションを
［オプション］タブで選択します（この機能はファームプロパティで有効にしておく必要があります）。

既存のサイトプロパティを変更するには、コンソールでサイトを右クリックして［プロパティ］を選択します。［サイトプ
ロパティ］ダイアログボックスで必要な変更を加えます。このダイアログボックスのタブを使用してサイトを構成します。
サイト管理者も、管理者権限を持つサイトのプロパティを変更できます。

［サイトプロパティ］ダイアログボックスには次のタブがあります。

［全般］タブ

ボックス/ボタン 説明

でのデータソース名 サイトの名前を入力します。

説明 オプションです。サイトの説明を入力します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-stores-wrapper.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-admin-roles-wrapper/pvs-site-admin-manage.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-connections-show.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-devices-balance.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-log-wrapper/pvs-audit-wrapper.html


© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.123https://docs.citrix.com

ボックス/ボタン 説明
［セキュリティ］タブ

ボック
ス/ボタ
ン

説明

［追加］
ボタン

［追加］をクリックすると［セキュリティグループの追加］ダイアログボックスが開きます。サイト管理者
の特権を適用するグループのチェックボックスをオンにします。

一覧表示されたすべてのグループを追加するには、［ドメイン\グループ名］列のチェックボックスをオンに
します。

［削除］
ボタン

サイト管理者の特権を削除するグループを選択して［削除］をクリックします。

一覧表示されたすべてのグループを削除するには、［ドメイン\グループ名］列のチェックボックスをオンに
します。

［MAK］タブ

ボックス/ボタン 説明

マルチライセンス認証
キーで認証するデバイ
スに使用する管理者資
格情報を入力します。

MAKの管理者資格情報は、MAKを使用してターゲットデバイスのライセンスを認証する前に入
力する必要があります。このユーザーは、MAKが有効なvDiskを使用するすべてのターゲット
デバイスおよびターゲットデバイスにストリーム配信するすべてのProvisioning Servicesサー
バーに対して管理者権限を持っている必要があります。
次の情報を入力したら、［OK］をクリックします。

ユーザー

パスワード

注：資格情報を入力せずに［MAKライセンス認証の管理］ダイアログボックスでライセンス認
証を試行すると、エラーメッセージが表示され、資格情報を入力できるように［MAK］タブが
開きます。資格情報を入力して［OK］をクリックすると、［MAKライセンス認証の管理］ダ
イアログボックスが再度開きます。

［オプション］タブ

ボック
ス/ボタ
ン

説明

自動追加 新しいターゲットデバイスを追加するコレクションをボックスの一覧から選択します（この機能はファーム
プロパティで有効にしておく必要があります）。
［vDiskのインベントリをスキャンする間隔（秒）］ボックスに、Provisioning Servicesで新しいデバイスをス
キャンする間隔を秒単位で設定します。デフォルト値は60秒です。
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［vDisk更新］タブ

ボックス/ボタン 説明

このサイトでvDiskの自動更新
を有効にする

vDiskの自動更新を有効にするにはこのチェックボックスをオンにして、このサイトの更
新を実行するサーバーを選択します。
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管理者の役割の管理

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesの実装においてオブジェクトを表示し管理する能力は、ユーザーのグループに割り当てる管理者の役割
によって決定されます。Provisioning Servicesでは、ネットワーク内に既に存在するグループ（WindowsまたはActive

Directoryのグループ）を使用します。グループのすべてのメンバーが、ファーム内で同じ管理者権限を共有します。複数の
グループに属する管理者は複数の役割を持つ可能性があります。

グループに割り当てられる管理者の役割は次のとおりです。

ファーム管理者
サイト管理者
デバイス管理者
デバイスオペレーター

コンソールでグループに管理者の役割を割り当てた後で、そのグループのメンバーが別のファームに接続しようとすると、
そのファーム内のProvisioning Servicesサーバーの識別情報（名前とポート番号）の入力を求めるダイアログボックスが開き
ます。また、現在のログオンに使用したWindowsの資格情報（デフォルト設定）か、Active Directoryの資格情報のどちらか
を使用することも求められます。Provisioning Servicesでは、ドメインとワークグループの両方を同時に使用することはサ
ポートされません。

適切なサーバーファームで情報が受信されると、ユーザーの属するグループに関連付けられている役割によって、ユーザー
がそのファームで実行できる管理者権限が決定されます。グループにはファームごとに異なる役割を割り当てられます。
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ファーム管理者の管理

Jun 15, 2017

ファーム管理者はファーム内のすべてのオブジェクトを表示し管理できます。また、新しいサイトを作成したりファーム全
体の役割の割り当てを管理したりできます。コンソールで、ファームレベルのタスクはファーム管理者のみが実行できま
す。たとえば、ファーム管理者のみがファーム内に新しいサイトを作成できます。

構成ウィザードを使用して初めてファームを構成するとき、ファームを作成する管理者にはファーム管理者の役割が自動的
に割り当てられます。ファームの構成中、管理者はファームでのユーザー認証にWindowsとActive Directoryのどちらの資格
情報を使用するかを選択します。構成ウィザードを実行した後で、コンソールでファーム管理者の役割を追加のユーザーグ
ループに割り当てられます。

追加のファーム管理者を割り当てるには

注：認証方法としてWindowsとActive Directoryのどちらの資格情報をこのファームで使用するかが表示されます。
1. コンソールで管理者の役割を割り当てるファームを右クリックし、［プロパティ］をクリックします。［ファームプロパ
ティ］ダイアログボックスが開きます。

2. ［グループ］タブでこのファームの管理者の役割を割り当てるすべてのグループを強調表示して、［追加］をクリックし
ます。

3. ［セキュリティ］タブでファーム管理者の役割を割り当てるすべてのグループを強調表示して、［追加］をクリックしま
す。

4. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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サイト管理者の管理

Jun 15, 2017

サイト管理者はサイト内のすべてのオブジェクトに対する完全な管理アクセス権を持ちます。たとえば、サイト管理者は
Provisioning Servicesサーバー、サイトプロパティ、ターゲットデバイス、デバイスコレクション、vDiskの割り当て、および
vDiskプールを管理できます。

ファーム管理者が特定のストアの保有サイトとしてサイトを割り当てた場合は、サイト管理者はそのストアを管理することも
できます。ストアの管理タスクには共有ストレージでのvDiskの追加と削除や、ストアへのProvisioning Servicesサーバーの割
り当てなどがあります。サイト管理者はデバイス管理者とデバイスオペレーターのメンバーシップも管理できます。

グループとそのメンバーにサイト管理者の役割を割り当てるには

1. コンソールで管理者の役割を割り当てるサイトを右クリックし、［プロパティ］を選択します。［サイトプロパティ］ダ
イアログボックスが開きます。

2. ［セキュリティ］タブをクリックして［追加］をクリックします。［セキュリティグループの追加］ダイアログボックス
が開きます。

3. ボックスの一覧からサイト管理者の役割を割り当てるグループを選択して［OK］をクリックします。
4. オプションで、手順2.と3.を繰り返してサイト管理者の役割を割り当てます。
5. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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デバイス管理者の管理

Jun 15, 2017

デバイス管理者は、権限を持つデバイスコレクションを管理します。管理タスクに含まれるのは、デバイスへのvDiskの割り
当て、デバイスからのvDiskの削除、デバイスプロパティの編集、および（読み取り専用の）vDiskプロパティの表示です。デ
バイスコレクションはデバイスの論理的なグループから構成されます。たとえばデバイスコレクションで、ターゲットデバイ
スの物理的な場所、サブネットの範囲、または論理グループを表すことができます。1つのターゲットデバイスは1つのデバイ
スコレクションにのみ属すことができます。
グループとそのメンバーにデバイス管理者の役割を割り当てるには

1. コンソールツリーでデバイスコレクションの存在するサイトを展開し、［デバイスコレクション］フォルダーを展開しま
す。

2. デバイス管理者を追加するデバイスコレクションを右クリックし、［プロパティ］を選択します。［デバイスコレクショ
ンプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［セキュリティ］タブの［デバイス管理者のグループ］ボックスの一覧の［追加］をクリックします。［セキュリティグ
ループの追加］ダイアログボックスが開きます。

4. グループにデバイス管理者の役割を割り当てるには、権限を割り当てるシステムグループを選択して［OK］をクリックし
ます。

5. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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デバイスオペレーターの管理

Jun 15, 2017

デバイスオペレーターは、管理対象のデバイスコレクションに対して次の管理タスクを実行できます。
ターゲットデバイスの起動と再起動
ターゲットデバイスのシャットダウン

グループにデバイスオペレーターの役割を割り当てるには

1. コンソールツリーでデバイスコレクションの存在するサイトを展開し、［デバイスコレクション］フォルダーを展開しま
す。

2. デバイスオペレーターを追加するデバイスコレクションを右クリックし、［プロパティ］を選択します。［デバイスコレ
クションプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［セキュリティ］タブの［デバイスオペレーターのグループ］ボックスの一覧の［追加］をクリックします。［セキュリ
ティグループの追加］ダイアログボックスが開きます。

4. グループにデバイスオペレーターの役割を割り当てるには、権限を割り当てるシステムグループを選択して［OK］をク
リックします。

5. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.130https://docs.citrix.com

ストアの管理

Jun 15, 2017

ストアは、vDiskフォルダーの物理的な場所の論理名です。このフォルダーは、ローカルサーバーまたは共有ストレージに配
置できます。コンソールでvDiskファイルを作成するとき、ファイルはストアに割り当てられます。vDiskをターゲットデバイ
スに配信するため、サイト内で1つ以上のProvisioning Servicesサーバーにストアへのアクセス許可を与えます。

vDiskをターゲットデバイスに配信するため、Provisioning Servicesサーバーによりデータベースでストア名とvDiskのある物理
的な場所が確認されます。

1つのvDiskストレージの場所への物理パスを複数に分離すると、ファームの可用性を高く構成する場合は特に、ファーム構成
の柔軟性を高めることができます。可用性の高い実装では、サイト内のアクティブなProvisioning Servicesサーバーが停止した
ときに、ストアへのアクセス権を持ちvDiskを提供する許可を持つほかのProvisioning Servicesサーバーから、ターゲットデバ
イスがそのvDiskを取得できます。

必要な場合は、第1の共有ストレージへの接続が失われた場合に備えて、第2の共有ストレージでvDiskのコピーを保守するこ
とができます。この場合、すべてのProvisioning Servicesサーバーで同じパスを使用してストアにアクセスできるのであれば、
デフォルトパスはストアプロパティで設定できます。特定のサーバーでそのパスを使用できない場合（接続できないのではな
く、単にそのサーバーでは無効なパスであるためにデフォルトパスを使用できない場合）、その特定のサーバーのストアプロ
パティで上書きパスを指定できます。Provisioning Servicesサーバーで、データベースに上書きパスが存在しない場合はデフォ
ルトパスが、存在する場合は上書きパスが常に使用されるようになります。

ストアを管理するための権限

ストアは、ファーム管理者がファームレベルで定義し管理します。ストアにアクセスできるか、またはストアが表示されるか
どうかは、ユーザーの管理者権限によって決まります。
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ファーム管理者はファーム内のすべてのストアに完全にアクセスできます。
サイト管理者はサイトに属するストアにのみアクセスできます。
デバイス管理者およびデバイスオペレーターは読み取り専用のアクセス権を持ちます。ストアがファームレベルに存在して
いるか、ストアが別のサイトに属している場合は、サイト管理者でも読み取り専用のアクセス権を持つ可能性があります。

ストアの作成

1. コンソールツリーで［ストア］を右クリックし、［ストアの作成］を選択します。［ストアプロパティ］ダイアログボッ
クスが開きます。

2. ［全般］タブにストアの名前（このストアの場所の論理的な名前）と説明を入力します。
3. オプションで、ストアの保有サイトとして動作するサイトを選択します。そうでなければ、ファーム管理者のみがストア
を管理できるようにデフォルトの［<なし>］を受け入れます。

4. ［サーバー］タブで一覧からサイトを選択します。そのサイトのすべてのProvisioning Servicesサーバーが表示されます。
5. サイトへのアクセスを許可する各サーバーの横にあるチェックボックスをオンにします。特定のサイトでのみストアを使
用する場合は、そのサイト内のサーバーのみが有効な選択肢になります。また、選択したサーバーに対してデフォルトパス
が有効でない場合は、そのサーバーの［サーバープロパティ］ダイアログボックスの［ストア］タブで上書きパスを定義
する必要があります。必要に応じて各サイトでこの手順を繰り返します（サイト管理者がこの手順を実行する場合は、管理
対象のサイトのみが表示されます）。

6. ［パス］タブにストアのデフォルトパス（vDiskフォルダーの物理的な場所）を入力、または参照して選択します。オプ
ションで、［参照］をクリックして［新しいフォルダーの作成］をクリックすることで、新しいフォルダーを作成できま
す。ユーザーがサイト管理者の場合は、一覧で選択できるのは管理対象のサイトのみです。

7. 選択したストアの書き込みキャッシュのパスがパス一覧に表示されます。オプションで、［参照］をクリックして［新し
いフォルダーの作成］をクリックすることで、ストアの新しいキャッシュフォルダーを作成できます。［追加］をクリッ
クすることで、書き込みキャッシュパスを追加してストアで使用できます。書き込みキャッシュのパスを複数入力する
と、物理的に異なるドライブにvDiskの負荷を分散できます。ターゲットデバイスが初めて接続するとき、Stream Serviceに
より一覧から選択されます。高可用性機能を使用する場合、サーバーのストアプロパティのどの書き込みキャッシュの優
先パスの順序も、ここに指定する書き込みキャッシュのパスの順序と一致している必要があります。
書き込みキャッシュパスを選択せずに［OK］をクリックすると、デフォルトの書き込みキャッシュパスの作成を促すメッ
セージが表示されます。このメッセージに対して［OK］をクリックすると、デフォルトの書き込みキャッシュパス
（C:\pvsstore\WriteCache）が作成されます。

8. ストアおよびストアで使用するパスを構成した後で［検証］をクリックすると、［ストアパスの検証］ダイアログボック
スが開きパス設定が検証されます。

9. ［状態］列のパス検証結果を確認します。［閉じる］をクリックしてこのダイアログボックスを閉じると［ストアプロパ
ティ］ダイアログボックスに戻ります。必要な変更を加えます。

10. ［OK］をクリックしてプロパティの設定を保存します。

［ストアプロパティ］ダイアログボックス

ストアは構成ウィザードの実行時または［ストアプロパティ］ダイアログボックスで作成できます。［ストアプロパティ］ダ
イアログボックスでは次のことができます。
ストアに名前と説明を付ける。
ストアを保有するサイト、つまり割り当てられている管理者がストアを操作できるサイトを選択する。
ストアにデフォルトパス（vDiskへの物理パス）を提供する。
このストアの書き込みキャッシュのデフォルトパスを定義する。
このストアを提供できるサーバーを選択する。

ストアを作成すると、Provisioning Servicesデータベースにストア情報が保存されます。各サイトには1つのvDiskプールがあり
ます。これはそのサイトでvDiskを提供するProvisioning Servicesサーバーに必要なvDisk情報の集合です。［vDiskプロパティ］
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ダイアログボックスを使用するか、ストアをスキャンしてデータベースにまだ追加されていない新しいvDiskを検索すること
によって、vDisk情報をvDiskプールに追加できます。

［ストアプロパティ］ダイアログボックスには次のタブがあります。

全般

でのデー
タソース
名

ストアの論理名を表示または入力します。たとえばPVS-1とします。

ストアの説明を表示または入力します。

説明 ストアの説明を表示または入力します。

このスト
アを保有
するサイ
ト

オプションです。ストアの保有サイトとして動作するサイトを表示またはスクロールして選択します。この機
能により、ストアを管理するための特別なアクセス許可を、ファーム管理者が1つのサイトの管理者に与える
ことができます。この権限は、通常ファーム管理者のものです。

パス

デフォ
ルトの
ストア
パス

ストアが表わすvDiskフォルダーの物理パスを表示、入力、または参照します。デフォルトのパスは、上書きス
トアパスが設定されていないすべてのProvisioning Servicesサーバーで使用されます。
注：［サーバープロパティ］ダイアログボックスで優先ストアパスを設定する場合は、新しいバージョンの
vDiskを作成する前に設定しておく必要があります。このパス情報は.vhdxヘッダー情報に格納され参照されるた
め、バージョン付けの後にパスを変更すると予期しない結果になる可能性があります。

デフォ
ルトの
書き込
み
キャッ
シュパ
ス

ストアのデフォルトの書き込みキャッシュパスを表示、追加、編集、削除、または移動します。書き込み
キャッシュのパスを複数入力すると、物理的に異なるドライブにvDiskの負荷を分散できます。ターゲットデバ
イスが初めて接続するとき、Stream Serviceにより一覧から選択されます。サーバーのストアプロパティのどの
書き込みキャッシュの優先パスの順序も、ここに指定する書き込みキャッシュのパスの順序と一致している必
要があります。

検証 ［ストアパスの検証］ダイアログボックスで選択したストアパスを検証します。検証結果は［状態］列に表示さ
れます。

サーバー

サイト ストアにアクセスするProvisioning Servicesサーバーが存在するサイトを表示またはスクロールして選択しま
す。複数のサイトが同じストアにアクセスする可能性があります。

このスト
アを提供
するサー
バー

選択したサイト内のすべてのProvisioning Servicesサーバーが一覧に表示されます。サイトへのアクセスを許
可するすべてのサーバーのチェックボックスをオンにします。特定のサイトでのみストアを使用する場合
は、そのサイト内のサーバーのみが有効な選択肢になります。

選択したProvisioning Servicesサーバーに対してデフォルトパスが有効でない場合は、［サーバープロパ
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ティ］ダイアログボックスの［ストア］タブで上書きパスを定義する必要があります。

検証 ［ストアパスの検証］ダイアログボックスで選択したストアパスを検証します。検証結果は［状態］列に表
示されます。
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Provisioning Servicesサーバーの管理

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesサーバーは、ストリーム配信サービスがインストールされているサーバーです。Provisioning Services

サーバーを使用して、ターゲットデバイスにソフトウェアを必要に応じてストリーム配信します。実装方法によっては、
vDiskをProvisioning Servicesサーバー上に直接配置します。より大規模な実装では、Provisioning Servicesサーバーはネット
ワーク上の共有ストレージデバイスからvDiskを取得します。

Provisioning ServicesサーバーはProvisioning Servicesデータベースから構成情報を読み取ったり書き込んだりもします。
Provisioning Servicesサーバーの構成オプションを使用して、ターゲットデバイス接続の高可用性および負荷分散を保証しま
す。

初めてProvisioning Servicesサーバーとソフトウェアコンポーネントを構成するときは、構成ウィザードを実行します。構成
ウィザードをProvisioning Servicesサーバー上で後日再実行して、ネットワーク構成設定を変更できます。構成ウィザードに
ついて詳しくは、『インストール・構成ガイド』を参照してください。

Provisioning Servicesサーバーソフトウェアをインストールし、ウィザードによる構成を行った後は、Provisioning Servicesコ
ンソールを使用してサーバーを管理します。

ヒント
PVSサーバーを構成する場合、適切なファイアウォールで隔離されるようにします。これによって、環境でSQL Serverやディスクス
トレージなどのすべてのサーバーに堅ろうなセキュリティ境界が提供され、セキュリティ境界外のネットワークアクセスでは、認証
が不十分なデータフローや暗号化されていないデータフローを表示できないよう制限されます。

最低限、認証されていない社内のPVSサーバー通信チャネル内で相互に通信するPVSサーバーインスタンスのみを隔離します。この

ためには、ハードウェアファイアウォールを構成し、パケットが境界外から境界内のサーバーにルーティングされないようにしま

す。このファイアウォール保護パラダイムを、適切なSQL Serverおよびディスクストレージのリンクが構成されていないSQL Server

およびディスクストレージコンポーネントに拡張します。これによって、認証されていないユーザーがこれらの追加のコンポーネン

トを攻撃対象にできないようにする必要があります。
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コンソールでのProvisioning Servicesサーバーの管理

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesサーバーは、ストリーム配信サービスがインストールされているサーバーです。Provisioning Services

サーバーを使用して、ターゲットデバイスにソフトウェアを必要に応じてストリーム配信します。実装方法によっては、
vDiskをProvisioning Servicesサーバー上に直接配置します。より大規模な実装では、Provisioning Servicesサーバーはネット
ワーク上の共有ストレージデバイスからvDiskを取得します。

Provisioning ServicesサーバーはProvisioning Servicesデータベースから構成情報を読み取ったり書き込んだりもします。
Provisioning Servicesサーバーの構成オプションを使用して、ターゲットデバイス接続の高可用性および負荷分散を保証しま
す。

初めてProvisioning Servicesサーバーとソフトウェアコンポーネントを構成するときは、構成ウィザードを実行します。構成
ウィザードをProvisioning Servicesサーバー上で後日再実行して、ネットワーク構成設定を変更できます。構成ウィザードに
ついて詳しくは、『
— インストール・構成ガイド

』を参照してください。

Provisioning Servicesサーバーソフトウェアをインストールし、ウィザードによる構成を行った後は、Provisioning Servicesコ
ンソールを使用してサーバーを管理します。コンソールを使用して、構成や既存のProvisioning Servicesサーバーのプロパ
ティを編集するなどの、Provisioning Servicesサーバーの管理タスクを実行します。

Provisioning Servicesサーバーはファーム内のサイトのメンバーとしてコンソールのメインウィンドウに表示されます。特定
のサイトに属するProvisioning Servicesサーバーを管理するには、適切な管理者（このサイトのサイト管理者またはファーム
管理者）の役割が必要です。

注：コンソール内のProvisioning Servicesサーバーアイコンは、サーバーの現在の状態を示します。
コンソールで操作を実行することで、Provisioning Servicesサーバーを管理します。次の操作を実行できます。選択した
Provisioning Servicesサーバーに実行できる操作を表示するには、次のオプションのいずれかを選択します。
メニューバーの［操作］メニューを選択する。
コンソール内でProvisioning Servicesサーバーを右クリックする。
［表示］メニューで［操作］ペインを有効にする。
注：選択したProvisioning Servicesサーバーに適用できない操作は選択できません（タスクの詳細については「管理タス
ク」を参照してください）。
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サーバープロパティのプロビジョニング

Jun 15, 2017

コンソールでProvisioning Servicesサーバーの［サーバープロパティ］ダイアログボックスを使用して、Provisioning Services
サーバーの構成設定を変更できます。既存のProvisioning Servicesサーバーのプロパティを表示するには、次の方法のいずれか
を選択します。

Provisioning Servicesサーバーを強調表示して［操作］メニューの［プロパティ］を選択します。
Provisioning Servicesサーバーを右クリックして［プロパティ］を選択します。
詳細ペインが開いている場合は、Provisioning Servicesサーバーを強調表示して、操作の一覧から［プロパティ］を選択し
ます。

［サーバープロパティ］ダイアログボックスには次のタブがあります。
全般
ネットワーク
ストア
オプション
ログ記録機能

注：［サーバープロパティ］ダイアログボックスで行った変更によりサーバーの再起動が必要になった場合は、メッセージが
表示されます。
全般

名前と説明

Provisioning Servicesサーバーの名前と簡潔な説明を表示します。サーバー名の長さの上限は15文字です。サーバー名として完
全修飾ドメイン名を入力しないでください。
性能等級

各サーバーに割り当てて、どのサーバーの処理能力に最も余裕があるかを判断するために使用します。使用する等級は管理者
が定義します。

たとえば、1から10まで、または100から1000までの等級ですべてのサーバーを評価できます。1から10の等級を使用する場
合、2等級のサーバーは1等級のサーバーの2倍の処理能力があるとみなされ、2倍の数のターゲットデバイスが割り当てられま
す。同様に、100から1000の等級を使用する場合、200等級のサーバーは100等級のサーバーの2倍の処理能力があるとみなさ
れ、2倍の数のターゲットデバイスが割り当てられます。

すべてのサーバーにデフォルトの1.0を使用する場合、サーバー間で均等にデバイスが分散されます。この場合、負荷分散アル
ゴリズムで各サーバーの性能は考慮されません。

等級は0.1から1000.0の間で指定できます。1.0がデフォルトです。

注：負荷分散の方法は、［vDisk負荷分散］ダイアログボックスに定義します。
サーバーのWindowsイベントログにイベントを記録する

このProvisioning ServicesサーバーのWindowsイベントログにイベントを記録するには、このチェックボックスをオンにしま
す。
［サーバープロパティの詳細］ダイアログボックスのタブ

［サーバー］タブ
1ポートあたりのスレッド数 - UDPポートで受信するUDPパケットを処理する、スレッドプール内のスレッド数です。適切な
設定は4から8です。スレッド数が多いとターゲットデバイスからの要求をより多く同時に処理できますが、より多くのシステ
ムリソースを消費します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-load-balancing.html
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1スレッドあたりのバッファー - スレッドプール内の各スレッドに割り当てられたパケットバッファー数です。1スレッドあ
たりのバッファーは、ターゲットデバイスからの1つのI/Oトランザクションを単一のスレッドで読み取るのに十分なだけの数
が必要です。そのため、1スレッドあたりのバッファーは、理想的にはI/Oバーストサイズを最大転送ユニットで割った値に1

を加えた値にする必要があります。設定値を大きくしすぎると過剰にメモリが消費されますが、効率が下がることはありませ
ん。設定値を小さくしすぎるとRAMの消費が下がりますが、効率に悪影響を及ぼします。

サーバーキャッシュのタイムアウト - 各サーバーはProvisioning Servicesデータベースに定期的に状態情報を書き込みます。こ
の状態情報には書き込むたびにタイムスタンプが付きます。サーバーキャッシュのタイムアウトの秒数よりデータベース内の
状態情報が新しいと、サーバーはファーム内のほかのサーバーから「起動している」とみなされます。ファーム内の各サー
バーは、サーバーキャッシュのタイムアウト値を2で割った秒数の間隔で、つまりタイムアウトの2倍の頻度で状態情報を書き
込もうとします。サーバーキャッシュのタイムアウト値を小さくするとオフラインのサーバーをよりすばやく検出できます
が、データベース処理が余分に発生します。サーバーキャッシュのタイムアウト値を大きくするとデータベースの負荷が下が
りますが、停止したサーバーの検出により長い時間がかかります。

ローカルおよびリモートの同時I/Oの制限 - ストレージデバイスに送信される可能性のある、未処理の同時I/Oトランザクショ
ン数を制御します。ストレージデバイスはローカルのドライブ文字（C:やD:など）またはUNCパスのベース（\\ServerNameな
ど）として定義されます。

Provisioning Servicesは高度にマルチスレッド化されたサービスなので、数百のI/O要求を同時にストレージデバイスに送信す
る可能性があります。通常これらの要求はデバイスによってキューに登録され、時間があるときに処理されます。一部のスト
レージデバイス、とりわけWindowsネットワーク共有は、このような多数の同時要求に十分に処理できません。ある種の状況
では、接続が切断されたり、トランザクションの処理に異常に時間がかかったりする可能性があります。Provisioning Services

で同時I/Oトランザクションを調整することで、この種のデバイスでより良いパフォーマンスが得られます。

ローカルデバイスはドライブ文字で定義するデバイスです。リモートデバイスはUNCサーバー名で定義するデバイスです。こ
れは、ネットワーク共有とローカルドライブで別々の制限をかける簡単な方法です。

ネットワーク共有を提供するコンピューターが、つまりそのコンピューター上のドライブの速度が遅い場合、その共有で最高
のパフォーマンスを得るにはリモート同時I/Oの制限値として1から3を指定する必要がある可能性があります。高速なローカ
ルドライブを使用する場合は、ローカル同時I/Oの制限値として非常に高い値を設定できる可能性があります。特定のハード
ウェア環境に最適な設定は、実地テストをして導き出す必要があります。どちらか一方の値を0にすると機能が無効になり、
Provisioning Servicesが制限なしで実行されます。非常に高速なローカルドライブを使用する場合は、機能を無効にするほうが
望ましい可能性があります。

ネットワーク共有に過剰な負荷がかかると、デバイスを一斉に起動するときに多くのデバイスで再試行および再接続が発生し
ます。これは、ファイルの読み取り/書き込みおよびオープンにかかる時間が60秒を超えると引き起こされます。共有上での
同時I/Oトランザクションを調整すると、この種の問題をかなり減らすことができます。

［ネットワーク］タブ

最大転送ユニット - 単一のUDPパケットに含めるバイト数です。標準的なイーサネットでは、デフォルト値が適切です。
WAN経由で運用する場合はIPパケットの断片化を防ぐために、より小さい値を設定する必要がある可能性があります。
Provisioning Servicesでは、IPパケットの断片化と再構築を現在サポートしていません。また、たとえばセキュリティ上の理由
から各パケットにバイトを追加するデバイスまたはソフトウェアレイヤーを使用する場合は、より小さい値を設定する必要が
ある可能性があります。インフラストラクチャ全体（Provisioning ServicesサーバーのNIC、ターゲットデバイスのNIC、およ
び介在するスイッチやルーター）がジャンボパケットをサポートする場合は、ジャンボパケットの最大値より50バイト少な
い値を最大転送ユニットに設定して、非常に高いネットワークスループットを得られます。

I/Oバーストサイズ - ACK信号がサーバーまたはデバイスから送信される前に、単一の読み取り/書き込みトランザクションで
転送されるバイト数です。I/Oバーストが大きいほど個々のデバイスに対するスループットは高速になりますが、サーバーと
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ネットワークインフラストラクチャには負荷がかかります。また、I/Oバーストが大きいほどパケットの喪失と高コストな再
試行が発生する可能性が高くなります。I/Oバーストが小さいと単一のクライアントネットワークスループットは低くなりま
すが、サーバー負荷も軽減されます。また、再試行が発生する可能性も低くなります。I/Oバーストサイズを最大転送ユニッ
トで割った値は32以下である必要があります。つまり、ACK信号が必要になる前に単一のI/Oバーストに含められるのは32パ
ケットのみです。

ソケット通信 - ネットワーク通信で非ブロッキングI/Oを有効にします。

［ペース］タブ

起動待機時間 ‐ ［最大起動デバイス数］ボックスの値を超える数のデバイスが起動したときにデバイスが一時停止する時間で
す。デバイスはメッセージをユーザーに表示し、［起動待機時間］ボックスの秒数の間待機してから起動の続行を試行しま
す。サーバーがデバイスの起動を許可するまで、［起動待機時間］ボックスの秒数の間隔で、デバイスはサーバーに問い合わ
せます。

最長起動時間 ‐ デバイスが起動途中であるとみなされる時間です。デバイスが起動を開始すると［最長起動時間］ボックスの
値が経過するまで、そのデバイスは起動途中であるとみなされます。この期間が経過した後は、実際に起動を完了していなく
ても、（起動ペースに関する限りは）デバイスは起動途中とみなされなくなります。最長起動時間は、起動ペースの計算上の
デバイスごとの起動状態の時間制限と考えることができます。

最大起動デバイス数 ‐ サーバーが一度に起動を許可できる最大デバイス数です。この数を超えると新しい起動途中のデバイス
が一時停止されます。起動途中のデバイスの数がこの制限値より少なくならなければ、さらに多くのデバイスを起動すること
はできません。

vDisk作成ペース ‐ このProvisioning ServicesサーバーでvDiskを作成するときの待機ペースです。値を大きくするとvDiskの作成
時間が長くなりますが、Provisioning Servicesサーバーのオーバーヘッドが小さくなり、実行中のターゲットデバイスが効率的
に動作します。

［デバイス］タブ

ライセンスタイムアウト ‐ ターゲットデバイスからライセンス保持要求を受信してから、保持していたライセンスをほかの
ターゲットデバイスで使用するために解放するまでの時間です。（停電などで）ターゲットデバイスが異常終了した場合、そ
のデバイス用にライセンスが保持され続けることがあります。

ネットワーク

IPアドレス

ターゲットデバイスがこのProvisioning Servicesサーバーと通信するときに、Stream Serviceで使用されるIPアドレスです。新
しいProvisioning Servicesサーバーを追加するときは、新しいサーバーの有効なIPアドレスを入力します。

追加 ‐ 選択したProvisioning ServicesサーバーのIPアドレスを追加します。

編集 ‐［IPアドレス］ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したProvisioning Servicesサーバーの
IPアドレスを変更できます。

削除 ‐ 選択したProvisioning ServicesサーバーのIPアドレスの一覧から、選択したIPアドレスを削除します。

ポート

ターゲットデバイスの通信のためにStream Serviceで使用されるポートの範囲を示す、最初と最後のUDPポート番号を入力し
ます。
注：範囲には最低でも5つのポートを含めます。デフォルトの最初のポート番号は6910で、最後のポート番号は6930です。
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ストア

ストア

このProvisioning Servicesサーバーで使用できるすべてのストア（vDiskへの物理パスを表す論理名）を一覧表示します。

追加 - ［ストアプロパティ］ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、新しいストアとそのプロパティを
ストア一覧に含めます。この設定はデフォルトパスより優先されます。

編集 - ［ストアプロパティ］ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、ストアプロパティを変更できま
す。既存のストアのストアプロパティを変更するには、そのストアを選択して［編集］をクリックします。

削除 - 選択したストアをこのProvisioning Servicesサーバーで使用できるストアの一覧から削除します。

［ストアプロパティ］ダイアログボックス（［このサーバーでサポートするストア］ボックスの下の［追加］または［編集］
をクリックすると開きます）

ストア - ストアの名前です。既存のストアを編集するときは、このボックスに自動的に名前が表示されます。新しいストアを
追加するときは、ボックスの一覧からストアを選択します。

ストアへのアクセスに使用するパス - このストアパスは、ストアプロパティで構成するデフォルトパスを上書きする必要があ
る場合にのみ必要です。ストアプロパティのデフォルトパスがこのサーバーで有効な場合は、サーバーのストアプロパティで
ストアパスを空白のままにしておきます。
注：［サーバープロパティ］ダイアログボックスで優先ストアパスを設定する場合は、新しいバージョンのvDiskを作成する
前に設定しておく必要があります。このパス情報は.vhdxヘッダー情報に格納され参照されるため、バージョン付けの後にパス
を変更すると予期しない結果になる可能性があります。
書き込みキャッシュパス - ［書き込みキャッシュパス］ダイアログボックスを開いてこのストアに適切な書き込みキャッシュ
パスを入力するには、［追加］または［編集］をクリックします。

一覧から既存のパスを選択して［削除］をクリックすると、ストアとのパスの関連付けが削除されます。

［上に移動］および［下に移動］をクリックして、キャッシュパスの優先順序を変更します。高可用性機能を構成する場合
は、一覧内のキャッシュパスの順序が各サーバーで同じである必要があります。

オプション

Active Directoryの要件：

コンピューターアカウントのパスワードを自動的に更新する -ターゲットデバイスがドメインに属していて、コンピューター
のパスワードをWindows Active Directoryとターゲットデバイスの間でネゴシエートする必要がある場合は、［コンピュー
ターアカウントのパスワードを自動的に更新する］チェックボックスをオンにして、再ネゴシエーションの間隔を設定しま
す。

vDiskの自動更新の有効化

vDiskを自動的に更新するにはチェックボックスをオンにして、更新を確認する時刻を設定します。

ログ記録機能

ログレベル

次のログレベルオプションから選択します。

トレース

すべての有効な操作が記録されます。
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デバッグ

特定の操作の詳細が記録されます。デバッグは最高度のログレベルです。ログレベルをデバッグに設定すると、ほかのすべて
のレベルのログ情報もログファイルに記録されます。

情報

デフォルトのログレベルです。操作がどのように発生したかを大まかに説明するワークフローが記録されます。

警告

正常終了したが、問題のあった操作が記録されます。

エラー

エラー条件を生成した操作が記録されます。

重大

システムが正常な状態に回復できないエラーを引き起こした操作が記録されます。

最大ファイルサイズ

ログファイルの最大サイズを入力します。このサイズに達すると新しいファイルが作成されます。
最大バックアップファイル数

保持するバックアップログファイルの最大数を入力します。この数に達すると、最も古いファイルが自動的に削除されます。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.141https://docs.citrix.com

Provisioning Servicesサーバーのタスクの概要

Jun 15, 2017

ファーム内のProvisioning Servicesサーバーを管理する場合は、一般的には次のタスクを実行します。

重要：Provisioning Servicesサーバーのプロパティを変更した後は、Stream Serviceを再起動して変更を有効にします。サービ
スを再起動するときは注意してください。ターゲットデバイスがProvisioning Servicesサーバーに接続している場合は、変更
のためにデバイスが再接続できなくなることがあります。［ネットワーク］タブの［IPアドレス］ボックスには、
Provisioning Servicesサーバーの実際の静的IPアドレスを入力する必要があります。
サーバープロパティのコピーと貼り付け
サーバーの削除
サーバー上のProvisioning Servicesの開始、再起動、または停止
サーバー接続の表示
サーバー上のターゲットデバイスの分散
vDiskアクセスの更新確認
Provisioning Servicesサーバーの手動構成
監査
ブートストラップの構成

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-copy-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-delete.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-services-start-stop.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-connections-show.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-devices-balance.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-updates-check.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-manual-config.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-log-wrapper/pvs-audit-wrapper.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-bootstrap-from-console.html
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Provisioning Servicesサーバーのプロパティのコピー
と貼り付け

Jun 15, 2017

Provisioning ServicesサーバーのプロパティをコピーしてほかのProvisioning Servicesサーバーに貼り付けるには
1. プロパティのコピー元のProvisioning Servicesサーバーを右クリックして［サーバープロパティのコピー］を選択しま
す。 ［サーバープロパティのコピー］ダイアログボックスが開きます。

2. コピーするプロパティのチェックボックスをオンにするか、［すべて選択］をクリックしてすべてのプロパティのコ
ピーを有効にします。

3. ［コピー］をクリックします。プロパティを貼り付けるProvisioning Servicesサーバーを右クリックし、［貼り付け］を
選択します。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.143https://docs.citrix.com

Provisioning Servicesサーバーの削除

Jun 15, 2017

ファーム内の使用できるProvisioning Servicesサーバーの一覧から、Provisioning Servicesサーバーを削除する必要があること
があります。

注：Provisioning Servicesサーバーを削除するには、まずサーバーを停止状態にする、つまりオフラインにする必要がありま
す。そうしなければ［削除］メニューオプションは表示されません。Stream Serviceは削除できません。
Provisioning Servicesサーバーを削除しても、vDiskのイメージファイルまたはサーバードライブの内容は影響を受けません。
ただし、そのサーバー上のvDiskのイメージファイルへのすべてのパスが失われます。

Provisioning Servicesサーバーを削除した後は、ターゲットデバイスにそのサーバー上のvDiskのイメージファイルが割り当て
られることはなくなります。ターゲットデバイスの記録は仮想LANドライブデータベースに残りますが、削除された
Provisioning Servicesサーバーに関連付けられていたvDiskにデバイスからアクセスすることはできません。
注：削除するProvisioning Servicesサーバーに関連付けられているvDiskがある場合は、削除の前にバックアップコピーを作成
して、vDiskディレクトリに格納することをお勧めします。
Provisioning Servicesサーバーを削除するには

1. コンソール内で削除するProvisioning Servicesサーバーを強調表示して、［操作］メニュー、右クリックすると表示される
ポップアップメニュー、または［操作］ペインの［接続しているデバイスの表示］を選択します。［接続済みのターゲッ
トデバイス］ダイアログボックスが開きます。

2. ［ターゲットデバイス］ボックスの一覧ですべてのデバイスを強調表示して、［シャットダウン］をクリックしま
す。［デバイスのシャットダウン］ダイアログボックスが開きます。

3. ターゲットデバイスにProvisioning Servicesサーバーがシャットダウンされることを通知するメッセージを入力します。
4. スクロールして、メッセージが受信されてから待機する秒数を選択します。
5. Stream ServiceがProvisioning Servicesサーバー上で実行中の場合はStream Serviceを停止します（「Provisioning Servicesの
開始、再起動、または停止」参照）。

6. Provisioning Servicesサーバーですべてのターゲットデバイスの割り当てを解除します。
7. 削除するProvisioning Servicesサーバーを強調表示して、［操作］メニュー、右クリックすると表示されるポップアップメ
ニュー、または［操作］ペインの［削除］を選択します。削除を確認するメッセージが表示されます。

8. ［Yes］をクリックして削除を確定します。Provisioning Servicesサーバーが削除され、コンソールに表示されなくなりま
す。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-servers/server-services-start-stop.html
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Provisioning Servicesの開始、再起動、または停止

Jun 15, 2017

ヒント
Provisioning Servicesは、開始、再起動、または停止によって予期しない動作をすることがあります。詳しくは、「重要な注意事項」

を参照してください。

Provisioning Servicesサーバー上のProvisioning Servicesを開始、再起動、または停止するには

1. コンソール内でProvisioning Servicesサーバーを強調表示し、［操作］メニューを右クリックすると表示されるポップアッ
プメニュー、または［操作］ペインの［Stream Service］メニューを選択します。［Provisioning Serverの制御］ダイアログ
ボックスが開きます。

2. 次のメニューオプションから選択します。

オプショ
ン 説明

起動 Stream Serviceを開始します。

停止 Provisioning Servicesサーバーをオフラインモードにします。

再起動 IPアドレスの追加または削除など、Provisioning Servicesサーバーの設定を変更した後で、Stream Serviceを
再起動します。

3. 操作するProvisioning Servicesサーバーを強調表示して、操作ボタンをクリックします。
4. ［閉じる］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

重要な注意事項

Provisioning Servicesサーバー上のSOAP ServiceまたはStream Serviceを開始したり停止したりするには、実行アカウントにこ
れらのサービスを制御するためのWindowsアクセス許可が必要です。この制限は、Windowsのセキュリティ上の問題による
ものです。

この制限を解決するには、Microsoft社の https://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=e8ba3e56-d8fe-

4a91-93cf-ed6985e3927b&displaylang=enからSubInACLツールを入手し、次のコマンドラインを実行してStream Serviceのア
クセス許可を設定してください。

subinacl /service streamservice /grant=NetworkService=TOP

command コピー

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-servers/server-services-start-stop.html#par_anchortitle_a387
https://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=e8ba3e56-d8fe-4a91-93cf-ed6985e3927b&displaylang=en
javascript:void(0)
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PVSコンソールを再起動または停止できない

ネットワークサービスアカウントでStream Serviceを実行すると、PVSコンソールが再起動または停止できないことがありま
す。この問題が発生すると、サービスは開始状態として表示されるものの、コンソールによってStream Serviceが再起動また
は停止できません。

ヒント
デフォルトでは、ネットワークサービスアカウントにサービスを開始または停止する権限がありません。

たとえば、サービスがネットワークサービスアカウントで構成されると、構成ウィザードの実行がエラー状態になります。状
態はvDiskを実行中およびストリーミング中と表示されますが、サービスは再起動または停止できません。
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この問題は、Stream Serviceをデータベースへのアクセス権限があるアカウントに割り当てることで解決することがありま
す。たとえば、サービスを特定のアカウント（例：anuj.com\administrator）で構成すると、状態は開始と表示され、PVSコン
ソールでサービスを再起動または停止できます。
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Provisioning Servicesサーバーへの接続の表示

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesサーバーへのすべてのターゲットデバイス接続を表示し管理するには

1. コンソール内でProvisioning Servicesサーバーを強調表示し、［操作］メニュー、右クリックすると表示されるポップアッ
プメニュー、または［操作］ペインの［接続しているデバイスの表示］を選択します。［接続済みのターゲットデバイ
ス］ダイアログボックスが開きます。

2. 表内で1つ以上のターゲットデバイスを選択し、次の接続タスクを実行します。

オプショ
ン 説明

シャット
ダウン

ダイアログボックス内で強調表示されているターゲットデバイスをシャットダウンします。

再起動 ダイアログボックス内で強調表示されているターゲットデバイスを再起動します。

メッセー
ジ

［デバイスへのメッセージ送信］ダイアログボックスを開いてメッセージを入力し、ダイアログボックス
内で強調表示されているターゲットデバイスに送信します。

［シャットダウン］または［再起動］を選択するとダイアログボックスが開き、影響を受けるデバイスに表示するメッ
セージを入力できます。待機時間を設定することで、シャットダウンまたは再起動の実行を遅らせることができます。

ターゲットデバイスが正常にシャットダウンまたは再起動されたことを示す確認メッセージが表示されたにもかかわらず、
コンソールウィンドウ内のアイコンが相応に変化しない場合は、［最新の情報に更新］を選択します。
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Provisioning Servicesサーバー上でのターゲットデバイ
スの負荷分散

Jun 15, 2017

高可用性ネットワーク構成においてサーバーとターゲットデバイスのパフォーマンスを最適化するには、各vDiskで負荷分散
を有効にします。
1. コンソールでvDiskを右クリックして、［負荷分散］を選択します。［vDisk負荷分散］ダイアログボックスが開きます。
2. vDiskの負荷分散を有効にした後で、負荷分散アルゴリズムについて次のようにカスタマイズすることができます。

サブネットアフィニティ –  このvDiskをターゲットデバイスに提供するために使用する、サーバーとNICの組み合わせを
割り当てる場合は、次のサブネット設定から選択します。
なし –  サブネットを無視し、最も負荷の低いサーバーを使用します。これがデフォルトの設定です。
ベストエフォート –  同じサブネット内で最も負荷の低いサーバーとNICの組み合わせを使用します。サブネット内に
使用できるサーバーとNICの組み合わせがない場合は、サブネットの外部で最も負荷の低いサーバーを選択します。
選択したサブネット内で複数のサーバーを使用できる場合は、それらのサーバー間で負荷分散を実行します。
固定 –  同じサブネット内で最も負荷の低いサーバーとNICの組み合わせを使用します。サブネット内のサーバーで負
荷分散を実行します。同じサブネット内にサーバーとNICの組み合わせがない場合は、このvDiskが割り当てられてい
るターゲットデバイスを起動しません。

再配分を有効にするおよびトリガー率 –  指定したトリガー率を超えた場合に、各サーバー上のターゲットデバイスの数
を再配分します。有効な場合は、約10分間隔で各サーバーのトリガー率がチェックされます。たとえば、vDiskのトリ
ガー率が25%に設定されている場合、このvDiskを提供できるほかのサーバーと比べてこのサーバーの負荷が25%高負荷
になると、10分以内に再配分が実行されます。

注：負荷分散アルゴリズムで負荷を決定するときは、各サーバーの［サーバープロパティ］ダイアログボックスの性能等級
設定が考慮されます。
次の場合は負荷が分散されません。
特定の1台のサーバーを使用しているターゲットデバイスが5台未満のとき。
すべての適格サーバーを使用しているターゲットデバイス数の平均が5台未満のとき。
任意のサーバーから起動中のターゲットデバイスの数が、そのサーバーに接続しているデバイス数合計の20%を超えると
き（一斉起動時の負荷移動によるスラッシングを防ぎます）。

負荷分散はターゲットデバイスが起動するときにも考慮されます。vDiskを提供すべき適格サーバーとして、最も負荷の低い
Provisioning Servicesサーバーが決定されます。追加の適格サーバーがオンラインになるたびに、自動的に再配分が実行され
ます。

高可用性ネットワーク構成において負荷分散を実装するには

各Provisioning Servicesサーバーについて、［サーバープロパティ］ダイアログボックスの［全般］タブで性能等級を割り
当てます。
各vDiskについて、［vDisk負荷分散］ダイアログボックスで負荷分散方法を選択し、追加の負荷分散アルゴリズム設定を定
義します。

注：高可用性モードのvDiskを使用しないターゲットデバイスは、別のサーバーに移されません。誤ってvDiskで高可用性が有
効に構成されていて、有効な高可用性構成（Provisioning Servicesサーバーおよびストア）を使用していない場合、そのvDisk
を使用するターゲットデバイスは停止する可能性があります。
Provisioning Servicesサーバー接続を手作業で再配分するには

1. コンソールで接続を再配分するProvisioning Servicesサーバーを右クリックし、［デバイスの再配分］を選択します。［デ

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-load-balancing.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-load-balancing.html
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バイスの再配分］ダイアログボックスが開きます。
2. ［再配分］をクリックします。再配分の結果を示すメッセージが［状態］列に表示されます。
3. ［閉じる］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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Provisioning Server vDiskアクセスの更新確認

Jun 15, 2017

Provisioning ServicesサーバーがアクセスするvDiskの更新を確認するには
1. 詳細ペインのProvisioning Servicesサーバーを右クリックして［更新の確認］を選択します。
2. ［自動...］を選択します。
3. 確認ダイアログボックスで［OK］をクリックします。vDiskが自動的に更新されるか、更新がスケジュールされます。
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Provisioning Servicesサーバーの手動構成

Jun 15, 2017

リモートのProvisioning Servicesサーバーをセットアップする場合や特別な要件がある場合は、Stream Serviceを手動で構成し
て開始する必要があります。確実にすべての設定が正しく設定されるように、リモートのProvisioning Servicesサーバーで構成
ウィザードを実行する必要があります。構成ウィザードを実行できないと、vDiskをマップできなくなる可能性があります。
初めて構成ウィザードを実行する場合は、『インストール・構成ガイド』を参照してください。

構成ウィザードの再実行

構成ウィザードは、Provisioning ServicesサーバーのIPアドレスを変更した場合にStream Serviceを更新するときに使用できま
す。何らかの理由でProvisioning ServicesサーバーのIPアドレスを変更した場合は、構成ウィザードを再実行し、入力を求めら
れたときに新しいIPアドレスを選択するだけで構成が済みます。構成ウィザードを完了すると、構成内の適切なIPアドレスが
再設定されStream Serviceが再起動されます。

Stream Serviceの手動起動と構成

Stream Serviceを構成した後は、変更が有効になるようにサービスを開始する必要があります。Provisioning Servicesサーバー
の起動時にサービスが自動的に開始する設定にすることを強くお勧めします。

注：構成ウィザードにより、必要なサービスが開始され、また自動的に開始するように構成されます。サービスを手動で開始
し構成する必要がある場合は、次の手順に従います。
Provisioning Servicesサーバーが動作するにはStream Serviceが開始されている必要があります。開始していない場合は、次の
起動サービスを開始します。

BOOTPサービスまたはPXEサービス
TFTPサービス

サービスを手動で開始するには

1. ［スタート］メニューの［コントロールパネル］を開きます。
2. ［コントロールパネル］の［管理ツール］アイコンをダブルクリックします。
3. ［管理ツール］ウィンドウの［サービス］アイコンをダブルクリックします。［サービス］ウィンドウが開きます。
4. ［サービス］ウィンドウで開始するサービスを右クリックし、［開始］を選択します。

Provisioning Servicesサーバーの起動時に自動的に開始するようにサービスを手動で構成するには
1. ［スタート］メニューの［コントロールパネル］を開きます。

2. ［コントロールパネル］の［管理ツール］アイコンをダブルクリックします。
3. ［管理ツール］ウィンドウの［サービス］アイコンをダブルクリックします。［サービス］ウィンドウが開きます。
4. 構成するサービスを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
5. ［スタートアップの種類］ボックスの一覧で［自動］を選択し、システムが起動するたびにサービスが自動的に開始する
ように構成します。
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ストレージデバイスドライブ使用時の書き込みキャッ
シュの無効化によるパフォーマンスの向上

Jun 15, 2017

IDEやSATAなどのストレージデバイスドライブにProvisioning Servicesサーバーから書き込む場合は、パフォーマンスを向上
させるために書き込みキャッシュを無効にします。
vDiskを格納するストレージデバイスのためにWindowsでサーバーハードドライブの書き込みキャッシュを無効にするには、
次の手順に従います。

1. Provisioning Servicesサーバーでコントロールパネルを開きます。［管理ツール］、［コンピューターの管理］の順に選択
します。

2. ツリーで［ディスクの管理］ノードをダブルクリックします。
3. Windows書き込みキャッシュを無効にするストレージデバイスを右クリックします。
4. ［プロパティ］を選択して［ハードウェア］タブをクリックします。
5. ［プロパティ］をクリックします。
6. ［ポリシー］タブをクリックします。
7. ［ディスクの書き込みキャッシュを有効にする］チェックボックスをオフにします。
8. ［OK］をクリックしてから、［OK］をもう一度クリックします。
9. ［コンピューターの管理］ウィンドウおよび［管理ツール］ウィンドウを閉じます。

10. コンソールでProvisioning Servicesサーバーを右クリックし、［Stream Service］、［再起動］の順に選択します。または、
構成ウィザードを再実行したり、Windowsのコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順に選択したりし
て、サービスを再起動することもできます（［サービス］ウィンドウではStream Serviceを右クリックして［開始］を選択
します）。
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ストアにアクセスするProvisioning Servicesサーバー
の指定

Jun 15, 2017

各ストアにアクセスできるProvisioning Servicesサーバーを選択します。
1. コンソールツリーでストアを右クリックして［プロパティ］を選択します。［ストアプロパティ］ダイアログボックスが
開きます。

2. ［サーバー］タブで、このストアにアクセスできるProvisioning Servicesサーバーが存在するサイトを選択します。
3. このストアでvDiskを提供できるProvisioning Servicesサーバーのチェックボックスをオンにして［OK］をクリックしま
す。
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ターゲットデバイスの管理

Jun 15, 2017

ネットワーク上のvDiskから起動しソフトウェアを取得する、デスクトップコンピューターやサーバーのようなデバイスを
ターゲットデバイスと呼びます。vDiskイメージの作成に使用するデバイスはマスターターゲットデバイスとみなされます。

ターゲットデバイスのライフサイクルは次のとおりです。

準備中
vDiskイメージの作成に使用するマスターターゲットデバイス
vDiskイメージから起動するターゲットデバイス

ファーム内のコレクションへのターゲットデバイスの追加
コンソールから
自動追加を使用して
インポート

ターゲットデバイスの種類の割り当て
ファームでのターゲットデバイスの保守

ターゲットデバイスを作成したら、ネットワークから起動するようにデバイスを構成し、デバイスにvDiskを割り当て、割り
当てられたvDiskからデバイスが起動するために必要な情報を提供するブートストラップファイルを構成する必要がありま
す。

ファーム内のターゲットデバイスにはいくつかの種類があります。たとえば、vDiskイメージの作成に使用するデバイスはマ
スターターゲットデバイスとみなされます。ほかのすべてのデバイスは、特定の種類のデバイスとして構成します。デバイス
の種類により、デバイスの現在の目的と、vDiskの特定のバージョン（実稼働、テスト、保守）にデバイスがアクセスできる
かどうかが決定されます。

デバイスの種類は［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスの［全般］タブで選択します。オプションは次のと
おりです。
実稼働：現在実稼働モードの割り当て済みvDiskをこのターゲットデバイスでストリーム配信できるようにするには、この
オプションを選択します（デフォルト）。
保守：保守デバイスとしてこのターゲットデバイスを使用するには、このオプションを選択します。保守モードのvDisk

バージョンにアクセスして変更を加えられるのは、保守デバイスのみです（保守モードのバージョンを最初に起動する保
守デバイスのみがそのバージョンにアクセスできます）。
テスト：現在テストモードの差分ディスクバージョンにアクセスしてテストするためにこのターゲットデバイスを使用す
るには、このオプションを選択します。

ターゲットデバイスをファームに追加すると、デバイスコレクションのメンバーになります。デバイスコレクションを使用す
れば、そのコレクション内のすべてのターゲットデバイスをまとめて管理できます。1つのターゲットデバイスは1つのデバイ
スコレクションにのみ属すことができます。ただし、任意の数のビューにターゲットデバイスを含めることができます。ター
ゲットデバイスをデバイスコレクションから削除すると、関連付けられているすべてのビューから自動的に削除されます。

ターゲットデバイスをコレクションに追加すると、そのデバイスのプロパティがProvisioning Servicesデータベースに格納され
ます。［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスには、デバイス名、説明、起動方法、およびvDiskの割り当て
が含まれます（詳しくは、「［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックス」を参照してください）。

ターゲットデバイスは、コンソールおよび仮想ディスクステータストレイユーティリティで管理し監視できます。

コンソールで操作を実行できる対象は次のとおりです。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper/pvs-target-properties.html
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個別のターゲットデバイス
コレクション内のすべてのターゲットデバイス
ビュー内のすべてのターゲットデバイス
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BIOS埋め込み型のブートストラップの構成

Jun 15, 2017

このOEM特有の機能により、エンドユーザーはProvisioning Servicesの構成があらかじめ組み込まれたシステムを使用できま
す。これにより、最小限の労力をかけるだけでProvisioning Servicesが有効な環境を展開することができます。この機能は、従
来のPXEによる起動の代替方法になります。 

このソリューションの一部として、ターゲットデバイスのBIOSに工場でブートストラップが埋め込まれています。製品のラ
イセンスキーもあらかじめデバイスに構成されています。

BIOS埋め込み型のブートストラップ機能を出荷時の構成のまま自動的に機能させるには、対象のネットワークが次のサービ
スをサポートしている必要があります。

DHCPサーバーが、ターゲットデバイスのIPアドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイのアドレスを提供できる。
さらに、DHCPサーバーがクライアントのデフォルトのDNSサーバーを提供する必要があります。
DNSサーバーがネットワーク上でアクティブになっている。
という名前を各Provisioning ServicesサーバーのアクティブなIPアドレスに解決するDNSエントリが定義されている。ター
ゲットデバイスはこのDNSエントリを使用してアクティブなサーバーを検索します。

BIOS埋め込み型のブートストラップを使用してターゲットデバイスを起動する場合、構成設定はデバイスのBIOSから取得さ
れます。これらのBIOS設定に、DHCPをDNSと共に使用してIPアドレスとサーバーの情報を参照する（動的）か、BIOSに指
定されている最大4台のサーバーのIPアドレスを使用する（静的）ことを指定できます。

初めてターゲットデバイスが起動するとき、BIOSから製品のライセンスキーと構成情報を読み取り、Stream Serviceを検索
し、デバイス登録メッセージをサーバーに送信します。このメッセージには、デバイスコレクションのテンプレートから継承
される情報のほかに、デバイスをProvisioning Servicesデータベースに追加するために必要な情報が含まれます。

追加設定をしなくてもブートストラップが機能するように、BIOS埋め込み型のブートストラップは工場で構成済みです。
Provisioning Servicesの管理者が設定を変更する必要がある場合は、コンソールでBIOSブートストラップの構成機能を使用し
ます。構成変更は、次にターゲットデバイスが起動するときに自動的に更新されます。ただし、新しい設定と異なるBIOS設
定のみが更新されます。

注意
ターゲットデバイスがProvisioning Servicesサーバーと初期通信を行うには、BIOSに十分な情報が格納されている必要があります。

1. コンソールでProvisioning Servicesサーバーを右クリックし、［BIOSブートストラップの構成］を選択します。［ブートス
トラップの構成］ダイアログボックスが開きます。

2. ターゲットデバイスがこのサーバーに接続したときにBIOS設定を自動的に更新するには、［全般］タブの［ターゲットデ
バイスのBIOSをこれらの設定で自動的に更新する］チェックボックスをオンにします。次にターゲットデバイスが起動し
たときに、これらの設定が自動的に適用されます。
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1. ［BIOSブートストラップの構成］ダイアログボックスの［ターゲットデバイスのIP］タブをクリックします。
2. ターゲットデバイスのIPアドレスの取得に使用する方法を次の中から選択します。

DHCPを使用してターゲットデバイスのIPアドレスを取得する：デフォルトの方法です。
ターゲットデバイスの静的IPアドレスを使用する：この方法を選択するには、プライマリおよびセカンダリDNSサー
バーとドメインを指定する必要があります。

1. ［サーバー参照］タブで、起動元になるProvisioning Servicesサーバーをターゲットデバイスが検索する方法を選択しま
す。

DNSを使用してサーバーを検索する

DNSを使用してサーバーを検索する場合は、このオプションをクリックします。［ホスト名］ボックスにホスト名が表
示されます。

注：DNSを使用する場合は、DNSサーバーでサーバーの名前とIPアドレスを解決できる必要があります。
特定のサーバーを使用する

Provisioning Servicesサーバーのデータを手作業で入力する場合は、このオプションを選択します。この情報がまだ未入
力の場合は、データは表示されません。データベース内のすべてのサーバーをすばやく一覧表示するには、［データ
ベースから読み取る］をクリックします。

情報を変更または新しく入力するには、［編集］をクリックし［サーバーアドレス］ダイアログボックスに手作業で情
報を入力します。

注：［デフォルトにリセット］をクリックすると、ターゲットデバイスのBIOSの自動更新が無効になり、サーバー検索
にDNSを使用することを示す確認メッセージが表示されます。

1. ［オプション］タブで、次のネットワークオプションを設定します。
ターゲットデバイスの起動処理を監視する場合は、［詳細モード］チェックボックスをオンにします（オプション）。
これにより、ターゲットデバイスにシステムメッセージが表示されるようになります。
ターゲットデバイスが起動処理中に停止する場合は、［インタラプトセーフモード］チェックボックスをオンにしま
す。
ブートストラップがより新しいWindowsオペレーティングシステムのバージョンで機能するようにするには、［拡張メ
モリのサポート］チェックボックスをオンにします。この設定はデフォルトで有効になっています。PAE（Physical

Address Extension：物理アドレス拡張）をサポートしない古いXPやWindows Serverの32ビット版で、またはターゲッ
トデバイスが起動の早い段階で停止または不安定になる場合にのみ、この設定を無効にしてください。

2. ［ネットワーク復元方法］で次のどちらかをクリックします。
ネットワーク接続を復元する

このオプションをクリックすると、ターゲットデバイスによるProvisioning Servicesサーバーへの接続復元が無制限に試
行されます。

ハードドライブから再起動する

このオプションをクリックすると、定義した秒数の間に通信が再確立されない場合、ターゲットデバイスによりハード
ウェアがリセットされ、強制的に再起動されます。再起動の前に待機する秒数はユーザーが決定します。ネットワーク
接続を確立できないと想定し、ターゲットデバイスがサーバー接続に失敗します。そして、システムがローカルのハー
ドドライブから再起動します。デフォルトの秒数は50です。
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注：vDiskを含むパーティションがFATファイルシステムとしてフォーマットされている場合、パフォーマンスが最適では
なくなる可能性があるというメッセージが表示されます。vDiskを含むパーティションはNTFSでフォーマットすることを
お勧めします。［ポート］ボックスのアドレスは変更しないでください。
注意：すべての起動サービスは同じNIC（IPアドレス）で実行する必要があります。ただし、Stream Serviceは別のNICで実
行できます。Stream Serviceは複数のIPアドレス（NIC）にバインドできます。

3. 次のオプションを構成します。
ログオンポーリングタイムアウト

サーバーのポーリングの再試行間隔をミリ秒単位で入力します。各サーバーに順番にログオン要求が送信されます。最初に
応答したサーバーが使用されます。このタイムアウトで定義されるのは、使用できる単一のサーバーに初回ログオン要求を
送信する頻度です。このタイムアウトで定義されるのは、アクティブなサーバーの検索でサーバーからサーバーへラウン
ドロビンルーチンを切り替える速度です。有効な範囲は1,000～60,000ミリ秒です。

ログオン一般タイムアウト

初回ログオンポーリングのタイムアウトを除く、ログオン関連のすべてのパケットのタイムアウトをミリ秒単位で入力し
ます。有効な範囲は1,000～60,000ミリ秒です。

4. ［OK］をクリックして変更を保存します。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.160https://docs.citrix.com

データベースへのターゲットデバイスの追加

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesデータベースに新しいターゲットデバイスのエントリを作成するには、次の方法のいずれかを選択しま
す。
コンソールにおけるターゲットデバイスエントリの手作業での作成
自動追加によるターゲットデバイスエントリの作成
ターゲットデバイスエントリのインポート

ターゲットデバイスをデータベースに追加した後に、vDiskをデバイスに割り当てることができます。詳しくは、「ターゲッ
トデバイスへのvDiskの割り当て」を参照してください。

1. コンソールでこのターゲットデバイスがメンバーになるデバイスコレクションを右クリックして、［デバイスの作成］を
選択します。［デバイスの作成］ダイアログボックスが開きます。

2. 適切なボックスにこのターゲットデバイスの名前、説明、およびMACアドレスを入力します。
注：ターゲットデバイスがドメインのメンバーである場合、Windowsドメインでの名前と同じものを使用します。ター
ゲットデバイスがvDiskから起動するとき、デバイスのコンピューター名はここで入力する名前になります。ターゲットデ
バイスとActive DirectoryまたはNT 4.0ドメインについて詳しくは、「自動パスワード管理の有効化」を参照してくださ
い。

3. オプションで、このコレクションのコレクションテンプレートが存在する場合は、［この新しいデバイスにコレクション
のテンプレートを適用する］チェックボックスをオンにすることもできます。

4. ［デバイスの追加］をクリックします。ターゲットデバイス名とMACアドレスを除き、ターゲットデバイスはテンプレー
トのすべてのプロパティを継承します。

5. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。ターゲットデバイスが作成され、vDiskに割り当てられます。

ターゲットデバイスエントリは.csvファイルから任意のデバイスコレクションにインポートできます。その後、そのコレク
ションに関連付けられているターゲットデバイステンプレートのプロパティを、インポートしたターゲットデバイスに継承
させることができます。詳しくは、「ターゲットデバイスのコレクションへのインポート」を参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper/pvs-target-database-add/pvs-target-auto-add-wizard.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-target-assign.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-collections-wrapper/pvs-collections-device-import.html
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自動追加ウィザードの使用方法

Jun 15, 2017

自動追加ウィザードでは、自動追加機能を使用してProvisioning Servicesデータベースに新しいターゲットデバイスを自動的に
追加するための規則の構成が自動化されます。
自動追加ウィザードは、ファーム、サイト、コレクション、またはデバイスから開始できます。ファームより下のレベルから
開始すると、開始点のオブジェクトによりデフォルトの選択項目が決まります。たとえば、特定のターゲットデバイスから開
始すると次のように処理されます。
そのデバイスのサイトがデフォルトのサイトとして選択されます。
そのデバイスのコレクションがデフォルトのコレクションとして選択されます。
そのデバイスがデバイステンプレートとして選択されます。

自動追加ウィザードの各ページには、ウィザードの開始点に基づいて、事前に選択された項目が表示されます。

ファーム管理者は、自動追加を有効または無効にしたり、デフォルトのサイトを選択したりできます。

サイト管理者は、現在のデフォルトのサイトの管理者である場合にのみ、デフォルトのサイトを選択できます。サイト管理者
が現在選択されているデフォルトのサイトの管理者でない場合は、アクセス権を持つサイトのみを構成できます。

自動追加設定（サイトのデフォルトコレクション、デフォルトコレクションのデバイステンプレート、およびターゲットデ
バイスの命名規則）を構成するには

1. コンソールでファームを右クリックして、［自動追加ウィザード］を選択します。［自動追加ウィザードへようこそ］
ページが開きます。

2. ［次へ］をクリックします。［自動追加の有効化］ページが開きます。
注：ファーム管理者のみがこのページの設定を変更できます。

3. ［自動追加を有効にする］チェックボックスをオンにしてこの機能を有効にし、［次へ］をクリックします。［サイトの
選択］ページが開きます。
注：サイト管理者はアクセス許可を持つサイトのみを選択できます。

4. ［サイト］ボックスの一覧で、デバイスを追加するサイトを選択して［次へ］をクリックします。デフォルトのコレク
ションが入力された状態で［コレクションの選択］ページが開きます。

5. デフォルトのコレクションを受け入れるか［コレクション］ボックスの一覧で別のコレクションを選択して、［次へ］を
クリックします。［デバイステンプレートの選択］ページが開きます。

6. 追加する新しいデバイスに既存のターゲットデバイスの基本的なプロパティ設定が継承されるように、デバイステンプ
レートを選択して［次へ］をクリックします。

7. 選択したデバイスのプロパティを表示するには［プロパティ］をクリックします。選択したデバイスのプロパティを表示
する、読み取り専用のダイアログボックスが開きます。プロパティを確認したらダイアログボックスを閉じます。

8. ［次へ］をクリックします。［デバイスの自動命名］ページが開きます。
9. このコレクションに追加するすべてのデバイスの特定に役立つ、静的なプレフィックスを入力します。たとえば、
「Tokyo」と入力して東京に配置したデバイスを示します。
注：プレフィックスはサフィックスと組み合わせて使用できますが、サフィックスを指定する場合は必須ではありませ
ん。プレフィックス、番号の桁数、およびサフィックスを合わせて、最大で15文字のデバイス名を付けられます。たとえ
ば、次のデバイス名は有効とみなされます。

T okyo 0000Floor2（プレフィックス、増分番号の桁数、およびサフィックスから構成されており、長さは15文字で
す）
T okyo 0000（サフィックスは指定されていません）
000Floor2（プレフィックスは指定されていません）

数字をプレフィックスの末尾に使用することはできません。
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10. このコレクションに追加するデバイスに関連付ける、増分番号の桁数を入力します。この番号はデバイスを追加するたび
に増加します。たとえば、番号の桁数を「3」に設定すると、最初のデバイスには「001」が割り当てられ、番号が「999」
に達すると番号の割り当てつまりデバイスの追加を停止します。
注：指定した桁数と同じになるように番号の前に自動的に0を追加するには、［0で埋める］チェックボックスをオンにし
ます。たとえば、番号の桁数を「4」に設定すると、最初のターゲットデバイスには「0001」という番号が割り当てられま
す。
番号の桁数は3から9の間で指定する必要があります。

11. このコレクションに追加するすべてのデバイスの特定に役立つ、静的なサフィックスを入力します。たとえば、
Tokyo001Floor2とすると、そのデバイスが設置されている階がわかりやすくなります。
サフィックスはプレフィックスと組み合わせて使用できますが、プレフィックスを指定する場合は必須ではありません。

プレフィックス、番号の桁数、およびサフィックスを合わせて、最大で15文字のデバイス名を付けられます。

数字をサフィックスの冒頭に使用することはできません。

プレフィックスとサフィックスの組み合わせは、各コレクションで固有のものにする必要があります。

12. ［次へ］をクリックします。［完了］ページが開きます。
13. 自動追加ウィザードのすべての設定を確認して［完了］をクリックします。これで、自動追加が構成されました。
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ターゲットデバイスのコレクションテンプレートとし
ての設定

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスは、コレクションに追加する新しいターゲットデバイスのテンプレートに設定できます。新しいターゲッ
トデバイスはターゲットデバイステンプレートのプロパティを継承します。そのため、新しいデバイスを短時間でコレクショ
ンに追加できます。

ヒント
XenDesktopセットアップウィザードを実行すると、Personal vDiskを使用するターゲットデバイスが作成されコレクションに追加さ

れます。Personal vDiskを使用するターゲットデバイスがコレクションに追加されるときは、ターゲットデバイステンプレートが存在

していても無視されます。

ターゲットデバイスをコレクションのデバイステンプレートに設定するには、コンソールでターゲットデバイスを右クリック
してから［デバイスをテンプレートとして設定］を選択します。

以下は、テンプレートを使用する場合の考慮事項です。

テンプレートを使用するすべてのターゲットデバイスをデータベースに追加する一方でターゲットデバイスの起動を防ぐ
には、テンプレートのターゲットデバイスを無効にします。 

ターゲットデバイスを起動しようとすると、起動前に管理者に問い合わせる必要があることを示すメッセージが表示され
ます。
デバイステンプレートのアイコンはスパナ付きで表示されます。新しいターゲットデバイスには自動生成の名前が付けら
れ、ほかのすべてのプロパティはデフォルトのデバイステンプレートから引き継がれます。このとき、ユーザーが何らか
の操作を行う必要はありません。

仮想マシンに入れ子構造の仮想化パラダイムを作成することが必要になる場合があります。Device Guardを使用している環境
で Device Guardを実行している仮想マシンからテンプレートを作成する場合、PVSは、この機能が特定の仮想マシンでセット
アップされているかどうかを認識できません。この問題を解決するには、XenDesktopセットアップウィザードで仮想マシン
を作成後、PowerShellを使用してHyper-VホストでDevice Guardを手動で有効にします。

Device Guardを使用して仮想マシンを構成するには：

1. XenDesktopセットアップウィザードを使用して仮想マシンを作成します。
2. 仮想マシンの作成後、物理Hyper-Vホストで仮想マシンごとに次のコマンドを実行して、入れ子構造の仮想化を有効にしま
す。

Set-VMProcessor -VMName <Target VM's Name> -ExposeVirtualizationExtensions $true

javascript:void(0)
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ヒント
詳しくは、Microsoft社の入れ子構造の仮想化に関する情報を参照してください。

https://docs.microsoft.com/en-us/virtualization/hyper-v-on-windows/user-guide/nested-virtualization
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ターゲットデバイスプロパティのコピーと貼り付け

Jun 15, 2017

あるターゲットデバイスのプロパティをコピーしてほかのターゲットデバイスに貼り付けるには
注：Personal vDiskを使用するターゲットデバイスは、Personal vDiskを使用するほかのターゲットデバイスからのみプロパ
ティを継承することができます。
1. コンソールの詳細ペインでプロパティをコピーするターゲットデバイスを右クリックして、［デバイスプロパティのコ
ピー］を選択します。［ターゲットデバイスプロパティのコピー］ダイアログボックスが開きます。

2. コピーするプロパティのチェックボックスをオンにして、［コピー］をクリックします。プロパティがクリップボードに
コピーされ、ダイアログボックスが閉じます。

3. コピーしたプロパティを継承させる1つまたは複数のターゲットデバイスを右クリックし、［貼り付け］を選択します。
［デバイスプロパティの貼り付け］ダイアログボックスが開きます。

4. ［閉じる］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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ターゲットデバイスの起動

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスを起動するには

1. すべてのターゲットデバイスを起動するコレクションまたはコレクション内の特定のターゲットデバイスを右クリックし
て、［ターゲットデバイス］、［起動］の順に選択します。［設定］ボックスの一覧で［デバイスの起動］が選択された
［ターゲットデバイス制御］ダイアログボックスが開きます。

2. ［デバイスの起動］をクリックしてターゲットデバイスを起動します。［状態］列に「起動信号」と表示され、ターゲッ
トデバイスが起動信号を正常に受信すると「成功」に表示が変わります。
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コンソールでのターゲットデバイスの状態の確認

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスの状態には、ネットワーク上でデバイスが現在アクティブなのか非アクティブなのかが示されます。

ターゲットデバイスの状態を確認するには

1. コンソールでターゲットデバイスを右クリックして［プロパティ］を選択します。［ターゲットデバイスプロパティ］
ダイアログボックスが開きます。

2. ［状態］タブをクリックし、次の情報を確認します。
現在の状態（アクティブまたは非アクティブ）
IP アドレス
現在のProvisioning Servicesサーバー
現在のvDisk名
Provisioning Servicesサーバーのバイト単位のキャッシュファイルサイズ

また、ターゲットデバイスがアクティブな場合は、コンソールウィンドウのターゲットデバイスアイコンに緑色の
チェックマークが付きます。ターゲットデバイスが非アクティブな場合は、緑色のチェックマークは付きません。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.168https://docs.citrix.com

ターゲットデバイスへのメッセージの送信

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスにメッセージを送信するには

1. すべてのターゲットデバイスにメッセージを送信するコレクションまたはコレクション内の特定のターゲットデバイスを
右クリックして、［ターゲットデバイス］、［メッセージの送信］の順に選択します。［デバイスへのメッセージ送
信］ダイアログボックスが開きます。［デバイス］ボックスの一覧にターゲットデバイスが表示されます。

2. ［メッセージ］ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。
3. ［デバイスへのメッセージ送信］をクリックします。［状態］列に「メッセージ信号」と表示され、ターゲットデバイス
がメッセージを正常に受信すると「成功」に表示が変わります。
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ターゲットデバイスの無効化

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスの無効化機能により、新しいターゲットデバイスの起動を防ぎます。ターゲットデバイスが無効な場
合、新しいターゲットデバイスが起動するたび、自動追加オプションが有効であればデータベースに新しいレコードが自動
的に作成され、ターゲットデバイスに次のメッセージが表示されます。

This target device has been disabled. (このターゲットデバイスは無効です) Please Contact your system administrator. (システ
ム管理者に問い合わせてください)

問い合わせを受けた管理者は、ターゲットデバイスを検証することができます。管理者がこのオプションを無効にすると、
ターゲットデバイスを起動できるようになります。

ターゲットデバイスを無効または有効にするには、コンソールでターゲットデバイスを右クリックし、［無効化］また
は［有効化］を選択します。

注：すべてのターゲットデバイスをコレクションに追加するときに無効に設定するには、ターゲットデバイステンプレート
の［このデバイスを無効にする］チェックボックスをオンにします。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.170https://docs.citrix.com

ターゲットデバイスの削除

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスを削除するには

1. コンソールでコレクション内の削除するターゲットデバイスを右クリックし（［詳細］ペインで複数のデバイスを選択で
きます）、［削除］を選択します。

2. ［はい］をクリックして削除要求を確認します。コレクションおよび関連するビューからターゲットデバイスが削除され
ます。ただし、ターゲットデバイスのvDiskイメージは削除されません。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.171https://docs.citrix.com

ターゲットデバイスのシャットダウン

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスをシャットダウンするには
1. すべてのターゲットデバイスをシャットダウンするコレクションまたはコレクション内の特定のターゲットデバイスを右
クリックして、［ターゲットデバイス］、［シャットダウン］の順に選択します。［デバイスのシャットダウン］ダイア
ログボックスが開きます。［デバイス］ボックスの一覧にターゲットデバイスが表示されます。

2. ［待機秒数］ボックスに、ターゲットデバイスをシャットダウンする前に待機する秒数を入力します。
3. ［メッセージ］ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。
4. ［デバイスのシャットダウン］をクリックしてターゲットデバイスをシャットダウンします。ターゲットデバイスが
シャットダウンするまで［状態］列に「シャットダウン信号」と表示されます。ターゲットデバイスが正常にシャットダ
ウンすると「成功」に表示が変わります。
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ターゲットデバイスの再起動

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスを再起動するには

1. すべてのターゲットデバイスを再起動するコレクションまたはコレクション内の特定のターゲットデバイスを右クリック
して、［ターゲットデバイス］、［再起動］の順に選択します。［設定］ボックスの一覧で［デバイスの再起動］が選択
された［ターゲットデバイス制御］ダイアログボックスが開きます。［デバイス］ボックスの一覧にターゲットデバイス
が表示されます。

2. ［待機秒数］ボックスに、ターゲットデバイスを再起動する前に待機する秒数を入力します。
3. ［メッセージ］ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。
4. ［デバイスの再起動］をクリックしてターゲットデバイスを再起動します。［状態］列に「再起動信号」と表示され、
ターゲットデバイスが起動信号を正常に受信すると「成功」に表示が変わります。
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コレクション間でのターゲットデバイスの移動

Jun 15, 2017

コンソールの詳細ペインでドラッグアンドドロップをすることで、ターゲットデバイスをサイト内のコレクション間で移動
できます（移動元のコレクションから移動先のコレクションへデバイスをドラッグしてドロップします）。または、メ
ニューオプションの［移動］を使用してターゲットデバイスを移動できます。

メニューオプションの［移動］を使用してターゲットデバイスを移動するには

1. コンソールでコレクションを展開し、詳細ペインでターゲットデバイスを右クリックして［移動］を選択します。
2. ボックスの一覧からこのターゲットデバイスの移動先のコレクションを選択します。当てはまる場合は、そのコレクショ
ンのデバイステンプレートを移動するターゲットデバイスに適用します。テンプレートを適用するには、［使用できる場
合はデバイスにデバイステンプレートを適用する］チェックボックスをオンにします。

3. ［移動］をクリックします。
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ターゲットデバイスでのステータストレイの使用方法

Jun 15, 2017

仮想ディスクステータストレイを使用すると、ターゲットデバイス上でデバイスと製品エディションの情報を表示できま
す。このツールはvDiskの管理とトラブルシューティングをしやすくすることを目的としています。

注：このツールはインストール処理中に自動的にインストールされます。

仮想ディスクステータストレイを手作業で開始するには、システムトレイ内のステータストレイアイコンをダブルクリックし
ます。［仮想ディスクの状態］ダイアログボックスが開きます。

フィー
ルド

説明

仮想
ディス
ク情報

状態：仮想ディスクの現在の状態を示します。次の値があります。
アクティブ（ターゲットデバイスがこの仮想ディスクにアクセスしています）
非アクティブ（ターゲットデバイスがこの仮想ディスクに現在アクセスしていません）

サーバー：仮想ディスクへのアクセスを提供しているProvisioning ServicesサーバーのIPアドレスとポートを示
します。

起動元：この仮想ディスクの起動元として設定されているのがローカルハードドライブか仮想ディスクかを示
します。

仮想ディスク：ターゲットデバイスによりアクセスされている仮想ディスクの名前です。

モード：仮想ディスクの現在のアクセスモードです。次の値があります。
読み取り専用
読み取りと書き込み

バー
ジョン

エディションを特定し、バージョンとService Packの情報を提供します。

また、特定の製品ビルドを示します。

基本設
定

システムトレイに状態メッセージを表示する：ユーザーがターゲットデバイスにログオンしたときに仮想ディ
スクステータストレイを自動的に開始するには、このチェックボックスをオンにします。

システムトレイにアイコンを表示する：仮想ディスクへの接続状態を表示するには、このチェックボックスを
オンにします。このプログラムが実行されると、Windowsのシステムトレイにアイコンが表示されます。

フィー
ルド

説明
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起動統
計

起動時間：オペレーティングシステムの起動段階で経過した秒数です。この値には、POST、BIOS、PXE、
DHCPまたはTFTPの処理にかかった時間は含まれません。

再試行：起動段階で生じたパケット再試行の回数です。

読み取りバイト：起動段階で読み取られたバイト数の合計です。

書き込みバイト：起動段階で書き込まれたバイト数の合計です。

スループット：起動段階でのソフトウェアの全体的なスループットの計算値です。スループットは、読み取り
バイトと書き込みバイトの和を起動時間（秒単位）で割った値です。

セッ
ション
統計

稼働時間：ターゲットデバイスが起動してからの時間です。形式はHHHH：MM：SSです。

再試行：再試行回数の合計です。

読み取りバイト：読み取られたバイト数の合計です。

書き込みバイト：書き込まれたバイト数の合計です。

診断統
計

稼働時間：ターゲットデバイスが起動してからの時間です。形式はHHHH：MM：SSです。

再試行：再試行回数の合計です。

読み取りバイト：読み取られたバイト数の合計です。

書き込みバイト：書き込まれたバイト数の合計です。

フィー
ルド

説明

［仮想ディスクの状態］ダイアログボックスの［全般］タブで、ターゲットデバイスが起動したときに自動的に実行するか、
手作業で開始するようにトレイを構成できます。仮想ディスクステータストレイのアイコンを、システムトレイに表示するこ
とを選択することもできます。

仮想ディスクステータストレイを構成するには、次の方法から選択します。
各ターゲットデバイスが起動したときに自動的に表示されるように構成する。
ステータストレイに仮想ディスクステータストレイのアイコンを追加する。

各ターゲットデバイスが起動したときに自動的に表示されるように構成するには

1. 仮想ディスクステータストレイを開始して［全般］タブをクリックします。
2. ［基本設定］の［システムトレイに状態メッセージを表示する］チェックボックスをオンにします。ターゲットデバイス
が次に起動したときに、トレイが自動的に開始します。

ステータストレイに仮想ディスクステータストレイのアイコンを追加するには

1. 仮想ディスクステータストレイを開始して［全般］タブをクリックします。
2. ［基本設定］の［システムトレイにアイコンを表示する］チェックボックスをオンにします。ターゲットデバイスが次に
起動したときに、システムトレイにステータストレイのアイコンが表示されます。
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ターゲットデバイスのパーソナリティの管理

Jun 15, 2017

通常、同じvDiskを共有するすべてのターゲットデバイスを同じ構成にする必要があります。ターゲットデバイスのパーソナリティ機能を使用すると、特定のターゲットデバイスのデータを定義し、
起動時にターゲットデバイスでそのデータを利用することができます。このデータは、さまざまな目的でカスタムアプリケーションやスクリプトで使用できます。

たとえば、Provisioning Servicesサーバーを使用して3つの教室のコンピューターをサポートするとします。そして、コンピューターのデフォルトプリンターを、同じ教室に設置されているプリンター
にしたいとします。ターゲットデバイスのパーソナリティ機能を使用してデフォルトプリンターのフィールドを定義し、各ターゲットデバイスのプリンター名の値を入力することができます。
フィールドと値は［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスで定義します。この情報はデータベースに格納されます。ターゲットデバイスが起動するとき、デバイス特有のプリンター
情報がデータベースから取得され、vDisk上の.INIファイルに書き込まれます。カスタムスクリプトやアプリケーションを内部で開発して、プリンター値を取得しレジストリに書き込むことができま
す。この方法では、ターゲットデバイスが起動するたびに、教室の正しいデフォルトプリンターを使用するように設定されます。

各ターゲットデバイスに定義できるフィールドの数とデータ量は、ターゲットデバイスあたり64KBまたは65536バイトまでです。各フィールドの長さは最大2047バイトです。

ターゲットデバイスのパーソナリティタスク
コンソールでの単一のターゲットデバイスのパーソナリティデータの定義
コンソールでの複数のターゲットデバイスのパーソナリティデータの定義
ターゲットデバイスのパーソナリティデータの使用

単一のターゲットデバイスのパーソナリティを定義するには

1. コンソールでパーソナリティデータを定義するターゲットデバイスを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
2. ［パーソナリティ］タブをクリックします。
3. ［追加］をクリックします。［パーソナリティ文字列の追加/編集］ダイアログボックスが開きます。
注：追加できるフィールド名とその文字列値の数に、定まった制限はありません。ただし、単一文字列（名前とデータの組み合わせ）に割り当てられるパーソナリティデータの合計は、最大で約
2047バイトです。また、名前、文字列、および区切り文字の合計は、ターゲットデバイスあたり64KBまたは65536バイトまでです。この制限は文字列を追加するときにチェックされます。上限を
超えると警告メッセージが表示され、無効な構成の作成を防ぎます。
ターゲットデバイスのパーソナリティデータは、ほかのすべてのプロパティと同様に扱われます。新しいターゲットデバイスがサイレントに、またはBIOSのプロンプト付きで自動的にデータベー
スに追加されるとき、このデータが継承されます。

4. 名前と文字列値を入力します。
注：［名前］ボックスには任意の名前を入力できますが、同じターゲットデバイスに重複するフィールド名を定義することはできません。フィールド名は大文字と小文字が区別されません。つま
り、「FIELDNAME」と「f ieldname」は同じ名前として扱われます。フィールド名の前後に入力された空白文字は自動的に削除されます。パーソナリティ名の冒頭に$を使用することはできませ
ん。この記号は$DiskNameや$WriteCacheTypeなどの予約された値に使用されます。

5. ［OK］をクリックします。

さらにフィールドと値を追加するには、手順5.と6.を必要なだけ繰り返します。データの追加が完了したら［OK］をクリックして、［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスを閉じま
す。

複数のターゲットデバイスのパーソナリティの定義
1. コンソールで、ほかのデバイスと共有したいパーソナリティ設定を持つターゲットデバイスを右クリックし、［デバイスプロパティのコピー］を選択します。［ターゲットデバイスプロパティの
コピー］ダイアログボックスが開きます。

2. 詳細ペインでパーソナリティ設定を貼り付けるターゲットデバイスを右クリックし、［貼り付け］を選択します。
3. パーソナリティ文字列のオプションをクリックして（このときほかのプロパティの貼り付けを選択することもできます）、［貼り付け］をクリックします。

ターゲットデバイスでファイルシステムを使用できるようになると、パーソナリティデータがWindows標準の.INIテキストファイルに書き込まれます。このファイルの名前はPersonality.iniです。カ
スタムスクリプトやアプリケーションから簡単にアクセスできるように、このファイルはvDiskファイルシステムのルートディレクトリに格納されます。

ファイルの書式は次のとおりです。
[StringData] <フィールド名1>=<フィールド1のフィールドデータ> <フィールド名2>=<フィールド2のフィールドデータ>

このファイルにはカスタムスクリプトやアプリケーションからアクセスできます。Windowsの標準的な.INI APIによってクエリできます。さらに、バッチファイルからパーソナリティ設定に簡単にア
クセスするために、コマンドラインアプリケーションのGetPersonality.exeが用意されています。
ターゲットデバイスのvDisk名とモードは、GetPersonality.exeを使用して取得できます。Personality.iniファイルの [StringData] セクションには、次の予約値が含まれています。
$DiskName= $WriteCacheType=<0（プライベートイメージ）。ほかのすべての値は標準イメージです。1（サーバーディスクに）、2（暗号化してサーバーディスクに）、3（RAMに）、4（ハードディスクに）、5（暗号化してハードディスクに）、6（RAMディスクに）、または7（差分ディスクに）。Min=0, Max=7, Default=0>

xxはディスク名です。ディスク名の冒頭に$を使用することはできません。この記号は$DiskNameや$WriteCacheTypeなどの予約された値に使用されます。$で始まる名前を入力すると、次のメッ
セージが表示されます。
$を名前の冒頭に使用することはできません。$は$DiskNameおよび$WriteCacheTypeのような予約された値で使用されます。$DiskNameと$WriteCacheTypeの値は、ターゲットデバイスでGetPersonality.exeを使用して取得できます。 

Get Personalit y.exe 

コマンドラインユーティリティのGetPersonality.exeを使用すると、Windowsのバッチファイルからターゲットデバイスのパーソナリティ設定にアクセスできます。このプログラムはユーザーの代わ
りに.INIファイルをクエリし、ユーザーが指定する場所にパーソナリティ文字列を書きだします。GetPersonality.exeでは次のコマンドラインオプションがサポートされます。
GetPersonality <フィールド名> /r=<レジストリキーのパス> - レジストリにフィールド値を設定します。GetPersonality <フィールド名> /f=<ファイル名> - ファイルにフィールド値を設定します。GetPersonality <フィールド名> /o - フィールド値を標準出力に出力します。GetPersonality /?または/help - ヘルプを表示します。
例

レジストリキー値の設定

次の例では、DefaultPrinterフィールドからターゲットデバイスのパーソナリティデータ値を取得しターゲットデバイスのレジストリに書き込んで、デバイスのデフォルトプリンターを設定します。

ターゲットデバイスプロパティに設定されているパーソナリティ文字列は次のとおりです。
DefaultPrinter= \\CHESBAY01\SAVIN 9935DPE/2035DPE PCL 5e,winspool,Ne03:

ターゲットデバイスで実行するバッチファイルに次の行を含めます。
GetPersonality DefaultPrinter /r=HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\Device

注：実際のキー名はネットワークプリンターのUNC名（\\dc1\Mainなど）である必要があります。そして、キーの値はwinspool,Ne01:のようになります。ここで、Ne01はインストールされている各
プリンターの固有の番号です。
環境変数の設定
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パーソナリティデータで環境変数を設定するには、2段階で処理を行います。
1. GetPersonality /fコマンドを使用して変数を一時ファイルに挿入します。
2. setコマンドを使用して変数を設定します。たとえば、ターゲットデバイスにパーソナリティ名として環境変数Pathを設定するため、Pathnameを次の文字列値で定義できます。

%SystemRoot%;%SystemRoot%\System32\Wbem;C:\Program Files\Microsoft Office\OFFICE11\;C:\Program Files\Microsoft SQL Server\80\Tolls\Binn

/fオプションを使用して、任意の名前の、ここではtemp.txtという一時ファイルを作成します。バッチファイルには次の行を含める必要があります。
GetPersonality Pathname /f=temp.txt set /p Path= 

注：/fオプションを使用して指定したファイル名が既に存在する場合は、GetPersonalityでファイルに行が付加されることはありません。その代わりに、ファイル内の既存の行が上書きされます。
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デバイスの停止

Jun 15, 2017

ときどき、実際には停止しているターゲットデバイスがアクティブと表示されることがあります。これはデータベース内で
状態レコードが正しく更新されていないために発生します。データベース内でターゲットデバイスを停止状態にするには、
次の手順に従います。

1. コンソールで停止状態にするターゲットデバイスを右クリックして、［デバイスを停止状態にする］を選択します。確認
ダイアログボックスが開きます。

2. ［OK］をクリックしてデバイスを停止状態にします。
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ターゲットデバイスプロパティ

Jun 15, 2017

注：次のデバイスプロパティのいずれかを変更したときにターゲットデバイスがアクティブであった場合は、再起動が必要
です。
起動元
MAC

ポート
このデバイスのvDisk

次の表は、ターゲットデバイスに関連するプロパティを示しています。

でのデータソース名

ターゲットデバイスの名前またはターゲットデバイスを使用するユーザーの名前です。最長で15バイトの名前を付けることが
できます。ただし、ターゲットデバイスの名前はイメージを作成するコンピューターと同じ名前にはできません。
注：ターゲットデバイスがWindowsドメインに属す場合は、ドメイン内での名前を使用します。ただし、その名前がイメー
ジを作成するコンピューターの名前と同じである場合を除きます。vDiskからターゲットデバイスが起動するとき、ここで入
力した名前がターゲットデバイスのコンピューター名になります。
説明

このターゲットデバイスに関連付ける説明です。
公開キー基盤（PKI）の各証明書に同じパスワードを使用する場合は「

このターゲットデバイスのアクセスの種類をボックスの一覧から選択します。次のオプションがあります。
保守：vDiskの新しい保守バージョンに更新を適用する保守デバイスとしてこのターゲットデバイスを使用するには、このオ
プションを選択します。保守デバイスには保守バージョンへの排他的な読み取り/書き込みアクセス権限があります。

テスト：テストモードのバージョンにアクセスするためにこのターゲットデバイスを使用するには、このオプションを選択し
ます。バージョンを実稼働マシンにリリースする前に、標準イメージモードのvDiskバージョンの品質保証テストを円滑に実
行するため、テストデバイスにはvDiskのテストバージョンへの共有の読み取り専用アクセス権限があります。

実稼働：ターゲットデバイスで現在実稼働モードの割り当て済みvDiskをストリーム配信できるようにするには、このオプ
ションを選択します。実稼働デバイスにはvDiskの実稼働バージョンへの、共有の読み取り専用アクセス権限があります。実
稼働デバイスには保守またはテストバージョンへのアクセス権限がありません。これにより、テストされていない更新が誤っ
て実稼働マシンに展開されることを防ぎます。

新しいデバイスのデフォルトの種類は保守です。既存のデバイスのデフォルトの種類は保守です。

起動元

このターゲットデバイスで使用する起動方法です。vDisk、ハードディスク、またはフロッピーディスクから起動できます。
MAC

ターゲットデバイスに搭載されているネットワークインターフェイスカードのMAC（Media Access Control：メディアアクセ
ス制御）アドレスを入力します。
ポート

UDPポート値が表示されます。
ほとんどの場合、この値を変更する必要はありません。ただし、ターゲットデバイスソフトウェアでほかのIP/UDPソフト
ウェアとの競合が発生する場合、つまり両方のソフトウェアで同じポートを共有している場合は、この値を変更する必要があ
ります。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.180https://docs.citrix.com

クラス

ディスクイメージを自動更新する場合、新しいvDiskを適切なターゲットデバイスに配信するために、クラスを使用して新し
いvDiskと配信先を一致させます。
このデバイスを無効にする

ターゲットデバイスの起動を防ぐにはこのチェックボックスをオンにします。有効かどうかにかかわらず、自動追加機能を使
用して追加される新しいターゲットデバイスのレコードがデータベースに作成されます。

このデバイスのvDisk

このターゲットデバイスに割り当てられているvDiskの一覧が表示されます。

［vDiskの割り当て］ダイアログボックスを開くには［追加］をクリックします。表示するvDiskをフィルターするには、特定
のストアとProvisioning Servicesサーバーを選択します。このターゲットデバイス使用できるすべてのvDiskを一覧表示するに
は、［すべてのストア］と［すべてのサーバー］を選択します。割り当てるvDiskを強調表示して［OK］をクリックします。

このデバイスからvDiskを削除するには［削除］をクリックします。

［ターゲットデバイス/vDiskのプリンター］ダイアログボックスを開くには［プリンター］をクリックします。このダイアロ
グボックスでは、このターゲットデバイスのデフォルトのプリンターを選択し、任意のネットワークプリンターおよびロー
カルプリンターを有効または無効にできます。

オプション

2次的な起動オプションを提供します。
起動デバイスとしてローカルハードドライブを含めます。
起動オプションとして1つまたは複数のカスタムブートストラップを含めます。

カスタムブートストラップを有効にする場合は、［追加］をクリックしてブートストラップファイル名とオプションのメ
ニューテキストを入力し、［OK］をクリックします。
複数のvDiskを割り当てたり2次的な起動オプションを有効にしたりすると、ターゲットデバイスの起動時にディスクメニュー
がユーザーに表示されます。ターゲットデバイスに表示するメニューオプション名を入力します。使用する起動オプション
をターゲットデバイスで選択できます。

既存のカスタムブートストラップのファイル名またはメニューテキストを編集するには［編集］をクリックします。

このターゲットデバイスで使用できるカスタムブートストラップファイルを削除するには［削除］をクリックします。

名前および文字列

追加できるフィールド名の数に、定まった制限はありません。ただし、［名前］ボックスに入力できるのは最大250文字、
［文字列］ボックスに入力できるのは最大1000文字です。

［名前］ボックスには任意の名前を入力できますが、同じターゲットデバイスに重複するフィールド名を定義することはでき
ません。フィールド名は大文字と小文字が区別されません。つまり、「FIELDNAME」と「fieldname」は同じ名前として扱わ
れます。フィールド名の前後に入力された空白文字は自動的に削除されます。

パーソナリティ名の冒頭に$を使用することはできません。この記号は$DiskNameや$WriteCacheTypeなどの予約された値に
使用されます。
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このタブに入力するパスワード情報は、ターゲットデバイスに初めてログオンするときにのみ入力します。Windowsアカウ
ントのログオンには影響がありません。

認証

ユーザー名とパスワードで認証する場合は、アカウントのユーザー名を入力します。ユーザーの命名方法については組織の規
則に従います。
注：ユーザー名は2文字以上40文字以下にする必要があります。ユーザー名は大文字と小文字が区別されません。
認証方法は次のとおりです。

なし
ユーザー名とパスワード
外部検証（ユーザーが指定する方法）

ユーザ名

アカウントが既に存在する場合は、ユーザー名を変更できません。
パスワード

ユーザー名とパスワードで認証する場合は、次の手順に従います。

［変更］をクリックして［パスワードの変更］ダイアログボックスを開きます。ユーザーアカウントに新しいパスワードを作
成するには、古いパスワードを入力してから、［新しいパスワード］ボックスと［パスワードの確認入力］ボックスの両方に
新しいパスワードを入力します。［OK］をクリックしてパスワードを変更します。
注：パスワードの指定方法については組織の規則に従います。パスワードは3文字以上20文字以下にする必要があります。パ
スワードは大文字と小文字が区別されます。［新しいパスワード］ボックスに入力した新しいパスワードを［パスワードの確
認入力］ボックスに再入力します。

ターゲットデバイスの状態

ターゲットデバイスの状態について次の情報が表示されます。
状態：このデバイスの現在の状態です（アクティブまたは非アクティブ）。
IPアドレス：IPアドレスまたは「不明」と表示されます。
サーバー：このデバイスと通信しているProvisioning Servicesサーバーです。
再試行：このデバイスに接続するときに許可される試行回数です。
vDisk：vDisk名または「不明」と表示されます。
vDiskバージョン：このvDiskの現在アクセスされているバージョンです。
vDiskフルネーム：現在アクセスされているバージョンのフルファイル名です。
vDiskアクセス：バージョンが実稼働、保守、またはテストのどれであるかを示します。
ライセンス情報：デバイスベンダーに応じて製品ライセンス情報が表示されます（該当なし、Desktopsライセンス、
Datacenterライセンス、XenAppライセンス、またはXenDesktopライセンス）。

ログレベル

次の中からレベルを選択するか［オフ］を選択してログを無効にします。
オフ - Provisioning Servicesサーバーでログを無効にします。
重大 - システムが正常な状態に回復できないエラーを引き起こした操作が記録されます。
エラー - エラー条件を生成した操作が記録されます。
警告 - 正常終了したが、問題のあった操作が記録されます。
情報 - デフォルトのログレベルです。操作がどのように発生したかを大まかに説明するワークフローが記録されます。
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デバッグ - 特定の操作の詳細が記録されます。デバッグは最高度のログレベルです。ログレベルをデバッグに設定する
と、ほかのすべてのレベルのログ情報もログファイルに記録されます。
トレース - すべての有効な操作が記録されます。
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Personal vDiskを使用するターゲットデバイスの構成

Jun 15, 2017

Personal vDisk機能を搭載したCitrix XenDesktopテクノロジーはエンタープライズデスクトップの高性能な仮想化ソリュー
ションです。個人用に設定されたデスクトップが必要な作業者に、プール（静的）仮想マシンによるVDIが提供されます。

Personal vDiskを使用するターゲットデバイスは、XenDesktopセットアップウィザードを使用して作成します。このウィ
ザードでは、サイトの既存のコレクションにPersonal vDisk付きのターゲットデバイスが作成および追加され、そのデバイス
に既存の共有モードのvDiskが割り当てられます。

ウィザードでは、各デバイスに関連付ける仮想マシンも作成されます。Citrix Desktop Studioでユーザーとデスクトップの割
り当てが保持される種類（静的割り当て）のカタログを使用すると、新しいセッションでも前回と同じデスクトップにユー
ザーが割り当てられます。さらに、ログオン前に各ユーザー専用のストレージディスクが作成され、デスクトップセッショ
ンで追加された個人用設定がそのディスク上に格納されます。個人用設定に含まれるのは、vDiskイメージまたはデスクトッ
プに対するアプリケーション設定、追加、削除、修正、ドキュメントなどの、イメージ更新以外の変更です。

Personal vDiskを使用するターゲットデバイスは、Personal vDiskを使用するほかのターゲットデバイスからのみプロパティを
継承することができます。

Personal vDiskを使用するターゲットデバイスのプロパティを構成したり表示したりするには、Provisioning Servicesコンソー
ルの［Personal vDisk付きデバイスプロパティ］ダイアログボックスを使用します。

［全般］タブ

読み取り専用のフィールドを更新するには、デバイスを削除してXenDesktopセットアップウィザードで再作成する必要があ
ります。

でのデータソース名

ターゲットデバイスの名前またはターゲットデバイスを使用するユーザーの名前です。最長で15バイトの名前を付けることが
できます。ただし、ターゲットデバイスの名前はイメージを作成するコンピューターと同じ名前にはできません。このフィー
ルドは読み取り専用です。

ターゲットデバイスがWindowsドメインに属している場合は、そのドメインでの名前を使用する必要があります（その名前
がイメージを作成するコンピューターの名前と同じである場合を除く）。vDiskからターゲットデバイスが起動するとき、こ
こに表示される名前がターゲットデバイスのコンピューター名になります。

説明

このターゲットデバイスに関連付ける説明です。
MAC

ターゲットデバイスに搭載されているネットワークインターフェイスカードのMAC（Media Access Control：メディアアクセ
ス制御）アドレスです。このフィールドは読み取り専用です。
ポート

UDPポート値が表示されます。
ほとんどの場合、この値を変更する必要はありません。ただし、ターゲットデバイスソフトウェアでほかのIP/UDPソフト
ウェアとの競合が発生する場合、つまり両方のソフトウェアで同じポートを共有している場合は、この値を変更する必要があ
ります。

vDisk

このデバイスで使用するvDiskの名前です。このフィールドは読み取り専用です。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-xendesktop-setup-wizard-readme.html
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変更

このデバイスに割り当てるvDiskを変更します。［vDiskの割り当て］ダイアログボックスが開き、割り当てられているvDisk

の［ストア］情報が表示されます。割り当てるvDiskを変更する場合は、現在割り当てられているvDiskと同じ基本イメージの
vDiskを選択する必要があります。
Personal vDiskドライブ

Personal vDiskに割り当てられるドライブ文字です。デフォルトはP:です。許可される文字の範囲はE:からU:およびW:からZ:で
す。このフィールドは読み取り専用です。

［パーソナリティ］タブ

名前および文字列

追加できるフィールド名の数に、定まった制限はありません。ただし、［名前］ボックスに入力できるのは最大250文字、
［文字列］ボックスに入力できるのは最大1000文字です。

［名前］ボックスには任意の名前を入力できますが、同じターゲットデバイスに重複するフィールド名を定義することはでき
ません。フィールド名は大文字と小文字が区別されません。つまり、「FIELDNAME」と「fieldname」は同じ名前として扱わ
れます。フィールド名の前後に入力された空白文字は自動的に削除されます。

パーソナリティ名の冒頭に$を使用することはできません。この記号は$DiskNameや$WriteCacheTypeなどの予約された値に
使用されます。

［状態］タブ

ターゲットデバイスの状態

ターゲットデバイスの状態について次の情報が表示されます。
状態：このデバイスの現在の状態です（アクティブまたは非アクティブ）。
IPアドレス：IPアドレスまたは「不明」と表示されます。
サーバー：このデバイスと通信しているProvisioning Servicesサーバーです。
再試行：このデバイスに接続するときに許可される試行回数です。
vDisk：vDisk名または「不明」と表示されます。
vDiskバージョン：このvDiskの現在アクセスされているバージョンです。
vDiskフルネーム：現在アクセスされているバージョンのフルファイル名です。
vDiskアクセス：実稼働バージョンであることを示します（保守またはテストであることはありません）。
ライセンス情報：デバイスベンダーに応じて製品ライセンス情報が表示されます（該当なし、Desktopsライセンス、
Datacenterライセンス、XenAppライセンス、またはXenDesktopライセンス）。

［ログ］タブ

ログレベル

次の中からレベルを選択するか［オフ］を選択してログを無効にします。
オフ：Provisioning Servicesサーバーでログを無効にします。
重大：システムが正常な状態に回復できないエラーを引き起こした操作が記録されます。
エラー：エラー条件を生成した操作が記録されます。
警告：正常終了したが、問題のあった操作が記録されます。
情報：デフォルトのログレベルです。操作がどのように発生したかを大まかに説明するワークフローが記録されます。
デバッグ：特定の操作の詳細が記録されます。デバッグは最高度のログレベルです。ログレベルをデバッグに設定する
と、ほかのすべてのレベルのログ情報もログファイルに記録されます。
トレース：すべての有効な操作が記録されます。

Personal vDiskのテストモード
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Personal vDiskテストデバイスを使って、テスト環境内でPersonal vDiskデバイスのvDisk更新をテストします。その後で、
Personal vDisk実稼働環境内で実際の環境との互換性をテストすることができます。

注意事項

Personal vDiskデバイスおよびプロダクションデバイスをテストできます。
プライベートイメージまたは保守バージョンのイメージをPersonal vDiskデバイスで起動しようとすると、エラーメッセー
ジが表示されます。プライベートイメージや保守バージョンのイメージを起動できるのは、Personal vDiskを持たないデバ
イスのみです。
vDiskの割り当てを変更するには、Provisioning Servicesコンソールで以下のいずれかの操作を行います。
［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスの［vDisk］タブで割り当てを変更します。詳しくは、「ター
ゲットデバイスプロパティ」を参照してください。
ターゲットデバイスプロパティをコピーして貼り付けます。詳しくは、「ターゲットデバイスプロパティのコピーと貼
り付け」を参照してください。
vDiskをコレクションまたはビューまでドラッグします。

Personal vDiskデバイスのvDisk割り当てを変更すると、警告メッセージが表示されます。
Personal vDiskデバイスの種類を変更するには、Stream ServiceとSOAP Serverを実行するユーザーアカウントに追加の権限
が必要になります。

Provisioning Servicesサーバー上のローカルの管理者権限。
XenDesktopの完全な管理者権限。
XenDesktopデータベースに対する完全なアクセス権（これはXenDesktopの要件でもあります）。

マージする場合、デバイスが自動的に再起動され、Personal vDiskで必要に応じてインベントリが実行されます。
カタログ内でPersonal vDiskデバイスの少数のグループを指定してテストモードにすることをお勧めします。また、ユー
ザーがこのデスクトップグループを使用しない間は、グループをメンテナンスモードにしておきます。これにより、
XenDesktopの電源管理機能によりデバイスの電源がオンになったりオフになったりすることを避けることができ、マージ
を正しく行うことができます。
Studioのデフォルトでは、Personal vDiskステージの情報は表示されません。この情報用の列を一覧に追加してください。
Personal vDiskのテストモード環境では、2つのカタログが必要です。1つはPersonal vDiskテストデバイス用で、もう1つは
Personal vDiskプロダクションデバイス用です。Personal vDiskのテストデバイスとプロダクションデバイスの両方が含ま
れているカタログでこの機能を使用すると、Personal vDiskプロダクションデバイスをテストデバイスに変更するときにそ
のカタログのすべてのデバイスが再起動されます。Personal vDiskプロダクションデバイスをテストデバイスに変更してか
らテストバージョンのvDiskを作成してください。

Personal vDiskを使用するターゲットデバイスへのvDiskの割り当てまたは再割り当て

Personal vDiskを使用するターゲットデバイスに、同じ基本vDisk（.vhdx）から作成したほかのvDiskを割り当てることができ
ます。たとえば、既存のvDiskを更新する場合は、ターゲットデバイスに割り当てられているvDiskのコピーを作成し、その
vDiskを更新してターゲットデバイスに割り当てます。

vDiskを割り当てまたは再割り当てするには
1. ［Personal vDisk付きデバイスプロパティ］ダイアログボックスの［全般］タブで、［変更］をクリックします。デフォル
トでは、［vDiskの割り当て］ダイアログボックスが開き、現在のvDiskストアの場所とそのストアで使用可能なすべての
vDiskの一覧が表示されます（現在割り当てられているvDiskは表示されません）。

2. ［フィルター］セクションでは、以下の操作が可能です。
1. vDiskストアの場所を変更する。
2. 特定の配信サーバーのvDiskだけを一覧に表示する。

3. ターゲットデバイスに割り当てるvDiskを選択します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper/pvs-target-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper/pvs-target-properties-copy-paste.html
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vDiskの管理

Aug 31, 2017

vDiskはvDiskライフサイクルを通じて管理されます。Provisioning Servicesでは完全なイメージライフサイクル、つまり、vDisk
を初めて作成するところから、展開、それに続く更新、そして最後の撤去までがサポートされます。vDiskのライフサイクル
には、次の4つの段階があります。
1. 作成
2. 展開
3. のアップデート
4. 撤去

vDiskの作成
vDiskを作成するには、イメージ作成用のマスターターゲットデバイスを準備し、vDiskを格納するvDiskファイルを作成および
構成し、vDiskファイルにマスターターゲットデバイスのイメージを作成する必要があります。これにより、新しい基本vDisk

イメージが作成されます。この 処理はイメージ作成ウィザードを使用して自動的に実行することも、手動で実行することも
できます。Provisioning Servicesでは、単一のターゲットプラットフォームまたは複数のターゲットプラットフォームで使用
する共通イメージを作成することもできます。詳しくは、「vDiskの作成」を参照してください。

vDiskの展開
vDisk基本イメージを作成したら、デバイスに割り当てて展開します。1つのデバイスに複数のvDiskを割り当てることができま
す。デバイスを開始すると、割り当てられたvDiskが起動します。起動モードには、プライベートイメージモード（単一のデ
バイスがアクセスする、読み取り/書き込みが可能なモード）または標準イメージモード（複数のデバイスがアクセスする、
キャッシュオプションを伴うモード）の2種類があります。詳しくは、「vDiskを展開する時の前提条件」を参照してくださ
い。

vDiskの更新
イメージに最新のソフトウェアとパッチを含めるために、既存のvDiskを更新する必要がしばしば出てきます。手動で更新す
ることも、vDisk更新の管理機能を使用して更新処理を自動化することもできます。vDiskを更新するたびに、新しいバージョ
ンが作成されます。ターゲットデバイスの種類とバージョン 分類に基づいて、 異なるデバイスから異なるバージョンにアク
セスできます。保守デバイスには、 最新の保守バージョンに対する排他的な読み取り/書き込みアクセス権限があります。テ
ストデバイスには、 テストバージョンに対する共有の読み取り専用アクセス権限があります。実稼働デバイスには、実稼働
バージョンに対する共有の 読み取り専用アクセス権限があります。バージョンは ［vDiskバージョン］ダイアログボックスで
作成し管理します。更新は、バージョンをマージした結果である可能性もあります。vDiskの更新について詳しくは、「vDisk

の更新」を参照してください。

vDiskの撤去
vDiskを撤去するということは、削除することと同じです。差分および基本イメージファイル、プロパティファイル、および
ロックファイルを含む、VHDXチェーン全体が削除されます。詳しくは、「vDiskの撤去または削除」を参照してください。

注意
vDiskのライフサイクルを通じて実行するこれらのvDiskタスクのほかにも、実行できるvDiskの保守タスクがあります。これには、

vDiskのインポートまたはエクスポート、vDiskのバックアップ、複製、および負荷分散などがあります。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-vdisks/vdisks-deploy-prerequisites.html
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vDiskの作成

Jun 15, 2017

このセクションでは、新しい基本vDiskイメージの作成に必要な情報とタスクについて説明します。

vDiskはターゲットデバイスのハードディスクとして機能する、Provisioning Servicesサーバーまたは共有ストレージデバイス
に存在するディスクイメージファイルです。vDiskは、VHDXベースのイメージファイル、関連するプロパティファイル
（.pvp）、さらに当てはまる場合は、参照されるVHDX差分ディスク（.avhdx）のチェーンから構成されます。

vDiskのイメージファイルを作成するときは次のことに注意します。
Provisioning Servicesサーバーまたはストレージデバイスに十分な領域がある限りは、必要な数のvDiskのイメージファイル
を作成できます。
vDiskファイルの形式は、MicrosoftオペレーティングシステムではFATおよびNTFSです。
vDiskの格納に使用するファイルシステムに応じて、1つのVHDXファイル（vDisk）のサイズの上限が決まります。NTFSで
は2TB、FATでは4096MBです。
1つのvDiskを複数のターゲットデバイスで共有する（標準イメージ）ことも、単一のターゲットデバイスからのみアクセス
する（プライベートイメージ）こともできます。

新しいvDiskの作成は、vDiskのライフサイクルの第1段階です。基本的にvDiskを作成するには、イメージ作成用のマスター
ターゲットデバイスを準備し、vDiskを格納するvDiskファイルを作成および構成して、vDiskファイルにマスターターゲットデ
バイスのイメージを作成する必要があります。これにより、新しい基本vDiskイメージが作成されます。この処理はイメージ
作成ウィザードを使用して自動的に実行することも、手動で実行することもできます。Provisioning Servicesでは、単一のター
ゲットプラットフォームまたは複数のターゲットプラットフォームで使用する共通イメージを作成することもできます。

注意
管理者の役割によって、コンソールに表示される項目と実行できるタスクが決まります。たとえば、サイト管理者はサイト内のvDisk

を表示し管理できます。ただし、ファーム管理者がサイトをストアの保有サイトに設定していなければ、サイト管理者はストアの管

理タスクを実行できません。

ヒント
CitrixはvDiskの自動記録のみをサポートします。追加の手順には、記録中のマシンに接続されたvDiskが必要です（これにより、

P2PVSスイッチをP2PVSまたはImagingWizardで使用できるようになります）。これらのシナリオに対応するには、自動化手順を使用

してください。

次の図は、vDiskを自動および手動で作成するために必要な手順の概要を示しています。

イメージ作成ウィザードを使用したvDiskイメージの自動作成

新しいvDiskを作成するときはこの方法をお勧めします。
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注：基本vDiskイメージに最適なオペレーティングシステムと必要なアプリケーションをインストールして構成することによ
り、物理的または仮想のマスターターゲットデバイスを準備します。詳しくは、「イメージ作成に向けたマスターターゲット
デバイスの準備」を参照してください。
マスターターゲットデバイスのイメージを作成するには、イメージ作成ウィザードを実行します。すると、新しいvDiskファ
イルが自動的にProvisioning Servicesサーバーまたは共有ストレージに作成され、そのファイルにマスターターゲットデバイス
のイメージが作成されます。

vDiskファイルの手動作成およびProvisioning Servicesイメージ作成ツールによるイメージ作成

これは新しいvDiskを作成するときのオプションの方法です。

1. 基本vDiskイメージに最適なオペレーティングシステムと必要なアプリケーションをインストールして構成することによ
り、物理的または仮想のマスターターゲットデバイスを準備します。Provisioning Servicesサーバーまたは共有ストレージ
にvDiskファイルを作成します。このファイルはvDiskを提供するすべてのProvisioning Servicesサーバーからアクセスできる
必要があります。ファイルを手動でマウントし、フォーマットし、マウントを解除する必要があります。これはコンソー
ルまたはターゲットデバイスで実行できます。
注：vDiskファイルを作成するには、コンソールでvDiskプールまたはストアを右クリックして［vDiskの作成］を選択しま
す。いったんvDiskを作成した後は、サイトのvDiskプールまたはファーム内のストアが選択されているときに、詳細ペイン
に表示されます。
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2. Provisioning Servicesイメージ作成ツールを使用して、新しいvDiskファイルにマスターターゲットデバイスのイメージを作
成します。
注：イメージ作成ツールで物理マシンを仮想マシンに変換する場合は、Windowsを実行するオンラインの物理マシンを、
サーバーまたはデスクトップワークロードとしてXenServer仮想マシンまたはProvisioning Services vDiskに変換できます。
イメージ作成ツールで仮想マシンを別の種類の仮想マシンに変換する場合は、任意のゲストオペレーティングシステムを
実行するオフラインの仮想マシンまたはディスクを、サーバーまたはデスクトップワークロードとしてXenServer仮想マシ
ンに変換できます。
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vDiskファイルの手動作成

Jun 15, 2017

新しいvDiskファイルの作成

1. コンソールツリーでvDiskを追加するサイトのvDiskプールを右クリックし、［vDiskの作成］を選択します。［vDiskの作
成］ダイアログボックスが開きます。

2. サイトのvDiskプールからこのダイアログボックスにアクセスした場合は、ボックスの一覧でvDiskを追加するストアを選択
します。ストアからこのダイアログボックスにアクセスした場合は、ボックスの一覧でvDiskを追加するサイトを選択しま
す。

3. ［vDiskの作成に使用するサーバー］ボックスの一覧でvDiskを作成するProvisioning Servicesサーバーを選択します。
4. vDiskのファイル名を入力します。オプションで、vDiskの説明を［説明］ボックスに入力します。
5. ［サイズ］ボックスでvDiskファイルに割り当てる適切なサイズを選択します。vDiskを格納するディスクがNTFSでフォー
マットされている場合は、上限は約2TBです。FATファイルシステムでは、上限は4096MBです。

6. ［VHDX形式］ボックスの一覧で［固定］または［動的］（SCSIをエミュレートするVHDXでは2040GB、IDEをエミュレー
トするVHDXでは127GBです）のどちらかの形式を選択します。［VHDX形式］が［動的］である場合は、［VHDXブロッ
クサイズ］ボックスの一覧から［2MB］または［16MB］を選択します。

7. ［vDiskの作成］をクリックすると、進行状況を示すダイアログボックスが開きます。ディスクサイズとそのほかの要素に
よっては、vDiskの作成に数分かかる可能性があります。vDiskが作成されると、コンソールの詳細ペインに表示され、
フォーマットできるようになります。

8. コンソールでvDiskを右クリックし、［vDiskのマウント］を選択します。正常にマウントされると、vDiskアイコンにオレン
ジ色の矢印が表示されます。

ターゲットデバイスがProvisioning Servicesデータベースになければ、vDiskイメージを割り当てたり、ターゲットデバイスを
vDiskから起動したりすることはできません。ターゲットデバイスを作成したら、コンソールでハードディスクから起動す
るオプションを選択します。
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共通vDiskイメージ機能について

Jun 15, 2017

共通イメージ機能により、単一のvDiskを複数のターゲットデバイスプラットフォームでサポートできます。これにより、管
理者が保守する必要のあるvDiskの数を大幅に減らすことができます。共通イメージの作成手順は、ターゲットデバイスプ
ラットフォームによって異なります。

サポートされるターゲットデバイスプラットフォームは次のとおりです。
XenServer仮想マシンと物理デバイスの組み合わせ（仮想-仮想、仮想-物理）。詳しくは、「XenServer仮想マシンと物理デ
バイス、またはブレードサーバーで使用する共通イメージの作成」参照してください。
複数の種類の物理デバイス（異なるマザーボード、ネットワークカード、ビデオカード、およびそのほかのハードウェア
デバイス）。詳しくは、「複数の種類の物理デバイスで使用する共通イメージの作成」を参照してください。
ブレードサーバー。詳しくは、「XenServer仮想マシンと物理デバイス、またはブレードサーバーで使用する共通イメージ
の作成」を参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisk-create-new-wrapper/pvs-vdisks-common-image-vm-physical.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisk-create-new-wrapper/pvs-vdisks-common-image-create.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisk-create-new-wrapper/pvs-vdisks-common-image-vm-physical.html
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XenServer仮想マシンと物理デバイス、またはブレード
サーバーで使用する共通イメージの作成

Jun 15, 2017

XenServer Platinum Editionでは、同じワークロードイメージから物理サーバーと仮想サーバーをプロビジョニングできます。

前提条件

XenServer Platinum Editionの適切なライセンス。
ローカルネットワークでのPXEサポート。
ローカルネットワークにDHCPをインストールして構成する必要があります。

次のいずれかのターゲットデバイスプラットフォームを選択します：

物理または仮想サーバーから起動する共通イメージを作成します。
ブレードサーバーから起動する共通イメージを作成します。

物理または仮想サーバーから起動する共通イメージの作成

物理または仮想マシンから起動する共通イメージを作成するには、次の手順に従います。

マスターターゲットデバイスの準備

サポートされるWindowsオペレーティングシステムと最新の更新プログラムおよびデバイスドライバーを、物理マシンにイ
ンストールします。この物理マシンがマスターターゲットデバイスの役割を果たします。

Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアのインストール

1. ローカルへのインストール特権を持つドメイン管理者またはドメインユーザーとして、マスターターゲットデバイスにロ
グオンします。

2. 物理マシンにProvisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
3. 画面の指示に従ってインストールのデフォルト設定を受け入れます。
4. 画面上の要求に従い、ハードディスクドライブからマスターターゲットデバイス起動します。

XenConvertソフトウェアのインストール

XenConvertソフトウェアとそのインストール手順は、Provisioning ServicesまたはXenServerの製品ダウンロードサイトからダ
ウンロードできます。

ターゲットデバイスにXenConvertをインストールしたら、次の作業を行います。
1. ターゲットデバイスでXenConvertを実行して、物理マシンをXenServer仮想マシンに変換します。
2. 仮想マシンのvCPU設定を物理システムのvCPU設定と同じに設定します。
注：この手順はNT5 オペレーティングシステムにとって重要です。

3. XenServer仮想マシンのMAC（NICの物理システムMACアドレスが使用されます）を変更するか、NICを削除して新しいNIC

を追加します。
4. XenServer仮想マシンを再起動します。

XenServer Toolsのインストール

1. ローカルへのインストール特権を持つドメイン管理者またはドメインユーザーとして、マスターターゲットデバイスにロ
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グオンします。
2. windows-pvdrivers-xensetup.exeを実行します。このファイルはXenServer製品インストールCDまたは製品ダウンロードサ
イトから入手できます。Citrix XenServer Windows Toolsのセットアップの警告ダイアログボックスが開きます。

3. ［Yes］をクリックしてインストールを続行します。
4. 画面の指示に従ってデフォルト設定を選択します。［Choose Install Location］ダイアログボックスで［Install］をク
リックします。

5. Windowsプラグアンドプレイのダイアログボックスが開いたら、ドライバーを自動的に検索するオプションを選択しま
す。

6. 未署名のドライバーのインストールを確認するダイアログボックスが開いたら、［Yes］をクリックします。
7. 再起動を確認するダイアログボックスが開いたら、マスターターゲットデバイスを再起動します。
8. Provisioning ServicesがXenServer NICおよび物理システムNICと問題なく結合したか確認します。

Provisioning Servicesのマスターターゲットデバイスのイメージ作成

Provisioning Servicesのイメージ作成ウィザードかXenConvertを使用して、XenServer仮想ディスクイメージを作成します。
vDiskイメージを作成するときは、ターゲットデバイスの設定を最適化することを選択する必要があります。そうしなけれ
ば、仮想マシンが起動しない可能性があります。

XenServer仮想イメージが正常に作成されたら、物理マシンと標準イメージモードの仮想マシンの両方を再起動します。

Provisioning Servicesイメージ作成ウィザードの使用について詳しくは、「イメージ作成ウィザードによる新しいvDiskの作
成」を参照してください。XenConvertを使用したXenServer仮想ディスクイメージの作成について詳しくは、Provisioning

ServicesまたはXenServer製品ダウンロードサイトのXenConvert製品ドキュメントを参照してください。

ブレードサーバーから起動する共通イメージの作成

さまざまな機種のブレードサーバーから起動する共通イメージを共通ハードドライブを使って作成するには、次の手順に従い
ます。

1. コンソールを使って新しいvDiskファイルを作成します。
2. ブレードサーバーにログオンし、次の新しいシステムを作成します：

1. 新しいマシン上にオペレーティングシステムをインストールします。
2. HP System Packをインストールします（すべてのドライバーをインストール）。
3. すべての必要なWindows更新プログラムをインストールします。
4. Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。

3. 新しいシステムのハードディスクドライブからPXEが起動したら、システムがvDiskを認識できるか確認します。vDiskは
パーティションとして"マイコンピューター"から表示されます。

4. RAIDシステムのHDDまたはHDDをほかのシステム（通常はより古いシステム）に物理的に移動します。
5. 新しいシステムのハードディスクドライブから起動します。
6. Windowsがドライバーをインストールした後、画面に表示に従って再起動します。
7. NICドライバーが正常にインストールされているか確認します。
8. 2つ目のシステム上のハードディスクドライブからPXEで起動します。
9. Provisioning Servicesのイメージ作成ウィザードかXenConvertを使用して、vDiskイメージを作成します。

10. イメージ作成が完了したら、システムをシャットダウンします。
11. 両方のシステムをvDiskから起動するように設定します。
12. コンソールで、ローカルハードディスクドライブ上の標準のキャッシュにvDiskモードを変更します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-vdisks-image-wizard.html
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複数の種類の物理デバイスで使用する共通イメージの
作成

Jun 15, 2017

共通NIC手法を使うと、複数の異なるマザーボード、ネットワークカード、ビデオカード、およびそのほかのハードウェアデ
バイスを、単一のvDiskで同時にサポートすることができます。その結果、単一のvDiskを異なるターゲットデバイスで使用で
きるため、管理者が保守する必要のあるvDiskの数を非常に減らすことができます。

前提条件

共通イメージを使用するすべてのターゲットデバイスのHALが一貫していること、つまり論理プロセッサ数が同じであるこ
とを確認します。
注：単一プロセッサでハイパースレッディングが可能なシステムは、ハイパースレッディングをBIOSで有効にすると、2

つの論理プロセッサを持つとみなされます。
BIOS構造は起動処理中にオペレーティングシステムに提示されますが、標準イメージを共有するすべてのターゲットデバ
イスで同じ形式である必要があります。BIOS構造にはマザーボードに接続されるすべてのコンポーネントの一覧が含まれ
ます。これにより、適切なドライバーがロードされ、コンポーネントが正常に動作します。
3Com Managed PC Boot Agent（MBA）またはPXE準拠のNICを使用できるようにします。このカードは、共通イメージの
作成処理中に各ターゲットデバイスに挿入する共有NICです。
すべての最新のデバイスドライバーを各ターゲットデバイスにインストールします。
共通イメージを構成した後でデバイスが応答しない場合は、デバイスドライバーが不足しています。たとえば、共通イメー
ジを割り当てたターゲットデバイスのUSBマウスとキーボードが応答しない場合は、ターゲットデバイスのチップセットに
対応するドライバーをインストールしていないためであると考えられます。デバイスマネージャーを開いて、黄色い感嘆符
がどのデバイスにも、特にUSBルートハブとコントローラーに表示されていないことを確認します。
最新のマザーボードチップセットを搭載しているターゲットデバイスを特定します。共通イメージの作成処理中に、この
ターゲットデバイスを最初のターゲットデバイスとして使用します。最新のIntelチップセットドライバーには常に以前の
バージョンのチップセットのすべてのドライバーが含まれているので、共通イメージの作成中に同じ数のドライバーをイ
ンストールする必要がありません。
最初のターゲットデバイスを除き、共通イメージを使用するすべてのターゲットデバイスで内蔵NICを無効にします。最初
のターゲットデバイスの内蔵NICは有効のままにしておきます。これにより、共通イメージの作成処理中に使用すべきNIC

にかかわる混乱を防ぐことができます。
Provisioning Servicesコンポーネントをインストールします。

共通イメージの作成

共通イメージの作成には、次の手順があります：
マスターターゲットデバイスの構成
特定のデータファイルのエクスポート
マスターターゲットデバイスの起動
共通イメージへのほかのターゲットデバイスの追加

注：重要！共通イメージを作成するときは、追加される情報を格納できる十分な領域を持つvDiskを作成します。
マスターターゲットデバイスの構成

1. 共通NICをマスターターゲットデバイスに挿入します。
2. マスターターゲットデバイスにターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。インストール中に、共通NICと内
蔵NICの両方を選択します。
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3. vDiskを作成し、マウントし、フォーマットし、マウントを解除します。共通イメージの作成処理により追加される情報を
格納できる、十分な領域を持つvDiskを作成する必要があります。

4. ターゲットデバイスでイメージ作成ウィザードを実行して、vDiskを構成します。
5. （推奨）手順3.で作成した元のvDiskのコピーを作成して、Provisioning ServicesサーバーのvDiskディレクトリに保存しま
す。

6. 最初のターゲットデバイスのC:\Program Files\Citrix\Provisioning Servicesから、CIM.exeをUSBフラッシュドライブなどの
リムーバブルストレージデバイスにコピーします。このユーティリティを使用して、異なるターゲットデバイスを共通イ
メージに含めます。

7. マスターターゲットデバイスをシャットダウンして、共通NICを取り外します。

特定のデータファイルのエクスポート

1. 共通イメージに追加するターゲットデバイスに共通NICを挿入し、ローカルハードドライブからターゲットデバイスを起動
します。
注：ターゲットデバイスにはWindowsオペレーティングシステムをインストールしておく必要がありますが、ターゲット
デバイスソフトウェアをインストールしておく必要はありません。

2. リムーバブルストレージデバイスからターゲットデバイスにCIM.exeをコピーします。
3. コマンドプロンプトでCIM.exeのあるディレクトリに移動し、次のコマンドを実行して、ターゲットデバイスから情報を抽
出して.datファイルに取り込みます。
CIM.exe e targetdeviceName.dat

ここで、targetdeviceNameは共通イメージを使用するターゲットデバイスを特定する名前です。たとえ
ばTargetDevice1.datとします。

手順3.で作成した.datファイルを、リムーバブルストレージデバイスにコピーします。

4. ターゲットデバイスをシャットダウンして、共通NICを取り外します。

注：異なるハードウェア構成のほかのターゲットデバイスを共通イメージに追加するには、デバイスごとにこの手順を繰り返
します。各.datファイルには一意の名前を付けます。
マスターターゲットデバイスの起動

1. 共通NICをマスターターゲットデバイスに再度挿入します。「マスターターゲットデバイスの構成」の手順でNICを取り外
したスロットにNICを挿入します。マスターターゲットデバイスを起動する前に、BIOSのセットアップ画面を開いて共通
NICが起動処理で使用されることを確認します。

2. 共通NICを使用して、プライベートイメージモードのvDiskからマスターターゲットデバイスを起動します。
3. CIM.exeと最初のターゲットデバイスの.datファイルを、リムーバブルストレージデバイスからマスターターゲットデバイ
スにコピーします。

4. コマンドプロンプトでCIM.exeと.datファイルのあるディレクトリに移動します。
5. 次のコマンドを実行して、.datファイルの情報を共通イメージにマージします。

CIM.exe m targetdeviceName.dat

6. マスターターゲットデバイスをシャットダウンします。

共通イメージへのほかのターゲットデバイスの追加

1. 共通イメージに含める追加のターゲットデバイスに共通NICを挿入します。「特定のデータファイルのエクスポート」の手
順でNICを取り外したスロットにNICを挿入します。

2. 共通NICを使用して、プライベートイメージモードのvDiskからターゲットデバイスを起動します。
3. Windowsにより、ターゲットデバイス上のすべてのデバイスドライバーが検出および構成されるのを待機します。これに
はしばらくかかります。新しいハードウェアの検出ウィザードが開き、新しいハードウェアのインストールを求められた
場合は、ウィザードをキャンセルして手順4.に進みます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisk-create-new-wrapper/pvs-vdisks-common-image-create.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisk-create-new-wrapper/pvs-vdisks-common-image-create.html
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注：Windowsの検出処理でも手作業でもターゲットデバイスの内蔵NICのドライバーをインストールできない場合は、共通
NICとターゲットデバイスの内蔵NICが非常に似通っており、ドライバーのインストールプログラムが両方のNICのドライ
バーを更新しようとしています。たとえば、共通NICがIntel Pro 100/sでターゲットデバイスの内蔵NICがIntel Pro 100+の
場合にこの問題が発生します。この競合を解決するには、コントロールパネルの［システム］を開き、［デバイスマネー
ジャー］をクリックします。［デバイスマネージャー］ウィンドウで内蔵NICを右クリックして［ドライバーソフトウェア
の更新］を選択し、ドライバーソフトウェアの更新ウィザードを開始します。一覧または特定の場所からインストールする
ことを選択し、NICのドライバーファイルの場所を指定します。

4. ［ネットワーク接続］を開いて内蔵NICを右クリックし、［プロパティ］を選択します（内蔵NICのアイコンには赤いX印
が付いています）。

5. ［この接続は次の項目を使用します］で［Network Stack］を選択して［OK］をクリックします。
6. コマンドプロンプトで、次のコマンドを実行します。

C:\Program Files\Citrix\Provisioning Server\regmodify.exe

注：手順4.～6.を実行したらターゲットデバイスを再起動し、Windowsにより、残りのデバイスが検出および構成されるの
を待機します。新しいハードウェアの検出ウィザードが開き、新しいハードウェアのインストールを求められた場合は、
ウィザードを実行してハードウェアをインストールします。

7. 元のvDiskを使用して、共通イメージに含める追加のターゲットデバイスのそれぞれについて手順1.～6.を繰り返します。
8. ターゲットデバイスを共通イメージに含めたら、コンソールで共通イメージのディスクアクセスモードを標準イメージモー
ドに設定し、デバイスを起動します。
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vDiskを展開するときの前提条件

Jun 15, 2017

vDiskは展開する前に構成します。構成には次のタスクが含まれます。
vDiskのアクセスモードの選択と、該当する場合はそのvDiskの書き込みキャッシュモードの選択（詳しくは、 vDiskのア
クセスモードの構成および標準vDiskイメージのキャッシュの書き込み先の選択を参照してください。
vDiskでのMicrosoftボリュームライセンスの構成（「vDiskでのMicrosoftボリュームライセンスの構成」を参照）。
該当する場合は、Active Directoryコンピューターアカウントのパスワード管理の有効化（「ドメイン管理の有効化」参
照）。
プリンター管理の有効化（「プリンターの管理」参照）。
追加設定
割り当てられたターゲットデバイスへのこのvDiskのストリーム配信の有効化および無効化（「［vDiskプロパティ］ダ
イアログボックス)」参照）。
vDisk ID情報の提供（「［vDiskプロパティ］ダイアログボックス」の「［ID］タブ」参照）。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-vdisks/vdisks-modes-configure.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/managing-vdisks/write-cache.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-os-volumelicensing.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-ad-wrapper/pvs-ad-domain-enable.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-printer-wrapper.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-properties-merrimack.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-properties-merrimack.html
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vDiskのアクセスモードの構成

Jun 15, 2017

コンソールを使用して、vDiskのアクセスモードを次の中から選択します。
標準イメージ - 複数のターゲットデバイスで共有するvDiskにはこのモードを選択します（キャッシュ書き込みオプション
が有効になります）。
プライベートイメージ - 単一のターゲットデバイスのみで使用するvDiskにはこのモードを選択します（読み取り/書き込み
アクセスが有効になります）。

標準イメージモード

標準イメージモードでは、複数のターゲットデバイスで単一のvDiskイメージを同時にストリーム配信できます。これによ
り、vDisk管理の手間とストレージ要件が軽減されます。

vDiskを標準イメージモードに構成すると、読み取り専用になります。各ターゲットデバイスで書き込みキャッシュが作成さ
れます。オペレーティングシステムに必要な書き込みは、このキャッシュに格納されます。キャッシュ書き込みにはいくつ
かのオプションがあります。vDiskが読み取り専用であるため、ターゲットデバイスが起動するときはいつでも、「クリーン
な」vDiskから起動します。コンピューターがウイルスやスパイウェアに感染した場合は、ターゲットデバイスを再起動して
イメージを戻すだけで済みます。

標準イメージモードのvDiskに更新を適用すると、基本vDiskイメージに対する変更が差分ディスクファイル（.avhdx）に記録
され、それが基本イメージの新しいバージョンになります。新しいバージョンのそれぞれは、基本イメージに直接関連付けら
れたままで残ります。バージョン管理機能により、差分ディスクに記録された更新は、実稼働デバイスで使用できるようにな
る前に段階付け（保守、テスト、実稼働）されます。あるバージョンで問題が発生した場合は、そのバージョンを取り消すだ
けで済みます。詳しくは、「vDiskの更新」を参照してください。

各ターゲットデバイスで同じvDiskが使用されますが、Provisioning Servicesにより各ターゲットデバイスにストリーム配信さ
れるイメージがカスタマイズされ、デバイスをネットワーク上で一意に識別するために必要な情報が提供されます。各デバイ
スに、追加のパーソナリティ設定を指定することもできます。この機能により、アプリケーション特有の値をデータベースに
格納し、ターゲットデバイスがロードするときにデバイス固有の値を取得することができます。詳しくは、「ターゲットデバ
イスのパーソナリティの管理」を参照してください。

プライベートイメージモード
 
プライベートイメージモードのvDiskは、通常のハードドライブがコンピューターで使用される方法にならって使用されま
す。つまり、あるプライベートイメージを1度に使用できるのは1つのターゲットデバイスのみです。
次の図は、単一の実稼働デバイスにそれぞれ割り当てられているプライベートイメージのvDisk（読み取り/書き込み可能）
と、実稼働デバイスの集合に割り当てられ共有されている標準イメージのvDisk（読み取り専用）を示しています。標準イ
メージのvDiskの書き込みキャッシュオプションに含まれるのは、サーバーへのキャッシュ、デバイスハードドライブへの
キャッシュ、またはデバイスRAMへのキャッシュです。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper/pvs-target-personality-manage.html
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vDiskモードおよび適切なキャッシュの書き込み先を構成するには
注：標準アクセスモードでサポートされるキャッシュの書き込み先のみが有効になります。
1. コンソールでアクセスモードを構成するvDiskを右クリックして［プロパティ］を選択します。［vDiskプロパティ］ダイア
ログボックスが開きます。

2. ［全般］タブをクリックし、［アクセスモード］ボックスの一覧からvDiskに適用するイメージモード（標準またはプライ
ベート）を選択します。

3. 標準イメージを選択した場合は、［キャッシュの種類］ボックスの一覧から適切なキャッシュの書き込み先を選択します
4. ［OK］をクリックして［vDiskプロパティ］ダイアログボックスを閉じます。
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標準vDiskイメージのキャッシュの書き込み先の選択

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesではいくつかのキャッシュの書き込み先オプションがサポートされます。vDiskのキャッシュの書き込み
先は［vDiskプロパティ］ダイアログボックスの［全般］タブで選択します。

考慮事項および要件：

サーバー側で永続的書き込みキャッシュを使用する場合の影響に注意してください。この機能を管理する場合、永続的
キャッシュは、未承認ユーザーが権限なしでマシンにアクセスする場所でのみ使用する必要があります。マシンはユー
ザー間で共有されていないことを確認します。
Windowsデバイスのローカルのハードドライブにキャッシュするオプションを選択する場合は、そのハードドライブが
NTFS形式でフォーマットされており、500MB以上の空き領域があることを確認してください。
標準イメージモードでターゲットデバイスのRAMにキャッシュするオプションを選択する場合、RAMの書き込みキャッ
シュの最大サイズはBNIStackパラメーターのレジストリ値WcMaxRamCacheMBにより決定されます。これはDWORD値
です。このレジストリ値が存在しない場合は、デフォルト値は3584MBです。
Provisioning Services 7.7でMicrosoft System Center Configuration Manager（ConfigMgr）クライアントを使用する場合の
サポート状況は以下のとおりです。

Conf igMgrク
ライアント

デバイスハードドライブに
キャッシュする

ハードディスクへのオーバーフローありでデバ
イスRAMにキャッシュする

デバイスRAMに
キャッシュする

ConfigMgr

2007 - すべて
サポートされません サポートされません サポートされませ

ん

ConfigMgr

2012

サポートされます サポートされます サポートされませ
ん

ConfigMgr

2012 SP1

サポートされます サポートされます サポートされませ
ん

ConfigMgr

2012 R2

サポートされます サポートされます サポートされませ
ん

Conf igMgrクライ
アント

サーバーにキャッ
シュする

サーバーに永続的にキャッ
シュする

デバイスハードドライブに永続的に
キャッシュする

ConfigMgr 2007 -

すべて
サポートされません サポートされません サポートされません

ConfigMgr 2012 サポートされません サポートされません サポートされません

ConfigMgr 2012

SP1

サポートされません サポートされません サポートされません

ConfigMgr 2012 R2 サポートされません サポートされません サポートされません
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書き込みキャッシュの各オプションについては、以下のセクションを参照してください。

注意
Provisioning Servicesのバージョン7.12では、Linuxストリーミング機能が導入されました。この機能を使用する場合、Linuxターゲッ

トデバイスのキャッシュオプションは、Windowsデバイスで構成できるオプションと同一であることに注意してください。Linuxス

トリーミング機能について詳しくは、「インストール」を参照してください。

デバイスハードドライブにキャッシュする

書き込みキャッシュはターゲットデバイスのハードドライブ上のNTFS形式のファイルとして作成できます。この書き込み
キャッシュオプションでは、Provisioning Servicesサーバーのリソースが解放されます。書き込み要求を処理する必要がな
く、RAMの制限がないためです。

この機能を有効にするためにハードドライブにソフトウェアを追加する必要はありません。

注意
vDiskがプライベートイメージモードでない場合、書き込みキャッシュファイルは一時ファイルです。

デバイスハードドライブに永続的にキャッシュする（実験段階）

キャッシュが永続する以外は、［デバイスハードドライブにキャッシュする］オプションと同じです。この書き込みキャッ
シュ方法は実験的な機能であり、NT6.1以降でのみサポートされます。この方法を使用するには異なるブートストラップも必
要です。コンソールで正しいブートストラップを選択するには、Provisioning Servicesサーバーを右クリックして［ブートスト
ラップの構成］を選択します。［全般］タブで［ブートストラップファイル］ボックスの一覧からCTXBP.BINを選択します。
vDisk全体を格納するローカルの（クライアント側の）ハードディスクドライブに十分な空き領域を確保することをお勧めし
ます。

デバイス RAMにキャッシュする

書き込みキャッシュはターゲットデバイスのRAM上の一時ファイルとして作成できます。このオプションではディスクアク
セスの速度が最高になります。ディスクよりメモリにアクセスする速度の方が常に速いためです。

ハードディスクへのオーバーフローありでデバイスRAMにキャッシュする

この書き込みキャッシュの方法では、VHDX差分形式が使用されます。

RAMがゼロのとき、ターゲットデバイスの書き込みキャッシュはローカルディスクにのみ書き込まれます。
RAMがゼロではないとき、ターゲットデバイスの書き込みキャッシュはまずRAMに書き込まれます。RAMがいっぱいのと
き、より新しいデータをRAMに格納するため、最も長く使用されていないデータブロックがローカルの差分ディスクに書
き込まれます。指定されるRAMサイズは、ターゲットデバイスで消費される非ページカーネルメモリです。

「デバイスハードドライブにキャッシュする」オプションと比較すると、VHDXブロックフォーマットはより早くファイルが
拡張されます。ワークロードのストリーミング配信に対応するため、ローカルディスクの空き領域を再検討する必要がありま
す。要求度の高いワークロード条件でターゲットデバイスの信頼性を確保するため、ローカルディスクの空き領域がvDiskの
キャパシティサイズよりも大きくなるように構成することをお勧めします。

ローカルディスクの空き領域が不足すると、ターゲットデバイスのvDisk IOが一時停止状態になり、ローカルディスクで十分

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/install-linux-streaming-component.html#par_richtext_d0d8
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な空き領域が使用可能になるまで動作しなくなります。これにより、ワークロードの継続性が影響を受けます。十分な空き領
域をローカルディスクに割り当ててください。

指定するRAMの量によりローカルディスクの空き領域要件が変わることはありません。より多くのRAMを割り当てると一時
的にvDisk IOがRAM内にキャッシュされ、その後ですべてのデータがVHDXファイルに書き込まれます。RAMの量を増やすこ
とでVHDXの初期拡張率を抑えることができます。

サーバーにキャッシュする

書き込みキャッシュはProvisioning Servicesサーバー上の一時ファイルとして作成できます。この構成では、すべての書き込
みがProvisioning Servicesサーバーによって制御されます。この処理によりディスクの入出力とネットワークトラフィックが
増加する可能性があります。

セキュリティを高めるため、Provisioning Servicesサーバーを構成して書き込みキャッシュファイルを暗号化できます。書き
込みキャッシュファイルは再起動と再起動の間にもハードドライブ上に存在するため、ハードドライブの盗難に備えてデータ
を暗号化します。

サーバーに永続的にキャッシュする

このキャッシュオプションでは、再起動の間の変更を保存できます。このオプションを使用すると、前回のセッションによ
り生じた読み取り専用のvDiskイメージとの相違点を、ターゲットデバイスの再起動後に取得できます。vDiskを［サーバーに
永続的にキャッシュする］オプションに設定すると、そのvDiskにアクセスするターゲットデバイスごとに、デバイス固有の
書き込み可能なディスクファイルが自動的に作成されます。vDiskイメージに加えられるすべての変更がそのファイルに書き
込まれます。ファイルがシャットダウン時に自動的に削除されることはありません。

ファイルの名前にはターゲットデバイスのMACアドレスとディスクIDが含まれるため、ターゲットデバイスが一意に特定さ
れます。ターゲットデバイスを複数のvDiskに割り当て、デバイスに関連付けられるキャッシュファイルを複数持たせること
ができます。

サーバーに永続的にキャッシュするvDiskを復元するには、vDiskを変更する前に必ずすべてのvDiskファイルおよび関連付けら
れているユーザーキャッシュファイルをバックアップしてください。

このキャッシュオプションを使用すると、次のような利点があります。
ターゲットデバイス特有の変更をvDiskイメージに保存できます。
標準イメージモードと同じ利点があります。

このキャッシュオプションを使用すると、次のような弱点があります。
キャッシュファイルはそのファイルが有効な間のみ使用できます。vDiskにどのような変更を加えた場合も、キャッシュ
ファイルは無効になります。たとえば、vDiskがプライベートイメージモードに設定されると、関連付けられているすべて
のキャッシュファイルが無効になります。

注意
無効なキャッシュファイルは削除されません。これらのファイルは定期的に手動で削除する必要があります。

キャッシュファイルは次のような変更により無効になります。

保守状態へのvDiskの切り替え
プライベートイメージモードへのvDiskの切り替え
コンソールからのドライブマップ
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書き込みキャッシュファイルの場所の変更
自動更新の使用

ヒント
サーバー側で永続的書き込みキャッシュを使用する場合の影響に注意してください。この機能を管理する場合、永続的キャッシュ

は、未承認ユーザーが権限なしでマシンにアクセスする場所でのみ使用する必要があります。マシンはユーザー間で共有されていな

いことを確認します。
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vDiskでのMicrosoftボリュームライセンスの構成

Jun 15, 2017

イメージ作成ウィザードの実行時に、vDiskにMicrosoft KMS（Key Management Service：キー管理サービス）または
Microsoft MAK（Multiple Activation Key：マルチライセンス認証キー）ボリュームライセンスを構成できます。イメージ作
成ウィザードの実行時に構成しない場合も、コンソールで構成できます。

注意
MCLIおよびSoapServerコマンドラインインターフェイスを使用してMicrosoftボリュームライセンスを構成することもできます。

1. コンソールでvDiskを右クリックして［ファイルプロパティ］を選択します。［vDiskファイルプロパティ］ダイアログボッ
クスが開きます。

2. ［Microsoftボリュームライセンス］タブをクリックし、ライセンス方法としてMAKまたはKMSを選択します。
3. ［OK］をクリックします。

Microsoft KMSボリュームライセンスの構成

このセクションでは、Provisioning Servicesでのキーマネージメントサーバー（KMS）ライセンスキーの使用について説明し
ます。

注意
Provisioning ServicesでKMSライセンスをサポートするには、SOAP Serverのユーザーアカウントが、ボリュームの保守タスクを実行

する権限のあるドメインユーザーである必要があります。このユーザーは、通常はLocal\Computer Configuration\Windows

Settings\Security Settings\Local Policies\User Rights Assignmentにあります。デフォルトでは、ローカルの管理者グループ

のメンバーがこの権限を持っています。

KMSボリュームライセンスでは、データセンターで動作しローカルのライセンス認証ポイントとして機能する、集中型のライ
センス認証サーバーを使用します。各システムはMicrosoftからインターネット経由で認証を受けません。

注意
後でコピーまたは複製する予定の、KMSを構成したvDiskを準備または更新するときは、KMS構成の最後の作業を完了することが重要

です。この作業でvDiskのモードをプライベートイメージモードから共有イメージモードに変更してから、ほかのProvisioning

ServicesサーバーにvDiskをコピーしたり複製したりします。また、.pvpファイルと.vhdxファイルの両方をコピーして、元のvDiskの

プロパティとKMS構成を保持する必要があります。

KMSボリュームライセンスを使用するようにvDiskイメージを構成し、そのvDiskをProvisioning Servicesファームで管理するに
は、次の作業を行います。
作成するvDiskでのKMSライセンスの有効化。これを行うには、イメージ作成ウィザード（詳しくは、「イメージ作成ウィ
ザードによる新しいvDiskの作成」を参照してください）の実行時に［Microsoftボリュームライセンス］ページで［キー管
理サービス（KMS）］をクリックします。
新しい基本vDiskイメージの準備

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-vdisks-image-wizard.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-vdisks-image-wizard.html
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vDiskイメージの保守またはアップグレード

注：イメージ作成ウィザードの実行時にvDiskにKMSライセンスを構成しない場合は、代わりにコンソールのユーザーイン
ターフェイス（「［Microsoftボリュームライセンス］タブ」を参照してください）、またはMCLIおよびPowerShellのコマン
ドラインインターフェイス（詳しくは、『MCLI Programmer's Guide』または『PowerShell Programmer's Guide』を参照して
ください）を使用して構成することもできます。
KMSボリュームライセンスを使用する新しい基本vDiskイメージの準備

イメージ作成ウィザードでvDiskを作成した後は、リセットコマンドをvDiskに実行してライセンスが未認証の状態にリセット
する必要があります。

この操作をプライベートイメージモードのvDiskから起動するシステムで実行することは重要です。これにより、マスター
ターゲットデバイスのハードディスクのリセット可能回数が減ることを防ぎます。
注：インストール済みのオペレーティングシステムのイメージでリセットを実行できる回数は、Microsoftにより制限されて
います。許可されるリセット試行数を超過した場合、オペレーティングシステムを再インストールする必要があります。
1. ライセンス認証の猶予期間をリセットするために、ターゲットデバイスをプライベートイメージモードのvDiskから起動し
ます。
注：昇格モードのコマンドプロンプトで、OSPPPREARM.EXEを実行する必要があります。

2. システムの再起動を促すメッセージが表示されますが、再起動しないでください。その代わりに、ターゲットデバイスを
シャットダウンします。

3. vDiskイメージの作成時にKMSオプションを選択しなかった場合は、［Microsoftボリュームライセンス］タブをクリック
してライセンスオプションを［KMS］に設定します。

4. vDiskのモードを標準イメージモードに設定します。
5. ターゲットデバイスにvDiskをストリーム配信します。

KMSボリュームライセンスを使用するvDiskイメージの保守またはアップグレード

KMSボリュームライセンスを使用するように構成されたvDiskイメージを保守またはアップグレードするには

1. vDiskのモードをプライベートイメージモードに設定します。
2. vDiskをターゲットデバイスにストリーム配信します。
3. オペレーティングシステムまたはアプリケーションのService Packや更新プログラムを適用し、ターゲットデバイスを
シャットダウンします。

4. vDiskのモードを標準イメージモードに戻します。
5. 標準イメージモードでvDiskをターゲットデバイスにストリーム配信します。
注：Office 2010をvDiskの更新の一部としてインストールする場合、つまりそのvDiskの基本ディスクとしての準備処理が
既に終わっている場合は、次の手順に従って基本ディスクの準備を繰り返す必要があります。
1. コンソールツリーでvDiskを右クリックして［ファイルプロパティ］を選択します。［vDiskファイルプロパティ］ダイ
アログボックスが開きます。

2. ［Microsoftボリュームライセンス］タブをクリックし、ライセンスオプションを［キー管理サービス（KMS）］か
ら［なし］に変更します。

3. ［モード］タブでvDiskのアクセスモードを［プライベートイメージ］に変更します。
4. ライセンス認証の猶予期間をリセットするために、プライベートイメージモードのvDiskからPXEで起動します。
注：昇格モードのコマンドプロンプトで、OSPPPREARM.EXEを実行する必要があります。

5. システムの再起動を促すメッセージが表示されますが、再起動しないでください。その代わりに、ターゲットデバイス
をシャットダウンします。

6. コンソールツリーでvDiskを右クリックして［ファイルプロパティ］を選択します。［vDiskプロパティ］ダイアログ
ボックスが開きます。

7. ［Microsoftボリュームライセンス］タブをクリックし、ライセンスオプションを［なし］から［キー管理サービス

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-vdisks-image-wizard.html
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（KMS）］に変更します。
8. ［モード］タブでvDiskのアクセスモードを［標準イメージ］に変更します。
9. vDiskをターゲットデバイスにストリーム配信します。

Microsoft MAKボリュームライセンスの構成

ここでは、MAK（Multiple Activation Key：マルチライセンス認証キー）の使用方法について説明します。MAKは、オペレー
ティングシステムの一定数の購入済みライセンスに相当します。各システムにオペレーティングシステムをインストールする
ときにMAKを入力します。これによりオペレーティングシステムのライセンスが認証され、Microsoftが集中管理する購入済
みライセンス数が減少します。または、VAMT（Volume Activation Management Tool）を使用してライセンスを代理認証し
ます。これにより、インターネットへのネットワークアクセスを持たないシステムのライセンスを認証できます。
Provisioning Servicesでは、作成時にMAKライセンスモードを選択した標準イメージモードのvDiskに、この代理ライセンス認
証のメカニズムを活用します。

VAMT（Volume Activation Management Tool）バージョン3.1をファーム内のすべてのProvisioning Servicesサーバーにインス
トールして構成する必要があります。このツールは、http://www.microsoft.com/ja-JP/download/details.aspx?id=39982から
入手できるMicrosoft Windowsアセスメントデプロイメントキット（Windows ADK）に含まれています。VAMTを初めて実行
するときに、VAMTデータベースが作成されます。このデータベースにはすべてのデバイスのライセンス認証がキャッシュさ
れ、Provisioning Servicesでライセンスを再認証できるようになります。

Volume Activation Management Tool 3.1には次のものが必要です。
PowerShell 3.0 –  Windows Server 2012またはWindows 8よりも前のオペレーティングシステム
SQL 2012 Express以降

Provisioning ServiceのMAKライセンス認証では、以下の3種類のユーザーを構成する必要があります。

Volume Activation Management Tool/Provisioning Servicesのインストールユーザー —  Provisioning Servicesサーバー
上のローカルの管理者ユーザーで、SQL 2012以降（VAMT 3.1での要件）上にVAMT用のデータベースを作成できる権限が
必要です。
MAKユーザー - サイトのプロパティで設定するユーザーです。このユーザーは、サーバー側およびクライアント側でMAK

ライセンス認証を行います。Provisioning Servicesサーバーおよびマスタークライアント上のローカルの管理者である必要
があります。また、VAMTデータベースに対するフルアクセス権限が必要です。
Provisioning ServicesのStream ServiceとSOAP Serverを実行するユーザーアカウント —  ストリームプロセスにより、
ターゲットデバイスの再起動時にライセンスが再認証されます。また、VAMTデータベースに対する読み取りアクセス権限
が必要です。

Provisioning Servicesサーバーは、PowerShellを使用してVAMTを操作します。以下の構成手順は、サーバーごとに1回実行す
る必要があります。

1. PowerShell 3.0をインストールします。
2. Volume Activation Management Tool/Provisioning Servicesのインストールユーザーアカウントで、各Provisioning Services

サーバー上にVAMT 3.1をインストールします。
3. VAMT 3.1の初回実行時に、表示される手順に従ってVAMTデータベースを構成します。VAMTでアクティブ化された

Provisioning Servicesターゲットデバイスをストリーム配信するすべてのProvisioning Servicesサーバーが、このデータベー
スにアクセスできる必要があります。

4. VAMTデータベースを作成したユーザーがStream ServiceとSOAP Serverを実行するユーザーと異なる場合は、VAMTの構成
ファイルをC:\Users\<VAMT installation user (dB creator)>\AppData\Roaming\Microsoft\VAMT\VAMT.configか
らC:\Users\<Provisioning Services soap/stream services user>\AppData\Roaming\Microsoft\VAMT\VAMT.configにコピー
します。

5. VAMTとのインターフェイスとしてPowerShellが使用されるようにProvisioning Servicesサーバーのセキュリティを構成し

http://www.microsoft.com/en-US/download/details.aspx?id=39982
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ます。
1. Set-ExecutionPolicy -Scope <the Provisioning Services services user> unrestricted –  詳しく
は、http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/hh849812(v=wps.620).aspxを参照してください。

2. WinRM quickconfig。
3. Enable-WSManCredSSP -Role Client -DelegateComputer <this server’s fqdn> -Force

4. Enable-WSManCredSSP -Role Server – Force。
6. クライアントのWindowsファイアウォールをVAMT 3.1用に構成します。詳しくは、http://technet.microsoft.com/ja-

jp/library/hh825136.aspxを参照してください。Windowsファイアウォールを正しく構成しないと、Provisioning Services

ターゲットデバイスのライセンスの認証および再認証に失敗します。

一般的なライセンス認証エラー

エラー：PSSessionを作成できませんでした。原因：MAKユーザーにProvisioning Servicesサーバーのローカル管理者権限がな
い。

エラー：インデックスが範囲を超えています。負でない値で、コレクションのサイズよりも小さくなければなりません。パラ
メーター名：Index。原因：MAKユーザーにVAMTデータベースに対するフルアクセス（読み取りと書き込み）権限がない。

MAK用vDiskのライセンスモードの設定

イメージ作成ウィザードの実行時に、vDiskでMicrosoft MAK（Multiple Activation Key：マルチライセンス認証キー）ライセ
ンスを使用するように構成することができます（詳しくは、「イメージ作成ウィザードによる新しいvDiskの作成」を参照し
てください）。イメージ作成ウィザードの実行時にMAKライセンスを構成しない場合、vDiskのライセンスモードのプロパ
ティは、コンソール、MCLI、またはPowerShellのユーザーインターフェイスを使用して設定できます。ライセンスモードは
ターゲットデバイスのライセンスを認証する前に設定する必要があります。
注：コマンドラインインターフェイスの使用方法について詳しくは、『MCLI Programmer's Guide』または『PowerShell
Programmer's Guide』を参照してください。
MAKユーザー資格情報の入力

MAKが有効なvDiskを使用するターゲットデバイスのライセンスを認証するには、MAKユーザー資格情報をサイトに入力する
必要があります。
注：このユーザーは、MAKが有効なvDiskを使用するすべてのターゲットデバイスおよびvDiskをターゲットデバイスにスト
リーム配信するすべてのProvisioning Servicesサーバーに対して管理者権限を持っている必要があります。
資格情報を入力するには
1. ターゲットデバイスの存在するサイトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。
2. ［MAK］タブでユーザー名およびパスワードの情報を適切なボックスに入力して、［OK］をクリックします。

MAKが有効なvDiskを使用するターゲットデバイスのライセンス認証

MAKボリュームライセンスを使用するようにvDiskを構成し、ユーザー資格情報を入力した後は、そのvDiskを割り当てたター
ゲットデバイスを起動してMAKでライセンスを認証する必要があります。
注：特定のMAKのすべてのライセンスを使用した後は、このvDiskイメージを共有する追加のターゲットデバイスのライセン
スを認証するには新しいキーがー必要です。
MAKボリュームライセンスを使用するターゲットデバイスのライセンスをコンソールで認証するには

1. ライセンスを認証するすべてのターゲットデバイスを起動します。
2. コンソールでMAKライセンス認証が必要なターゲットデバイスを含む各デバイスのコレクションまたはビューを右クリッ
クして、［MAKライセンス認証の管理］を選択します。［MAKライセンス認証の管理］ダイアログボックスが開きます。

3. ［マルチライセンス認証キー］ボックスに、ターゲットデバイスのライセンスを認証するために使用するMAKを入力しま
す。

4. ライセンス認証が必要な起動済みターゲットデバイスがダイアログボックスに表示されます。起動済みデバイスの一覧

http://technet.microsoft.com/en-us/library/hh849812(v=wps.620).aspx
http://technet.microsoft.com/en-us/library/hh825136.aspx
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-install-wrapper/pvs-vdisks-image-wizard.html
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で、ライセンス認証が必要なターゲットデバイスのチェックボックスをオンにします。
5. ［OK］をクリックして、選択したすべてのターゲットデバイスのライセンスを認証します。ライセンス認証の処理が完了
するまでダイアログボックスを閉じないでください。［キャンセル］をクリックすると処理を停止できます。ライセンス
認証の処理が完了する前にダイアログボックスを閉じると処理が停止し、一部のターゲットデバイスのライセンスが認証
されない可能性があります。 ［状態］列にはターゲットデバイスのライセンスが現在認証中であるのか（「ライセンスを
認証しています」）、ライセンス認証が失敗したのか（「失敗」）が表示されます。すべてのターゲットデバイスのライ
センスが認証されたら、［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。ライセンス認証処理が完了した後で、ラ
イセンス認証の対象として選択しなかったターゲットデバイスがあったり、正しくライセンスが認証されなかったデバイ
スがあったりした場合、ダイアログボックスに未認証のデバイスが表示されます。問題を解決してからこの手順を繰り返
して、残りのターゲットデバイスのライセンスを認証します。
注：現在起動済みのターゲットデバイスのライセンスをすべて認証した後は、［MAKライセンス認証の管理］がメニュー
に表示されなくなります。
MAKライセンス認証の維持

通常は、デバイスおよびその割り当て済みvDiskのライセンス認証は自動的に保存されます。MAKでライセンス認証した
vDiskを異なるターゲットデバイスに割り当てると、保存されていた既存のMAKの再ライセンス認証情報が削除されます。
将来vDiskを再割り当てしても、ターゲットデバイスのライセンスは再認証されません。MAKライセンス認証の損失を防ぐ
には、ターゲットデバイスからライセンス認証済みのディスクの割り当てを解除しないでください。

MAKライセンス認証を維持したままターゲットデバイスのvDiskを変更するには、次の方法のどちらかを選択します。
1. 割り当て済みのvDiskを削除せずに追加のvDiskをターゲットデバイスに割り当て、デフォルトの起動vDiskを適宜に設定
します。

2. 追加のvDiskをターゲットデバイスに割り当て、MAKライセンス認証が有効なvDiskを一時的に無効にします。
MAKでライセンス認証したvDiskを更新するには、自動更新機能を使用する必要があります。これにより、共有デバイスの
再ライセンス認証に必要な、MAKライセンス認証情報が維持されます。

MAKに関する補足的な注意事項
手動でvDiskを更新すると、（割り当てるvDiskの変更により）必要なMAKライセンス認証情報が失われます。改めてラ
イセンス認証が必要になり、別のライセンスが消費されます。
自動でvDiskを更新して、以前のvDiskとは別のオペレーティングシステムをインストールした新しいvDiskを展開する
と、MAKライセンス認証情報が一致しなくなります。この場合、新しいライセンス認証はコマンドラインインターフェ
イスで実行する必要があります。Provisioning Servicesコンソールではライセンス認証されていないターゲットデバイス
のみを認証できるためです。
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サーバー間の負荷分散の管理

Jun 15, 2017

単一のサーバーから、または、複数のサーバーから負荷分散アルゴリズムを使用して提供するように、vDiskを構成できま
す。

vDiskで負荷分散を構成するには
1. コンソールでvDiskを右クリックして、［負荷分散］を選択します。
2. 負荷分散を有効にするか、このvDiskを提供する単一のProvisioning Servicesサーバーを割り当てて、［OK］をクリックし
ます。ダイアログボックスについて詳しくは、次の表を参照してください。

注：高可用性の構成について詳しくは、「高可用性の実装の管理」を参照してください。
次の表は、［vDisk負荷分散］ダイアログボックスで設定できる項目を示しています。

ボックス/
ボタン

説明

負荷分散
アルゴリ
ズムを使
用する

負荷分散アルゴリズムを有効または無効にすることができます。このアルゴリズムにより、最も負荷の低
いサーバーを選択してターゲットデバイスにこのvDiskを提供することができます。

サブネットアフィニティ。このvDiskをターゲットデバイスに提供するために使用する、サーバーとNICの
組み合わせを割り当てる場合は、次のサブネット設定から選択します。
なし –  サブネットを無視し、最も負荷の低いサーバーを使用します。［なし］がデフォルトの設定で
す。
ベストエフォート –  同じサブネット内で最も負荷の低いサーバーとNICの組み合わせを使用します。サ
ブネット内に使用できるサーバーとNICの組み合わせがない場合は、サブネットの外部で最も負荷の低
いサーバーを選択します。選択したサブネット内で複数のサーバーを使用できる場合は、それらのサー
バー間で負荷分散を実行します。
固定 –  同じサブネット内で最も負荷の低いサーバーとNICの組み合わせを使用します。サブネット内の
サーバーで負荷分散を実行します。同じサブネット内にサーバーとNICの組み合わせがない場合は、こ
のvDiskが割り当てられているターゲットデバイスを起動しません。

再配分を有効にする。指定したトリガー率を超えた場合に、各サーバー上のターゲットデバイスの数を再
配分します。有効な場合は、10分間隔で各サーバーのトリガー率がチェックされます。
注：各サーバー上のターゲットデバイスが5台未満である、または20%を超えるターゲットデバイスが起動
中である場合、再配分は実行されません。起動中のターゲットデバイスは別のサーバーに移動されませ
ん。
トリガー率。ターゲットデバイスの再配分をトリガーするのに必要な高負荷率です。たとえば、トリガー
率が25%の場合、このvDiskを提供できるほかのサーバーと比べてこのサーバーの負荷が25%高負荷になる
と、再配分が実行されます。値は5～5000の間で指定します。デフォルトは25です。

このサー
バーを使
用して
vDiskを提
供する

このvDiskを提供する特定のサーバーを割り当てるには、［このサーバーを使用してvDiskを提供する］をク
リックします。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-ha-wrapper.html
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複製vDiskのストレージのサポート

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesでは、同一サイト内のローカル（つまりProvisioning Servicesサーバー上のローカルストレージまたはア
タッチされたストレージ）のストア上のvDiskの複製がサポートされます。

複製に関する注意事項は次のとおりです。
すべてのProvisioning Servicesサーバーはファーム内のほかのすべてのサーバーとネットワークで接続している必要があり
ます。
複製がProvisioning Servicesで機能しすべての要件を満たすように、適切に構成する必要があります。
複製されるProvisioning Servicesファイルは*.vhdx、*.avhdx、および*.pvpです。既存のvDiskをインポートする場合は、
*.xml（マニフェストファイル）も複製できます。*.lokファイルは複製すべきではありません。
複製処理中にサーバーをシャットダウンする必要はありません。
ストアパスを各Provisioning Servicesサーバーに設定する必要があります。
注：［サーバープロパティ］ダイアログボックスで優先ストアパスを設定する場合は、新しいバージョンのvDiskを作成す
る前に設定しておく必要があります。このパス情報は.vhdxヘッダー情報に格納され参照されるため、バージョン付けの後
にパスを変更すると予期しない結果になる可能性があります。
必要なストレージが利用可能な状態で、読み取り/書き込みアクセスができる必要があります。

注：Provisioning ServicesでDFS複製を使用できますが、DFS名前空間をストアパスとして使用することはできません。
次の図は、ローカルストレージのすべてのサーバーでバージョンを使用できない複製シナリオを示しています。

vDiskの特定のバージョンまたはすべてのバージョンについて、複製状態を表示することができます。

vDiskの特定のバージョンのトラブルシューティングと複製状態の表示

複製したvDiskを、ファーム内のProvisioning Servicesサーバーで使用できるかどうかを表示することができます。
1. コンソールでvDiskを右クリックして、［バージョン］を選択します。［vDiskバージョン］ダイアログボックスが開きま
す。

2. ダイアログボックス内でバージョンを強調表示して、［複製］をクリックします。［vDiskの複製状態］ダイアログボック
スが開き、vDiskのこのバージョンを提供できる各サーバーで、複製したバージョンを使用できるかどうかが表示されま
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す。
バージョンの状態が保守（レンチ）、テスト（虫眼鏡）、または保留（時計）の場合は、その状態が最初の行に表示さ
れます。
青のチェックマークは、このバージョンにサーバーがアクセスできることを示します。
オレンジ色の警告は、このvDiskのバージョンに現在アクセスできないサーバーがあることを示します。見つからなかっ
たり問題があったりするバージョンには、［バージョン］列の下にオレンジ色の警告が表示されます。

vDiskのすべてのバージョンのトラブルシューティングと複製状態の表示

1. コンソールでvDiskを右クリックして、［複製状態］を選択します。［vDiskの複製状態］ダイアログボックスが開きます。
2. ［サーバー］列には、このvDiskを提供できるすべてのサーバーと、そのサーバーの全般的な複製状態が一覧表示されま
す。［バージョン］列には、vDiskの各バージョンとその個別の複製状態が一覧表示されます。
バージョンの状態が保守（レンチ）、テスト（虫眼鏡）、または保留（時計）の場合は、その状態が最初の行に表示さ
れます。
青のチェックマークは、このバージョンにサーバーがアクセスできることを示します。
オレンジ色の警告は、このvDiskのバージョンに現在アクセスできないサーバーがあることを示します。見つからなかっ
たり問題があったりするバージョンには、［バージョン］列の下にオレンジ色の警告が表示されます。
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vDiskのエクスポートとインポート

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesでは、バージョン付きまたはバージョンなしのvDiskの両方を、既存のストアから別のファームのストア
へとエクスポートおよびインポートできます。
注：Provisioning Servicesを使用せずにエクスポートしたVHDXをインポートする場合は、サードパーティ製のツールを使用
してすべての差分ディスクを基本ディスクにマージする必要があります。その後で、新しいVHDX基本ディスクをインポー
トすることができます。
vDiskのエクスポート

vDiskをエクスポートするには
注：エクスポートするvDiskを削除するときは、まずvDiskをエクスポートして、その結果生成されるXMLファイルを別の場所
にコピーします。その後でvDiskを元の場所から削除してください。
1. コンソールでvDiskを右クリックして、［vDiskのエクスポート］を選択します。［vDiskのエクスポート］ダイアログボッ
クスが開きます。

2. ボックスの一覧からエクスポートするバージョンを選択してから、［OK］をクリックします。ストアにマニフェスト
ファイルが作成されます。

vDiskのインポート

vDiskまたは差分VHDXファイルのvDiskチェーンは、次の場合にストアへインポートできます。
インポートするVHDXがまだストアに存在せず、VHDXと関連マニフェストファイルの最上位のバージョン番号が一致す
る。VHDXチェーンに基本イメージが含まれる場合は、基本イメージのバージョン番号がマニフェストファイル内の基本
イメージバージョンと一致する。
VHDXがストアに存在するが、インポートするvDiskの関連マニフェストファイル内のバージョン番号が、既存のVHDXの
バージョン番号より大きい。

既存のvDiskをサイトに追加またはインポートするには
1. vDiskおよび関連付けられているプロパティファイルを共有ストレージにコピーします。
2. コンソールツリーでストアまたは［vDiskプール］を右クリックして、［既存のvDiskの追加またはインポート］を選択し
ます。［既存のvDiskの追加またはインポート］ダイアログボックスが開きます。

3. ［検索するストア］ボックスの一覧からvDiskを検索するストアを選択します。
4. ［検索に使用するサーバー］ボックスの一覧からvDiskの検索に使用するサーバーを選択して、［検索］をクリックしま
す。ストア内のすべてのvDiskが［選択したvDiskのvDiskプールへの追加］ボックスに表示されます。

5. vDiskプールに追加するvDiskのチェックボックスをオンにします。
6. オプションで、［これらのvDiskの負荷分散を有効にする］チェックボックスをオンにして、選択したvDiskをターゲット
デバイスに提供するProvisioning Servicesサーバーでの負荷分散を有効にします。

7. ［追加］をクリックして、vDiskをvDiskプールに追加します。

vDiskバージョンの追加

vDiskバージョンをサイトに追加するには
1. vDiskおよび関連付けられているプロパティファイルを共有ストレージにコピーします。
2. コンソールツリーでストアまたは［vDiskプール］を右クリックして、［vDiskバージョンの追加］を選択します。［vDisk

バージョンの追加］ダイアログボックスが開きます。
3. ［検索するストア］ボックスの一覧からvDiskを検索するストアを選択します。
4. ［検索に使用するサーバー］ボックスの一覧からvDiskの検索に使用するサーバーを選択して、［検索］をクリックしま
す。ストア内のすべてのvDiskが［選択した新しいvDiskバージョンの追加］ボックスに表示されます。
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5. vDiskプールに追加するvDiskバージョンのチェックボックスをオンにします。
6. ［追加］をクリックして、vDiskをvDiskプールに追加します。
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vDiskのロック解除

Jun 15, 2017

単一のvDiskイメージファイルに複数のターゲットデバイスとProvisioning Servicesサーバーがアクセスすることがあるので、
アクセスを制御してイメージの破損を防ぐ必要があります。誤ってプライベートイメージを複数のターゲットデバイスに割り
当て、それらのターゲットデバイスを起動しようとすると、イメージが破損します。したがって、イメージは指定された構成
にふさわしくロックされます。ロックされたvDiskのアイコンには小さな錠前が表示されます。

一定の状況ではこれらのロックが正常に解除されないことに注意してください。ターゲットデバイスがvDiskから起動され、
その起動に失敗（または電源が切断）した場合、vDiskイメージのロックが正常に解除されないことがあります。同じター
ゲットデバイスが再起動する場合は同じロックが使用され、問題は生じません。ただし、ターゲットデバイスで障害が発生す
ると、そのターゲットデバイスによってターゲットデバイスがロックされているため、Provisioning Servicesサーバーにマウ
ントできなくなります。管理者はこれらのロックを解除することができます。

注：ロックを解除する前に、vDiskが使用されていないことを確認してください。使用中のvDiskのロックを解除すると、イ
メージが破損する可能性があります。
選択したvDiskのロックを解除するには

1. コンソールでロックを解除するvDiskを右クリックし、［ロックの管理］を選択します。［vDiskのロックの管理］ダイアロ
グボックスが開きます。

2. vDiskをロックしているターゲットデバイスがある場合は、そのターゲットデバイスの名前がダイアログボックスの一覧に
表示されます。一覧から1つまたは複数のターゲットデバイスを選択して［ロックの削除］をクリックします。［すべて選
択］をクリックして、このvDiskに対するすべてのターゲットデバイスのロックを削除することもできます。

3. ［閉じる］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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vDiskプロパティのコピーと貼り付け

Jun 15, 2017

［コピー］オプションと［貼り付け］オプションを使用して、vDiskのプロパティをネットワーク内の1つまたは複数のvDisk

にコピーします。

vDiskプロパティを1つまたは複数のvDiskにコピーするには

1. コンソールで、ほかのvDiskと共有したいプロパティ設定を持つvDiskを右クリックし、［vDiskプロパティのコピー］を選
択します。［vDiskプロパティのコピー］ダイアログボックスが開きます。

2. ほかのvDiskにコピーするプロパティのチェックボックスをオンにして、［コピー］を選択します。
3. 詳細ペインでプロパティ設定を貼り付けるvDiskを強調表示し、右クリックして［貼り付け］を選択します。
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既存のvDiskのvDiskプールまたはストアへの追加

Jun 15, 2017

ストアにvDiskがあり、それらのvDiskをサイト内のターゲットデバイスで使用する場合は、コンソールで［既存のvDiskの追
加］を選択して、サイトのvDiskプールに簡単に追加できます。このオプションは［vDiskプール］フォルダーとストアの
フォルダーで選択できます。

既存のvDiskをサイトに追加するには

1. 次のことを検証します。
ストアのある共有フォルダーにほかのサーバーからアクセスできる。
新しいサーバーがそのストアに関連付けられている。

2. コンソールツリーでvDiskを追加するサイトのvDiskプールかストアを右クリックし、［既存のvDiskの追加］を選択しま
す。［既存のvDiskの追加］ダイアログボックスが開きます。

3. サイトのvDiskからこのダイアログボックスを開いた場合は、検索するサイトをボックスの一覧から選択します。ストア
からこのダイアログボックスを開いた場合は、vDiskを追加するサイトをボックスの一覧から選択します。

4. 検索を実行するProvisioning Servicesサーバーを［検索に使用するサーバー］ボックスの一覧から選択します。［検索］を
クリックします。データベースに存在しないすべての新しいvDiskが、ダイアログボックス下部のボックスに表示されま
す。

5. 追加する各vDiskのチェックボックスをオンにするか、［すべて選択］をクリックして一覧内のすべてのvDiskを選択し
て、［追加］をクリックします。
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vDiskのバックアップ

Jun 15, 2017

vDiskイメージファイルは、Provisioning Servicesサーバーでは通常のファイルと同様に扱われますが、ターゲットデバイス
ではハードドライブとして扱われます。vDiskイメージファイルのバックアップ手順は、サーバー上のほかのファイルを
バックアップする手順と同じです。破損したvDiskイメージファイルを復元するには、破損したファイルを以前の機能する
バージョンと置き換えるだけで済みます。

使用中またはロック中のvDiskをバックアップしないでください。vDiskのバックアップは、Provisioning Servicesサーバーの
通常の定期バックアップに組み込むことをお勧めします。
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vDiskの使用状況の表示

Jun 15, 2017

特定のvDiskに接続しているターゲットデバイスを表示するには

1. コンソールでvDiskを右クリックして、［使用状況の表示］を選択します。［vDiskの使用状況の表示］ダイアログボックス
が開きます。

2. 一覧で1つまたは複数のターゲットデバイスを選択し、次のターゲットデバイス接続タスクを実行します。
シャットダウン –  ターゲットデバイスをシャットダウンします。
再起動 –  ターゲットデバイスを再起動します。
メッセージ –  ［デバイスへのメッセージ送信］ダイアログボックスが開き、ターゲットデバイスに対してメッセージを
入力して送信できます。

単一のProvisioning Servicesサーバーにより現在運用されているすべてのターゲットデバイスを表示するには

1. コンソールでProvisioning Servicesサーバーを右クリックし、［接続しているデバイスの表示］を選択します。［接続済み
のターゲットデバイス］ダイアログボックスが開きます。

2. 一覧で1つまたは複数のターゲットデバイスを選択し、次のターゲットデバイス接続タスクを実行します。
シャットダウン –  ターゲットデバイスをシャットダウンします。
再起動 –  ターゲットデバイスを再起動します。
メッセージ –  ［デバイスへのメッセージ送信］ダイアログボックスが開き、ターゲットデバイスに対してメッセージを
入力して送信できます。
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差分ディスク上のキャッシュの削除

Jun 15, 2017

［選択したデバイスからのキャッシュの削除］メニューオプションを実行すると、差分ディスク上のキャッシュを手作業で
削除できます。このオプションは、vDiskのキャッシュモードが［サーバーに永続的にキャッシュする］である場合にのみ使
用できます。

注：差分ディスク上の書き込みキャッシュは、ファイルが無効になっても自動的に削除されません。無効なファイルは定期
的に手動で削除する必要があります。
差分ディスク上のキャッシュを削除するには

1. コンソールで、削除する差分ディスクファイルに関連付けられているvDiskを右クリックします。［選択したデバイスから
のキャッシュの削除］を選択します。［デバイスキャッシュの削除］ダイアログボックスが開きます。

2. キャッシュを削除する各ターゲットデバイスのチェックボックスをオンにするか、このvDiskに関連付けられているすべ
てのキャッシュファイルを削除するために［すべて選択］をクリックします。

3. ［削除］をクリックしてサーバーからキャッシュファイルを削除します。
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vDiskプロパティ

Jun 15, 2017

コンソールの［vDiskプロパティ］ダイアログボックスで、vDiskの構成設定を変更できます。既存のvDiskのプロパティを表示
するには、次の方法のいずれかを選択します。
コンソールでvDiskを強調表示して［操作］メニューの［プロパティ］を選択します。
コンソールでvDiskを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
コンソールの詳細ペインのvDiskをダブルクリックします。

サイト

vDiskがメンバーであるvDiskプールの属するサイトの名前です。このタブでこのプロパティを変更することはできません。

ストア

vDiskが存在するストアの名前です。このタブでこのプロパティを変更することはできません。

ファイル名

vDiskを作成したときに付けたファイル名です。このタブでこのプロパティを変更することはできません。

サイズ

このvDiskのファイルサイズです。

アクセスモード

vDiskのアクセスモードを選択します。
標準イメージ（複数のデバイスが読み取り専用でアクセスする、キャッシュオプションを伴うモード）

プライベートイメージ - 単一のターゲットデバイスと共に使用します。このターゲットデバイスから仮想ディスクに読み書き
することができます。

ローカルハードディスクドライブ - （読み取り/書き込み可能）

キャッシュの種類を選択します。

標準イメージのみ、次の書き込みキャッシュの種類から選択します。
デバイスハードドライブにキャッシュする（NTFSファイル形式）
デバイスハードドライブに永続的にキャッシュする（実験段階）
デバイスRAMにキャッシュする
ハードディスクへのオーバーフローありでデバイスRAMにキャッシュする機能は、Windows 7およびWindows Server

2012 NT（NT 6.1）以降でのみ使用できます。SCCMではサポートされません）
サーバーにキャッシュする
サーバーに永続的にキャッシュする

キャッシュサイズ（MB単位）を選択します。

標準イメージモードでターゲットデバイスのRAMにキャッシュする設定にする場合は、キャッシュサイズを選択します。デ
フォルトは4096です。

32ビットシステムの場合、RAMの書き込みキャッシュの最大サイズはBNIStackパラメーターのレジストリ値
WcMaxRamCacheMBにより決定されます。これはDWORD値です。デフォルトでは3584MBが使用されます。
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BIOSメニューテキスト

このボックスはオプションで、ターゲットデバイスの起動時にターゲットデバイスに表示するメニューテキストを入力でき
ます。ここで、ユーザーは起動するvDiskを選択できます。
注：重要。別々のストアにある複数のvDiskに同じ名前が付いていて同じターゲットデバイスに割り当てられていると、メ
ニューテキストまたは説明で区別しなければ、同じ名前が重複して表示されます。

Act ive Direct ory  コンピューターアカウントのパスワード管理を有効にする

Active Directoryのパスワード管理機能を有効にします。複数のターゲットデバイスが同じドメインに属していて1つのvDiskを
共有する場合は、［サーバープロパティ］ダイアログボックスの［オプション］タブの［Active Directory］のコントロール
も参照してください。

プリンター管理を有効にする

各ターゲットデバイスに有効なプリンターをインストールする別のプリンターシステムを使用していない場合は、プリンター
管理オプションを有効にします。各ターゲットデバイスのプリンターの詳細を表示するには、［ターゲットデバイスプロパ
ティ］ダイアログボックスの［vDisk］タブで［プリンター］をクリックします。

このvDiskのストリーム配信を有効にする

このvDiskのターゲットデバイスへのストリーム配信を有効にします。

説明

vDiskファイルの説明です。
日付

ユーザーの参照用としてのみ使用します。初期値としてイメージファイルの作成日時を示す文字列が設定されます。
作成者

ユーザーの参照用としてのみ使用します。運用環境に適切な値を設定します。
タイトル

ユーザーの参照用としてのみ使用します。運用環境に適切な値を設定します。
会社

ユーザーの参照用としてのみ使用します。運用環境に適切な値を設定します。
内部名

ユーザーの参照用としてのみ使用します。運用環境に適切な値を設定します。
元のファイル

ユーザーの参照用としてのみ使用します。運用環境に適切な値を設定します。
ハードウェアターゲット

ユーザーの参照用としてのみ使用します。運用環境に適切な値を設定します。

Microsof t    ボリューム ライセンス

このvDiskイメージを使用してターゲットデバイスでMicrosoft KMSまたはMAKボリュームライセンスを使用する場合は、次
のライセンスオプションから選択します。ボリュームライセンスを使用しない場合は、［なし］をクリックします。
注：vDiskのライセンスモードは、ターゲットデバイスのライセンスを認証する前に設定する必要があります。
なし
キー管理サービス（KMS）
マルチライセンス認証キー（MAK）
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注：MAKライセンスを機能させるには、VAMT（Volume Activation Management Tool）をファーム内のすべてのログオン
サーバーにインストールする必要があります。このツールは、Microsoft社から入手できます。

注：このvDisk更新方法は、関連付けられたVHDXバージョンがない基本ディスクにのみ使用できます。
このvDiskの自動更新を有効にする

vDiskファイルの自動更新を有効にします。
クラス

vDiskファイルに関連付けるクラスを入力します。このボックスの値は、自動ディスク更新およびディスク管理機能で新しい
vDiskファイルと適切なターゲットデバイスを一致させるために使用されます。40文字まで入力できます。
公開キー基盤（PKI）の各証明書に同じパスワードを使用する場合は「

vDiskファイルに関連付ける種類を入力します。このボックスの値は、自動ディスク更新機能で新しいvDiskファイルと古い
ファイルを一致させるために使用されます。40文字まで入力できます。
メジャー番号、マイナー番号、ビルド番号

新しいvDiskのバージョンが古いイメージのバージョンより大きい場合、クラスと種類が一致するvDiskイメージを置き換えま
す。優先順位は、メジャー、マイナー、最後にビルドです。
注：バージョン番号の増分が行われなかったために同じバージョン番号のvDiskが複数存在する場合は、一覧内の最初の更新
済みvDiskが更新処理中に使用されます。
シリアル番号

初期値としてランダムなGUID（Globally Unique Identif ier：グローバル一意識別子）が設定されます。必要に応じてユーザー
がシリアル番号を設定できます。差分ファイルが必ず正しいvDiskイメージファイルに適用されるように、シリアル番号を使
用します。
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ターゲットデバイスへのvDiskとバージョンの割り当て

Jun 15, 2017

このドキュメントは、vDiskバージョンのアクセスモードがターゲットデバイスの種類にどのように関連するのか、またvDisk

のターゲットデバイスへの割り当ておよび割り当て解除方法について説明します。

1つのvDiskに対して多くの差分ディスクバージョンが存在する可能性があります。特定のバージョンへデバイスからアクセス
できるかどうかやそのバージョンを更新できるかどうかは、バージョンのアクセスモード設定とデバイスの種類により異なり
ます。次のセクションでは、バージョンのさまざまなアクセスモードとデバイスの種類、そしてこれらの相互関係について説
明します。

バージョンのアクセスモードは［vDiskバージョン］ダイアログボックスで管理します。新しいバージョンのvDiskは通常、保
守、テスト、実稼働へと昇格します。次のアクセスモードがあります。

保守 –  読み取り/書き込み可能な新しい差分ディスクバージョンで、更新のためにこのバージョンを起動することを選択した
最初の保守デバイスでのみ使用できます。

テスト –  テストに使用する読み取り専用バージョンで、テストデバイスまたは保守デバイスでのみ使用できます。

保留 –  スケジュールされたリリース日時になっていないため、またはサイト内のすべてのサーバーで使用可能になっていない
ために、まだ実稼働デバイスで使用できない読み取り専用バージョンです。［実稼働デバイスで起動するバージョン］ボック
スの値が［最新リリース］に設定されている場合は、リリース日時になりすべてのサーバーがこのバージョンにアクセスでき
るようになった後で、［アクセス］が［デフォルト］に変更されます。バージョンの［アクセス］が空白の場合は、実稼働環
境にリリースされていますが、現在実稼働デバイスが起動すべきバージョンとして選択されているバージョンではないとみな
されます。

デフォルト –  すべての種類のデバイスで起動できる、読み取り専用バージョンです。［実稼働デバイスで起動するバージョ
ン］が［最新リリース］に設定されている場合は、最新リリースの実稼働バージョンに緑のチェックマークが表示され、状態
が［デフォルト］に設定されます。

オーバーライド –  すべての種類のデバイスで起動できる、読み取り専用バージョンです。［実稼働デバイスで起動するバー
ジョン］ボックスの一覧で特定のバージョンを選択すると、そのバージョンに緑のチェックマークが表示され、［アクセス］
が［オーバーライド］に変更されます。

最新リリース –  すべてのデバイスで起動できる、読み取り専用バージョンです。［実稼働デバイスで起動するバージョン］
ボックスの一覧で特定のバージョンを選択すると、そのバージョンに緑のチェックマークが表示され、［アクセス］が［オー
バーライド］に変更されます。

マージ中 –  この新しいバージョンへのマージを実行中です。このバージョンは、マージが完了するまですべての種類のデバイ
スで使用できません。マージが完了した後の新しいバージョンの状態は、［マージ後に新しいバージョンに設定するアクセ
ス］ボックスの一覧で選択されているアクセスモード（実稼働、保守、またはテスト）によって異なります。これは［ファー
ムプロパティ］ダイアログボックスの［vDiskバージョン］タブで設定できます。

デバイスの種類は、管理対象のvDiskの作成時に自動的に作成される更新デバイスでなければ、［ターゲットデバイスプロパ
ティ］ダイアログボックスの［全般］タブで選択します。次のデバイスの種類があります。

保守デバイス

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper/pvs-target-properties.html
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保守デバイスはvDiskの使用できるどのバージョンにもアクセスできます。保守デバイスは、主にvDiskを手動で更新します。
これを行うには、［vDiskバージョン］ダイアログボックスで新しいバージョンを要求します。これにより読み取り/書き込み
可能な新しい差分ディスクが作成され、その新しく作成されたバージョンが保守アクセスモードに設定されます。保守モード
の間は、vDiskのこのバージョンは単一の保守デバイス（このバージョンにアクセスする最初の保守デバイス）でのみアクセ
スできます。このデバイスを使用してvDiskを起動し、適用される更新を新しい差分ディスクバージョンに記録します。更新
が完了したら、保守バージョンをテストモードまたは実稼働モードに直接昇格できます。

注：保守モードでは、既存のバージョンを新しいバージョンまたは新しい基本ディスクイメージにマージすることによって、
新しいバージョンを作成することもできます。vDiskのマージについて詳しくは、「VHDX差分ディスクのマージ」を参照して
ください。
テストデバイス

テストモードの間は、vDiskのこのバージョンを割り当てられているテストまたは保守デバイスにストリーム配信することの
みが可能です。これにより、実稼働環境にリリースする前に新しいバージョンをテストし、実稼働デバイスでは中断なく、引
き続き以前のバージョンをストリーム配信することができます。問題が見つかったら、このバージョンを保守モードに戻すこ
とができます。

Personal vDiskを使用するデバイスをテストしている場合、割り当てられたPersonal vDiskテストデバイスを使ってvDiskの更新
をテストします。

実稼働デバイス

新しいバージョンをテストした後でそのバージョンを実稼働モードに昇格し、割り当てられている実稼働、テスト、および保
守デバイスで使用できるようにすることができます。問題が見つかったら、このバージョンにアクセスしているデバイスをす
べてシャットダウンした後で、このバージョンをテストまたは保守モードに戻すことができます。

デバイスがPersonal vDiskに割り当てられている場合、更新されたvDiskがPersonal vDiskテストデバイスを使ってテストされた
後、このデバイスをPersonal vDisk実稼働デバイスに変更して、実務環境内での互換性を引き続きテストできます。

更新デバイス

更新デバイスを使用して、管理対象のvDiskを更新します。管理対象vDiskセットアップウィザードを実行すると、更新デバイ
スが自動的に作成されます。管理対象の各vDiskに対応する更新デバイスは1つにする必要があります。そのvDiskと更新デバイ
スには同じ名前を付けてください。管理対象のvDiskについて詳しくは、「vDisk更新の管理」を参照してください。

注：［すべてのサイトデバイスからの割り当て解除］で割り当てを解除できるのは、Personal vDisk以外のvDiskです。
Personal vDiskを削除すると、そのvDiskの更新デバイスも削除されます。
1. コンソールでvDiskを右クリックして、［選択したデバイスからの割り当て解除］または［すべてのサイトデバイスからの
割り当て解除］を選択します。

2. 選択したデバイスから割り当てを解除する場合は、［デバイスからの割り当て解除］ダイアログボックスでこのvDiskの割
り当てを解除するデバイスを選択して、［割り当て解除］をクリックします。すべてのサイトデバイスから割り当てを解除
する場合は、確認ダイアログボックスで［はい］をクリックします。

3. ターゲットデバイスの割り当てが解除されたら、開いているダイアログボックスを閉じます。

vDiskのバージョン管理は［vDiskバージョン］ダイアログボックスで行います。このダイアログボックスを開くには、コン
ソールでvDiskを右クリックして、［バージョン］を選択します。次の表は、［vDiskバージョン］ダイアログボックスの概要
を示しています。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-vhd-merge.html
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実稼働デバイスで起動するバージョン

ボックスの一覧から、実稼働環境のターゲットデバイスで起動するバージョンを選択します。デフォルトは最新バージョンで
す。
バージョン

この列にはバージョンと各バージョンの現在の状態が一覧表示されます。
レンチのアイコンは、このバージョンのアクセスモードが保守（読み取り/書き込み可能）に設定されていることを示しま
す。単一の保守デバイスのみでこのバージョンを起動できます。
虫眼鏡のアイコンは、このバージョンのアクセスモードがテストに設定されていることを示します。テストデバイスでのみ
このバージョンを起動できます。
時計のアイコンは、このバージョンのアクセスモードが保留に設定されていることを示します。保留のバージョンは実稼
働に昇格されていますが、まだリリース日時に達していません。
緑のチェックマークは、このバージョンが［実稼働デバイスで起動するバージョン］ボックスの一覧で選択されている設
定に基づく、現在の実稼働バージョンであることを示します。すべての種類のデバイスで実稼働バージョンのvDiskを起動
できます。
赤いXマークは、このバージョンが廃止され、現在このバージョンを起動しているデバイスが存在せず、より新しいマージ
された基本バージョンが作成されたため、削除できることを示します。

作成済み

このバージョンが作成された日時です。日付の形式はYYYY-MM-DDで、時刻の形式はHH:MMです。

リリース日時

このバージョンが実稼働環境にリリースされる予定の日時です。日付の形式はYYYY-MM-DDで、時刻の形式はHH:MMです。
デバイス

特定のバージョンでセッションをストリーム配信しているターゲットデバイスの数です。
アクセス

特定のバージョンに対するターゲットデバイスのアクセス性を示します。
保守 - 読み取り/書き込み可能なバージョンで、このバージョンを起動することを選択した最初の保守デバイスで使用できま
す。

テスト - テストに使用する読み取り専用バージョンで、テストデバイスまたは保守デバイスでのみ使用できます。

保留 - スケジュールされたリリース日時になっていないため、まだ使用できない読み取り専用バージョンです。

デフォルト - すべてのデバイスで起動できる、読み取り専用バージョンです。［実稼働デバイスで起動するバージョ
ン］が［最新リリース］に設定されている場合は、最新リリースの実稼働バージョンに緑のチェックマークが表示され、［ア
クセス］が［デフォルト］に設定されます。

オーバーライド - すべてのデバイスで起動できる、読み取り専用バージョンです。［実稼働デバイスで起動するバージョ
ン］ボックスの一覧で特定のバージョンを選択すると、［アクセス］が［オーバーライド］に変更されます。

マージ中 –  この新しいバージョンへのマージを実行中です。このバージョンは、マージが完了するまで使用できません。マー
ジが完了した後の新しいバージョンの状態は、［マージ後に新しいバージョンに設定するアクセス］ボックスの一覧で選択さ
れているアクセスモード（実稼働、保守、またはテスト）によって異なります。これは［ファームプロパティ］ダイアログ
ボックスの［vDiskバージョン］タブで設定できます。マージ中のバージョンにはレンチのアイコンが表示されます。

空白 - このバージョンが実稼働環境にリリース済みであることを示します。

公開キー基盤（PKI）の各証明書に同じパスワードを使用する場合は「

vDiskの作成方法を示します。次のオプションがあります。
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手動 - 保守モードを使用して作成されています。

自動 - 自動更新を使用して自動的に作成されています。

更新のマージ - 部分マージ操作により作成されています。

基本のマージ - 基本マージ操作により作成されています（親バージョンは不要です）。

基本 - 元の基本イメージです。

新規

新しい保守バージョンを作成します。

昇格

このバージョンを［テスト］または［実稼働］に昇格するダイアログボックスが開きます。［実稼働］を選択した場合は、リ
リース日時を設定するか、デフォルト設定（今すぐにリリース）を受け入れます。
取り消し

テストバージョンの取り消し：保守バージョンが存在しない場合は、最新のテストバージョンが保守バージョンに設定されま
す。

実稼働バージョンの取り消し：取り消しの前に、起動済みのすべてのデバイスがシャットダウンされます。［取り消し］をク
リックすると、取り消し後のアクセスを［テスト］または［保守］から選択するダイアログボックスが開きます。

削除

［削除］をクリックすると、削除を確認するダイアログボックスが開きます。選択したバージョンを削除するには［OK］を
クリックします。最新バージョンまたは古いバージョンが現在ターゲットデバイスで起動されていない場合にのみ、［削除］
を使用できます。
複製

バージョンを選択して［複製］をクリックすると、［vDiskの複製状態］ダイアログボックスが開きます。このダイアログ
ボックスには、このバージョンの各サーバーへの複製状態が表示されます。
サーバー名に青いチェックボックスが表示される場合は、このバージョンがそのサーバーに複製されたことを示します。
サーバー名にオレンジ色の三角が表示される場合は、このバージョンがまだ複製されていないか、問題があることを示しま
す。三角にカーソルを合わせると、関連するエラーメッセージが表示されます。

各サーバーでのvDiskのすべてのバージョンの複製状態を表示するには、コンソールでvDiskを右クリックして［複製状態］を
選択します。

プロパティ

［プロパティ］をクリックすると、［vDiskバージョンプロパティ］ダイアログボックスが開きます。このダイアログボック
スには、このバージョンに関連する説明を入力することができます。このバージョンが将来実稼働環境にリリースされる予定
である場合、つまりこのバージョンを起動したデバイスがまだない場合は、使用可能にする日時も表示されます。
テキスト

現在選択しているバージョンの説明が表示されます。
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vDiskの更新

Jun 15, 2017

イメージに最新のソフトウェアとパッチを含めるために、既存のvDiskを更新する必要がしばしば出てきます。vDiskが更新さ
れるたびに新しいバージョンのvDisk（VHDXファイル）が作成され、基本vDiskイメージを変更することなく変更が記録され
ます。

vDiskの更新には次の作業が伴います。
自動または手動でvDiskの新しいバージョンを作成する。
新しく作成したバージョンをデバイス（保守デバイスまたは更新デバイス）から起動し、vDiskへの変更を保存し、デバイ
スをシャットダウンする。
新しいバージョンを実稼働段階に昇格させます。

次の図は、vDisk更新の一般的な昇格処理を示しています。

更新したバージョンを使用できるかどうかは、そのバージョンの現在の昇格状況（保守、テスト、または実稼働）と、バー
ジョンにアクセスするデバイスの種類（保守デバイス、更新デバイス、テストデバイス、または実稼働デバイス）によって異
なります。

Personal vDiskイメージを使用するデバイスを更新する場合、このプロシージャを使って実稼働環境での互換性を確認しま
す。

注：Personal vDiskを使用するデバイスのイメージの更新は、接続されたPersonal vDiskがない仮想マシン上で実行する必要が
あります。この仮想マシン以外で更新を実行すると、更新内容が仮想マシンのイメージではなくPersonal vDiskに保存されま
す。
1. vDiskの新しい保守バージョンを作成します。
2. 保守バージョンに必要な更新をすべて適用します。
3. 新しい保守バージョンをテストに昇格させます。
4. Personal vDiskテストデバイスを起動して、更新が適用されているか確認します。
5. テストバージョンを実稼働段階に昇格させます。

更新シナリオ
vDiskの更新でサポートされるシナリオは、次のとおりです。
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手動更新 –  vDiskの新しいバージョンを作成して保守デバイスでそのバージョンへの更新を記録することにより、vDiskを手
動で更新することができます。手動更新は［vDiskバージョン］ダイアログボックスで［新規］をクリックして開始しま
す。［vDiskバージョン］ダイアログボックスの［アクセス］列に、新しく作成したバージョンが現在保守中であることが
表示されます。保守中にこのバージョンにアクセスし更新できるのは、単一の保守デバイスのみです。複数の保守デバイ
スを1つのvDiskに割り当てられます。ただし、vDiskの保守バージョンを起動しアクセスできるのは、いつでも1つのデバイ
スのみです。保守中は、その保守デバイスが排他的な読み取り/書き込みアクセス権限を持ちます。詳しくは、「vDiskイ
メージの手動更新」を参照してください。
自動更新 –  自動更新を作成すると、管理時間や物理的資源を節約できます。vDisk更新の管理機能を使用して、更新をオン
デマンドにまたはスケジュールに基づいて実行し、更新します。自動的に更新する場合は、［vDiskバージョン］ダイアロ
グボックスの［アクセス］列に、新しく作成したバージョンが現在保守中であることが表示されます。保守中にこのバー
ジョンにアクセスし更新できるのは、このバージョンが割り当てられている単一の更新デバイスのみです（vDiskごとに更
新デバイスが1つのみ存在します）。詳しくは、「vDisk更新の自動化」を参照してください。
注：vDisk更新の管理機能は標準イメージモードのvDiskのみを対象としています。プライベートイメージモードのvDisk

は、標準的なソフトウェア配信ツールで更新できます。vDisk更新の管理機能の対象としてプライベートイメージモードの
vDiskを登録しようとしたり、登録済みのvDiskのモードを切り替えようとしたりすると、エラーが発生します。
マージ –  VHDX差分ディスクファイルをマージすると、選択するマージオプションによっては、ディスク領域を節約して
パフォーマンスを向上することができます。マージ更新は、［vDiskバージョン］ダイアログボックスで［マージ］をク
リックして手動で、またはvDiskバージョンの最大数に達すると自動で開始されます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-updates-manual.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-properties-merrimack.html
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差分ディスクのVHDXチェーン

Jun 15, 2017

バージョン管理によって、vDiskの更新と管理のタスクがシンプルになり、より柔軟かつ信頼できる方法でvDiskを管理するこ
とができます。

vDiskは、VHDXベースのイメージファイル、関連するサイドカーファイル、さらに当てはまる場合は、参照されるVHDX差
分ディスクのチェーンから構成されます。差分ディスクは基本ディスクイメージに対する変更を記録するために作成され、
元の基本ディスクは変更されずに残ります。基本ディスクに関連付けられた差分ディスクは、それぞれが異なるバージョン
に相当します。

次の図は、使用されるファイル命名規則と、基本ディスクおよびその基本ディスクを参照するすべてのバージョンの関係を
示しています。

注：vDiskバージョンは［vDiskバージョン］ダイアログボックスで共通のvDiskのバージョン管理タスクを実行することに
よって作成し管理します。
vDiskが保守モードに設定されるたびに新しいバージョンのVHDX差分ディスクが作成され、次の表に示すようにファイル名
に含まれる数が1つ増えます。

  VHDXファイル名 プロパティファイル名 ロックファイル名

基本イメージ win7dev.vhdx win7dev.pvp win7dev.lok

バージョン1 win7dev.1.vhdx win7dev.1.pvp win7dev.1.lok

バージョン2 win7dev.2.vhdx win7dev.2.pvp win7dev.2.lok

... ... ... ...

バージョンN win7dev.N.vhdx win7dev.N.pvp win7dev.N.lok

VHDXファイルのマージについて詳しくは、「VHDX差分ディスクのマージ」を参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-vhd-merge.html
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vDiskイメージの手動更新

Jun 15, 2017

［vDiskバージョン］ダイアログボックスを使用して、vDiskの基本イメージの新しいバージョンを手動で作成できます。
注：更新処理を自動化するには、vDisk更新の管理を構成します（「vDisk更新の自動化」を参照してください）。
この手順を実行するには次の条件を満たす必要があります。
更新するvDiskに保守デバイスが割り当てられている。
このvDiskのどのバージョンも現在保守中ではない。

注：Personal vDiskを使用するデバイスのイメージの更新は、接続されたPersonal vDiskがない仮想マシン上で実行する必要が
あります。この仮想マシン以外で更新を実行すると、更新内容が仮想マシンのイメージではなくPersonal vDiskに保存されま
す。
新しいバージョンを作成するには
1. コンソールで、デバイスコレクションまたはvDiskプール内のバージョンを管理するvDiskを右クリックして［バージョ
ン］を選択します。［vDiskバージョン］ダイアログボックスが開きます。
注：vDiskが現在プライベートイメージモードでないことを確認します。

2. ［New］をクリックします。新しいバージョンがダイアログボックスに表示され、［アクセス］が［保守］、更新方法
の［種類］が［手動］に設定されます。

3. vDiskを保守デバイスから起動し、アプリケーションのインストールまたは削除、パッチの追加などの必要な更新を完了し
て、保守デバイスをシャットダウンします。必要に応じて、正しく変更されたかテストします。
注：テストまたは保守デバイスを起動すると、そのデバイスがPersonal vDiskテストデバイスでない限り、起動するvDiskま
たはそのvDiskのバージョンを選択する起動メニューがユーザーに表示されます。

4. vDiskを右クリックして［昇格］を選択します。バージョンの昇格について詳しくは、「更新したバージョンの昇格」を参
照してください。

5. この保守バージョンをテストまたは直接実稼働に昇格します。実稼働を選択する場合は、このバージョンを実稼働環境で
今すぐ使用できるようにするか、または使用できるようにする日時を指定します。

6. ［OK］をクリックしてこのバージョンを昇格し、保守を終了します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-promotion.html
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vDisk更新の自動化

Jun 15, 2017

注：vDisk更新の管理機能は標準イメージモードのvDiskのみを対象としています。プライベートイメージモードのvDiskは、標
準的なソフトウェア配信ツールで更新できます。vDisk更新の管理機能の対象としてプライベートイメージモードのvDiskを登
録しようとしたり、登録済みのvDiskのモードを切り替えようとしたりすると、エラーが発生します。
vDisk更新の管理機能をコンソールで使用して、仮想マシンを使用したvDisk更新の自動化を構成します。vDiskの自動更新はス
ケジュールに基づいて、または任意のタイミングで実行できます。任意の場合は、管理者がコンソールから更新を直接実行し
ます。この機能により、WSUSおよびSCCMのESD（Electronic Software Delivery：電子ソフトウェア配信）サーバーで検出
および配信される更新がサポートされます。

コンソールでサイトノードを展開すると、［vDisk更新の管理］ノードが表示されます。［vDisk更新の管理］ノードを展開す
ると、次の管理対象コンポーネントが表示されます。
ホスト
vDisk

タスク

サイトでvDisk更新の管理を構成するには、次のタスクを実行します。
1. 更新を処理するサイト内のProvisioning Servicesサーバーを指定します。「vDiskの自動更新の有効化」を参照してくださ
い。

2. 仮想ホスト接続にvDiskの自動更新を構成します。「仮想ホスト接続でのvDiskの自動更新の構成」を参照してください。
注：サポートされるハイパーバイザーの種類は、Citrix XenServer、Microsoft SCVMM/Hyper-V、およびVMWare

vSphere/ESXです。
3. vDiskの更新に使用するESD仮想マシンを作成して構成します。「ESD更新仮想マシンの作成と構成」を参照してくださ
い。

4. vDiskに自動更新を構成します。「管理対象のvDiskの自動更新の構成」を参照してください。
5. 更新タスクを作成して管理します。「タスクの作成と管理」を参照してください。
注：vDisk更新の管理タスクを構成するユーザーには、Active Directoryアカウントを作成、変更、および削除する権限が必
要です。

6. コンソールでタスクオブジェクトを右クリックし、［今すぐに更新］を選択して更新タスクを実行します。更新仮想マシ
ンが起動し、必要に応じて更新プログラムがインストールされた後に再起動します。更新タスクが正常終了すると、仮想
マシンは自動的にシャットダウンします。更新状態を確認するには、コンソールで［vDisk更新の管
理］>［vDisk］>［］>［完了した更新の状態］の順に選択します。イベントビューアーまたはWSUSでも状態を確認できま
す。

vDisk更新の管理を使用するようにサイトを構成した後は、管理対象のvDiskを次の方法で更新できます。
スケジュール - 更新タスクに定義したスケジュールに基づいて、Image Update Serviceにより自動的にvDiskが更新されま
す。詳しくは、「タスクの作成と管理」または「［更新タスクプロパティ］ダイアログボックス」を参照してください。
ユーザー起動 - 管理者がコンソールで更新する管理対象のvDiskを選択して、［今すぐに更新］を選択します。更新が完了
した後で、更新デバイスも管理者が手動で開始し停止する必要があります。

次の図は、スケジュールに基づく更新方法とユーザー起動の更新方法の両方の、基本的な更新処理を示しています。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-enable.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-vhpool-create.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-update-vm-create-configure-esd.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-vdisk-add.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-task-create.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-task-create.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-task-create/pvs-vdisks-update-task-properties.html
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1. vDiskの更新処理は、自動的に（スケジュールに基づいて）、または管理者が管理対象のvDiskを右クリックして［今すぐに
更新］を選択すると開始します。

2. Provisioning Servicesにより新しいバージョン（VHDX）が作成され、保守モード（読み取り/書き込み可能）に設定されま
す。

3. 仮想マシンが割り当てられたvDiskを起動します。ここで更新方法により処理が変わります。
スケジュールされた更新 - vDisk更新の管理機能により、自動的に起動されます。
ユーザー起動の更新 - 管理者が更新処理を起動します。

4. VHDXファイルの新しいバージョンにすべての更新が適用され、記録されます。
5. vDiskを更新した後は、仮想マシンは自動的にシャットダウンされます。
6. vDiskを保守からテストまたは実稼働に昇格します。新しいvDiskバージョンを使用できるかどうかは、更新タスクウィザー
ドの実行時に選択した、または現在の［更新タスクプロパティ］ダイアログボックスの［アクセス］タブで選択されてい
るアクセスモード（保守、テスト、または実稼働）によって異なります。このバージョンを実稼働環境で使用できるよう
にした後は、ターゲットデバイスが次にそのvDiskを起動したときに、このバージョンにアクセスできるようになります。
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vDiskの自動更新の有効化

Jun 15, 2017

管理対象のvDiskを自動的に更新するには、次の手順に従います。
1. コンソールでサイトを右クリックして、［プロパティ］を選択します。［サイトプロパティ］ダイアログボックスが開き
ます。

2. ［vDisk更新］タブで［このサイトでvDiskの自動更新を有効にする］チェックボックスをオンにします。
3. このサイトでvDisk更新を実行するためのサーバーをボックスの一覧から選択して、［OK］をクリックします。

これで、このサイトで管理対象のvDiskが自動的に更新されるようになります。次に、仮想ホスト接続を構成して自動更新が
実行されるようにします。「仮想ホスト接続でのvDiskの自動更新の構成」を参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-vhpool-create.html
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仮想ホスト接続でのvDiskの自動更新の構成

Jun 15, 2017

vDisk更新の管理機能を使用するには、Provisioning Servicesと通信する専用のハイパーバイザーサーバーを仮想ホスト接続か
ら選択します。これは仮想ホスト接続ウィザードを実行して行います。
注：vCenterサーバーで代替ポートを使用する場合は、Provisioning ServicesからvCenterサーバーに接続するために、次のと
おりレジストリを変更する必要があります。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Citrix\ProvisioningServicesの下に、新しいレジストリキーPlatformEsxを作成します。
PlatformEsxキーに文字列値ServerConnectionStringを作成して、http://{0}:<ポート番号>/sdk（ポート300を使用する場合
は、ServerConnectionString= http://{0}:300/sdkなど）を設定します。

仮想ホスト接続を構成するには
1. コンソールツリーで［vDisk更新の管理］ノードの下の［ホスト］を右クリックして、［ホストの追加］を選択します。仮
想ホスト接続ウィザードが開きます。

2. ［次へ］をクリックして開始します。［ハイパーバイザーの種類］ページが開きます。
3. この接続に使用するハイパーバイザーの種類を次の中から選択して、［次へ］をクリックします。

Citrix XenServer

Microsoft SCVMM/Hyper-V

VMWare vSphere/ESX

［名前/説明］ページが開きます。

4. 仮想ホスト接続の名前およびオプションで説明を入力して、［次へ］をクリックします。
5. 接続するサーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。ハイパーバイザーとしてESXを選択した場合は、ホストに選
択するときに使用するデータセンターを指定することもできます。
注：入力済みのホスト名/IPアドレスを削除した場合は、再入力できるようになるまで数分間かかる可能性があります。

6. ［Next］をクリックします。［資格情報］ページが開きます。
7. このホストへの接続に必要な適切な資格情報を入力して、［次へ］をクリックします。

ユーザー名 - 仮想ホスト接続サーバーにアクセスするための適切なアクセス許可を持つアカウントの名前です。
パスワード - このアカウント名と共に使用するパスワードです。パスワードは 532文字以下で指定する必要がありま
す。

［確認］ページが開きます。

8. すべての設定が正確なことを確認して［完了］をクリックします。

仮想ホスト接続のプロパティは、［仮想ホスト接続プロパティ］ダイアログボックスで表示したり変更したりできます。

［全般］タブ

 

 

ボックス/ボタン 説明

公開キー基盤（PKI）の各証
明書に同じパスワードを使用
する場合は「

仮想ホスト接続ウィザードの実行時に選択した仮想ホスト接続の種類です。このフィー
ルドは変更できません。

でのデータソース名 Provisioning Servicesでこの仮想ホスト接続を参照するときに使用する名前です。
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説明 この仮想ホスト接続の簡単な説明です。

ホスト Provisioning Servicesサーバーが通信に使用する仮想ホスト接続サーバーのIPアドレスま
たはホスト名です。
ESXサーバーとの接続に別のポートを使用するには、サーバーアドレスのフィールドに完
全な接続文字列を入力して正しいポート番号を含めます。接続文字列の形式は、
http://server_name:port/sdkです。

注：vCenterサーバーで代替ポートを使用する場合は、Provisioning ServicesからvCenter

サーバーに接続するために、次のとおりレジストリを変更する必要があります。

新しいキー
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Citrix\ProvisioningServices\PlatformEsxを作成し
ます。
PlatformEsxキーに文字列値ServerConnectionStringを作成して、
http://{0}:/sdk（ポート300を使用する場合は、ServerConnectionString=

http://{0}:300/sdkなど）を設定します。

 

 

データセンター オプションです。ハイパーバイザーとしてESXを選択した場合は、ホストに選択するとき
に使用するデータセンターを指定することもできます。

 

 

［資格情報］タブ

 

 

ボックス/ボタ
ン

説明

ユーザ名 仮想ホストサーバーと通信するときに必要なアカウントユーザー名です。

パスワード ユーザー名に関連付けられているアカウントパスワードです。パスワードは 532文字以下で指定する必
要があります。

［接続の確認］
ボタン

このボタンをクリックして、入力したユーザー名とパスワードが有効であり、仮想ホスト接続サー
バーと通信できることを確認します。
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［詳細］タブ

 

 

ボックス/ボタ
ン

説明

更新の制限 同時に更新を処理できる仮想マシンの数を制御します。この数を超える更新はキューに登録され、仮
想マシンで処理が完了するにつれて開始されます。

更新のタイムア
ウト

イメージに更新を実行するときに許可される時間の上限です。タイムアウト期間内に更新が完了しな
い場合は、更新はキャンセルされます。タイムアウトの上限は240分です。

シャットダウン
のタイムアウト

仮想マシンがシャットダウンするまで待機する時間の上限です。タイムアウト期間内に仮想マシンが
シャットダウンしない場合は、サーバーにより強制的にシャットダウンされます。

ポート IPポート番号を設定します。VMWare vSphere/ESXの場合はこのボックスに入力できません。
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ESD更新仮想マシンの作成と構成

Jun 15, 2017

管理対象のvDiskの更新に使用する仮想マシンは、Provisioning ServicesでvDisk更新の管理を構成する前にハイパーバイザーに
作成しておく必要があります。サポートされるハイパーバイザーは、Citrix XenServer、Microsoft SCVMM/Hyper-V、および
VMWare vSphere/ESXです。
ハイパーバイザー上の仮想マシンを作成し構成するときは、ESDの種類によって特定の手順が変わります。ただし、選択する
ESDシステムの種類にかかわらず、次の一般的な前提条件が更新仮想マシンに当てはまります。

サーバーに適切なESDサーバーソフトウェアをダウンロード、インストール、および構成します。
ハイパーバイザー上で一意な、Provisioning Servicesのターゲットデバイス名と同様の命名規則に従う名前を仮想マシンに
付ける必要があります。最長で15バイトの名前を付けることができます。
管理対象のvDiskに実行できる更新タスクはいつでも1つであるため、1つの管理対象のvDiskに対して1つの仮想マシンのみ
を設定する必要があります。
各仮想マシンには、2GB以上のメモリを割り当てることをお勧めします。
適切なESDライセンスを使用できるようにして、ESDクライアントソフトウェアをvDiskに正常にインストールして有効に
する必要があります。
SCVMMなしでMicrosoft HyperV Serverを使用することはサポートされていません。
更新vDiskの作成に使用する更新仮想マシンに複数のNICを構成すると、SCVMMサーバーにストリーム配信する場合はPXE

起動に失敗します。単一のNICを使用するか、単一のレガシNICのみを使用することをお勧めします。
イメージ更新クライアントに必要なため、更新仮想マシンの役割を果たすvDiskに.NET Framework 3.5以降をインストール
する必要があります。
ダウンロードとインストールが30分以内に完了する更新のみを適用することをお勧めします。

次のESDシステムがサポートされます。

WSUS

SCCM

WSUS更新仮想マシンの作成と構成

1. サーバーハイパーバイザーでクライアントを作成して起動します。ここでは例として、クライアント仮想マシン
をNameAとします（クライアント仮想マシンはハイパーバイザー上で一意である必要があります）。

2. クライアント仮想マシン（NameA）をドメインに追加し、環境に特有のほかの設定を行います。
3. クライアント仮想マシン（NameA）にProvisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
4. クライアント仮想マシン（NameA）からvDiskイメージを作成して、ダイアログボックスが開いたらターゲットデバイス
名を入力します。ここでは例として、ターゲットデバイス名をNameBとします。

5. vDiskイメージが正常に作成されたら、ターゲットデバイスをシャットダウンします。
6. オプションです。Active Directoryを使用する場合は、Provisioning Servicesコンソールを使用してvDiskでActive Directoryを
有効にして、ターゲットデバイス（NameB）のコンピューターアカウントを作成します。

7. コンソールで、プライベートイメージモードのvDiskイメージからターゲットデバイスを起動する設定にします。
8. ターゲットデバイスを起動して、次の作業を行います。

1. Windowsファイアウォールの設定がオフになっていることを確認します。
2. Gpedit.mscを実行し、［コンピューターの構成］>［管理用テンプレート］>［Windowsコンポーネント］>［Windows

Update］>［イントラネットのMicrosoft更新サービスの場所を指定する］の順に選択して［有効］に設定します。
3. WSUSサーバーの名前（http://WSUS-SERVER-NAME）を［更新を検出するためのイントラネットの更新サービスを設
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定する］ボックスと［イントラネット統計サーバーの設定］ボックスに入力します。
4. プラットフォーム別のWindows Updateエージェントをhttp://support.microsoft.com/kb/949104からインストールしま
す。

5. ターゲットデバイスを再起動してWindows Updateエージェントを構成します。
9. ターゲットデバイスをシャットダウンします。

10. ハイパーバイザーで更新仮想マシンの役割を果たすディスクレス仮想マシン（NameC）を作成して、その更新仮想マシン
がネットワークから起動するように設定します（起動はしないでください）。

11. WSUSサーバーからクライアント仮想マシンの更新を許可します。
12. コンソールで次の作業を行います。

1. ［vDiskプロパティ］ダイアログボックスの［全般］タブで、vDiskのアクセスモードを標準イメージモードに設定しま
す。

2. ホスト接続を構成します。「仮想ホスト接続でのvDiskの自動更新の構成」を参照してください。
3. 管理対象のvDiskの自動更新を構成します。「管理対象のvDiskの自動更新の構成」を参照してください。
4. 更新タスクを作成します。「タスクの作成と管理」を参照してください。

SCCM更新仮想マシンの作成と構成

1. 仮想マシンを作成し、コンピューターオブジェクト名に対してDNS要件を満たす名前を付けます。
2. オペレーティングシステムをインストールします。
3. Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
4. イメージ作成ウィザードを実行します。同じデバイス名については、手順1.の仮想マシン名を使用します。
5. デバイスのイメージを再起動します。
6. シャットダウン。
7. SCCMがスキャンしているOUにデバイスを追加します。SCCMがActive Directory全体で自由に機能するのではなく、この

OUだけで実行するようメッセージが表示されます。
8. クライアントをプライベートイメージモードで起動します。
9. ターゲットデバイスとProvisioning Serverの両方でSCCMのファイヤウォールポートを開きます。

10. SCCM管理者とSCCMサーバーをローカル管理者にします。

1. SCCMサーバーで、［管理］、［探索方法］の順に選択します。［Active Directoryシステムの探索］を右クリックして、
［今すぐ完全な探索を実行する］を選択します。デフォルトでは、SCCMは8時間ごとに新しいクライアントのスキャンを
実行されます。

2. クライアントが表示されるのを待ちます。通常、これには10分程度かかります。
3. SCCMクライアントを右クリックして、それをデバイスにプッシュします。SCCMクライアントがインストールされるまで
待機します。アクティブになったらSCCMに表示されます。

4. クライアントをSCCMのデバイスコレクションに割り当てます。
5. SCCMで［管理］、［クライアント設定］の順に選択し、クライアントに新しい設定を追加してカスタム設定コンピュー
ターエージェントを選択します。オプションの［追加のソフトウェアでアプリケーションとソフトウェア更新プログラム
の展開を管理します］を選択します。できるだけ早く、手順4.でデバイスコレクションにこれをプッシュします。

1. サイトの［プロパティ］>［vDisk更新］タブにアクセスし、サイトに対して自動vDisk更新オプションを有効にします。
2. SCCMクライアントがインストールされたら、アクティブなものとして表示され、デバイスがシャットダウンします。

http://support.microsoft.com/kb/949104
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-vhpool-create.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-vdisk-add.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-task-create.html


© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.239https://docs.citrix.com

3. vDiskを標準イメージモードに変更します。
4. デバイスを右クリックして、［Active Directory］>［コンピューターアカウントの削除］を選択します。
5. Provisioning Servicesのデバイスレコードを削除します。
6. イメージ仮想マシンが置かれるホストレコードを作成します。
7. 管理されたvDiskレコードを作成します。注：デバイス名では大文字と小文字が区別されます。
8. タスクを作成します。

注：更新とソフトウェアをプッシュする場合、常にSCCMデバイスコレクションにプッシュされます。
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管理対象のvDiskの自動更新の構成

Jun 15, 2017

vDisk更新の管理機能では、仮想マシンを使用して管理対象のvDiskへの更新を処理します。コンソールでまずvDiskを作成し、
管理対象vDiskセットアップウィザードを実行して管理対象のvDiskとしてvDisk更新マネージャーに追加します。
注：ESDサーバーを使用して更新を配信する場合は、vDiskにESDクライアントソフトウェアをインストールして有効にし、適
切なESDライセンスも使用できるようにする必要があります。
1. コンソールツリーで［vDisk更新の管理］ノードの下の［vDisk］を右クリックして、［vDiskの追加］を選択します。管理
対象vDiskセットアップウィザードの［ようこそ］ページが開きます。

2. ［次へ］をクリックして開始します。［vDisk］ページが開きます。
3. デフォルトの検索オプション（［すべてのストア］および［すべてのサーバー］）を選択するか、フィルターオプション
で特定のストアとサーバーを選択して、管理対象として選択するvDiskを表示します。まだ管理対象になっていないvDiskが
［管理するvDisk］ボックスに表示されます。

4. 管理対象にするvDiskを選択して、［次へ］をクリックします。［ホスト/仮想マシン］ページが開きます。
5. 仮想マシンをホストする場合に使用する接続の種類を、ボックスの一覧から選択します。
6. vDisk更新の処理に使用する更新仮想マシンの名前を入力します。仮想マシンの名前は大文字と小文字が区別されます。対
象のハイパーバイザー上の既存の仮想マシンと正確に一致する名前を入力してください。

7. ［次へ］をクリックします。［Active Directory］ページが開きます。
8. Active Directoryを使用する場合はドメインと組織単位を入力して、このvDiskの更新専用に作成される更新デバイスで使用
する、Active Directoryコンピューターアカウントを作成します。［次へ］をクリックします。［確認］ページが開きま
す。
注：更新仮想マシンがProvisioning ServicesデータベースまたはActive Directoryに既に存在していてはいけません。存在す
る場合は、ウィザードが正常に実行されません。

9. すべての設定を確認して［完了］をクリックします。

管理対象vDiskセットアップウィザードは［管理対象のvDisk］ダイアログボックスからも実行でき、ストア内のあるすべての
管理対象のvDiskを表示します。［管理対象のvDisk］ダイアログボックスの［管理対象のvDiskの追加］をクリックして、管理
対象vDiskセットアップウィザードを実行することができます。
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タスクの作成と管理

Jun 15, 2017

注：vDisk更新の管理タスクを構成するユーザーには、Active Directoryアカウントを作成、変更、および削除する権限が必要
です。
更新タスクウィザードでvDisk更新をスケジュールして自動的に実行するには、次の手順に従います。
1. コンソールツリーで［vDisk更新の管理］ノードの下の［タスク］を右クリックして、［タスクの追加］を選択します。更
新タスクウィザードの［ようこそ］ページが開きます。

2. ［次へ］をクリックしてタスクの構成を開始します。［名前/説明］ページが開きます。
3. このタスクの名前（必須）と説明（オプション）を適切なボックスに入力して、［次へ］をクリックします。［スケ
ジュール］ページが開きます。

4. ［なし］、［毎日］、［毎週］、［毎月］のオプションから1つクリックして、このタスクを実行する頻度を決定します。
選択した繰り返しオプションに応じて、異なるオプションが表示されます。
なし –  追加のオプションはありません。
毎日
更新実行時 –  更新を実行する時刻をボックスから選択するか、特定の時刻を入力します。
毎日 –  この日次更新を、週のすべての日、つまり月曜日から日曜日まで実行する場合にクリックします。
平日のみ –  この日次更新を、平日のみ、つまり月曜日から金曜日まで実行する場合にクリックします。

毎週
更新実行時 –  更新を実行する時刻をボックスから選択するか、特定の時刻を入力します。
更新を実行する曜日のチェックボックスをオンにします。
注：続行するには少なくとも曜日を1つ選択する必要があります。

毎月
更新実行時 –  更新を実行する時刻をボックスから選択するか、特定の時刻を入力します。
次の方法を使用して、更新タスクを実行する月の特定の日を選択します。［指定日］をクリックして、更新を実行す
る日付を入力します。
注：このボックスには数字とコンマのみを入力できます。たとえば、「1,15」と入力すると、毎月1日と15日にこの
更新タスクが実行されます。29または31を入力すると、このタスクが実行されない月があります。
または［指定曜日］をクリックして、ボックスの一覧から週と曜日を選択します。たとえば、［第1］と［月曜日］
を選択すると、毎月第1月曜日にタスクが実行されます。

5. ［Next］をクリックします。［vDisk］ページが開きます。
6. この新しいタスクを使用して更新する既存の管理対象のvDiskを強調表示して、［OK］をクリックします。オプション
で、［管理対象のvDiskの追加］をクリックして管理対象vDiskセットアップウィザードを実行し、新しい管理対象のvDisk

を一覧に追加することができます。ウィザードが完了すると新しい管理対象のvDiskが一覧に表示され、選択できます。
7. ［次へ］をクリックします。［ESDクライアント］ページが開きます。
8. vDiskで実行するESD（Electronic Software Delivery：電子ソフトウェア配信）クライアントの種類を選択し、［次へ］を
クリックします。
注：ESDクライアントソフトウェアはvDiskイメージにインストール済みである必要があります。
注：［なし］に設定すると、更新の前にクライアント側のスクリプトがvDiskに格納されている場合は、そのスクリプトを
実行できます。これらのスクリプトはクライアントのインストールディレクトリに格納する必要がありま
す。Update.batは必須のスクリプトです。Preupdate.batとPostupdate.batはオプションのスクリプトで、ユーザーの構成
に左右されます。

9. オプションで、次のスクリプトオプションを選択して［次へ］をクリックします。
更新前のスクリプト –  どの処理よりも先に実行します。
起動前のスクリプト –  仮想マシンの起動直前に実行します。
シャットダウン後のスクリプト –  仮想マシンのシャットダウン直後に実行します。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.242https://docs.citrix.com

更新後のスクリプト –  更新タスク処理が完了した後に実行します。
注：サーバーの製品インストールディレクトリに、Scriptsという名前のサブフォルダーを作成する必要があります。この
フォルダーにサーバー側のスクリプトが格納されます。

10. ［vDiskのアクセス］ページで更新後にvDiskバージョンに割り当てるアクセスモードを選択して、［次へ］をクリックしま
す。
保守 - vDiskを保守モードのままにします（保守デバイスのみで使用可能）。
テスト - vDiskをテストモードにします（テストおよび保守デバイスのみで使用可能）。
実稼働 - vDiskを使用できるようにします（実稼働、すべてのターゲットデバイスで使用可能）。

11. vDiskの更新タスクのすべての設定が正しいことを確認したら、［完了］をクリックして新しいタスクを作成します。

vDiskの更新タスクの設定は、［更新タスクプロパティ］ダイアログボックスで表示したり変更したりできます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-task-create/pvs-vdisks-update-task-properties.html
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Windowsタスクスケジューラを使用したvDisk更新タ
スクスクリプトの作成

Jun 15, 2017

Windowsタスクスケジューラを使用して、vDisk更新タスクのスクリプトを作成できます。これらのスクリプトは更新タスク
ウィザードの実行時にタスクと関連付けられ、後で［更新タスクプロパティ］ダイアログボックスの［スクリプト］タブで
変更できます。
注：タスクスケジューラの機能を使用して、希望のユーザーとしてバッチファイル/スクリプトを実行します。
次の種類のタスクスクリプトを作成できます。

更新前のスクリプト –  どの更新タスク処理よりも先に実行します。

起動前のスクリプト –  仮想マシンの起動直前に実行します。

シャットダウン後のスクリプト –  仮想マシンのシャットダウン直後に実行します。

更新後のスクリプト –  更新タスク処理が完了した後に実行します。

スクリプトは、製品のインストールフォルダーのサブフォルダーであるScriptsフォルダーに格納されます。

ターゲットデバイスを起動するバッチファイルの例を次に示します。

Mcli SetupConnection /p server=192.168.1.1

Mcli Run Boot /p deviceMac=00-00-00-00-00-11

Mcli SetupConnection /p server=192.168.1.1

Mcli Run Boot /p deviceMac=00-00-00-00-00-11

Mcli Run Boot /p deviceMac=00-00-00-00-00-22

Mcli Run Boot /p deviceMac=00-00-00-00-00-33

Mcli Run Boot /p deviceMac=00-00-00-00-00-44

Mcli Run Boot /p siteName=Boston collectionName=Sales

vDiskの更新を確認するバッチファイルの例を次に示します。

Mcli SetupConnection /p server=192.168.1.1

Mcli Run ApplyAutoUpdate /p siteName=Boston

注：Mcli-Run SetupConnectionコマンドでサーバー接続を構成するときに、ユーザー、パスワード、またはドメインを指定
しないでください。これらの値はバッチファイル/スクリプト内で保護されません。
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［更新タスクプロパティ］ダイアログボックス

Jun 15, 2017

更新タスクウィザードを使用してタスクを作成した後は、［更新タスクプロパティ］ダイアログボックスの次のタブで内容
を変更できます。

名前と説明

このタスクの名前（必須）と説明（オプション）を適切なボックスに入力して、［次へ］をクリックします。
このタスクを無効にする

このチェックボックスをオンにすると、更新タスクが一時的に無効になります。

繰り返し

オプションから1つクリックして、このタスクを実行する頻度を決定します。
なし
毎日
毎週
毎月

選択した繰り返しオプションに応じて、異なるオプションが表示されます。
なし –  追加のオプションはありません。
毎日
更新実行時 –  更新を実行する時刻をボックスから選択するか、特定の時刻を入力します。
毎日 –  この日次更新を、週のすべての日、つまり月曜日から日曜日まで実行する場合にクリックします。
平日のみ –  この日次更新を、平日のみ、つまり月曜日から金曜日まで実行する場合にクリックします。

毎週
更新実行時 –  更新を実行する時刻をボックスから選択するか、特定の時刻を入力します。
更新を実行する曜日のチェックボックスをオンにします。
注：続行するには少なくとも曜日を1つ選択する必要があります。

毎月
更新実行時 –  更新を実行する時刻をボックスから選択するか、特定の時刻を入力します。
次の方法を使用して、更新タスクを実行する月の特定の日を選択します。［指定日］をクリックして、更新を実行する
日付を入力します。
注：このボックスには数字とコンマのみを入力できます。たとえば、「1,15」と入力すると、毎月1日と15日にこの更新
タスクが実行されます。29または31を入力すると、このタスクが実行されない月があります。
または［指定曜日］をクリックして、ボックスの一覧から週と曜日を選択します。たとえば、［第1］と［月曜日］を選
択すると、毎月第1月曜日にタスクが実行されます。

vDisk

管理対象のvDiskが一覧表示されます。
ホスト

更新のためにProvisioning Servicesと通信する仮想ホスト接続が一覧表示されます。
仮想マシン

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-task-create.html
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vDiskの更新に使用される管理対象のvDiskが一覧表示されます。
INIファイルに

［管理対象vDisk］ダイアログボックスが開き、そこから管理対象の追加のvDiskを選択できます（「管理対象のvDiskの自動更
新の構成」を参照してください）。
削除

このタスクで更新するvDiskの一覧から管理対象のvDiskを削除します。

使用するESDクライアント

サポートされるESD（Electronic Software Delivery：電子ソフトウェア配信）の種類から選択します。
注：［なし］に設定すると、更新の前にクライアント側のスクリプトがvDiskに格納されている場合は、そのスクリプトを実
行できます。これらのスクリプトはクライアントのインストールディレクトリに格納する必要があります。Update.batは必須
のスクリプトです。Preupdate.batとPostupdate.batはオプションのスクリプトで、ユーザーの構成に左右されます。

vDisk更新処理に伴い実行するスクリプト

オプションです。
更新前のスクリプト –  どの処理よりも先に実行します。
起動前のスクリプト –  仮想マシンの起動直前に実行します。
シャットダウン後のスクリプト –  仮想マシンのシャットダウン直後に実行します。
更新後のスクリプト –  更新タスク処理が完了した後に実行します。

更新が正常に完了した後にvDiskに割り当てるアクセス

保守 - vDiskを保守モードのままにします（保守デバイスのみで使用可能）。

テスト - vDiskをテストモードにします（テストおよび保守デバイスのみで使用可能）。

実稼働 - vDiskを使用できるようにします（実稼働、すべてのターゲットデバイスで使用可能）。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-update-automatic-wrapper/pvs-vdisks-wizards-vdisk-add.html
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vDiskのオンデマンド更新

Jun 15, 2017

管理対象のvDiskにスケジュールしていない更新を実行するには
コンソールツリーで［vDisk更新の管理］ノードの下の管理対象のvDiskを右クリックして、［今すぐに更新］を選択します。
vDiskが複数のタスクに含まれている場合は、タスクを選択するダイアログボックスが開きます。オンデマンド更新を実行す
るには、管理者が更新デバイスを手動で開始し、更新が正常するまで待機する必要があります。
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更新デバイスプロパティ

Jun 15, 2017

更新デバイスのプロパティを表示または変更するには、コンソールでデバイスを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。 

vDisk

この更新デバイスに割り当てられているvDiskが表示されます。このフィールドは変更できません。各管理対象デバイスは、
同じ名前の単一のvDiskと1対1関係を持っています。

仮想ホスト接続

このデバイスに割り当てられている仮想ホストサーバーの名前を表示します。このフィールドは変更できません。

VM名

仮想ホストプロバイダー上の仮想マシンの名前です。このフィールドは変更できません。
仮想マシンのMAC

デバイスに搭載されているネットワークインターフェイスカードのMAC（Media Access Control：メディアアクセス制御）ア
ドレスです。このフィールドは変更できません。
VMポート

UDPポート値です。ほとんどの場合は、ポート番号を変更する必要はありません。ただし、更新デバイスソフトウェアでほか
のIP/UDPソフトウェアとの競合が発生する場合、つまり両方のソフトウェアで同じポートを共有している場合は、この値を
変更する必要があります。

名前および文字列

追加できるフィールド名の数に、定まった制限はありません。ただし、［名前］ボックスに入力できるのは最大250文字、
［文字列］ボックスに入力できるのは最大1000文字です。

［名前］ボックスには任意の名前を入力できますが、同じデバイスに重複するフィールド名を定義することはできません。
フィールド名は大文字と小文字が区別されません。つまり、「FIELDNAME」と「fieldname」は同じ名前として扱われます。
フィールド名の前後に入力された空白文字は自動的に削除されます。

パーソナリティ名の冒頭に$を使用することはできません。この記号は$DiskNameや$WriteCacheTypeなどの予約された値に
使用されます。

このタブで新しいパーソナリティ文字列を作成したり、既存の文字列を変更または削除したりできます。

進行状況

デバイスの状態について次の情報が表示されます。
更新状態：更新の状態です。非アクティブまたはアクティブ（更新中）と表示されます。
状態：デバイスの現在の状態です（アクティブまたは非アクティブ）。
IPアドレス：IPアドレスまたは「不明」と表示されます。
サーバー：このデバイスと通信しているProvisioning Servicesサーバーです。
再試行：このデバイスに接続するときに許可される試行回数です。
vDisk：vDisk名または「不明」と表示されます。
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ライセンス情報：デバイスベンダーに応じて製品ライセンス情報が表示されます（該当なし、Desktopsライセンス、
Datacenterライセンス、XenAppライセンス、またはXenDesktopライセンス）。

ログレベル

次の中からレベルを選択するか［オフ］を選択してログを無効にします。
オフ - Provisioning Servicesサーバーでログを無効にします。
重大 - システムが正常な状態に回復できないエラーを引き起こした操作が記録されます。
エラー - エラー条件を生成した操作が記録されます。
警告 - 正常終了したが、問題のあった操作が記録されます。
情報 - デフォルトのログレベルです。操作がどのように発生したかを大まかに説明するワークフローが記録されます。
デバッグ - 特定の操作の詳細が記録されます。デバッグは最高度のログレベルです。ログレベルをデバッグに設定する
と、ほかのすべてのレベルのログ情報もログファイルに記録されます。
トレース - すべての有効な操作が記録されます。
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VHDX差分ディスクのマージ

Jun 15, 2017

VHDX差分ディスクファイルをマージすると、選択するマージ方法によっては、ディスク領域を節約してパフォーマンスを向
上させることができます。

vDiskを新規の基本イメージまたは統合差分ディスクにマージすることをお勧めします。これは5バージョンごとに行います。
マージ方法は次のとおりです。
新しい基本イメージへのマージ
統合差分ディスクへのマージ

注：vDiskの保守バージョンが存在しない、またはvDiskがプライベートイメージモードである場合にのみ、マージを実行でき
ます。マージはチェーンの最上位から基本ディスクへ開始されます。マージを開始するディスクは指定できません。

新しい基本イメージへの完全マージにより、差分ディスクチェーンと基本イメージのディスクが単一の基本ディスクに結合
されます。この新しいディスクはチェーン内の次のバージョンであり、ファイル拡張子は.VHDXになります。この方法では
基本イメージへのアクセスが高速になるため、ディスク領域よりパフォーマンスが重要である場合にお勧めします。マージ
を実行するたびに新しい基本ディスクが作成されます。

部分マージにより、基本ディスクの直前までのVHDX差分ディスクチェーンが結合されます。新しい差分ディスクの親ディス
クは同じ基本イメージであり、ファイル拡張子は.avhdxになります。この方法では完全マージより消費するディスク領域が少
なく、マージ処理にかかる時間も短くなります。

［ファームプロパティ］ダイアログボックスの［vDiskバージョン］タブで、差分ディスクの自動統合を構成できます。この
タブで、vDiskの最大バージョン数を選択します。この数に達するとマージが自動的に実行されます。そのvDiskを使用できる
かどうかはタブで選択されているモード（実稼働、保守、またはテスト）によって異なります。
注：統合差分ディスクへのマージは、ディスクストレージやリモート通信に使用できる帯域幅が限られている場合にお勧め
します。このような状況では大きなイメージのコピーは実際的ではありません。

1. コンソールでvDiskを右クリックして、［バージョン］を選択します。［vDiskバージョン］ダイアログボックスが開きま
す。

2. ［マージ］をクリックします。［マージ］ダイアログボックスが開きます。
3. ［更新のマージ］または［基本のマージ］を選択します。

すべての差分ディスクを、基本ディスクイメージではなく単一の差分ディスクにマージするには、［更新のマージ］オ
プションを選択します。
すべての差分ディスクを基本ディスクイメージに完全マージするには、［基本のマージ］オプションを選択します。

4. マージの完了後にこのバージョンに設定するアクセスモード（実稼働、保守、またはテスト）を選択します。アクセスの
種類を選択しない場合は、［ファームプロパティ］ダイアログボックスの［vDiskバージョン］タブで選択されている、自
動マージ後のvDiskモード設定がデフォルトで選択されます。

5. ［OK］をクリックしてマージ処理を開始します。

マージ処理が完了するまでの時間は、選択したマージ方法とマージする差分ディスク数によって異なります。マージが正常
終了すると、［vDiskバージョン］ダイアログボックスに新しいバージョンが表示されます。［種類］列に、完全マージを選
択した場合は［基本のマージ］、部分マージを選択した場合は［更新のマージ］が表示されます。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-vhd-merge.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-update-wrapper/pvs-vdisks-vhd-merge.html
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更新したバージョンの昇格

Jun 15, 2017

vDiskの更新したバージョンは、実稼働に昇格するまで実稼働デバイスで使用できません。更新の昇格には次の段階がありま
す。
保守
テスト
実稼働

新しいバージョンを作成するたびに、アクセス設定は自動的に保守に設定されます。これにより、保守デバイスで更新を適用
すること（読み取り/書き込み）ができます。更新を完了した後で、このバージョンを保守からテスト（読み取り専用）に昇
格してテストデバイスでテストしたり、直接実稼働に昇格してすべてのターゲットデバイスで使用できるようにしたりできま
す。

手動で更新を完了した後は、［vDiskバージョン］ダイアログボックスの［昇格］ボタンを使用して、新しいバージョンをテ
ストまたは実稼働に昇格できます。実稼働を選択した場合は、リリース日時を設定するか、デフォルト設定（今すぐにリリー
ス）を受け入れます。

vDisk更新の管理機能を使用して自動で更新を完了した後は、更新タスクウィザードの実行時に選択したアクセス設定に従っ
て、新しいバージョンが昇格されます。自動更新が完了した後は、［vDiskバージョン］ダイアログボックスの［昇格］ボタ
ンを使用して昇格を設定することもできます。

問題がある場合は、新しいバージョンをテストから保守に戻すか（アクティブなセッションが存在しない場合）、実稼働か
らテストまたは保守に戻す（起動済みのデバイスをシャットダウンしてから）ことができます。

新しいバージョンを実稼働に昇格した後で実稼働デバイスからアクセスできるようにするには、次の条件を満たす必要があり
ます。
アクセス設定がデフォルトまたはオーバーライドである。
更新のリリースがスケジュールされている場合は、リリース日時になっている。
更新したバージョンがサイト内のすべてのサーバーで使用できる。
［vDiskバージョン］ダイアログボックスの［実稼働デバイスで起動するバージョン］が［最新リリース］に設定されてい
て、状態はデフォルトである。

注：バージョンの［アクセス］が空白の場合は、実稼働環境にリリースされていますが、現在デバイスが起動すべきバージョ
ンとして選択されているバージョンではないとみなされます。
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ターゲットデバイス上のvDiskの更新

Jun 15, 2017

 

このドキュメントでは、手動で再構成することなく複数のターゲットデバイス上でvDiskを変更する方法について説明しま
す。処理に関する一般的な情報を提供し、その後で段階的な設定方法について説明します。

vDiskのクラスと種類のプロパティの設定

自動更新を実行するには、ターゲットデバイスとvDiskのクラスが一致している必要があります。ターゲットデバイス内の古
いvDiskを新しいvDiskに置き換えるため、両方のvDiskのvDiskクラスと種類が一致している必要があります。実装内に複数の重
複するvDiskのインスタンスが存在する可能性があり、それらのvDiskが1つまたは複数のターゲットデバイスに割り当てられる
可能性があるため（ターゲットデバイスが最も負荷が低く最初に応答したProvisioning Servicesサーバーから起動する場合）、
新しいvDiskで置き換える古いvDiskをさらに条件づける必要があります。これが、vDiskの種類プロパティを使用する理由で
す。ディスクイメージの自動更新機能を使用する場合は、同じ種類プロパティを持つ複数のvDiskを、同じProvisioning

Servicesサーバーから同じターゲットデバイスに割り当てないでください。

vDisk更新のスケジュール

自動アップデートを適用できる時間をスケジュールするには、vDiskの［自動更新］タブにある［vDisk更新を検出したらすぐ
に適用する］または［次のvDisk更新をこの日に実行する］ラジオボタンを使用します。［次のvDisk更新をこの日に実行す
る］をクリックした場合、現在の日付またはそれ以降の日付を指定する必要があります。指定しないと、vDiskは更新されま
せん。

タイマー設定されたvDiskの更新

vDiskを更新するためのタイマーを設定できます。これは、たとえばアクティブなデバイスが少ない時など、指定した時間に
一致するクラスがあるすべてのデバイスにvDiskが割り当てられることを意味します。

これを実行するには、PowerShell Mcli-Run ApplyAutoUpdateコマンドまたはMcli Run ApplyAutoUpdateコマンドを呼びだす
Windowsタイマーを各サイトのサーバーの1つで作成します（詳しくは、『PowerShell Administrator’s Guide』または『MCLI

Programmer's Guide』を参照）。コマンドによりサイトがスキャンされ、更新するよう構成されたすべての該当するvDiskが
更新されます。コマンドは更新が必要なvDiskのみを更新するため、タイマーは毎日実行でき、vDiskの新しいバージョンが追
加されると更新が自動的に実行されます。

置換vDiskの自動追加

サイトに置換vDiskを自動的に追加するには、置き換えるvDiskのストアディレクトリに置きます。更新処理が実行されたら、
サイトで定義されていないvDiskに対してサイトの各ストアがスキャンされます。vDiskで、ストアディレクトリの既存のvDisk

と同じクラスと種類が見つかり、そのメジャー、マイナー、およびビルド番号が既存のvDiskよりも高い場合は、それが自動
的にサイトに追加され、一致クラスと共にターゲットデバイスに割り当てられます。

置換vDiskには、最後にマージされたベース以降のすべてのバージョン、あるいはマージされたベースがない場合はそのベー
スを含める必要があります。含まれているバージョンのすべてのVHDX、AVHDX、およびPVPファイルはストアディレクトリ
内に置かれる必要があります。

置換vDiskに複数のバージョンがある場合、マニフェスト（XML）ファイルをvDiskに含める必要があります。マニフェスト
ファイルを作成するには、vDiskのエクスポートを実行します。配信する必要があるファイルの数を減らすには、vDiskのエク
スポートを実行する前に［vDiskバージョン］ダイアログボックスで古いバージョンを削除します。
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vDiskの更新を自動化するには

1. 元になるvDiskで［自動更新］タブを選択して、次のvDiskのプロパティを設定します：

a. 自動更新を有効にします。

b. 更新をすぐに適用するのか、スケジュールされた日の更新のチェックを実行した時に適用するのか、あるいは Run

ApplyAutoUpdateコマンドを実行した時に適用するのかを選択します。

c. vDiskのクラスと種類を入力します。

d. vDiskのメジャー、マイナー、またはビルド番号を入力します。

注：［シリアル番号］フィールドには、vDiskの作成時にランダムなグローバル一意識別子（GUID）が設定されます。こ
れは単なる情報で、自分で変更できます。自動更新の処理には使用されません。

2. 更新されるvDiskを使用するターゲットデバイスで、［全般］タブを選択して、ターゲットデバイスのプロパティを元の
vDiskのクラス値と同じクラスに設定します。

3. 置換vDiskが元のvDiskと同じストアにあるか確認してください。

4. 置換ディスクで［自動更新］タブを選択して、次のvDiskのプロパティを設定します：

a. このvDiskをあとからほかのvDiskと置き換える可能性がある場合は、自動更新を有効にするだけです。

b. 自動更新が有効な場合、更新をすぐに適用するのか、スケジュールされた日の更新のチェックを実行した時に適用す
るのか、あるいはRun ApplyAutoUpdateコマンドを実行した時に適用するのかを選択します。

c. 元のvDiskに入力したのと同じクラスと種類を入力します。

d. 元のvDiskよりも高いメジャー、マイナーおよびビルド番号を入力します。

5. ほかのファームのサイトでvDiskの更新をする必要がある場合は、手順4で説明された置換vDiskセットアップをほかの
ファームのサイトの元のvDiskと同じストアに配信して配置できます。これは、前述の「置換vDiskの自動追加」で説明されて
います。

6. 更新チェックを構成します。これにより、更新に適したより高いメジャー、マイナー、ビルド番号で見つかったvDiskがす
べて更新されます。これは次にいずれかの方法で実行できます。

·        vDiskプールを右クリックし［自動更新の確認］を選択して、確認ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

または

·        このドキュメントの前の部分で説明したようにタイマーを設定します。
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vDiskの撤去または削除

Jun 15, 2017

vDiskが不用になったら、撤去することができます。vDiskは削除することによって撤去します。vDiskを削除すると、すべて
のVHDX差分ディスクファイル、プロパティファイル、ロックファイル、および差分キャッシュも削除されます。
注：現在ターゲットデバイスが割り当てられているvDiskは削除できません。vDiskを削除する前に、すべてのターゲットデバ
イスの割り当てを解除します。Personal vDiskを削除する場合は、vDisk参照ファイルのほかにvDiskが割り当てられているデ
バイスも削除されることを警告する確認ダイアログボックスが開きます。
vDiskを削除するには
1. コンソールツリーで［vDiskプール］を展開して、詳細ペインで削除するvDiskを強調表示します。
2. vDiskを右クリックして［削除］を選択します。［vDiskの削除］ダイアログボックスが開きます。
3. vDiskをハードドライブから永久に削除するには、vDiskをハードドライブから削除するオプションのチェックボックスを
オンにします。または、vDiskをストアとデータベースから削除するには、このチェックボックスをオフにします。vDisk

イメージファイルをストアから削除する前にバックアップコピーを作成しておかないと、vDiskイメージファイルは永久に
削除されます。

4. ［はい］をクリックします。vDiskが削除されます。
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デバイスコレクションの管理

Jun 15, 2017

デバイスコレクションによってターゲットデバイスの論理的なグループを作成し管理できます。デバイスコレクションを作
成するとデバイスではなくコレクションの単位で操作を実行できるので、デバイス管理を簡素化できます。
注：1つのターゲットデバイスは1つのデバイスコレクションにのみ属すことができます。
デバイスコレクションにより物理的な場所、サブネットの範囲、またはターゲットの論理的なグループを表すことができま
す。たとえば、特定のvDiskイメージを使用するターゲットデバイスのみでコレクションを構成したり、保守、テスト、およ
び実稼働デバイスを含むコレクションを構成したりということが考えられます。また、特定のvDiskに対して、実稼働デバイ
ス、テストマシン、および保守マシンごとに、3つのデバイスコレクションを作成するということも考えられます。ここまで
の例では、1つのコレクション内のすべてのデバイスに同じvDiskが割り当てられています。

サイトのニーズに応じて、テストデバイスや保守デバイスを1つのデバイスコレクションに統合して、コレクションよりもデ
バイス単位でvDiskの割り当てを管理することもできます。たとえば、「開発」という名前のデバイスコレクションを作成し
て、それぞれに異なる特定のvDiskを割り当てた5つのターゲットデバイスを追加します。

デバイスコレクションは、ファーム管理者、コレクションのサイトにセキュリティ特権を持つサイト管理者、またはコレク
ションにセキュリティ特権を持つデバイス管理者が作成し管理します。

コンソールツリーで［デバイスコレクション］フォルダーを展開すると、デバイスコレクションのメンバーを表示できます。
デバイスコレクションのプロパティを表示または編集するには、コンソールで既存のデバイスコレクションを右クリックし
て、［プロパティ］を選択します。［デバイスコレクションプロパティ］ダイアログボックスが開き、コレクションのプロ
パティを表示したり変更したりできます。

コレクション内のすべてのターゲットデバイスの再起動など、デバイスコレクションのメンバーに対して操作を実行できま
す。
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［デバイスコレクションプロパティ］ダイアログボッ
クス

Jun 15, 2017

デバイスコレクションプロパティは次のタブに含まれています。
［全般］タブ

ボックス/ボタ
ン

説明

でのデータ
ソース名

デバイスコレクションの名前です。

説明 デバイスコレクションの説明です。

ターゲットデ
バイステンプ
レート

既存のターゲットデバイスの設定をテンプレートとして使用し、このコレクションに追加するすべて
のターゲットデバイスに適用するには、ボックスの一覧からデバイスを選択して［OK］をクリックし
ます。

［セキュリティ］タブ

ボックス/ボ
タン

説明

デバイス管理
者のグループ

［追加］または［削除］をクリックして、このコレクションのデバイス管理者を割り当てたり、割り当
てを解除したりします。デバイス管理者は特権を持つすべてのデバイスコレクションに対してタスクを
実行できます。

デバイスオペ
レーターのグ
ループ

［追加］または［削除］をクリックして、このコレクションのデバイスオペレーターを割り当てたり、
割り当てを解除したりします。デバイスオペレーターには次の特権があります。
ターゲットデバイスの起動と再起動
ターゲットデバイスのシャットダウン
ターゲットデバイスプロパティの表示
割り当てられているターゲットデバイスのvDiskプロパティの表示

［自動追加］タブ

ボック
ス/ボタン

説明

ターゲッ
トデバイ
ステンプ
レート

テンプレートが選択済みの場合はテンプレートの名前が、未選択の場合は「<デバイステンプレートなし
>」と表示されます。
ボックスの一覧を使用して、このコレクションに新しく追加するデバイスのデバイステンプレートを選択
します。
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選択したテンプレートのプロパティを表示するには、［プロパティ］をクリックします。読み取り専用の
ダイアログボックスが開きます。

プレ
フィック
ス

このコレクションに追加するすべてのデバイスの特定に役立つ、静的なプレフィックスを入力します。た
とえば、「Tokyo」と入力して東京に配置したデバイスを示します。
プレフィックスはサフィックスと組み合わせて使用できますが、サフィックスを指定する場合は必須では
ありません。プレフィックス、番号の桁数、およびサフィックスを合わせて、最大で15文字のデバイス名
を付けられます。たとえば、次のデバイス名は有効とみなされます。

Tokyo0000Floor2（プレフィックス、増分番号の桁数、およびサフィックスから構成されており、長さ
は15文字です）
Tokyo0000（サフィックスは指定されていません）
000Floor2（プレフィックスは指定されていません）

数字をプレフィックスの末尾に使用することはできません。

プレフィックスとサフィックスの組み合わせは、各コレクションで固有のものにする必要があります。

桁数 このコレクションに追加するデバイスに関連付ける、増分番号の桁数を入力します。この番号はデバイスを
追加するたびに増加します。たとえば、番号の桁数を「3」に設定すると、最初のデバイスには「001」が
割り当てられ、番号が「999」に達すると番号の割り当てつまりデバイスの追加を停止します。

指定した桁数と同じになるように番号の前に自動的に0を追加するには、［0で埋める］チェックボックス
をオンにします。たとえば、番号の桁数が3である場合は、最初のターゲットデバイスには「001」という
番号が割り当てられます。

指定した桁数と同じになるように番号の前に自動的に0を追加するには、［0で埋める］チェックボックス
をオンにします。たとえば、番号の桁数を「4」に設定すると、最初のターゲットデバイスには「0001」と
いう番号が割り当てられます。
番号の桁数は3から9の間で指定する必要があります。

サフィッ
クス

このコレクションに追加するすべてのデバイスの特定に役立つ、静的なサフィックスを入力します。たと
えば、Tokyo001Floor2とすると、そのデバイスが設置されている階がわかりやすくなります。

サフィックスはプレフィックスと組み合わせて使用できますが、プレフィックスを指定する場合は必須で
はありません。

プレフィックス、番号の桁数、およびサフィックスを合わせて、最大で15文字のデバイス名を付けられま
す。

数字をサフィックスの冒頭に使用することはできません。

プレフィックスとサフィックスの組み合わせは、各コレクションで固有のものにする必要があります。

最終増分
番号

このコレクション内でデバイスに最後に割り当てられた増分番号を示します。

この番号は「0」にリセットできますが、同じプレフィックス/サフィックスの組み合わせに対する最も大
きい番号より小さい数にはできません。

ボック
ス/ボタン

説明
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ボック
ス/ボタン

説明



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.258https://docs.citrix.com

デバイスコレクションの作成

Jun 15, 2017

新しいデバイスコレクションを作成するには
1. コンソールで新しいコレクションを追加する［デバイスコレクション］フォルダーを右クリックし、［デバイスコレク
ションの作成］を選択します。［デバイスコレクションプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

2. ［全般］タブの［名前］ボックスにこの新しいデバイスコレクションの名前を、［説明］ボックスにこのコレクションの
説明を入力し、［セキュリティ］タブをクリックします。

3. ［デバイス管理者のグループ］ボックスの下の［追加］をクリックします。［セキュリティグループの追加］ダイアログ
ボックスが開きます。

4. グループにデバイス管理者の役割を割り当てるには、適切なドメイン/グループ名のチェックボックスをオンにし
て［OK］をクリックします。

5. オプションで手順2.～4.を繰り返し、引き続きデバイス管理者としてグループを割り当てます。
6. ［デバイスオペレーターのグループ］ボックスの下の［追加］をクリックします。［セキュリティグループの追加］ダイ
アログボックスが開きます。

7. グループにデバイスオペレーターの役割を割り当てるには、適切なドメイン/グループ名のチェックボックスをオンにし
て［OK］をクリックします。

8. オプションで手順2.～4.を繰り返し、引き続きデバイスオペレーターとしてグループを割り当てます。
9. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.259https://docs.citrix.com

ターゲットデバイスのコレクションへのインポート

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスのインポートウィザードを使用して、ファイルからターゲットデバイス情報をインポートできます。ター
ゲットデバイス情報を.csvファイルとして保存すると、デバイスコレクションにインポートできます。

注：.csvテキストファイルは、.txtファイルからNotePad.exeまたはExcelで作成できます。ターゲットデバイスごとに1行が含
まれています。この行は、
DeviceName、MAC-Address、SiteName、CollectionName、Description、Type

の形式で表示されます。ここで
DeviceNameは新しいターゲットデバイスの名前、
MAC-Addressは001122334455、00-11-22-33-44-55、または00:11:22:33:44:55

のような新しいデバイスのMACアドレスです。Typeは、0は製品、1はテスト、2はメンテナンスを意味します。

ウィザードは、ファーム、サイト、およびデバイスコレクションを右クリックすると表示されるメニューからアクセスできま
す。サイトまたはコレクションからアクセスする場合は、インポートファイルの中でサイト名およびコレクション名が一致す
るターゲットデバイスのみがインポート一覧に表示されます。

ウィザードには、ファイルに含まれる情報を使用して、存在しないサイトまたはコレクションを自動的に作成するオプション
もあります。さらに、コレクションにデバイステンプレートが存在する場合はテンプレートを適用するオプションもありま
す。

インポート操作の監査記録と共にログファイルが生成されます。このファイルは次のフォルダーに生成されます。

C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Citrix\Provisioning Services\log

ターゲットデバイスをコレクションにインポートするには

1. コンソールでターゲットデバイスのインポート先のデバイスコレクションを右クリックし、［ターゲットデバイ
ス］、［インポート］の順に選択します。ターゲットデバイスのインポートウィザードが開きます。

2. インポートするファイルを入力または参照します。このファイルからターゲットデバイス情報が読み込まれ、ウィザード
に表示されます。この情報には、ターゲットデバイス名、MACアドレス、およびオプションで説明が含まれる可能性があ
ります。

3. インポートするターゲットデバイスを強調表示します。インポートするデバイスにコレクションのデバイステンプレート
を適用する場合は、［インポートするデバイスにコレクションのデバイステンプレートを適用する］チェックボックスを
オンにします。

4. ［インポート］をクリックして、ターゲットデバイス情報を含む.csvテキストファイルを選択したコレクションにインポー
トします。［状態］列にインポートが成功したかどうかが示されます。
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コレクションの削除

Jun 15, 2017

コレクションを削除すると、コレクション内のターゲットデバイスメンバーのレコードがすべて削除されます。レコード
は、手作業で追加するか自動追加機能を使用して再作成できます。
注：ターゲットデバイスを削除すると、そのデバイスが関連付けられていたビューからも削除されます。
同じサイト内であれば、ドラッグアンドドロップでコレクションからコレクションへとターゲットデバイスを移動した後
で、移動元のコレクションを削除することができます。デバイスコレクションを別のサイトに移動する必要があったり、サ
イトが廃止されたりした場合は、エクスポートとインポートの機能を使用して別のサイトのコレクションにデバイスをイン
ポートした後で、エクスポート元のコレクションを削除することができます。
コレクションを削除するには

1. コンソールツリーで削除するコレクションを右クリックし、［削除］を選択します。確認のメッセージが表示されます。
2. ［OK］をクリックしてコレクションを削除します。コレクションがコンソールツリーに表示されなくなります。
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コンソールでのコレクションの更新

Jun 15, 2017

コレクションに変更を加えた後でそれらの変更がコンソールに反映されるように、コレクションを更新する必要がある可能
性があります。最新の情報に更新するには、ツリー内でコレクションを右クリックして［最新の情報に更新］を選択しま
す。
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コレクション内のターゲットデバイスを起動するには

Jun 15, 2017

コレクション内のターゲットデバイスを起動するには
1. コンソールツリーでコレクションを右クリックして、［ターゲットデバイス］、［起動］の順に選択します。［設
定］ボックスの一覧で［デバイスの起動］が選択された［ターゲットデバイス制御］ダイアログボックスが開きます。
［デバイス］ボックスの一覧にターゲットデバイスが表示されます。

2. ［デバイスの起動］をクリックしてターゲットデバイスを起動します。［状態］列に「起動信号」と表示され、ターゲッ
トデバイスが起動信号を正常に受信すると「成功」に表示が変わります。
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コレクション内のターゲットデバイスを再起動するに
は

Jun 15, 2017

コレクション内のターゲットデバイスを再起動するには
1. コンソールツリーでコレクションを右クリックして、［ターゲットデバイス］、［再起動］の順に選択します。［設
定］ボックスの一覧で［デバイスの再起動］が選択された［ターゲットデバイス制御］ダイアログボックスが開きます。
［デバイス］ボックスの一覧にターゲットデバイスが表示されます。

2. ［待機秒数］ボックスに、ターゲットデバイスを再起動する前に待機する秒数を入力します。
3. ［メッセージ］ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。
4. ［デバイスの再起動］をクリックしてターゲットデバイスを再起動します。［状態］列に「再起動信号」と表示され、
ターゲットデバイスが起動信号を正常に受信すると「成功」に表示が変わります。
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コレクション内のターゲットデバイスのシャットダウ
ン

Jun 15, 2017

コレクション内のターゲットデバイスをシャットダウンするには
1. コンソールツリーでコレクションを右クリックして、［ターゲットデバイス］、［シャットダウン］の順に選択しま
す。［デバイスのシャットダウン］ダイアログボックスが開きます。［デバイス］ボックスの一覧にターゲットデバイス
が表示されます。

2. ［待機秒数］ボックスに、ターゲットデバイスをシャットダウンする前に待機する秒数を入力します。［メッセージ］
ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。

3. ［デバイスのシャットダウン］をクリックしてターゲットデバイスをシャットダウンします。ターゲットデバイスが
シャットダウンするまで［状態］列に「シャットダウン信号」と表示されます。ターゲットデバイスが正常にシャットダ
ウンすると「成功」に表示が変わります。
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コレクション内のターゲットデバイスへのメッセージ
送信

Jun 15, 2017

コレクション内のターゲットデバイスにメッセージを送信するには
1. コンソールツリーでコレクションを右クリックして、［ターゲットデバイス］、［メッセージ］の順に選択します。［デ
バイスへのメッセージ送信］ダイアログボックスが開きます。［デバイス］ボックスの一覧にターゲットデバイスが表示
されます。

2. ［メッセージ］ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。
3. ［デバイスへのメッセージ送信］をクリックします。［状態］列に「メッセージ信号」と表示され、ターゲットデバイス
がメッセージを正常に受信すると「成功」に表示が変わります。
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サイト内のコレクション間でのターゲットデバイスの
移動

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスは同じサイト内のコレクション間で移動できます。
コレクション間でターゲットデバイスを移動するには

1. コンソールでコレクションを展開し、ターゲットデバイスを右クリックして［移動］を選択します。
2. ボックスの一覧からターゲットデバイスの移動先のコレクションを選択して［OK］をクリックし、ダイアログボックス
を閉じます。
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ビューの管理

Jun 15, 2017

コンソールのビュー機能を使用すると、デバイスのグループをすばやく管理することができます。通常ビューは、業務上の
必要に応じて作成します。たとえば、ビューで建物などの物理的な場所やユーザーの種類を表すことができます。デバイス
コレクションとは異なり、ターゲットデバイスを任意の数のビューのメンバーにすることができます。

ファーム管理者は、コンソールツリーの［ファーム］、［ビュー］フォルダーで、ビューを作成して管理することができま
す。ファームビューにはファーム内の任意のターゲットデバイスを含められます。サイト管理者は、コンソールツリーの
［ファーム］、［サイト］、対象のサイト、［ビュー］フォルダーで、ビューを作成して管理することができます。サイト
ビューには対象のサイト内のターゲットデバイスのみを含めることができます。

ビューのプロパティを表示または編集するには、コンソールで既存のビューを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。［ビュープロパティ］ダイアログボックスが開き、ビューのプロパティを表示したり変更したりできます。

すべてのターゲットデバイスの再起動など、ビュー内のすべてのメンバーに対して操作を実行するには、「コンソールでの
ビューの管理」を参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-administration/pvs-views-properties.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-administration/pvs-views-tasks.html
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プロパティの表示

Jun 15, 2017

既存のビューのプロパティを表示または編集するには、コンソールでビューを右クリックして、［プロパティ］を選択しま
す。［ビュープロパティ］ダイアログボックスが開き、ビューのプロパティを表示したり変更したりできます。

次の表で、ビュープロパティについて説明します。

［全般］タブ

ボックス/ボタン 説明

でのデータソース名 ビューの名前です。

説明 このビューの目的です。

［メンバー］タブ

ボックス/ボタ
ン

説明

このビューの
メンバー

このビューに属するターゲットデバイスが一覧表示されます。

［追加］ボタ
ン

［ターゲットデバイスの選択］ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスで、ビュー
に追加するターゲットデバイスを選択します。

［削除］ボタ
ン

強調表示されたターゲットデバイスをビューから削除します。

［すべて削
除］ボタン

すべてのターゲットデバイスをビューから削除します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-administration/pvs-views-properties.html
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コンソールでのビューの管理

Jun 15, 2017

ビューの作成

1. コンソールで新しいビューを追加する［ビュー］フォルダーを右クリックし、［ビューの作成］を選択します。［ビュー
プロパティ］ダイアログボックスが開きます。

2. ［全般］タブの［名前］ボックスに新しいビューの名前を、［説明］ボックスにビューの説明を入力し、［メンバー］タ
ブをクリックします。

3. ［追加］をクリックして、ビューに新しいターゲットデバイスメンバーを追加します。［ターゲットデバイスの選択］ダ
イアログボックスが開きます。

4. ボックスの一覧で、追加するターゲットデバイスのサイトとデバイスコレクションを選択します。そのデバイスコレク
ションのすべてのメンバーが、使用できるターゲットデバイスの一覧に表示されます。

5. コレクション内のターゲットデバイスを1つまたは複数強調表示して［追加］をクリックし、新しいビューにターゲットデ
バイスを追加します。ほかのデバイスコレクションからさらにターゲットデバイスを追加するには、手順4.と5.を繰り返し
ます。

6. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。選択したターゲットデバイスがすべて［メンバー］タブに表示さ
れます。

デバイスプロパティの貼り付け

あるターゲットデバイスのプロパティをコピーしてビュー内のターゲットデバイスに貼り付けるには、次の手順に従います。

ビュー内のメンバーにデバイスプロパティを貼り付けるには
1. コンソールの詳細ペインでプロパティをコピーするターゲットデバイスを右クリックして、［デバイスプロパティのコ
ピー］を選択します。［ターゲットデバイスプロパティのコピー］ダイアログボックスが開きます。

2. コピーするプロパティのチェックボックスをオンにして、［コピー］をクリックします。プロパティがクリップボードに
コピーされ、ダイアログボックスが閉じます。

3. コピーしたプロパティを継承するターゲットデバイスが含まれるビューを右クリックして、［貼り付け］を選択します。
［デバイスプロパティの貼り付け］ダイアログボックスが開き、プロパティをコピーしたターゲットデバイスの名前とプ
ロパティが表示されます。

4. ［貼り付け先］列で、プロパティを継承させるターゲットデバイスを強調表示し、［貼り付け］をクリックします。
5. ［閉じる］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

ビューの削除

ビューを廃止した場合は、そのビューを削除できます。ビューを削除しても、ターゲットデバイスがコレクションから削除さ
れるわけではありません。
1. コンソールツリーで削除するビューを右クリックし、［削除］を選択します。確認のメッセージが表示されます。
2. ［OK］をクリックしてビューを削除します。ビューがコンソールツリーに表示されなくなります。

ビューの更新

ビューに変更を加えた後でそれらの変更がコンソールに反映されるように、ビューを更新する必要がある可能性があります。
最新の情報に更新するには、ツリー内でビューを右クリックして［最新の情報に更新］を選択します。

ビュー内のデバイスの起動

1. コンソールツリーでビューを右クリックして、［ターゲットデバイス］>［起動］の順に選択します。［設定］ボックスの
一覧で［デバイスの起動］が選択された［ターゲットデバイス制御］ダイアログボックスが開きます。デフォルトで、
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［デバイス］ボックス内のすべてのデバイスが操作の対象です。
2. ［デバイスの起動］をクリックしてターゲットデバイスを起動します。ターゲットデバイスが起動するまで［状態］列に
「起動信号」と表示されます。ターゲットデバイスが正常に起動すると「成功」に表示が変わります。

ビュー内のデバイスの再起動

1. コンソールツリーでビューを右クリックして、［ターゲットデバイス］>［再起動］の順に選択します。［設定］ボックス
の一覧で［デバイスの再起動］が選択された［ターゲットデバイス制御］ダイアログボックスが開きます。デフォルト
で、［デバイス］ボックス内のすべてのデバイスが操作の対象です。

2. ［待機秒数］ボックスに、ターゲットデバイスを再起動する前に待機する秒数を入力します。
3. ［メッセージ］ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。
4. ［デバイスの再起動］をクリックしてターゲットデバイスを再起動します。ターゲットデバイスが再起動するまで［状
態］列に「再起動信号」と表示されます。ターゲットデバイスが正常に再起動すると「成功」に表示が変わります。

ビュー内のデバイスのシャットダウン

1. コンソールツリーでビューを右クリックして、［ターゲットデバイス］>［シャットダウン］の順に選択します。［デバイ
スのシャットダウン］ダイアログボックスが開きます。デフォルトで、［デバイス］ボックス内のすべてのデバイスが操
作の対象です。

2. ［待機秒数］ボックスに、ターゲットデバイスをシャットダウンする前に待機する秒数を入力します。
3. ［メッセージ］ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。
4. ［デバイスのシャットダウン］をクリックしてターゲットデバイスをシャットダウンします。ターゲットデバイスが
シャットダウンするまで［状態］列に「シャットダウン信号」と表示されます。ターゲットデバイスが正常にシャットダ
ウンすると「成功」に表示が変わります。

ビュー内のターゲットデバイスへのメッセージ送信

ビュー内のターゲットデバイスにメッセージを送信するには
1. コンソールツリーでビューを右クリックして、［ターゲットデバイス］>［メッセージ］の順に選択します。［デバイスへ
のメッセージ送信］ダイアログボックスが開きます。デフォルトで、［デバイス］ボックス内のすべてのデバイスが操作
の対象です。

2. ［メッセージ］ボックスに、ターゲットデバイスに表示するメッセージを入力します。
3. ［デバイスへのメッセージ送信］をクリックします。ターゲットデバイスがメッセージを正常に受信するまで［状態］列
に「メッセージ信号」と表示されます。ターゲットデバイスがメッセージを正常に受信すると「成功」に表示が変わりま
す。
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高可用性の実装の管理

Jun 15, 2017

可用性の高いネットワークを構築するには、重要なコンポーネントを特定し、それらのコンポーネントの冗長性を高め、アク
ティブなコンポーネントが停止したときにセカンダリコンポーネントへの自動フェールオーバーが実行されるようにするこ
とが重要です。重要なコンポーネントには次のものがあります。
データベース
Provisioning Servicesサーバー
vDiskおよびストレージ

Provisioning Servicesには、高度な可用性を持つ実装を構成するときに検討すべき次のようなオプションがあります。

データベース
オフラインデータベースのサポートにより、データベースへの接続が失われたときに、Provisioning Servicesサーバーで
データベースのスナップショットを使用できます。
データベースのミラーリング。

Provisioning Servicesサーバー
Provisioning Servicesサーバーのフェールオーバー。サーバーが使用不能になったときに、同じサイト内の別のサーバー
からアクティブなターゲットデバイスにvDiskを提供できます。
サーバー間の負荷分散の管理。Provisioning Servicesサーバー間で負荷を分散して過負荷を防ぎ、サーバーの能力をより
有効かつ効率的に使用できます。

vDiskおよびストレージ
高可用性共有ストレージの構成

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-ha-wrapper/pvs-ha-offline-db-config.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-ha-wrapper/pvs-ha-db-mirror.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-ha-wrapper/pvs-ha-option-intro.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-vdisks-lifecycle-wrapper/pvs-vdisks-load-balancing.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-ha-wrapper/pvs-ha-shared-store-config.html
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オフライン データベースのサポート

Jun 15, 2017

オフラインデータベースのサポートオプションにより、Provisioning Servicesデータベースへの接続が失われた場合、
Provisioning Servicesサーバーでデータベースのスナップショットを使用できます。

注：このオプションはデフォルトでは無効になっており、実務環境で安定稼働しているファームでのみ使用することをお勧
めします。評価環境で実行している場合やファームコンポーネントの再構成中には使用しないでください。ファーム管理者
のみがこのオプションを設定できます。
ファームでオフラインデータベースのサポートを有効にすると、サーバーの起動時にデータベースのスナップショットが作
成および初期化されます。このスナップショットはStream Serviceにより継続的に更新されます。データベースが使用不能に
なると、スナップショットからProvisioning Servicesサーバーおよびサーバーで使用できるターゲットデバイスの情報が取得
されます。これにより、Provisioning Servicesサーバーとターゲットデバイスの運用が維持されます。ただし、データベース
がオフラインのときは、Provisioning Servicesの管理機能とコンソールが使用できなくなります。

データベース接続が使用できるようになると、スナップショットに加えられたProvisioning Servicesサーバーまたはターゲッ
トデバイスの変更情報がデータベースへ同期されます。 

注意事項

データベース接続が失われると、オフラインデータベースのサポートが有効でも、次の機能、オプション、およびプロセス
は使用できなくなります。
ターゲットデバイスの自動追加
vDisk更新
vDiskの作成
Active Directoryパスワードの変更
Stream Serviceの開始
イメージ更新サービス
管理機能、PowerShell、MCLI、SOAP Server、およびコンソール

オフラインデータベースのサポートの有効化
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1. コンソールでファームを右クリックして［プロパティ］を選択します。［ファームプロパティ］ダイアログボックスが開
きます。

2. ［オプション］タブで、［オフラインデータベースのサポート］チェックボックスを選択します。
3. Stream Serviceを再起動します。
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データベースのミラーリング

Jun 15, 2017

可用性を高めるため、Microsoft SQL Serverデータベースをミラーリングした環境でプライマリバージョンが使用できなく
なった場合は、Provisioning Servicesでミラー化バージョンがサポートされます。これにより、Provisioning Servicesの全体的
な可用性が高まります。

データベースのミラーリングは新しいファームにも既存のファームにも実装することができ、次のタスクを伴います。

Microsoft SQL Serverで動作するProvisioning Servicesプライマリデータベースの作成（サーバーでインストールウィザード
を実行すると作成されます）
注：データベースのミラーリングを機能させるには、復旧モデルを［完全］に設定する必要があります。
プライマリデータベースサーバーとインスタンスの特定（構成ウィザードを実行すると特定されます）
Microsoft SQL Serverで動作する既存のフェールオーバーデータベースサーバーの特定（構成ウィザードを実行すると特定
されますが作成はされません）
プライマリデータベースサーバーとフェールオーバーデータベースサーバー間のミラーリングの構成（Microsoft SQL

Serverのデータベースサーバーツールを使用して構成します）

注：フェールオーバーサーバーを実行状態にしてから、ファームでデータベースのミラーリングを有効にすることをお勧めし
ます。Microsoft SQL Serverのフェールオーバーサーバーの構成について詳しくは、http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/ms188712.aspxを参照してください。
注：以下の方法は、構成ウィザードの実行時にデータベースをミラーリングする場合に当てはまる手順です。
注：構成ウィザードを実行して、新しいフェールオーバーサーバーを指定します。これにより、Provisioning Servicesファー
ムにより新しい設定が正しく報告されます。ウィザードを再実行した後で、Stream Serviceなどの一部のサービスが再起動さ
れます。これにより、ウィザードを実行したときに指定したフェールオーバーサーバーの設定が有効になります。
新しいファームの構成時のミラーリングの有効化

ミラーリングを有効にするには
1. 新しいファームに含まれるサーバーで構成ウィザードを開始します。
2. ［ファームの構成］ページで［ファームを作成する］をクリックしてから［次へ］をクリックします。
3. 入力するか［参照］をクリックして、プライマリデータベースサーバーとインスタンスの名前を特定します。オプション
で、このデータベースサーバーとの通信に使用するTCPポート番号を入力します。

4. ［データベースのミラーフェールオーバーパートナーを指定する］チェックボックスをオンにします。
5. 入力するか［参照］をクリックして、フェールオーバーデータベースサーバーとインスタンスの名前を特定します。オプ
ションで、このサーバーとの通信に使用するTCPポート番号を入力します。

6. ［Next］をクリックします。フェールオーバーデータベースが構成済みで実行中の場合は、Provisioning Servicesから接続
できる必要があります。フェールオーバーデータベースが作成されていない、または実行中でない場合は、接続できない
ことを示すエラーメッセージが表示される可能性があります。この場合は、確認メッセージに対して［はい］をクリック
して続行します（新しいファームを作成した後で、フェールオーバーデータベースを作成して構成できます）。

7. ［新規ファーム］ページでプライマリデータベースサーバー上の新しいデータベースの名前を入力し、そのほかの必要な
情報を入力します。

8. ［Next］をクリックします。
9. ウィザードの残りのページを完了します。

既存のファームでのミラーリングの有効化

既存のサーバーでミラーリングを有効にするには
1. プライマリデータベースサーバーおよびフェールオーバーデータベースサーバーが動作していることを確認します。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/ms189047.aspx
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2. Microsoft SQL Serverのツールを使用して、フェールオーバーデータベースサーバー上のデータベースにProvisioning

Servicesデータベースをミラーリングします。
3. 各サーバーで構成ウィザードを実行します。
4. ［ファームの構成］ページで［既存のファームを再構成する］または［既存のファームに参加する］をクリックして、
ファームを特定します。

5. ［データベースサーバー］ページでプライマリおよびフェールオーバーデータベースのサーバーとインスタンスの名前を
選択し、データベースミラーフェールオーバー機能を入港にします。

6. ウィザードの残りのページを完了します。
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SQL Server 2012、2014、2016のSQL AlwaysOn機能

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesでは、SQL AlwaysOn機能による高可用性と障害回復のソリューションがサポートされます。以下に注
意してください。

SQL 2012のネイティブクライアントが必要です。このクライアントは、Provisioning Servicesサーバーのインストールに
おけるオプションの前提条件です。
Provisioning Servicesでは、リスナーのDNS名によりAlwaysOn機能と通信を行います。
事前作成された高可用性グループにデータベースが属している必要があります。
リスナーのDNS名および高可用性グループは、SQL AlwaysOnの作成手順の一部として含まれています。Provisioning

Services側では管理できません。
SOAPまたはStream Serviceのユーザーに、AlwaysOn構成に含まれる各SQLサーバーに対する完全な権限を手作業で構成
する必要があります。
Provisioning Servicesは、SQL AlwaysOnの背後で動作する個別のSQLサーバーやクラスターとは通信しません。

注意
サポートされるデータベースおよびクライアントについて詳しくは、Knowledge CenterでSupported Databases for XenApp and

XenDesktop Componentsを参照してください。

https://support.citrix.com/article/CTX114501
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Provisioning Servicesサーバーのフェールオーバー

Jun 15, 2017

デフォルトでは、1つのサイト内の、あるvDiskにアクセスできるすべてのProvisioning Servicesサーバーで、そのvDiskをター
ゲットデバイスに提供できます。複数のProvisioning Servicesサーバーから共有ストレージ上の同じ物理ファイルにアクセス
できます。これにより、アクティブなProvisioning Servicesサーバーへの接続が何らかの理由で切断されたとき、ターゲット
デバイスが代替のProvisioning Servicesサーバーに接続することができます。フェールオーバーが発生するとき、ターゲット
デバイスでサービスの中断やデータの損失が起きることはありません。
注：vDiskの複製機能を使用する実装でサーバーのフェールオーバーが発生した場合は、同一の複製vDiskへのアクセスを持つ
サーバーのみがターゲットデバイスにそのvDiskを提供できます。たとえば、vDiskが3つのサーバーのハードドライブに複製
され、そのvDiskのうちの1つが更新された場合は、そのvDiskはほかの2つと同一ではなくなり、サーバーのフェールオーバー
が発生したときに考慮されません。まったく同じ更新をほかの2つのvDiskに実行しても、各vDiskのタイムスタンプが異なる
ためそれらのvDiskは同一ではなくなります。
注：Provisioning Servicesでは、ローカルストレージ上のプライベートイメージモードのvDiskまたは現在保守モード（読み取
り/書き込み有効）のvDiskの高可用性機能はサポートされません。
vDiskの負荷分散が有効で、そのvDiskを提供しているサーバーが停止した場合は、残りのサーバー間でターゲットデバイスの
負荷が自動的に分散されます。負荷分散オプションが無効で、単一のサーバーでしかそのvDiskをターゲットデバイスに提供
しない場合は、フェールオーバーは起こりません。
注：サーバー間でターゲットデバイスの負荷を自動的に分散するためのProvisioning Servicesの構成について詳しくは、
「Provisioning Servicesサーバー上でのターゲットデバイスの負荷分散」を参照してください。

ログオンのためにターゲットデバイスがアクセスするProvisioning Servicesサーバーは、必ずしもターゲットデバイスにvDisk

を提供するサーバーになるとは限りません。さらに、いったん接続した後は、このターゲットデバイス用のvDiskに複数の
Provisioning Servicesサーバーからアクセスできる場合、最も負荷の低いサーバーが選択されます。

ターゲットデバイスのタイムアウトおよび現在のサーバーへの再試行を回避しながら、すべてのターゲットデバイスを意図的
に別のProvisioning Servicesサーバーに接続させるには、現在のサーバーでStream Serviceを停止します。Stream Serviceの
シャットダウン時に、各ターゲットデバイスにほかのサーバーへ再ログオンするように通知されます。

ターゲットデバイスのフェールオーバーのテスト

デバイスが正常にフェールオーバーすることを保証するには

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-devices-balance.html
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1. ターゲットデバイスで仮想ディスクステータスのアイコンをダブルクリックし、接続先のProvisioning Servicesサーバーの
IPアドレスを書きとめます。

2. コンソールで接続先のProvisioning Servicesサーバーを右クリックします。［Stream Service］>［停止］の順に選択しま
す。

3. ターゲットデバイスの［仮想ディスクの状態］ダイアログボックスで、接続先のProvisioning ServicesサーバーのIPアドレ
スが代替サーバーのアドレスに変化したことを確認します。
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共有ストレージでの高可用性の構成

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesサーバーは、共有ストレージの場所にアクセスするように構成します。Provisioning Servicesは、さまざ
まな共有ストレージ構成をサポートします。ネットワーク内のストレージの可用性を高めるための構成手順は、共有ストレー
ジ構成により異なります。

注：Provisioning Servicesをインストールすると、レジストリ
キーHKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControlSet\Services\MRXSmb\Parameters\OplocksDisabledが影響を受けま
す。このレジストリキーを変更すると、Windowsの便宜的ロックが無効になり、アクティブなProvisioning Servicesサーバー
との通信が失われたときに、最短時間でフェールオーバーが実行されます。この変更がなければ、フェールオーバーに最大で
1分かかる可能性があります。フェールオーバーが実行されるまでは、停止したProvisioning Servicesによって使用されていた
vDiskファイルへのアクセスがWindowsによって許可されません。Provisioning ServicesサーバーでWindowsの便宜的ロックを
無効にすることにより、Stream ServiceからvDiskにすぐにアクセスすることができます。ただし、これによりProvisioning
Servicesサーバー全体のリモートvDiskデータのキャッシュが少なくなります。
Windows共有ストレージの構成

Windows共有ストレージを使用する場合は、Stream Serviceと共有ストレージシステムにアクセスするため、サービスアカウ
ントの資格情報（ユーザーアカウント名とパスワード）を各Provisioning Servicesサーバーで構成済みのドメインアカウントの
ものにする必要があります。

Stream Serviceアカウントのドメインコントローラーでの作成

Stream Serviceは特定のユーザーアカウントで実行されます。Stream ServiceがProvisioning Servicesサーバー上に格納されて
いるvDiskにアクセスする場合、サービスを実行するローカルユーザーにはフルコントロールの許可があります。ただし、
データベースまたはvDiskがリモートストレージデバイスに配置されている場合、Provisioning Servicesサーバーとストレージ
の両方にアクセス許可を持つドメインアカウントを、Stream Serviceを実行するユーザーとして使用する必要があります。リ
モートストレージに対して読み書きできるように、コントロールの許可をStream Service用アカウントに割り当てる必要があ
ります。

管理者はActive Directoryでサービスアカウントを作成し、高可用性システムを構成するすべてのProvisioning Servicesサー
バー上のStream Serviceに割り当てます。または、既存のドメインユーザーアカウントにネットワーク共有へのコントロール
の許可を与え、Stream Serviceに割り当てます。

サービスアカウントを作成するときは、次のことに注意してください。
ドメインアカウントを作成するには、管理者またはAdministratorsグループのメンバーとしてログオンする必要がありま
す。
［ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要］チェックボックスをオフにします。

Stream Service用アカウントの手作業での割り当て

Provisioning Servicesサーバーで構成ウィザードを実行するとき、Stream Serviceで使用するアカウント名とパスワードの入力
を求められます。このアカウントには、ストアへアクセスするためのアクセス許可と、データベースアクセスのためのSQL

Server上での許可が必要です。必要であれば、アカウントを手作業で割り当てることができます。

Stream Serviceにサービスアカウントを割り当てるには
1. Windowsの［コントロールパネル］を開きます。
2. ［管理ツール］、［サービス］の順に選択します。
3. ［サービス］ウィンドウ内の最初の［Citrix PVS Stream Service］をダブルクリックします。
4. ［ログオン］タブで［アカウント］をクリックして［参照］をクリックします。
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5. ［場所］をクリックしてドメインノードを選択し、［OK］をクリックします。
6. Stream Service用のユーザーアカウントの名前を入力して［名前の確認］をクリックします。
7. ［OK］をクリックして［ユーザーの選択］ダイアログボックスを閉じます。
8. ［ログオン］タブでStream Service用アカウントのパスワードを入力して確認し、［OK］をクリックします。
9. Stream Serviceにサービスアカウントを割り当てたら、Stream Serviceを再起動します。

ストレージアクセスの構成

vDiskを含むストアは共有する必要があります。また、サービスアカウントは適切な許可でvDisk用のリモートストレージにア
クセスできる必要があります。

vDiskのストアフォルダーを共有しサービスアカウントにアクセス許可を付与するには
1. エクスプローラーで、データベースとvDiskフォルダーを含むフォルダーを右クリックします。データベースとvDiskファイ
ルがデフォルトのC:\Program Files\Citrix\Provisioning Servicesフォルダーに格納されている場合は、そのフォルダーを右ク
リックします。

2. ［共有とセキュリティ］を選択します。
3. ［このフォルダーを共有する］をクリックして、オプションで共有名とコメントを入力します。
4. ［アクセス許可］をクリックします。
5. ［グループ名またはユーザー名］ボックスの一覧にサービスアカウントの名前が表示されない場合は、［追加］をクリッ
クします。サービスアカウントのユーザー名を入力し、［名前の確認］をクリックして確認します。

6. ［OK］をクリックします。
7. サービスアカウントのユーザー名を選択します。
8. ［フルコントロール］チェックボックスをオンにします（［フルコントロール］チェックボックスおよびその下にあるす
べてのチェックボックスがオンになります）。

9. ［適用］をクリックします。
10. ［セキュリティ］タブをクリックします。
11. ［グループ名またはユーザー名］ボックスの一覧にサービスアカウントの名前が表示されない場合は、［追加］をクリッ
クします。サービスアカウントのユーザー名を入力し、［名前の確認］をクリックして確認します。

12. ［OK］をクリックします。
13. サービスアカウントのユーザー名を選択します。
14. ［フルコントロール］チェックボックスをオンにして［適用］をクリックします。
15. ［OK］をクリックします。

SAN構成

データベースとvDiskをSANに格納する場合は、Local SystemアカウントをStream Serviceのアカウントに使用します。
Windowsネットワーク共有を使用する場合とは異なり、データへのアクセスを保証するために特別なサービスアカウントを
作成する必要はない可能性があります。

ほとんどの場合、SANの構成により、データベースとvDiskがProvisioning Servicesサーバー上に格納されているかのように
セットアップすることができます。
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高可用性のためのブートストラップファイルの構成

Jun 15, 2017

構成ウィザードを使用してProvisioning Servicesサーバーを構成するとき、ターゲットデバイスが起動時に接続するサーバーの
1つとしてそのサーバーを選択できます。可用性を高めるには、最大で4つ、少なくとも2つのProvisioning Servicesサーバーを
ブートストラップファイルに指定する必要があります。

ターゲットデバイスのブートストラップファイルには、ほかの構成情報と共に最大で4つのログオン用Provisioning Services

サーバーのIPアドレスが含まれます。ブートストラップファイルに含まれるProvisioning Servicesサーバーは、ターゲットデバ
イスがProvisioning Servicesファームにアクセスするために通信できるサーバーです。この通信先サーバーは、vDiskを提供で
きる別のProvisioning Servicesサーバーにターゲットデバイスをリダイレクトできます。

注：共有ストレージシステムにより、Provisioning ServicesのvDiskの可用性が保証されます。共有ストレージの種類に応じ
て、vDiskではUNC（Universal Naming Convention：汎用名前付け規則）または通例のDOS命名規則が使用されます。
ブートストラップファイルへのProvisioning Servicesサーバーの追加

Stream Serviceとの通信に必要な情報をターゲットデバイスに提供するため、Provisioning Servicesサーバーをブートストラッ
プファイルに追加する必要があります。

初めてProvisioning Servicesサーバーを構成するとき、現在構成中のサーバーをTFTPサーバーとして使用するかどうかを、構
成ウィザードで選択できます。すべてのターゲットデバイスが1つのネットワークセグメント上にある場合、通常は、ファー
ムごとに1つのTFTPサーバーを構築します。ターゲットデバイスが複数のネットワークセグメント上にあり、各セグメントが
独立サイトとして構成されている場合、サイト（ネットワークセグメント）ごとに1つのTFTPサーバーを使用する可能性があ
ります。

コンソールの［ブートストラップの構成］ダイアログボックスを使用して、Provisioning Servicesサーバーもログオンサーバー
として構成できます。

どちらかの方法を選択してProvisioning Servicesサーバーをブートファイルに追加します。

構成ウィザードを使用したログオンサーバーの追加

構成ウィザードを使用して、最初のProvisioning ServicesサーバーをTFTPサーバーおよびログオンサーバーとして追加し構成
するには
1. 構成ウィザードを実行し、［TFTPオプションとブートストラップの場所］ページの［Provisioning Services TFTP Serviceを
使用する］チェックボックスをオンにします。

2. ブートストラップファイルの場所を入力するか参照して、［次へ］をクリックします。デフォルトの場所はC:\Documents

and Settings\All Users\Application Data\Citrix\Provisioning Services\Tftpbootです。
注：サーバーに以前のバージョンのProvisioning Servicesがインストールされていた場合、デフォルトの場所をC:\Program

Files\Citrix\Provisioning Server\TFTPBoot またはC:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Citrix\Provisioning

Server\TFTPbootからC:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Citrix\Provisioning Services\TFTPbootに変更
する必要があります。デフォルト設定を変更しないと、ブートストラップファイルをコンソールから構成できません。
ターゲットデバイスが起動に失敗し、「Missing TFTP（TFTPが見つかりません）」というエラーメッセージが表示されま
す。

3. ［ストリーム配信サーバー起動一覧］ページで［追加］をクリックして、一覧にログオンProvisioning Servicesサーバーを
追加します。［上へ移動］または［下へ移動］をクリックして、Provisioning Servicesサーバーの起動優先順位を変更しま
す。
注：高可用性の実装においては、起動サーバーとして少なくとも2つProvisioning Servicesサーバーを選択する必要がありま
す。
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4. 詳細な構成を設定するには、Provisioning ServicesサーバーのIPアドレスを強調表示して［詳細］をクリックし、ブートス
トラップファイルを構成します。
注：フィールドの定義については、「［サーバープロパティ］ダイアログボックス」を参照してください。

5. ［OK］をクリックした後、［次へ］をクリックします。
6. 構成設定を見直してから［完了］をクリックして、構成設定を確定しサーバー上のネットワークサービスを再起動しま
す。構成設定を保存するとき、その内容が［完了］ページに表示されます。

7. 構成ウィザードを終了するには［完了］をクリックします。

コンソールを使用したログオンサーバーの追加

2つ目以降のProvisioning Servicesサーバーをログオンサーバーとして追加し構成するには
1. コンソールでログオンサーバーとして使用するProvisioning Servicesサーバーを右クリックして［ブートストラップの構
成］を選択します。［ブートストラップの構成］ダイアログボックスが開きます。
注：［データベースから読み取る］をクリックすると、テーブルに既存のログオンサーバーが入力されます。Stream

Serviceが開始すると、サービスが動作するサーバーのIPアドレスのレコードがデータベースに作成されます。データベー
スに作成されるStream Serviceのオプションレコードは1つのみです。サービスが複数のIPアドレスにバインドされている
場合、複数のレコードがデータベースに作成されます。データベースの読み込み機能により、各Provisioning Servicesサー
バーに1つのIPアドレスが選択されます。この機能を使用して、データベースに構成済みのStream ServiceのIPアドレス設定
を、ブートストラップファイルに入力することもできます。

2. ブートストラップファイルに新しいログオンProvisioning Servicesサーバーを追加するには、［追加］をクリックします。
［サーバーアドレス］ダイアログボックスが開きます。

3. 適切なボックスにProvisioning ServicesサーバーのIPアドレスとポート番号を入力します。
4. サブネットマスクとゲートウェイの設定について、DHCP/BOOTPから設定を取得するか使用する設定を入力するかを選択
して、［OK］をクリックします。使用できるログオンサーバーの一覧にProvisioning Servicesサーバーの情報が表示されま
す。

5. 詳細なブートストラップ設定を構成するには、［オプション］タブの設定を次のオプションから選択します。
ターゲットデバイスの起動処理を監視する場合は、［詳細モード］チェックボックスをオンにします（オプション）。
これにより、ターゲットデバイスにシステムメッセージが表示されるようになります。
ターゲットデバイスが起動処理中に停止する場合は、［インタラプトセーフモード］チェックボックスをオンにしま
す。
PAEをサポートしない古いバージョンを使用するのでない限り、［拡張メモリのサポート］チェックボックスをオンに
します。

6. ［ネットワーク復元方法］で次のどちらかをクリックします。
ネットワーク接続を復元する - このオプションをクリックすると、ターゲットデバイスによるProvisioning Servicesサー
バーへの接続復元が無制限に試行されます。
注：［ネットワーク接続を復元する］を選択すると、待機秒数の値は適用されないため、ボックスに入力できなくなり
ます。
ハードドライブから再起動する：このオプションをクリックすると、定義した秒数の間に通信が再確立されない場合、
ターゲットデバイスによりハードウェアがリセットされ、強制的に再起動されます。再起動の前に待機する秒数はユー
ザーが決定します。ネットワーク接続を確立できないと想定し、PXEが失敗します。そして、システムがローカルの
ハードドライブから再起動します。デフォルトの秒数は50です。

7. ［タイムアウト］の［ログオンポーリングタイムアウト］に、Provisioning Servicesサーバーのポーリング間隔をミリ秒単
位で指定します。

8. ［タイムアウト］の［ログオン一般タイムアウト］に、初回のログオンポーリングタイムアウトを除くすべてのログオン関
連パケットのタイムアウトをミリ秒単位で指定します。

9. ［OK］をクリックして変更を保存します。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-server-wrapper/pvs-server-properties.html
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vDiskでのActive Directory管理の構成

Jun 15, 2017

Provisioning ServicesとActive Directoryを統合すると、管理者は次のことができるようになります。
Active Directoryの組織単位（OU）を選択して、Provisioning Servicesからターゲットデバイスのコンピューターアカウント
を作成する。
オブジェクト制御の委任やグループポリシーなどのActive Directoryの管理機能を利用する。
Provisioning Servicesサーバーを、ターゲットデバイスのコンピューターアカウントパスワードを自動的に管理するように
構成する。

ファームにActive Directoryを統合する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。
vDiskを作成する前にマスターターゲットデバイスをドメインに追加する。
イメージ作成時に、［コンピューターアカウントパスワードの変更を無効にする］チェックボックスをオンにしてデバイ
スオプティマイザーを実行する。

これらの条件が満たされていることを確認してから、新しいターゲットデバイスを追加してvDiskを割り当てることができま
す。その後で、各ターゲットデバイスにコンピューターアカウントを作成する必要があります。
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ドメインパスワードの管理

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスがプライベートイメージモードのvDiskにアクセスする場合、ドメインパスワードの管理に特別な要件は
ありません。ただし、ターゲットデバイスが標準イメージモードのvDiskにアクセスする場合、Provisioning Servicesによって
ターゲットデバイスの名前が割り当てられます。ターゲットデバイスがドメインのメンバーである場合、Provisioning Services

によって割り当てられる名前とパスワードが、ドメイン内の対応するコンピューターアカウントの情報と一致する必要があり
ます。一致しない場合、ターゲットデバイスはドメインにログオンできません。このため、vDiskを共有するターゲットデバ
イスについてはProvisioning Servicesでドメインパスワードを管理する必要があります。

ドメインパスワードの管理を有効にするには、Active Directory（またはNT 4.0のドメイン）により制御されるコンピューター
アカウントパスワードの自動再ネゴシエーションを無効にする必要があります。これは、ドメイン単位またはターゲットデバ
イス単位でセキュリティポリシーの［コンピューターアカウントパスワード：定期的な変更を無効にする］を有効にすること
によって行います。Provisioning Servicesは、独自のパスワードの自動再ネゴシエーション機能を介して同等の機能を提供しま
す。

ドメイン単位でパスワードの定期的な変更が無効になるようにポリシーを構成すると、vDiskから起動するターゲットデバイ
スにActive Directoryのパスワード再ネゴシエーションが不要になる一方で、ローカルハードドライブから起動するドメインメ
ンバーにもこのポリシーが適用されます。このことは望ましくない可能性があります。その場合は、ローカルコンピューター
の単位でコンピューターアカウントパスワードの変更を無効にする方がよい選択肢です。このためには、vDiskイメージを作
成するときに最適化オプションを選択します。この設定は共有vDiskイメージから起動するどのターゲットデバイスにも適用
されます。

注：Provisioning Servicesは、Active Directoryのスキーマを変更したり拡張したりすることはありません。Provisioning
Servicesの機能は、Active Directoryにコンピューターアカウントを作成し、そのアカウントを変更し、パスワードをリセット
することです。
ドメインパスワードの管理を有効にすると、次のことが行われます。
ターゲットデバイスに一意のパスワードを設定します。
個々のドメインコンピューターアカウントにパスワードを格納します。
ターゲットデバイスがドメインにログオンする前に、ターゲットデバイスでパスワードをリセットするために必要な情報
を付与します。

パスワード管理のプロセス
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パスワード管理が有効な場合、ドメインパスワードの検証プロセスには次の処理が含まれます。
データベースにターゲットデバイスのコンピューターアカウントを作成し、そのアカウントにパスワードを割り当てま
す。
Stream Serviceによりアカウント名をターゲットデバイスに提供します。
ドメインコントローラーでターゲットデバイスにより提供されるパスワードを検証します。
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ドメイン管理の有効化

Jun 15, 2017

ドメインにログオンする各ターゲットデバイスには、ドメインコントローラー上にコンピューターアカウントが必要です。こ
のコンピューターアカウントには、Windowsデスクトップオペレーティングシステムにより保守されるユーザーには透過的
なパスワードがあります。アカウントパスワードはドメインコントローラーとターゲットデバイスの両方に格納されます。
ターゲットデバイスとドメインコントローラーのパスワードが一致しない場合は、ユーザーはターゲットデバイスからドメイ
ンにログオンできません。

ドメイン管理は次のタスクを行うことによって有効にします。
コンピューターアカウントのパスワード管理の有効化
自動パスワード管理の有効化

コンピューターアカウントのパスワード管理の有効化

コンピューターアカウントのパスワード管理を有効にするには、次の手順に従います。
1. コンソールでvDiskを右クリックして、［ファイルプロパティ］を選択します。
2. ［オプション］タブの［Active Directoryコンピューターアカウントのパスワード管理］チェックボックスをオンにしま
す。

3. ［OK］をクリックし、［vDiskファイルプロパティ］ダイアログボックスを閉じてStream Serviceを再起動します。

自動パスワード管理の有効化

複数のターゲットデバイスがActive Directoryに属していてvDiskを共有している場合は、次のタスクを追加して実行する必要
があります。

自動パスワード管理を有効にするには次のタスクを実行します。
1. コンソールでProvisioning Servicesサーバーを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
2. ［オプション］タブの［パスワードの自動サポートを有効にする］チェックボックスをオンにします。
3. パスワードを変更する間隔を日数で設定します。
4. ［OK］をクリックして［サーバープロパティ］ダイアログボックスを閉じます。
5. Stream Serviceを再起動します。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.287https://docs.citrix.com

ドメインコンピューターアカウントの管理

Jun 15, 2017

ここでドキュメント化されたタスクは、製品の機能を最大限に活用するため、Active DirectoryではなくProvisioning Serverを
使用して実行する必要があります。
クロスフォレスト運用のサポート

クロスフォレスト運用をサポートするには
DNSが正しくセットアップされていることを確認します（フォレストの信頼のためにDNSを準備する方法については、
Microsoft社のWebサイトを参照してください）。
両方のフォレストのフォレスト機能レベルが同じWindows Serverのバージョンであることを確認してください。
フォレストの信頼を作成します。Provisioning Servicesで、およびProvisioning Servicesのあるドメインのユーザーが外部
フォレストからドメインにアカウントを作成するには、外部フォレストからProvisioning Servicesのあるフォレストへの入
力方向の信頼を作成します。

親子関係のドメインの運用

クロスドメイン構成では、Provisioning Servicesサーバーが親ドメインにあり、子ドメインに属するユーザーが、自身のドメイ
ンからProvisioning Servicesサーバーを管理したりActive Directoryアカウントを管理したりしたい、という場合がよくありま
す。

この構成を実装するには
1. 子ドメインでセキュリティグループを作成します（ユニバーサル、グローバル、またはローカルのドメイングループにで
きます）。子ドメインのユーザーをこのグループのメンバーにします。

2. 親ドメイン内のProvisioning Servicesコンソールで、子ドメインのセキュリティグループをProvisioning Servicesの管理者に
設定します。

3. 子ドメインのユーザーにActive Directory特権がない場合は、Microsoft管理コンソールスナップインの［Active Directory

ユーザーとコンピューター］の委任ウィザードを使用して、指定したOUに対してユーザーのコンピューターアカウント権
限を割り当て、作成、および削除します。

4. 子ドメインにProvisioning Servicesコンソールをインストールします。構成は不要です。子ドメインのユーザーとして
Provisioning Servicesサーバーにログオンします。

クロスフォレスト構成

この構成はクロスドメイン構成と似ていますが、Provisioning Servicesコンソール、ユーザー、およびProvisioning Services管理
者グループが別のフォレスト内のドメインにある点が異なります。手順は親子関係のドメインの場合と同じですが、最初に
フォレストの信頼を確立する必要がある点が異なります。

注意
Microsoftは、デフォルトのコンピューターコンテナーに権限を委任しないことを推奨しています。新しいアカウントは、組織単位に

作成してください。

ほかのドメインのユーザーへのProvisioning Services管理者特権の付与

以下の手順をお勧めします。
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1. Provisioning Servicesのあるドメインではなくユーザーの属するドメインのユニバーサルグループに、ユーザーを追加しま
す。

2. Provisioning Servicesのあるドメインのローカルドメイングループに、ユニバーサルグループを追加します。
3. ローカルドメイングループをProvisioning Servicesの管理者のグループに設定します。

ドメインへのターゲットデバイスの追加

ターゲットデバイスをドメインに追加するには
注：vDiskイメージ用のコンピューター名は、環境内で決して再使用しないでください。
1. コンソールウィンドウで、1つまたは複数のターゲットデバイス、またはドメインにすべてのターゲットデバイスを追加す
るデバイスコレクションを右クリックします。［Active Directory］、［コンピューターアカウントの作成］の順に選択し
ます。［Active Directoryの管理］ダイアログボックスが開きます。

2. ［ドメイン］ボックスの一覧からターゲットデバイスを追加するドメインを選択します。または、［ドメインコントロー
ラー］ボックスにターゲットデバイスを追加するドメインコントローラーの名前を入力します。このボックスを空白のま
まにすると、最初に見つかったドメインコントローラーが使用されます。

3. ［組織単位］ボックスの一覧で、ターゲットデバイスを追加する組織単位を選択または入力します。構文は「親/子」であ
り、単位はコンマで区切ります。ネストする場合は親を先に指定します。

4. ［デバイスの追加］をクリックして、選択したターゲットデバイスをドメインおよびドメインコントローラーに追加しま
す。各ターゲットデバイスが正常に追加されたかどうかを示す状態メッセージが表示されます。［閉じる］をクリックし
てダイアログボックスを閉じます。

ドメインからのターゲットデバイスの削除

1. コンソールウィンドウで、1つまたは複数のターゲットデバイス、またはドメインにすべてのターゲットデバイスを追加す
るデバイスコレクションを右クリックします。［Active Directoryの管理］、［コンピューターアカウントの削除］の順に
選択します。［Active Directoryの管理］ダイアログボックスが開きます。

2. ［ターゲットデバイス］ボックスでドメインから削除するターゲットデバイスを強調表示して、［デバイスの削除］をク
リックします。［閉じる］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

コンピューターアカウントのリセット

注：Active Directoryマシンアカウントは、ターゲットデバイスが非アクティブの場合にのみリセットできます。
Active Directoryドメインのターゲットデバイスのコンピューターアカウントをリセットするには
1. コンソールウィンドウで、1つまたは複数のターゲットデバイス、またはドメインにすべてのターゲットデバイスを追加す
るデバイスコレクションを右クリックし、［Active Directoryの管理］、［コンピューターアカウントのリセット］の順に
選択します。［Active Directoryの管理］ダイアログボックスが開きます。

2. ［ターゲットデバイス］ボックスでリセットするターゲットデバイスを強調表示して、［デバイスのリセット］をクリッ
クします。
注：このターゲットデバイスは、最初のターゲットデバイスを準備するときにドメインに追加済みである必要がありま
す。

3. ［閉じる］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
4. Windows Active Directoryのパスワードの自動的な再ネゴシエーションを無効にします。これを行うには、ドメインコント
ローラーでグループポリシー「ドメインメンバー：コンピューターアカウントパスワード：定期的な変更を無効にする」
を有効にします。
注：このセキュリティポリシーの変更を行うには、Active Directoryにコンピューターアカウントを追加したり変更したり
できる、十分な特権を持つアカウントでログオンする必要があります。コンピューターアカウントパスワードの変更は、
ドメインまたはローカルコンピューターの単位で無効にできます。ドメイン単位でコンピューターアカウントパスワード
の変更を無効にすると、ドメインのすべてのメンバーにこの変更が適用されます。ローカルコンピューターの単位で（プ
ライベートイメージモードのvDiskに接続しているターゲットデバイス上のローカルセキュリティポリシーを変更すること
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によって）コンピューターアカウントパスワードの変更を無効にすると、そのvDiskを使用しているターゲットデバイスに
のみこの変更が適用されます。

5. 各ターゲットデバイスを起動します。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.290https://docs.citrix.com

ネットワークコンポーネント

Jun 15, 2017

ここでは、ストリーム配信の実装においてネットワークコンポーネントを管理するために必要なタスクについて説明しま
す。
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ネットワークスイッチの準備

Jun 15, 2017

ネットワークスイッチはユーザー数の多いネットワークで非常によく使用されており、導入すると各ターゲットデバイスで
より多くの帯域幅を使用できます。ネットワーク内でProvisioning Servicesを使用するには、スイッチの構成に変更が必要に
なる可能性があります。実装の計画時には、管理対象のスイッチに特別な注意を払ってください。

注：Provisioning Servicesのネットワークでは、ターゲットデバイスが接続するすべてのネットワークスイッチのポートを
エッジポートとして指定する必要があります。
管理対象のスイッチには、通常ループ検出ソフトウェアが搭載されています。このソフトウェアによって、新しい接続が
ネットワーク内にループを作成しないことが確実になるまでポートが無効になります。この機能は重要かつ便利ですが、そ
のために生じる遅延によって、ターゲットデバイスのPXE起動が妨げられます。

この問題は、次のような現象として現れます。
Windowsではなくターゲットデバイスのログオンに失敗する。
ターゲットデバイスが起動処理中に停止しているように見える。
ターゲットデバイスがシャットダウン処理中に停止しているように見える。

この問題を回避するため、ターゲットデバイスが接続するポートでループ検出機能を無効にする必要があります。これを行
うには、ターゲットデバイスが接続するすべてのポートをエッジポートとして指定する必要があります。これは古いスイッ
チでファストリンク機能を有効にするのと同じ効果があります。

注：ネットワーク速度を少なくとも100MBとすることを強くお勧めします。10MBハブを使用する場合は、自動ネゴシエー
ションをネットワークカードで無効にできるかどうか確認してください。これにより潜在的な接続の問題を解決することが
できます。
スイッチの製造元

この機能は、スイッチの製造元によって異なる名前で呼ばれています。次に例を示します。
Cisco：PortFast、STP Fast Link、またはswitch port mode access

Dell：Spanning Tree Fastlink

Foundry：Fast Port

3COM：Fast Start
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UNC名の使用

Jun 15, 2017

UNC（Universal Naming Convention：汎用名前付け規則）形式の名前によって、ネットワーク上のファイルやそのほかのリ
ソースの場所を定義します。UNCによって、共有リソースのそれぞれを固有のアドレスで特定することができます。UNCは
Windowsおよび多くのネットワークオペレーティングシステムでサポートされます。

Provisioning ServicesではUNC形式の名前を使用して、すべてのProvisioning Servicesサーバーのためのオペレーティングシス
テムのストリーム配信データベースや特定のvDiskの場所を指定できます。

構文

UNC名は\\SERVERNAME\SHARENAMEの構文に従っている必要があります。ここで、SERVERNAMEはProvisioning Services

サーバーの名前で、SHARENAMEは共有リソースの名前です。

ディレクトリやファイルのUNC名には共有名の下のディレクトリパスも含めることができ、次の構文で指定します。

\\SERVERNAME\SHARENAME\<ディレクトリ>\<ファイル名>
たとえば、次のディレクトリにある構成データベースファイルを含むフォルダーを指定するとします。

C:\Program Files\Citrix\Provisioning Services

共有のProvisioning Servicesサーバー（server1）で、次のように入力します。

\\server1\Provisioning Services

注：UNC名を指定する上で、リソースがネットワーク共有である必要はありません。UNCはローカルコンピューターでのみ使
用するローカルストレージを指定するためにも使用できます。
リモートのネットワーク共有へのアクセス

UNC形式の名前を使用してリモートのネットワーク共有にアクセスするには、Stream Serviceの実行アカウントがリモートシ
ステムにも存在する必要があります。

UNC名を使用してリモートのネットワーク共有にアクセスするには
1. Provisioning ServicesサーバーでStream Serviceを実行するアカウントを作成します。このアカウントにはパスワードを割り
当てる必要があります。そうしないと、Stream Serviceによるログオンに失敗します。Stream Serviceでほかのサービスと
同じユーザーアカウントを共有することも、サービスごとにアカウントをセットアップすることもできます。

2. vDiskと構成データベースのフォルダーを共有します。エクスプローラーを開いてフォルダーを右クリックし、［プロパ
ティ］を選択します。［共有］タブをクリックして［このフォルダーを共有する］をクリックします。共有名を入力また
は選択します。

3. vDiskとデータベースのフォルダー内のすべてのファイルに対して、必ずフルコントロールのアクセス許可を設定しま
す。［共有］タブの［アクセス許可］をクリックするか［セキュリティ］タブをクリックして、適切なアクセス許可を設
定します。

4. Stream Service向け：
［コントロールパネル］、［コンピュータの管理］、［コンポーネントサービス］の順に選択して、Stream Serviceを右
クリックして［プロパティ］を選択します。
［ログオン］タブをクリックします。［ログオン］の［アカウント］をクリックし、手順1.で構成したユーザーとパス
ワードでログオンするように設定します。

5. すべてのストリーム配信サービスを再起動します。構成ウィザードを使用すればこの設定が自動的に行われます。スト
リーム配信サービスはコンソールまたは管理ツールの［サービス］からも開始できます。
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注： ストリーム配信サービスの構成時は、マップされるドライブ文字でvDiskやデータベースのディレクトリを指定しないで
ください。Stream Serviceでは、ディレクトリにマップされるドライブ文字を使用してフォルダーにアクセスできません。起
動時にサービスが開始されるとき、マップされるドライブは存在しないためです。
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ネットワーク使用率の削減

Jun 15, 2017

Windowsには、サイズが大きく高速なハードディスクの使用を前提とする機能が搭載されています。
これらの機能の多くが、実際にはディスクがネットワーク上にあるディスクレスシステムでも役に立ちますが、使用すると
キャッシュの有効性が低下し、ネットワークの使用率が増加します。ネットワーク使用率に影響を受けやすい環境では、これ
らの機能を無効にしたりプロパティを調整したりして、機能の効果を軽減することを検討してください。

特に、オフラインフォルダーはディスクレスシステムの役に立たず、ディスクレスシステム上のWindowsのパフォーマンス
に弊害をもたらす可能性があります。オフラインファイルではネットワークファイルがキャッシュされるため、この機能はす
べてのファイルがネットワーク上にあるシステムには適用できません。

これらの機能は、「標準的なvDiskでのWindows機能の構成」の手順に従って、すべてターゲットデバイス上で構成できま
す。次の機能はWindowsグループポリシーで構成できます。
オフラインファイル
イベントログ

標準的なvDiskでのWindows機能の構成

1. 構成する標準イメージのvDiskを準備します。
この標準イメージのvDiskを使用するすべてのターゲットデバイスをシャットダウンします。
コンソールで［アクセスモード］を［プライベートイメージ］に変更します。
ターゲットデバイスを1つ起動します。

2. 機能を構成します。
3. 使用する標準イメージのvDiskを準備します。

このvDiskの構成に使用したターゲットデバイスをシャットダウンします。
コンソールで［アクセスモード］を［標準イメージ］に変更します。
ターゲットデバイスを起動します。

ごみ箱の構成

ゴミ箱を無効にすると、ファイルが直ちに削除されます。したがって、ファイルシステムで各ディスクセクターとキャッ
シュエントリがより早く再利用されます。

ごみ箱を構成するには
1. ターゲットデバイスのデスクトップまたはエクスプローラーでごみ箱を右クリックします。
2. ［プロパティ］を選択します。
3. ［オプション］タブをクリックします。
4. 次の設定を選択します。

全ドライブで同じ設定を使う
ごみ箱にファイルを表示しないで、削除と同時にファイルを消す

オフラインフォルダーの構成

Windowsでネットワークファイルをローカルディスクにキャッシュすることを防ぐため、オフラインファイルを無効にする
ことを強くお勧めします。ディスクレスシステムでこの機能を使用する利点はありません。この機能は、ターゲットデバイス
から、またはWindowsグループポリシーを使って構成します。

ターゲットデバイスで構成するには
1. エクスプローラーを開きます。
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2. ［ツール］、［フォルダオプション］の順に選択します。
3. ［オフラインファイル］タブをクリックします。
4. ［オフラインファイルを使えるようにする］チェックボックスをオフにします。

Windowsグループポリシーで構成するには

ドメインコントローラーのMicrosoft管理コンソールでグループポリシースナップインを開き、
次のドメインポリシーを構成します。

オブジェクト ユーザーの構成\管理用テンプレート\ネットワーク\オフラインファイル

ポリシー
設定

［オフラインファイル］のユーザー構成を禁止する
有効

ポリシー
設定

ログオフする前にすべてのオフラインファイルの同期をとる

無効

ポリシー
設定

オフラインファイルフォルダーを使用できないようにする
有効

イベントログの構成

アプリケーション、セキュリティ、およびシステムのログの最大サイズを減らします。この機能は、ターゲットデバイスまた
はWindowsグループポリシーで構成します。

ターゲットデバイスでイベントログを構成するには
1. ［スタート］ボタンをクリックし、［設定］、［コントロールパネル］の順に選択します。
2. ［管理ツール］の［イベントビューアー］を開きます。
3. 各ログのプロパティを開きます。
4. ［最大ログサイズ］ボックスに比較的小さい値を設定します。512キロバイトにすることを検討してください。

Windowsグループポリシーで構成するには

ドメインコントローラーのMicrosoft管理コンソールでグループポリシースナップインを開き、次のオブジェクトのドメイン
ポリシーを構成します。

オブジェクト コンピューターの構成\Windowsの設定\セキュリティの設定\イベントログ

ポリシー
設定

ポリシーのアプリケーションログの最大サイズ
比較的小さい値を設定します。512キロバイトにすることを検討してください。

ポリシー
設定

セキュリティログの最大サイズ

比較的小さい値を設定します。512キロバイトにすることを検討してください。

ポリシー
設定

システムログの最大サイズ
比較的小さい値を設定します。512キロバイトにすることを検討してください。
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Windowsの自動更新の無効化

ターゲットデバイスでWindowsの自動更新サービスを実行している場合、定期的にMicrosoft社のWebサイトが確認され、セ
キュリティの修正プログラムとシステムの更新プログラムが検索されます。インストールされていない更新プログラムが見つ
かると、それらのダウンロードと自動的なインストールが試行されます。通常は、これはシステムを最新の状態に保つ便利な
機能です。ただし、標準イメージモードを使用するProvisioning Servicesの実装では、この機能によりパフォーマンスが低下し
たり、より深刻な問題さえ生じたりする可能性があります。その原因は、Windowsの自動更新サービスによりダウンロードさ
れるプログラムにより、書き込みキャッシュがいっぱいになってしまうことです。ターゲットデバイスのRAMをキャッシュ
として使用する場合は、書き込みキャッシュがいっぱいになるとターゲットデバイスが応答しなくなる可能性があります。

ターゲットデバイスを再起動すると、ターゲットデバイスとProvisioning Servicesの両方の書き込みキャッシュがクリアされ
ます。自動更新後にキャッシュがクリアされると自動更新による変更が失われるため、自動更新を実行する意味がありません
（Windowsの更新プログラムを永久に適用するには、以下の手順に従って、プライベートイメージモードのvDiskに適用する
必要があります）。

vDiskの作成に使用するターゲットデバイスでは、書き込みキャッシュがいっぱいになることを防ぐためWindowsの自動更新
サービスを無効にしてください。

Windowsの自動更新機能を無効にするには
1. ［スタート］ボタンをクリックし、［設定］、［コントロールパネル］、［管理ツール］の順に選択します。
2. ［システム］を開きます。
3. ［自動更新］タブをクリックします。
4. ［自動更新を無効にする］をクリックします。
5. ［適用］をクリックします。
6. ［OK］をクリックします。
7. ［サービス］を選択します。
8. Automatic Updatesをダブルクリックします。
9. ［スタートアップの種類］ボックスの一覧で［無効］を選択します。

10. Automatic Updatesサービスが実行中の場合は、［停止］をクリックしてサービスを停止します。
11. ［OK］をクリックして変更を保存します。

Windowsの更新プログラムを永久に適用するには
1. vDiskを共有するすべてのターゲットデバイスをシャットダウンします。
2. vDiskのモードをプライベートイメージに変更します。
3. vDiskからターゲットデバイスを1つ起動します。
4. Windowsの更新プログラムを適用します。
5. ターゲットデバイスをシャットダウンします。
6. vDiskのモードを標準イメージに変更します。
7. vDiskを共有するすべてのターゲットデバイスを起動します。
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移動ユーザープロファイルの管理

Jun 15, 2017

移動ユーザープロファイルはネットワーク共有上にあるユーザープロファイルで、ユーザーの個人設定とドキュメントを含む
ファイルとフォルダーから構成されています。ユーザーがドメイン内のターゲットデバイスシステムにログオンすると、
Windowsによってそれぞれのプロファイルがネットワーク共有からターゲットデバイスのディスクにコピーされます。ユー
ザーがログオフすると、ターゲットデバイスのハードディスクとネットワーク上のユーザープロファイルが同期されます。

ディスクレスターゲットデバイスの場合は、実際には共有ストレージ上のvDiskがディスクとして使用されます。そのため、
プロファイルはvDiskを格納する共有ストレージに戻されます。永続的なユーザーデータは常に共有ストレージに格納される
ため、Windowsでプロファイルをダウンロードする必要はありません。これにより、時間、帯域幅、およびファイルキャッ
シュが節約されます。プロファイルに含まれるファイルの一部はサイズが非常に大きくなる可能性があるので、大きな節約に
なります。

ディスクレスシステムで移動ユーザープロファイルを使用するには、関連するポリシーを構成しフォルダーのリダイレクトを
使用する必要があります。

移動ユーザープロファイルとは無関係ですが、オフラインファイルの機能はディスクレスシステムに同様の影響を与えます。
この機能を無効にすれば同じ影響を避けられます。

ドメインコントローラーのMicrosoft管理コンソールでグループポリシースナップインを開き、次のオブジェクトのドメイン
ポリシーを構成します。

移動ユーザープロファイルの構成

ディスクレスシステムのために移動ユーザープロファイルを構成すると、プロファイル内の潜在的にサイズの大きなファイル
をダウンロードせずにローミングを行うことができます。

ドメインコントローラーのMicrosoft管理コンソールでグループポリシースナップインを開き、次のオブジェクトのドメイン
ポリシーを構成します。

vDisk上に移動ユーザープロファイルが累積することを防ぐには

オブジェクト コンピューターの構成\管理用テンプレート\システム\ユーザープロファイル

ポリシー 一時記憶された移動プロファイルのコピーを削除する

設定 有効

潜在的にサイズの大きなファイルを含むディレクトリをダウンロードから除外するには

オブジェクト ユーザーの構成\管理用テンプレート\システム\ユーザープロファイル

ポリシー 特定のディレクトリを移動プロファイルから除外する

設定 有効
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プロパティ Application Data、［デスクトップ］、［マイドキュメント］、および［スタートメ
ニュー］ディレクトリを移動プロファイルから除外します。

オブジェクト ユーザーの構成\管理用テンプレート\システム\ユーザープロファイル

移動ユーザープロファイルと併用するフォルダーのリダイレクトの構成

移動ユーザープロファイルおよびディスクレスシステムと共にフォルダーのリダイレクトを使用すると、ユーザードキュメン
トの可用性を保持することができます。

ドメインコントローラーのMicrosoft管理コンソールでグループポリシースナップインを開き、次のオブジェクトのドメイン
ポリシーを構成します。

フォルダーのリダイレクトを構成するには
1. リダイレクトするユーザーフォルダーを格納するネットワーク共有（\\<サーバー名>\<共有名>）を作成します。
2. ネットワーク共有に対するフルコントロールのアクセス許可をすべてのユーザーに与えます。
3. フォルダーのリダイレクトを有効にします。

オブジェクト コンピューターの構成\管理用テンプレート\システム\グループポリシー

ポリシー フォルダーリダイレクトポリシーの処理

設定 有効

4. Application Dataフォルダーをリダイレクトします。

オブジェクト ユーザーの構成\Windowsの設定\フォルダーリダイレクト\Application Data

プロパティ 基本または詳細設定

対象のフォルダーの場所

\\<サーバー名>\<共有名>\%username%\Application Data

5. ［デスクトップ］フォルダーをリダイレクトします。

オブジェクト ユーザーの構成\Windowsの設定\フォルダーリダイレクト\デスクトップ

プロパティ 基本または詳細設定

対象のフォルダーの場所

\\<サーバー名>\<共有名>\%username%\Desktop

6. ［マイドキュメント］フォルダーをリダイレクトします。

オブジェクト ユーザーの構成\Windowsの設定\フォルダーリダイレクト\マイドキュメント

プロパティ 基本または詳細設定
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対象のフォルダーの場所

\\<サーバー名>\<共有名>\%username%\My Documents

オブジェクト ユーザーの構成\Windowsの設定\フォルダーリダイレクト\マイドキュメント

7. ［スタートメニュー］フォルダーをリダイレクトします。

オブジェクト ユーザーの構成\Windowsの設定\フォルダーリダイレクト\スタートメニュー

プロパティ 基本または詳細設定

対象のフォルダーの場所

\\<サーバー名>\<共有名>\%username%\Start Menu

オフラインファイルの無効化

オフラインファイルを無効にすると、ネットワーク共有と共に使用するディスクレスシステム上のファイルが不要にキャッ
シュされることがなくなります。

ドメインコントローラーのMicrosoft管理コンソールでグループポリシースナップインを開き、次のオブジェクトのドメイン
ポリシーを構成します。

オフラインファイルを無効にするには

オブジェクト ユーザーの構成\管理用テンプレート\ネットワーク\オフラインファイル

ポリシー
設定

［オフラインファイル］のユーザー構成を禁止する
有効

ポリシー
設定

ログオフする前にすべてのオフラインファイルの同期をとる
無効

ポリシー
設定

オフラインファイルフォルダーを使用できないようにする
有効
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ルーター経由の起動

Jun 15, 2017

ターゲットデバイスを、ネットワークルーター経由で起動できます。これにより、ターゲットデバイスと別のサブネットにProvisioning Servicesサーバーを配置できます。環境により条件が異なる
ため、ネットワーク構成に応じて調整が必要になる可能性があります。

次の図に示す構成では、ルーターとして動作するWindows 2000 Serverを使用して、Provisioning Servicesサーバーとターゲットデバイスを分離しています。

DHCPの構成

この構成では、ターゲットデバイスのローカルサブネット（197.100.x.x）上でDHCPサーバーがアクティブである必要があります。上の構成例では2つのサブネットの間のルーターとして動作する
コンピューターでDHCPサービスを実行していますが、DHCPサービスをルーター自体で実行する必要はありません。このDHCPサーバーからターゲットデバイスに、IPアドレスおよびPXE起動情
報が提供されます。

ローカルサブネット（197.100.x.x）上で起動するすべてのターゲットデバイスに有効なIPアドレスを提供するように、DHCPサービスを構成します。

PXE起動情報をターゲットデバイスに提供するには、DHCPサーバーで次のオプションを構成します。
1. オプション60（クラスID）を無効にします。
2. オプション66（ブートサーバーホスト名）を有効にします。TFTPサーバーのIPアドレスを入力します。この構成では10.64.0.10です。
3. オプション67（ブートファイル名）を有効にします。ブートファイルの名前を入力します。標準的な構成では、ファイル名はARDBP32.binです。

PXEのためのProvisioning Servicesの構成

コンソールを使用してブートストラップ設定を構成し、［ゲートウェイ］ボックスおよび［サブネットマスク］ボックスに入力します。これらのボックスには、ターゲットデバイスで使用される
ゲートウェイおよびサブネットマスクを指定します。この場合、ゲートウェイは197.100.x.xで、サブネットマスクは255.255.255.0です。

Provisioning ServicesサーバーでTFTP Serviceが実行していることを確認します。

上の構成ではルーターのDHCPサービスでオプション66および67が設定されているので、Provisioning Servicesサーバー上のPXE Serviceで提供する情報と同じ情報がターゲットデバイスに提供され
ます。そのため、Provisioning Servicesサーバー上のPXE Serviceは不要です。Provisioning Servicesサーバーが属するサブネット内に、PXEで提供する情報が必要なターゲットデバイスがない場合
は、Provisioning Servicesサーバー上のPXE Serviceを停止できます。Provisioning Servicesサーバー上で実行するDHCPサービスにも同じことが当てはまります。

同じコンピューターでのPXEとDHCPの実行

同じProvisioning ServicesサーバーでPXEとDHCPを実行する場合は、DHCPの構成にオプションタグを追加する必要があります。このタグを使用して、DHCPサーバーがPXE起動サーバーでもある
ことをPXEを介してターゲットデバイスに示します。DHCPスコープにオプションタグ60が追加されていることを確認します。Provisioning Servicesをインストールする前にMicrosoft DHCPサー
バーをインストールし構成する場合は、Provisioning Servicesのセットアップにより、このタグが自動的にスコープに追加されます。構成ウィザードを使用してProvisioning Servicesを構成する場
合、Tellurian DHCP Serverの構成ファイルがセットアップされます。

次に、オプション60のタグを含むTellurian DHCP Serverの構成ファイルの例を示します。
max-lease-time 120; default-lease-time 120; option dhcp-class-identifier "PXEClient"; subnet 192.168.4.0 netmask 255.255.255.0 { option routers 192.168.123.1; range 192.168.4.100 192.168.4.120; }
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複数のネットワークインターフェイスカードの管理

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesにはサーバーとターゲットデバイスの間で冗長なネットワークを運用する機能があります。この機能を有
効にするには、サーバーとターゲットデバイスに複数のネットワークインターフェイスカード（NIC）を搭載する必要があり
ます。

ターゲットデバイス上の複数のNICを、製造元のNICチーミングドライバーを使用して1つの仮想チームに構成したり、
Provisioning ServicesのNICフェールオーバー機能を使用して1つのフェールオーバーグループにまとめたりすることができま
す。

NICチーミングとNICフェールオーバーにより、システムの起動後に発生するNICの障害に対する耐性が提供されます。実際の
NICチームまたはNICフェールオーバーグループが確立されるのは、オペレーティングシステムがロードされた後です。確立
後にNICに障害が起きた場合、次の処理が行われます。

NICチーミング機能によりシステムは引き続き機能します。仮想MACアドレスがプライマリ起動物理MACアドレスと同じで
あるためです。
NICフェールオーバー機能によりシステムは引き続き機能します。このシステムのために構成済みのほかのNICに自動的に
フェールオーバーされるためです。

複数のNICが構成されたテンプレートを使用する場合、最初のNICの構成がProvisioning Servicesにより上書きされます。ほか
のNICの構成は変更されません。複数のネットワークリソースがあるホストでは、Provisioning ServicesのXenDesktopセット
アップウィザードに使用可能なネットワークリソースが表示され、最初のNICに割り当てるネットワークを選択できます。

ヒント
コンピューターの電源を投入すると、BIOSにより使用できる起動デバイスおよびそれらのデバイスの起動順序の一覧が確認されま

す。起動デバイスにはPXE起動が有効なNICを複数含めることができます。Provisioning Servicesでは一覧内の最初のNICをプライマリ

起動NICとして使用します。プライマリ起動NICのMACアドレスは、データベース内のターゲットデバイスのレコードの検索キーとし

て使用されます。プライマリ起動NICが起動時に使用できない場合、（プライマリでないNICでPXE起動の段階は処理できるかもしれま

せんが）Provisioning Servicesでデータベース内のターゲットデバイスのレコードを検索できません。この問題は、各システムのNIC

ごとに個別のターゲットデバイスエントリを追加して、すべてのエントリの同期を維持することで回避できますが、システムのス

タートアップを成功させることが既に実行中のシステムの継続運用と同じくらい重要と考えるのでなければ、この回避策はお勧めで

きません。

NICチーミング

NICチーミングを構成するときは、以下の点に注意してください。

Provisioning Servicesは、Broadcom、HPの「Moonshot」ブランド、MellanoxのNICおよびIntelのNICチーミングドライ
バーをサポートします。NICチーミングを構成した後で作成したvDiskは、標準イメージモードでもプライベートイメージ
モードでも実行できます。Broadcom NICチーミングドライバーVersion 9.52および10.24bは、Provisioning Servicesのター
ゲットデバイスドライバーと互換性がありません。
Provisioning Servicesではマルチポートネットワークインターフェイスのチーミングはサポートされません。
XenDesktopのプライベート仮想マシンデスクトップでは、複数のNICがサポートされます。Provisioning Servicesの
NIC（NIC 0）に割り当てるネットワークは、ウィザードを使用して選択します。Delivery Controllerにより、ホスト接続用
に関連付けられているネットワークリソースの一覧が提供されます。
ターゲットデバイスのオペレーティングシステムは、サーバー用のオペレーティングシステムである必要があります。
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新しい仮想チームNICのMACアドレスは、PXE起動を実行する物理NICのMACアドレスと一致している必要があります。
ターゲットデバイスソフトウェアの前に、Microsoft Windows Server 2012の組み込みまたはOEMのNICチーミングソフト
ウェアをインストールし構成しておく必要があります。
NICチーミングを構成し、選択したチーミングモードがアプリケーションとネットワークトポロジにより期待される設定に
なっていることを確認します。少なくとも1つの仮想チームNICをオペレーティングシステムに対して公開する必要があり
ます。
SCVMMサーバーにマシンをプロビジョニングする場合、最初の従来型NICおよび2つ目のシンセティックNICのネットワー
ク構成がXenDesktopセットアップウィザードにより変更されます。
マスターターゲットデバイスのインストール中に、Provisioning Servicesのターゲットデバイスクライアントドライバー
を、新しい仮想チームNICのMACアドレスにバインドする必要があります。すべての物理NICを単一の仮想NICに構成した
場合は、Provisioning Servicesのインストーラーにより自動的に仮想NICが選択され、ユーザーが入力する画面は開きませ
ん。
変更が必要な場合は、チーミング構成を変更する前にProvisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアをアンイン
ストールする必要があります。変更が完了してから、ターゲットデバイスソフトウェアを再インストールします。ター
ゲットデバイスソフトウェアがインストールされているマスターターゲットデバイス上のチーミング構成を変更すると、
予期しない動作が生じる可能性があります。
Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアを複数NIC環境内のNT6.xシステムにインストールする場合、有効
なすべてのNICを使用できます。そのため、bindcfg.exeは必要ではなくなり、ターゲットデバイスソフトウェアでインス
トールされなくなります。  

NICフェールオーバー

Provisioning Servicesのターゲットデバイスまたはサーバーは、複数のNICの間でのフェールオーバーをサポートするように構
成できます。この機能は、NICのブランドやその組み合わせを問いません。Provisioning Servicesでは、プライベートイメージ
モードと標準イメージモードの両方のvDiskでNICフェールオーバーがサポートされます。

PXE起動に使用するNICのMACアドレスがターゲットデバイスのプライマリMACアドレスとみなされ、この情報が
Provisioning Servicesデータベースに格納されます。
NICのフェールオーバーグループは、マスターターゲットデバイス上でProvisioning Servicesのターゲットデバイスインス
トーラーを実行するときに定義します。コンピューターに複数のNICが搭載されている場合、バインドするNICを選択する
画面が開きます。NICフェールオーバーに使用するすべてのNICを選択します。
ターゲットデバイスは、PXE起動に使用するNICと同じサブネットにあるNICにのみフェールオーバーします。
Provisioning Servicesではマルチポートネットワークインターフェイスのチーミングはサポートされません。
ネットワークケーブルの切断など、物理層で障害が発生した場合、ターゲットデバイスは次に使用できるNICにフェール
オーバーします。原則的に、フェールオーバーは即時に実行されます。
NICフェールオーバー機能とProvisioning Servicesの高可用性機能は、互いを補完しネットワーク層でのフェールオーバーを
サポートします。より上位のネットワーク層で障害が発生した場合は、ターゲットデバイスは高可用性規則に従って次の
Provisioning Servicesサーバーにフェールオーバーします。
NICに障害が発生しターゲットデバイスが再起動されると、フェールオーバーグループ内の次のNICが使用されます。これ
らのNICはPXEをサポートし、PXEが有効に設定されている必要があります。
仮想NIC（チーミングされたNIC）をフェールオーバーグループに追加すると、vDiskはプライベートイメージでのみ使用で
きるようになります。これはNICチーミングドライバーによる制限です。
Provisioning Servicesのデフォルトでは、同一サブネット内に従来のHyper-V NICとシンセティックNICが存在する場合、自
動的にHyper-V NICがシンセティックNICに切り替わります。デフォルトの動作を無効にして、シンセティックNICが存在
しても従来のHyper-V NICを使用できるようにするには、ターゲットデバイスのレジストリ設
定HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\services\BNIStack\Parameters\DisableHyperVLegacyNicに
DWORD値として「00000000」を設定します。
NICフェールオーバーを実装すると負荷分散はサポートされなくなります。
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NICドライバーのアップデート

Jun 15, 2017

ときどき、NIC（Network Interface Card：ネットワークインターフェイスカード）のドライバーをアップグレードする必要
が生じる可能性があります。NICドライバーをアップグレードするときは、次の指針に従います。

ターゲットデバイスでのNICドライバーのアップグレード

注：vDisk上のNICドライバーをアップグレードしないでください。また、Provisioning Servicesソフトウェアがインストール
されているハードディスク上のNICドライバーをアップグレードしないでください。NICドライバーを正しくアップグレード
しないと、ハードドライブが起動しなくなる可能性があります。
ターゲットデバイスのNICドライバーをアップグレードするには
1. vDiskイメージの作成元のハードドライブを搭載したターゲットデバイスを入手します。
2. ハードドライブから起動するようにシステムBIOSを設定します。
3. ターゲットデバイスをハードドライブから直接再起動します。
4. ターゲットデバイスソフトウェアをハードドライブからアンインストールします。
5. 製造元の手順に従ってNICドライバーをアップグレードします。
6. ターゲットデバイスソフトウェアをハードドライブに再インストールします。
7. ハードドライブのイメージを再作成して新しいvDiskイメージを作成します。

Provisioning ServicesサーバーでのNICドライバーのアップグレード

Provisioning ServicesサーバーのNICドライバーをアップグレードするには、単純に製造元の手順に従います。
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プリンターの管理

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesにはプリンター管理機能が搭載されており、vDiskから起動するターゲットデバイスでアクセスできるプ
リンターを管理することができます。プリンターは［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスで管理します。

Active Directoryを使用してプリンターを管理する場合は、この機能を有効にしないでください。既存のプリンター管理ツール
を使用する場合は、プリンター設定が競合しないように、この機能を無効にする必要があります。

プリンターは保守中またはプライベートイメージの、差分ディスクの最上位バージョンにのみ追加できます。デバイスを以前
のバージョンから起動すると、プリンター構成が一致しない可能性があります。

コンソールウィンドウに表示されるプリンターには2種類あります。
ネットワークプリンター
ローカルプリンター

ターゲットデバイスからプリンターにアクセスできるようにするには、次のタスクをこの順序で完了する必要があります。
vDiskへのプリンターのインストール
vDiskでのプリンターの有効化
プリンター管理機能の有効化

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-printer-wrapper/pvs-printer-vDisk-install.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-printer-wrapper/pvs-printer-vDisk-enable-options.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-printer-wrapper/pvs-printer-manage-feature-enable.html


© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.306https://docs.citrix.com

vDiskへのプリンターのインストール

Jun 15, 2017

vDiskから起動するターゲットデバイスでプリンターを使用できるようにするには、そのディスクにプリンターをインストー
ルする必要があります。プリンターは保守中またはプライベートイメージの、差分ディスクの最上位バージョンにのみ追加で
きます。デバイスを以前のバージョンから起動すると、プリンター構成が一致しない可能性があります。

vDiskへプリンターをインストールするには

1. vDiskイメージのモードをプライベートイメージモードに変更します。
2. vDiskを使用するターゲットデバイスに必要なプリンターをインストールします。
3. vDiskを使用するターゲットデバイスを完全にシャットダウンします。
4. このvDiskを複数のユーザーが共有する場合は、vDiskイメージのモードを共有イメージモードに戻します。
5. コンソールにプリンターが表示されるかどうか検証します。

1. ターゲットデバイスを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
2. ［vDisk］タブをクリックし、［プリンター］をクリックします。そのvDiskに関連付けられているプリンターが、使用で
きるプリンターの一覧に表示されます。

プリンターをインストールしたら、vDiskにアクセスするターゲットデバイスに対してプリンターを有効にします（詳しく
は、「vDiskでのプリンターの有効化方法」を参照してください）。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-printer-wrapper/pvs-printer-vDisk-enable-options.html
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vDiskでのプリンターの有効化または無効化

Jun 15, 2017

注：プリンター管理機能は、プリンターグループの管理にActive Directoryを使用しない環境にのみお勧めします。
プリンターは、デフォルトではvDiskで有効になっていません。［ターゲットデバイスプロパティ］ダイアログボックスの
［vDisk］タブからプリンターを有効または無効にします。［ターゲットデバイス/vDiskのプリンター］ダイアログボックス
で、有効または無効にするプリンターのチェックボックスをオンまたはオフにします。ターゲットデバイスに対してプリン
ターを有効にした（割り当てた）後で、vDiskでプリンター管理機能を有効にする必要があります。

プリンター管理機能を有効にするまでは、ターゲットデバイスにインストールされているすべてのプリンターをそのターゲッ
トデバイスで使用できます。プリンター管理機能を有効にすると、個々のターゲットデバイスのプリンターを選択したり削除
したりできます。

vDiskイメージに含まれているプリンター情報は、ターゲットデバイスが起動した後でそのデバイスで使用できるようになり
ます。vDiskでプリンターとターゲットデバイスの割り当てが完了するまで、プリンター管理は無効になります。個々のプリ
ンターを無効にすると、ターゲットデバイスがそれらのプリンターにアクセスできなくなります。
注：プリンターを無効にしても、vDiskからプリンター情報は削除されません。ターゲットデバイスのプリンター割り当て
は、ターゲットデバイスが再起動するまで変更されません。
次のような場合にプリンター管理機能を無効にします。
有効なプリンターを各ターゲットデバイスにインストールする別のプリンターシステムを使用していて、そのシステムに
よりプリンターが削除される、つまり設定の競合が引き起こされる可能性がある。
vDiskに含まれるプリンターにすべてのユーザーがアクセスできる必要がある。
展開する前にシステムを構成しておく必要がある。プリンター管理機能を有効にするまでは、異なるターゲットデバイス
ごとに必要に応じた変更を加えることができます。

vDiskの［プリンター］フォルダーが展開されているとき、そのvDiskにインストールされているすべてのプリンターが［詳
細］ペインに表示されます。

高可用性機能が有効な（同じ名前の複製がある）vDiskの場合、プリンターに対する変更（ターゲットデバイスに対して有効
かどうか）は自動的に複製のvDiskに加えられます。

有効化の方法

コンソールを使用して、ターゲットデバイスが使用するプリンターを管理できます。ターゲットデバイスのプリンター割り当
てを管理する方法はいくつかあります。次の方法を選択できます。
ターゲットデバイスのプリンター設定オプションを使用したプリンターの有効化この方法は、1つのvDiskにアクセスする複
数のターゲットデバイスに対して、単一のプリンターを有効または無効にするために使用します。
［プリンター］フォルダーを使用したプリンターの有効化この方法は、単一のターゲットデバイスのプリンター設定（有
効/無効、デフォルトプリンター）を選択するために使用します。
コピーアンドペーストを使用したプリンターの有効化この方法は、1つのターゲットデバイスのプリンター設定（有効/無
効、デフォルトプリンター）を、［詳細］ペインで選択する1つまたは複数のターゲットデバイスにコピーするために使用
します。
既存のターゲットデバイスをテンプレートとして使用したプリンターの有効化この方法は、ターゲットデバイスがネット
ワークに追加されたときにプリンター設定を自動的に設定するために使用します。

注：管理者は特定のターゲットデバイスのプリンター数を制限したり、デフォルトプリンターを変更したりできます。選択し
た設定はターゲットデバイスのパーソナリティ情報に保存されます。このフィールドの上限である65Kに達した場合は、設定
の一部が保存されないためデータを減らすことを勧める示すメッセージが表示されます。
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vDiskでのプリンターの有効化方法

Jun 15, 2017

プリンターの設定オプションを使用したプリンターの有効化

この方法は、単一のプリンターを複数のターゲットデバイスに割り当てるために使用します。プリンターとすべてのターゲッ
トデバイスの関係を管理するときに非常に便利な方法です。

1. コンソールツリーでvDiskの［プリンター］フォルダーをクリックします。そのグループに関連付けられているすべてのプ
リンターが［詳細］ペインに表示されます。

2. ［詳細］ペインでプリンターを右クリックして［クライアントプリンターの設定］を選択します。そのプリンターのプリン
ター設定ダイアログボックスが開きます。

3. 次のオプションのどちらかを使用して、1つまたは複数のターゲットデバイスに対してこのプリンターを有効または無効に
します。
［有効化］列で、このプリンターの使用を有効または無効にする各ターゲットデバイスのチェックボックスをオンまた
はオフにします。
このプリンターをvDiskに割り当てられているすべてのターゲットデバイスに対して有効または無効にするには、［有効
化］列の下のチェックボックスをオンまたはオフにします。

4. このプリンターをこのvDiskにアクセスするターゲットデバイスのデフォルトプリンターとして選択するには、次の方法の
いずれかを選択します。
このプリンターをこのvDiskに割り当てられているすべてのターゲットデバイスのデフォルトプリンターとして設定する
には、［デフォルト］列で、［デフォルト］チェックボックスをオンにします。
1つまたは複数のターゲットデバイスを右クリックしてメニューを表示します。［デフォルト］、［非デフォル
ト］、［すべてデフォルト］、または［すべて非デフォルト］のいずれかを選択します。
［デフォルト］列で、このプリンターをデフォルトプリンターとして使用する各ターゲットデバイスのチェックボック
スをオンにします。1つしかプリンターがない場合は、そのプリンターが自動的にデフォルトプリンターになります。

5. ［OK］をクリックしてこのプリンターの設定を保存し、ダイアログボックスを閉じます。

［プリンター］フォルダーを使用したプリンターの有効化

この方法は、単一のターゲットデバイスのプリンター設定（有効/無効、デフォルトプリンター）を選択するために使用しま
す。

注：単一のターゲットデバイスのプリンター設定を選択した後は、コピーアンドペースト機能を使用してこれらの設定を複製
できます。
1. コンソールツリーで、ターゲットデバイスのvDiskの［プリンター］フォルダーをクリックします。そのフォルダーに関連
付けられているプリンターが［詳細］ペインに表示されます。デフォルトでは、プリンターはターゲットデバイスに対し
て有効ではなく、一覧表示される最初のプリンターがデフォルトプリンターに設定されます。

2. このターゲットデバイスに対して有効または無効にする各プリンターのチェックボックスをオンまたはオフにします。次
の補足的な選択方法のどちらかを選択することもできます。
［詳細］ペインで次のどちらかを行います。

すべてのプリンターを有効または無効にするには、表見出し内の［有効化］チェックボックスをオンまたはオフにしま
す。
プリンターを強調表示し、スペースキーを使用してプリンターを有効または無効にします。

コピーアンドペーストを使用したプリンターの有効化

この方法は、あるターゲットデバイス用に存在するプリンター設定（有効/無効、デフォルトプリンター）を、同じvDiskを使
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用するほかのターゲットデバイスに設定するために使用します。この方法は、新しいターゲットデバイスを追加するときに役
立ちます。
1. コンソールで、プリンター設定のコピー元にあるターゲットデバイスを右クリックします。
2. ［デバイスプロパティのコピー］を選択します。［ターゲットデバイスプロパティのコピー］ダイアログボックスが開き
ます。

3. プロパティの一覧の［プリンター］チェックボックスをオンにし、［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じま
す。

4. コンソールツリーでデバイスコレクションを強調表示し、すべてのターゲットデバイスを［詳細］ペインに表示します。
5. プリンター設定（有効/無効、デフォルトプリンター）を貼り付けるターゲットデバイスを1つまたは複数強調表示します。
6. 強調表示したターゲットデバイスを右クリックして［貼り付け］を選択します。

既存のターゲットデバイスをテンプレートとして使用したプリンターの有効化

この方法は、ネットワークに追加されるすべての新しいターゲットデバイスに、プリンター設定（有効/無効、デフォルトプ
リンター）を自動的に共有させるために使用します。
1. コンソールでテンプレートとして選択するターゲットデバイスを右クリックします。［ターゲットデバイスプロパティ］
ダイアログボックスが開きます。

2. ［デバイスをテンプレートとして設定］を選択します。
3. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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プリンター管理機能の有効化

Jun 15, 2017

注：プリンター管理機能は、Active Directoryを使用しない環境にのみお勧めします。
プリンターをターゲットデバイスに割り当てた後でプリンター管理機能を有効にすると、プリンターをターゲットデバイスか
ら削除できるようになります。プリンター管理機能を有効にするまでは、ターゲットデバイスにインストールされているすべ
てのプリンターをそのターゲットデバイスで使用できます。機能を有効にすると、ターゲットデバイスのプリンター設定（有
効/無効、デフォルトプリンター）の変更は、ターゲットデバイスが次回vDiskから起動したときに反映されます。

プリンター管理機能を無効にして、その後プリンターがインストールされているvDiskからターゲットデバイスを起動する
と、そのターゲットデバイスはvDisk上のすべてのプリンターにアクセスできます。プリンター管理機能を有効にして、その
後同じvDiskからターゲットデバイスを起動すると、そのターゲットデバイスはそのターゲットデバイスに対して有効になっ
ているプリンターにのみアクセスできます。

選択したvDiskでプリンターを有効または無効にするには
1. サイトを展開し、プリンターを有効または無効にするvDiskを選択します。
2. 右クリックして［ファイルプロパティ］を選択し、［オプション］タブをクリックします。
3. ［プリンター管理］チェックボックスをオンにして、設定を有効にします。またはチェックボックスをオフのままにし
て、プリンター設定を無効にします。

4. ［プリンター管理］チェックボックスがオンの場合、［プリンター］フォルダーが強調表示されているときに［プリン
ター管理］メニューオプションが表示されます。

5. ［プリンター管理］チェックボックスがオフの場合、選択したvDisk上にすべてのプリンターが存在します。

次のどちらかの方法を使用して、右クリックメニューでプリンター管理機能を有効または無効にできます。

［プリンター］フォルダー

コンソールツリーでサイトを展開し、プリンター管理を無効にするvDiskを展開します。そのvDiskの［プリンター］フォル
ダーを右クリックして［プリンター管理の無効化］を選択します。

vDisk

コンソールツリーでサイトを展開し、プリンター管理を無効にするvDiskを右クリックして［プリンター管理の無効化］を選
択します。
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ストリーム配信仮想マシンセットアップウィザードの
使用

Aug 14 , 2017

ウィザードの使用

Provisioning Servicesのストリーム配信仮想マシンセットアップウィザードは、Provisioning Servicesでストリーム配信する
vDiskを、多くの複製された仮想マシンに展開する場合に役立ちます。

このウィザードを使用して、次の作業を行います。
既存のテンプレートから、サポート対象の次のホストハイパーバイザー上に仮想マシンを作成する。

XenServer

Hyper-V（SCVMMを使用）
ESX（V-Centerを使用）

コレクションにProvisioning Servicesターゲットデバイスを作成する。
標準イメージモードのvDiskイメージを仮想マシンに割り当てる。

ウィザードを実行する前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。
構成済みのテンプレートを持つハイパーバイザーホストが存在する。
Provisioning Servicesのサイトにデバイスコレクションが存在する。
仮想マシンテンプレートに関連付ける、標準イメージモードのvDiskが存在する。
テンプレートにする仮想マシンの要件は次のとおりです。

起動順序：ネットワーク/PXEが一覧の最初にある（物理マシンの場合と同様です）。

ハードディスク：ローカル書き込みキャッシュを使用する場合は、キャッシュの作成に十分な容量の、NTFS形式の
ディスクがある。そうでない場合は、ハードディスクは不要です。

ネットワーク：静的なMACアドレスが割り当てられている。XenServerを使用する場合は、00-00-00-00-00-00のアドレ
スは使用できません。

Provisioning Servicesコンソールのユーザーアカウントが、PVS SiteAdminまたはそれより上位のグループに追加されてい
る。
コンソールで新しいアカウントを作成するときは、Active Directoryのアカウントを作成する権限が必要です。既存のアカ
ウントを使用するには、選択する既知の組織単位にActive Directoryアカウントが既に存在している必要があります。
Active DirectoryのCSVファイルをインポートする場合は、,,形式を使用します。CSVファイルには列ヘッダーが必要です。
たとえば、CSVファイルに次のように記述します。
Name,Type,Description,

PVSPC01,Computer,,

説明がない場合にも、3つの値を示すために末尾のコンマが必要です。これは、組織単位の内容をエクスポートするときに
MMCスナップインの［Active Directoryユーザーとコンピューター］で使用される形式と同じです。

vCenterサーバーで代替ポートを使用する場合は、Provisioning ServicesからvCenterサーバーに接続するために、次のとお
りレジストリを変更する必要があります。
新しいキーHKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Citrix\ProvisioningServices\PlatformEsxを作成します。
PlatformEsxキーに新しい文字列値「ServerConnectionString」を作成して、値のデータを「http://{0}:<ポート番号
>/sdk」に設定します。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.312https://docs.citrix.com

注：ポート300を使用する場合は、ServerConnectionStringの値のデータを「http://{0}:300/sdk」に設定します。

このウィザードでは、仮想マシンを作成し、それらの仮想マシンにProvisioning Servicesターゲットデバイスを関連付け、共有
vDiskを割り当てます。

ウィザードはProvisioning Servicesコンソールから直接実行します。

1. コンソールツリーでサイトを右クリックして、［ストリーム配信仮想マシンセットアップウィザード］を選択します。
［ストリーム配信仮想マシンセットアップウィザード］ページが開きます。

2. ［次へ］をクリックしてセットアップを開始します。
3. 接続するハイパーバイザーの種類を選択し、接続に必要な資格情報を入力します。
4. ［次へ］をクリックして接続を確認します。
注：再利用のため、コンソールのこのインスタンスを実行するローカルコンピューターのレジストリに、直近で使用した
ハイパーバイザーとユーザー名がキャッシュされます。
注：XenServer 5.5 Update 2ハイパーバイザーは、Version 5.6.1のストリーム配信仮想マシンセットアップウィザードでサ
ポートされません。System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）サーバーには、PowerShell 2.0をインストールす
る必要があります。

5. オプションです。［ハイパーバイザークラスター］ページで、仮想マシンをホストするハイパーバイザーホストまたはク
ラスターを選択して、［次へ］をクリックします。

6. 指定したホストから仮想マシンテンプレートを選択して、［次へ］をクリックします。
7. ［コレクションとvDisk］ページで、仮想マシンを追加するコレクションを選択します。
8. そのコレクション内で仮想マシンを割り当てる単一の標準モードのvDiskを選択して、［次へ］を選択します。
9. 作成する仮想マシンの数、新しい仮想マシンのそれぞれが使用するvCPUの数、およびメモリのサイズを設定します。

10. Active Directoryコンピューターアカウントの追加方法を次のどちらかから選択して、［次へ］をクリックします。
新しいアカウントを作成する
既存のアカウントをインポートする

注：Active Directory管理者は、Active Directoryアカウントの作成に必要な権限をProvisioning Servicesコンソールユーザー
に委任する必要があります。
注：現在のユーザーのドメインと組織単位がデフォルトで設定されます。
注：作成される新しいコンピューター名が、Active Directory、仮想マシン、またはターゲットデバイスに既に存在しな
いかどうか検証されます。

11. ［新しいアカウントを作成する］を選択する場合：
［Next］をクリックします。［Active Directoryのアカウントと場所］ページが開きます。
［ドメイン］ボックスの一覧から適切なドメインを選択し、そのドメインに対して表示される組織単位から1つ選択しま
す。
［アカウント名前付けスキーム］ボックスに、少なくとも1つ番号記号（#）を含む有効な名前付けスキームを、15文字
以内で入力します。さらに、指定した名前付けスキーム内の番号記号を動的に置き換える数字または文字を選択しま
す。この数字または文字は、仮想マシンが作成されるたびに1つずつ増加します。

［既存のアカウントをインポートする］を選択する場合：
［Next］をクリックします。［Active Directoryのアカウントと場所］ページが開きます。
［参照］をクリックしてアカウント名をインポートするActive Directoryの組織単位を参照するか、［インポート］をク
リックしてCSVファイルからアカウント名をインポートします。

注：［必要］ボックスには、前のページで指定した作成する仮想マシンの数が表示されます。［追加済み］ボックスに
は、一覧に追加された検証済みのエントリ数が表示されます。

12. すべての構成設定を見直して［次へ］をクリックし、構成を確認し完了します。
注：［キャンセル］をクリックすると、追加の仮想マシンの構成がキャンセルされ、構成済みマシンの数が［進行状
況］のバーの下に表示されます。ウィザードが失敗したり操作途中でキャンセルされたりしても、処理済みの構成は保持
されます。既存の処理分を削除する必要がある場合は手動で行う必要があります。次の項目を削除してください。
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選択したコレクションに作成したProvisioning Servicesターゲットデバイス
選択したホストハイパーバイザーに作成した仮想マシン
作成されたActive Directoryコンピューターアカウント

Important
インストールウィザードでストレージデバイスに割り当てる名前を指定する場合、コンマは使用しないでください。ストレージデバ

イスに割り当てられた名前は、XenDesktopで保存されコンマで区切られます。たとえば、Storage 1, Storage 2, Storage 3のようにな

ります。「Storage1,East」のようにストレージ名にコンマが含まれると、PVSは誤って2つの別々のストレージデバイスであると認識

します。
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XenDesktopセットアップウィザードを使用して仮想デ
スクトップを仮想マシンに展開する

Aug 14 , 2017

Provisioning Services XenDesktopセットアップウィザード（XDSW）では、Provisioning Servicesのストリーム配信vDiskを使
用して、Personal vDiskを使用するデバイスや仮想マシンに仮想デスクトップを展開できます。 

Important
通信を容易にするために、PVSサーバーがストレージデバイスに直接アクセスできるようにする必要があります。HDDのBDMでプロ

ビジョニングできるように、PVSユーザーには、ストレージデバイスへの読み取り\書き込みアクセス権限が必要です。

このウィザードを使用して、以下の作業を行います。

既存のマシンテンプレートを使用して、XenDesktop環境の以下のハイパーバイザー上に仮想マシンを作成する。
XenServer

ESX（V-Centerを使用）
Hyper-V（SCVMMを使用。SCVMMサーバーにプロビジョニングする場合、第1世代仮想マシン用に最初の従来型NICお
よび2番目のシンセティックNICのネットワーク構成がウィザードにより変更されます）詳しくは、「SCVMM」を参照
してください。
Nutanix Acropolis（スナップショット使用）。詳しくは、「Nutanix Acropolisの要件」を参照してください。

XenDesktopカタログ名に一致する新規または既存のProvisioning Servicesデバイスコレクションで、Provisioning Services

ターゲットデバイスを作成する。
デバイスコレクション内の仮想マシンに標準イメージのvDiskを割り当てる。
選択したActive Directory OUにターゲットを追加する。
XenDesktopカタログに仮想デスクトップを追加する。

注意
XenDesktopセットアップウィザードでプロビジョニングされた第2世代仮想マシンの場合、BDMパーティションはドライブ文字で

FAT形式でフォーマットされます。その結果、PVSプライベートイメージのWindowsによって新しいパーティションが認識されま

す。たとえば、書き込みキャッシュディスクとBDMパーティションを使用するRDS PVSイメージでは、プライベートイメージモード

で2つのパーティションが表示されます。

ヒント
Linuxストリーミング機能を使用する場合は、XenDesktopセットアップウィザードに追加された新しい手順を確認してください。

SOAPサーバーを介してLinuxターゲットでvDiskのイメージを作成できるようにするには、SOAP SSL証明書を追加する必要がありま

す。詳しくは、インストールを参照してください。

ESXのアクセス許可

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/whats-new.html#par_anchortitle_ad94
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-15/install/install-linux-streaming-component.html#par_highlight_c5a2


© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.315https://docs.citrix.com

ESX 5.5では、最低でも以下の権限が必要です。

データストア権限
領域の割り当て
データストアの参照
低レベルのファイル操作

ネットワーク権限
ネットワークの割り当て

リソース権限
仮想マシンのリソースプールへの割り当て

システム権限 - vCenterで役割（ロール）を作成すると、以下の3つの権限が自動的に追加されます。
匿名
読み取り
表示

タスク権限
タスクの作成

仮想マシン/構成
既存ディスクの追加
新規ディスクの追加
詳細設定
CPUカウントの変更
リソースの変更
メモリ
デバイス設定の変更
ディスクの削除
設定

仮想マシン/相互作用
パワーオフ
パワーオン
リセット
サスペンド

仮想マシン/インベントリ
新規作成
既存のものから作成
削除
登録

仮想マシン/プロビジョニング
仮想マシンのクローン作成
テンプレートのクローン作成
ディスクアクセスの許可
仮想マシンのダウンロードの許可
仮想マシンファイルのアップロードの許可
テンプレートのデプロイ

グローバル
カスタム属性の管理
カスタム属性の設定
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注意
これよりも古いバージョンのESXでも、同じ権限が必要になる場合があります。

書き込みキャッシュについての考慮事項

プロビジョニングにかかる時間を最短化するために、テンプレートにアタッチされたすべてのハードディスクがXenDesktop

セットアップウィザードにより廃棄されます。

vDiskが標準イメージモードであり、サーバー上でのキャッシュが設定されている場合、ウィザードによりディスクレスの仮
想マシンがプロビジョニングされます。また、サーバー上でのキャッシュが設定されている場合、プロビジョニングされた仮
想マシンは自動的には起動しません。

vDiskが標準イメージモードであり、ローカルハードディスクでのキャッシュが設定されている場合、ウィザードにより、書
き込みキャッシュドライブ（デフォルトのサイズは6GBで種類はdynamic）を備えた仮想マシンがプロビジョニングされま
す。書き込みキャッシュドライブをフォーマットするために、これらの仮想マシンはサーバー上でキャッシュのある標準イ
メージモードで自動的に起動します。フォーマットが完了すると、仮想マシンは自動的にシャットダウンし、XenDesktopで
必要に応じて仮想マシンを起動できる状態になります。

書き込みキャッシュがハイパーバイザーのローカルストレージに格納される場合、XenDesktopセットアップウィザードを介
した展開の構成はハイパーバイザーによって異なります。

XenServerでは、仮想マシンは複数のローカルストレージリソースに展開されます。ストレージなしでテンプレートを作成
します（ネットワークブート）。
Hyper-Vでは、仮想マシンは複数のローカルストレージリソースに展開されます。構成ファイルは書き込みキャッシュを
フォローしますが、小さなファイルとなります。
ESXでは、ハイパーバイザーのローカルストレージを使用している場合はXenDesktopセットアップウィザード仮想マシン
をプロビジョニングできません。

Important
ストレージデバイスに割り当てる名前を指定する場合、コンマは使用しないでください。ストレージデバイスに割り当てられた名前

は、XenDesktopで保存されコンマで区切られます。たとえば、Storage 1, Storage 2, Storage 3のようになります。「Storage1,East」

のようにストレージ名にコンマが含まれると、PVSは誤って2つの別々のストレージデバイスであると認識します。

仮想ディスクの種類

XenDesktopセットアップウィザードを介してプロビジョニングされた仮想マシンには、Provisioning Servicesのローカル書き
込みキャッシュで使用するための新しいディスクが作成され、アタッチされます。作成される仮想ディスクのデフォルトの
種類は次のとおりです。

XenServer：使用されるストレージリポジトリに応じて、f ixedまたはdynamic

SCVMM 2012 SP1：dynamic

SCVMM 2012：f ixed

ESX：thin-provisioned

SCVMMおよびESXの場合、Provisioning Servicesで作成される書き込みキャッシュディスクのデフォルトの種類をレジストリ
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キーで上書きできます。これはXenServerには当てはまりません。強制的にfixed（ESXではeager-zeroed thick）が使用される
ようにするには、以下の設定を行います。

[HKEY_CURRENT_USER\Software\Citrix\ProvisioningServices\VdiWizard]

"OVERRIDE_VM_WRITE_CACHE_DISK_TO_FIXED"="true"

このキーをfalseに設定すると、強制的にdynamicが使用されます。デフォルトの動作に戻すには、キーを削除します。

ウィザードの実行

Provisioning Servicesコンソールから直接、またはリモートコンソールからウィザードを実行します。

1. コンソールツリーでサイトを右クリックして、［XenDesktopセットアップウィザード］を選択します。［XenDesktop

セットアップ］ウィザードが開きます。
2. ［次へ］をクリックしてセットアップを開始します。
3. ［XenDesktopホスト］ページで、接続および構成するXenDesktopホストのアドレスを入力します。前回指定した

XenDesktopコントローラーの名前またはIPアドレスはローカルマシンのレジストリにキャッシュされ、次回のウィザード
実行時に表示されます。

4. XenDesktopホストを選択します。クラスターを選択すると、クラスターを構成する各ホスト上に仮想マシンが均等に配分
されます。
注：XenServer 5.5 Update 2の仮想化設定は表示されません。これらの設定は、XenDesktopで［手動で仮想マシンを作成す
る］オプションを使用して、ホスト接続として追加されます。このため、ネットワークやストレージの場所を指定でき
ず、XenDesktopセットアップウィザードには表示されません。

5. ホストの資格情報（ユーザー名およびパスワード）を指定します。
6. テンプレートの一覧で、選択したホストで使用するテンプレートを選択します。以前のバージョンのVDAを使用する場合、
またはWindows Vistaを使用して作成されたテンプレートを使用する場合は、チェックボックスをオンにします。有効なテ
ンプレートには動的なMACアドレスまたは値を伴う静的なアドレスが必要です（00:00:00:00:00:00は有効なMACアドレスで
はありません）。

7. 複数のネットワークを使用できる仮想化設定では、ネットワークを選択するためのページが開きます。
8. 仮想マシンのコレクションに割り当てる単一の標準イメージモードvDiskを選択します。
9. 新しいカタログを作成するか、前リリースの既存のカタログを使用します（VDA 5.6をインストールしたWindows Vista、
またはWindows 7）。使用できるオプションは、選択したカタログオプションによって異なります。
新しいカタログを作成する場合は、カタログの名前および説明を入力します。以下の種類のマシンを選択できます。

Windowsクライアントオペレーティングシステム：ユーザーにパーソナルデスクトップやデスクトップオペレーティ
ングシステムのアプリケーションを配信する場合に適しています。ユーザーによる変更内容をPersonal vDisk上に保存
するオプションを選択できます。
Windowsサーバーオペレーティングシステム：標準化したマシンやアプリケーションを使用する大規模展開環境で、
サーバー上でホストされる共有デスクトップを配信する場合に適しています。
vGPUはデスクトップオペレーティングシステムでのみサポートされることに注意してください。

ドロップダウンメニューから既存のカタログを選択した場合は、そのカタログの説明、マシンや割り当ての種類、およ
びユーザーデータ（存在する場合）が表示されます。

10. 仮想マシンの基本設定を選択します。設定内容は、マシンオペレーティングシステムの種類、およびユーザーによる変更内
容をセッション終了時に破棄するかどうかにより異なります。
1. ユーザーにランダムに割り当てられ、Personal vDiskを使用しないWindowsクライアントまたはWindowsサーバーマシン
では、以下の設定を行います。
作成する仮想マシンの数（デフォルトは1）。
vCPUの数（デフォルトはテンプレートでの設定値）。
動的メモリが構成されたテンプレートでは、最小メモリおよび最大メモリの2つの追加設定が必要。 
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ローカル書き込みキャッシュディスク（デフォルトは6GB）。
起動モード：PXE起動（PXE Serviceの実行が必須）。BDMディスク（起動デバイスマネージャーファイル用のパー
ティションが作成される）。 

2. ユーザーにランダムまたは静的に割り当てられるWindowsクライアントマシンで、セッション終了時にユーザーによる
変更内容が各ユーザー用のPersonal vDiskおよび仮想マシン（静的に割り当てられる場合）では、上記a.の項目に加えて
以下の設定を行います。

Personal vDiskのサイズ（デフォルトは10GB）。Personal vDiskからターゲットデバイスを起動すると、vDiskのオペ
レーティングシステムのパーティション（デフォルトではC:\）に、Personal vDiskの実際のサイズではなくPersonal

vDiskに割り当てられた領域のサイズが表示されます。
Personal vDiskのドライブ文字（デフォルトはP）。ターゲットデバイス上でPersonal vDiskに割り当てられるドライ
ブ文字です。指定可能な文字の範囲はEからU、およびWからZです。

11. Active Directoryコンピューターアカウントの追加方法を選択します。
新しいアカウントを作成する
既存のアカウントをインポートする

表示されるページは、選択するActive Directoryコンピューターアカウントの追加方法によって異なります。
12. 新しいアカウントを作成する：Active Directory管理者は、Active Directoryアカウントの作成または変更に必要な権限を

Provisioning Servicesコンソールユーザーに委任して、コンピューターアカウントのパスワードを管理できるようにする必
要があります。
［ドメイン］ボックスの一覧から適切なドメインを選択し、そのドメインに対して表示される組織単位から1つ選択しま
す。現在のユーザーのドメインと組織単位がデフォルトで設定されます。
［アカウント名前付けスキーム］ボックスにマシンの名前付けオプションを入力します。少なくとも1つ番号記号（#）
を含む有効な名前付けスキームを、15文字以内で入力します。さらに、指定した名前付けスキーム内の番号記号を動的
に置き換える数字または文字を選択します。この数字または文字は、仮想マシンが作成されるたびに1つずつ増加しま
す。

13. 既存のアカウントをインポートするには：
［参照］をクリックしてインポートする適切な組織単位を参照するか、［インポート］をクリックして、次の形式の既
存の.CSVファイルをインポートします。
Name,Type,Description,

PVSPC01,Computer,,

［必要］ボックスには、前のページで指定した仮想マシンの数が表示されます。［追加済み］ボックスには、一覧内の
エントリ数が表示されます。XenDesktopのマシン名、Provisioning Servicesのデバイス名、またはハイパーバイザーの仮
想マシン名として既に使用されている名前のコンピューターアカウントをインポートすると、そのアカウントは無効に
なり一覧に表示されません。Active Directoryの構造に多数のオブジェクトやコンテナーが含まれていたり、多数のコン
ピューターアカウントをインポートしたりする場合は、インポートに時間がかかる可能性があります。インポートされ
た各アカウントが、Provisioning Services、XenDesktop、およびインポート先のハイパーバイザーに既存ではないことを
検証する必要があるためです。この場合、インポート処理が完了するまで砂時計のアイコンで示されます。

14. すべての構成内容を確認します。その後で、すべてのホストに対して以下の構成処理が順番に行われます。
XenDesktopカタログが作成されます（該当する場合）。
マシンテンプレートを使用してホストのハイパーバイザー上に仮想マシンが作成されます。
指定した場合は、BDMパーティションが作成されます。
カタログの種類が［ストリーム配信（Personal vDiskあり）］である場合は、Personal vDiskが作成され、仮想マシンに
割り当てられます。
指定したサイズの書き込みキャッシュディスクが作成されます。
Provisioning Servicesターゲットデバイスが作成され、選択したvDiskがそれらのデバイスに割り当てられます。
選択したProvisioning Servicesコレクションにターゲットデバイスが追加されます。
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仮想マシンがXenDesktopカタログに追加されます。
作成された書き込みキャッシュディスクをフォーマットするために各仮想マシンが起動されます。

構成処理を途中でキャンセルした場合は、以下の項目を手作業で削除する必要があります。

XenDesktopマシン（割り当てたカタログから）
作成されたActive Directoryコンピューターアカウント
新しく作成したXenDesktopカタログ
選択したデバイスコレクションに作成したProvisioning Servicesターゲットデバイス
選択したホストハイパーバイザーに作成された仮想マシン

vDiskを更新して、Personal vDiskを使用するターゲットデバイスに再割り当てすることができます。ただし、基本ディスクの
オペレーティングシステムは同一である必要があり、マシンSIDが設定されている必要があります。このためには、基本イ
メージのvDiskをコピーして、新しいProvisioning Servicesソフトウェアおよびドライバーをインストールして、それをター
ゲットデバイスに再割り当てします。vDiskを再割り当てするには、コンソールでvDiskプロパティの［vDiskの割り当て］ダイ
アログボックスを使用します。

Nutanix Acropolisの要件

Nutanix AcropolisでProvisioning Servicesを使用するには、以下が必要です。

PVSにインストールされたNutanix Acropolisハイパーバイザープラグイン。
Acropolisハイパーバイザー（AHV）に接続されたXenDesktopホスト。 

Nutanix Acropolisプラットフォームバージョン5.1.1以降。

ヒント
コンテナーを選択するには、AHV固有プロビジョニングが必要です。 

Nutanix Acropolis Hypervisorを使用する時の重要な注意事項

Nutanixを使用する場合、以下を考慮してください。

XenDesktopセットアップウィザードのみがサポートされ、 ストリーム配信仮想マシンウィザードはサポートされませ
ん。
Acropolisハイパーバイザーは、仮想マシンのテンプレートではなくスナップショットを使用します。
Nutanix Acropolisハイパーバイザーは、プロビジョニングでハードディスクを削除しないため、スナップショットにハー
ドディスクを接続しないことをお勧めします。
BDM ISOから起動するマシンを展開するには、ISOをスナップショットにマウントする必要があります。プロビジョニン
グされた仮想マシンは、PXEブートを使用するよう設定され、仮想光学式ドライブから起動できるよう手動で変更する必要
があります。
PXEブートの場合、コマンドラインオプションを使用して、仮想マシンの起動順でイメージ作成前にネットワークを設定す
る必要があります。

注意
Nutanix Acropolisハイパーバイザーを構成、使用する方法について詳しくは、Nutanix社のドキュメントポータルを参照してくださ

い。

https://portal.nutanix.com/#/page/docs


© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.320https://docs.citrix.com

SCVMMの要件

以下に注意してください。

vGPU対応の仮想マシンをHyper-V上でプロビジョニングすることはできません。
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vGPU-enabledを有効にしたXenDesktopマシンのプロ
ビジョニング

Jun 15, 2017

要件

NVIDIA GRID K1またはK2カード。 

ヒント
XenServer/ESXハイパーバイザーがサポートする場合は、他のNVIDIAカードでも正常に機能することがあります（NVIDIA Tesla M60な

ど）。XenServerホストで使用するvGPUカードは、PVSで認識されません。PVSは、テンプレートのvGPU設定を使用するのみで、こ

れをXenDesktopセットアップウィザードによってプロビジョニングされたVMに反映します。

XenServerのホストが可能でNVIDIA GRIDカードが装着されたサーバー。推奨ハードウェアについて詳しくは、vGPUのリ
リースノート（http://www.citrix.com/go/vgpu.com）を参照してください。
サポートされるハイパーバイザー：Citrix XenServer 6.2以降、またはvSphere 6.0 以降。
ハイパーバイザー用NVIDIA GRID vGPUパッケージ。
Windows 7（32ビットおよび64ビット）用のNVIDIAドライバー（http://www.nvidia.com/vGPUから入手できます）。
お使いのXenDesktopリリースに対応するProvisioning Servicesリリース。Provisioning ServicesのXenDesktopセットアップ
ウィザードは、XenDesktop Controllerのバージョンが正しくないと使用できません。
Provisioning Services XenDesktopセットアップウィザードを使用してマシンをプロビジョニングするには、Provisioning

Services 7.7以降およびXenDesktop 7.7以降を使用する必要があります。これより前の製品バージョンをお使いの場合、マ
シンのプロビジョニングは、手作業またはProvisioning Servicesのストリーム配信仮想マシンセットアップウィザードを使
用してのみ行うことができます。
XenServerでのvGPUの構成について詳しく
は、http://www.citrix.com/content/dam/citrix/en_us/documents/go/configuring-xenserver-to-use-nvidia-grid.pdfを参照
してください。
vSphereでのvGPUの構成について詳しくは、https://www.citrix.com/content/dam/citrix/en_us/documents/products-

solutions/reviewers-guide-for-hdx-3d-pro.pdfを参照してください。

注意
仮想マシン（VM）カタログではXenDesktopによる電源管理がサポートされますが、物理マシンカタログではサポートされません。

プロビジョニング手順

マスター仮想マシンの準備

1. vGPUが有効なマスター仮想マシンを準備します。
2. NVIDIAドライバーをインストールします。
3. マシンのオペレーティングシステムで、Active Directoryに参加します。

http://www.citrix.com/go/vgpu.com
http://www.nvidia.com/vGPU.com
http://www.citrix.com/content/dam/citrix/en_us/documents/go/configuring-xenserver-to-use-nvidia-grid.pdf
https://www.citrix.com/content/dam/citrix/en_us/documents/products-solutions/reviewers-guide-for-hdx-3d-pro.pdf
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4. Provisioning Servicesのターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
5. Provisioning Servicesイメージ作成ウィザードを実行して新しいマスターvDiskイメージを作成します。XenDesktopセット
アップウィザードを使用したマシンのプロビジョニングを予定している場合は、vDiskイメージを作成するときにターゲッ
トデバイスオプティマイザー（Target Device Optimizer）を選択する必要があります。選択しないと、仮想マシンが起動に
失敗する場合があります。

テンプレート仮想マシンの準備

1. マスター仮想マシンと同じプロパティを指定してテンプレート仮想マシンを作成します。書き込みキャッシュとして使用
するハードドライブをテンプレート仮想マシンに割り当てます。

2. テンプレート仮想マシンのMACアドレスを指定して、Provisioning Servicesデータベースでデバイスレコードを作成しま
す。

3. vDiskをテンプレート仮想マシンに割り当てて、デバイスがそのvDiskから起動するように設定します。
4. 仮想マシンをPXE起動します。
5. 書き込みキャッシュディスクをフォーマットします。

XenDesktop Virtual Desktop Agentのインストール

1. Provisioning Servicesコンソールを使用して、vDiskのモードをプライベートイメージモードに設定します。
2. XenDesktop Virtual Delivery Agent（VDA）をインストールします。このとき、XenDesktopサーバーを参照するように指
定します。
注：または、vDiskイメージを作成する前にVDAとターゲットデバイスソフトウェアの両方をインストールすることもでき
ます。どちらのインストール方法でも、フォーマット済みの書き込みキャッシュハードドライブを持つ新しいテンプレー
ト仮想マシンが必要です。

3. 仮想マシンを再起動してからシャットダウンします。
4. 仮想マシンをテンプレートに変換します。

XenDesktop仮想マシンの作成

1. Provisioning Servicesコンソールを使用して、vDiskのモードを標準イメージモードに設定します。
2. 使用する書き込みキャッシュ方法を選択します。
3. 以下のいずれかの方法でプロビジョニングします。

Provisioning ServicesのXenDesktopセットアップウィザードを実行して仮想マシンをプロビジョニングします。この方
法は、Provisioning Services 7.7以降、およびXenDesktop 7.7以降を使用している場合にのみ利用できます。
Provisioning Servicesのストリーム配信仮想マシンセットアップウィザードを実行して仮想マシンをプロビジョニングし
ます。
デバイスのMACアドレスを使用してターゲットデバイスレコードを作成して仮想マシンを作成し、vDiskを仮想マシンに
割り当ててからそのターゲットデバイスをActive Directoryに追加します。

XenDesktopマシンカタログの作成

マシンカタログの種類として物理サーバーまたは仮想/ブレードサーバーを選択するときに、長所や要件の違いについて考慮
することが重要です。たとえば、仮想マシンのマシンカタログではXenDesktopによる電源管理がサポートされ、物理マシン
のマシンカタログではサポートされません。

仮想およびブレードサーバーマシンカタログ 物理マシンカタログ

要件：
XenDesktopでは、ホストレコードとしてvGPU仮想マシ
ンをホストするXenServerのホストまたはリソースプー

要件：
デバイス名がProvisioning Servicesデバイスコレクションお
よびActive Directoryに含まれている必要があります。注：



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.323https://docs.citrix.com

ルを指定する必要があります。
ご使用のハイパーバイザーでの仮想マシン名、
Provisioning Servicesデバイスコレクションでのデバイス
レコード名、およびActive Directoryレコードがすべて一
致している必要があります。

XenDesktopホストレコードは必要ありません。また、仮想
マシンレコード名はチェックされません。

手順：
1. XenDesktopのマシンカタログ作成ウィザードを起動し
て、［オペレーティングシステム］ページで［Windows

デスクトップOS］を選択します。
2. ［マシン管理］ページで、マシンの種類として［電源管
理されているマシン］を選択します。

3. マシンの展開方法として、［Citrix Provisioning

Services（PVS）］を選択します。電源管理機能は
XenDesktopにより提供されます。

4. ユーザーエクスペリエンスとして、［ユーザーがログオ
ンするたびに異なるデスクトップにランダムに接続す
る］を選択します。

5. デバイスコレクションのProvisioning Servicesサーバーの
IPアドレスを入力します。

6. すべてのデバイスのActive Directoryレコードが格納され
ているドメインとVDAのバージョンレベルを指定し
て、［接続］をクリックします。

7. 表示されたProvisioning Servicesストラクチャですべての
vGPUデバイスを含んでいるProvisioning Servicesデバイ
スコレクションを選択して、［次へ］をクリックしま
す。デバイスレコードは、専用のデバイスコレクション
に格納されている必要があります。

8. マシンカタログ名および説明を入力して、［完了］をク
リックします。

手順：
1. XenDesktopのマシンカタログ作成ウィザードを起動し
て、［オペレーティングシステム］ページで［Windows

デスクトップOS］を選択します。
2. ［マシン管理］ページで、マシンの種類として［電源管
理されていないマシン（物理マシンなど）］を選択しま
す。

3. マシンの展開方法として、［Citrix Provisioning

Services（PVS）］を選択します。電源管理機能は
XenDesktopでは提供されません。

4. ユーザーエクスペリエンスとして、［ユーザーがログオ
ンするたびに異なるデスクトップにランダムに接続す
る］を選択します。

5. デバイスコレクションのProvisioning Servicesサーバーの
IPアドレスを入力します。

6. すべてのデバイスのActive Directoryレコードが格納され
ているドメインとVDAのバージョンレベルを指定し
て、［接続］をクリックします。

7. 表示されたProvisioning Servicesストラクチャですべての
vGPUデバイスを含んでいるProvisioning Servicesデバイ
スコレクションを選択して、［次へ］をクリックしま
す。デバイスレコードは、専用のデバイスコレクション
に格納されている必要があります。

8. マシンカタログ名および説明を入力して、［完了］をク
リックします。

仮想およびブレードサーバーマシンカタログ 物理マシンカタログ

デリバリーグループの作成とマシンカタログとの関連付け

デリバリーグループの作成について詳しくは、XenDesktopドキュメントを参照してください。

PVSおよびXenDesktopクラウドの注意事項

クラウドDDCでマシンカタログを作成し、Provisioning Services（PVS）でカタログをPVSコレクションに追加して、これらの
マシンを展開できます。PVSをクラウドDDCで使用する場合、PVSコレクションのすべてのマシンがActive Directory（AD）
アカウントに割り当てられている必要があります。
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Personal vDiskの構成

Jun 15, 2017

Citrix XenDesktopとPersonal vDiskテクノロジーにより、エンタープライズデスクトップの高性能な仮想化ソリューションが
提供されます。パーソナライズされたデスクトップを使用するユーザーには、プールされた静的な仮想マシンによるVDIが提
供されます。

Personal vDiskを使用するProvisioning Servicesのターゲットデバイスは、XenDesktopセットアップウィザードを使用して作
成します。ウィザードによって、Provisioning Servicesファーム内にターゲットデバイスが作成され、既存のサイトのコレク
ションにターゲットデバイスが追加され、そのデバイスに標準イメージモードの既存のvDiskが割り当てられます。

ウィザードによって、各Provisioning Servicesターゲットデバイスに関連付けるXenDesktop仮想マシンも作成されます。Citrix

Desktop Studioで、デスクトップに対するユーザー割り当てを保持できるカタログが使用できるため、ユーザーは次回以降の
セッションでも常に同じデスクトップに割り当てられます。さらに、ログオン前に各ユーザー専用のストレージディスクが作
成され、そのユーザーのデスクトップに関するすべての個人用設定がそこに格納されます（Personal vDisk）。個人用設定に
含まれるのは、vDiskイメージまたはデスクトップに対するアプリケーション設定、追加、削除、修正、ドキュメントなど
の、イメージ更新以外の変更です。Personal vDiskを使用するターゲットデバイスを、同じ基本vDiskから作成したほかのvDisk

に再割り当てすることもできます。Personal vDiskをXenDesktopと共に使用する方法について詳しくは、XenDesktopの
Personal vDiskに関するトピックを参照してください。

Provisioning ServicesのvDiskを構成するか更新すると、インベントリが実行されます。Personal vDiskイメージとして使用する
vDiskイメージの構成または更新に使用する方法によって、環境内でvDiskインベントリが実行されるタイミングは異なりま
す。ここでは、選択できる方法、各方法に関連するタスクの概要、および各方法でインベントリが実行されるタイミングにつ
いて説明します。

新しいPersonal vDiskイメージを構成して追加した後では、ゴールデン仮想マシンをマシンテンプレートとして使用しないで
ください。これを行うと、不必要に大きなサイズ（元のハードディスクドライブのサイズ）のディスクが書き込みキャッシュ
ディスクとして作成されてしまいます。

構成方法は次のとおりです。

Provisioning Services、イメージのキャプチャ、XenDesktopの順に構成する。
Provisioning Services、XenDesktop、イメージのキャプチャの順に構成する。
XenDesktop、Provisioning Servicesの順に構成して、イメージをキャプチャする。
Machine Creation Services（MCS）で構成する。

Provisioning Services、イメージのキャプチャ、XenDesktopの順に構成する

1. 仮想マシンにオペレーティングシステムをインストールして構成します。
2. 仮想マシンにProvisioning Servicesターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
3. Provisioning Servicesイメージ作成ウィザードを実行してvDiskを構成します。
4. 再起動します。
5. Provisioning Servicesイメージ作成ウィザードの第2段階が実行され、Personal vDiskイメージがキャプチャされます。
6. コンソールで、ターゲットデバイスをvDiskから起動するように設定します。
7. 仮想マシンをネットワークから起動するように構成して再起動します。
8. 仮想マシンンにXenDesktopソフトウェアをインストールしてPersonal vDiskの詳細オプションを構成します。
9. 手動でインベントリを実行してから仮想マシンをシャットダウンします。
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10. コンソールでvDiskを標準イメージモードに設定します。これでイメージを展開する準備ができました。

Provisioning Services、XenDesktop、イメージのキャプチャの順に構成する

1. 仮想マシンにオペレーティングシステムをインストールして構成します。
2. 仮想マシンにProvisioning Servicesターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
3. XenDesktopソフトウェアをインストールしてPersonal vDiskの詳細オプションを有効に構成します。
4. 再起動します。
5. 仮想マシンにログオンします。
6. 仮想マシンでProvisioning Servicesイメージ作成ウィザードを実行してvDiskを構成します。仮想マシンが正しくシャットダ
ウンして再起動すると、インベントリが自動的に実行されます。

7. イメージ作成ウィザードの第2段階が実行され、Personal vDiskイメージがキャプチャされます。
8. 仮想マシンをシャットダウンします。
9. コンソールでPersonal vDiskを標準イメージモードに設定します。これでPersonal vDiskを展開する準備ができました。

10. 仮想マシンテンプレートを使ってXenDesktopサイトに複数の仮想マシンをプロビジョニングする場合は、新しいvDiskが
（ゴールデン仮想マシンではなく）マシンテンプレートとして動作する仮想マシンから正しく起動すること、および書き込
みキャッシュディスクが正しく認識されることを事前に確認します。
1. vDiskイメージをプライベートイメージモードに設定します。
2. 新しいvDiskイメージを仮想マシンから起動します。
3. 新しい書き込みキャッシュパーティションを手作業でフォーマットします。
4. 仮想マシンをシャットダウンします。シャットダウン時にメッセージが表示されたら、Personal vDiskのインベントリを
実行します。

5. この仮想マシンをテンプレートに変換します。

XenDesktop、Provisioning Services、イメージのキャプチャの順に構成する

1. 仮想マシンにオペレーティングシステムをインストールして構成します。
2. 仮想マシンンにXenDesktopソフトウェアをインストールしてPersonal vDiskの詳細オプションを有効に構成します。
3. 再起動します。
4. 仮想マシンにログオンしてシャットダウンします。シャットダウン時にインベントリが自動的に実行されます。
5. ログオンしてProvisioning Servicesターゲットデバイスソフトウェアをインストールします。
6. 仮想マシンでProvisioning Servicesイメージ作成ウィザードを実行してvDiskを構成します。
7. 再起動します。仮想マシンが正しくシャットダウンして再起動すると、インベントリが自動的に実行されます。
8. イメージ作成ウィザードの第2段階が実行され、Personal vDiskイメージがキャプチャされます。
9. 仮想マシンをシャットダウンします。

10. vDiskを標準イメージモードに設定します。これでPersonal vDiskを展開する準備ができました。
11. 仮想マシンテンプレートを使ってXenDesktopサイトに複数の仮想マシンをプロビジョニングする場合は、新しいvDiskが
（ゴールデン仮想マシンではなく）マシンテンプレートとして動作する仮想マシンから正しく起動すること、および書き込
みキャッシュディスクが正しく認識されることを事前に確認します。
1. vDiskイメージをプライベートイメージモードに設定します。
2. 新しいvDiskイメージを仮想マシンから起動します。
3. 新しい書き込みキャッシュパーティションを手作業でフォーマットします。
4. 仮想マシンをシャットダウンします。シャットダウン時にメッセージが表示されたら、Personal vDiskのインベントリを
実行します。

5. この仮想マシンをテンプレートに変換します。

MCS

1. MCS仮想マシンにオペレーティングシステムをインストールして構成します。
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2. XenDesktopソフトウェアをインストールしてPersonal vDiskの詳細オプションを構成します。
3. 仮想マシンを再起動します。
4. 仮想マシンにログオンしてシャットダウンします。シャットダウン時にインベントリが自動的に実行されます。
5. これでPersonal vDiskイメージを展開する準備ができました。

既存のPersonal vDiskの更新には次の方法があります。

Provisioning Services

MCS

Provisioning ServicesでもMCSでも、更新はPersonal Disk付きではない仮想マシンで実行する必要があります。

Provisioning Services

1. vDiskの新しいバージョンを作成します。
2. 保守モードのvDiskイメージから仮想マシンを起動します。
3. vDiskの新しいバージョンに更新をインストールします。
4. 仮想マシンをシャットダウンします。仮想マシンのシャットダウン時にインベントリが自動的に実行されます。
5. 新しいバージョンをテストモードまたは実稼働モードに昇格します。ほかの仮想マシンからは、更新されたvDiskバージョ
ンには仮想マシンの再起動後にアクセスできるようになります。

MCS

1. いわゆる「ゴールデンイメージ」の仮想マシンを再起動します。
2. 更新を仮想マシンにインストールします。
3. 仮想マシンをシャットダウンします。仮想マシンのシャットダウン時にインベントリが自動的に実行されます。

Personal vDiskを使用するProvisioning Servicesのターゲットデバイスを作成する方法について詳しくは、「XenDesktopセッ
トアップウィザードを使用して仮想デスクトップを仮想マシンに展開する」を参照してください。Personal vDiskを使用する
ように構成されたProvisioning Servicesのターゲットデバイスのプロパティを表示するには、「Personal vDiskを使用するター
ゲットデバイスの構成」を参照してください。

http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-xendesktop-setup-wizard-readme.html
http://docs.citrix.com/ja-jp/provisioning/7-1/pvs-target-device-wrapper/pvs-target-pvd-properties.html
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ログ記録機能

Jun 15, 2017

Provisioning ServicesではCitrix診断ファシリティ（CDF）トレースを使用して、Provisioning Servicesファームのトラブル
シューティングと管理を行います。

PVS Data Collector Version 2.0.0を使用して、ETLログを含むすべてのProvisioning Servicesデータを収集します。詳しく
は、http://support.citrix.com/article/CTX136079を参照してください。

Provisioning Services ETLログを生成するには、CDF Monitorをインストールする必要があります。CDF Monitorのインス
トールについて詳しくは、http://support.citrix.com/article/CTX138698を参照してください。

CDFでETLログを確認するには、http://support.citrix.com/article/CTX111961を参照してください。

http://support.citrix.com/article/CTX136079
http://support.citrix.com/article/CTX138698
http://support.citrix.com/article/CTX111961
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監査

Jun 15, 2017

Provisioning Servicesには、Provisioning Servicesファーム内のコンポーネントに対する構成操作をProvisioning Servicesデータ
ベースに記録する監査ツールがあります。管理者はこのツールを使用して、システムのパフォーマンスと動作に影響を与える
可能性のある最近の変更を、トラブルシューティングし監視することができます。

Provisioning Services管理者の特権に応じて、閲覧できる監査情報と表示されるメニューオプションが変わります。たとえ
ば、ファーム管理者はファーム内のすべての監査情報を表示できますが、デバイス管理者は特権を持つデバイスコレクショ
ンの監査情報のみを表示できます。

監査機能はデフォルトでオフになっています。有効にするには次の手順に従います。

1. コンソールツリーでファームを右クリックして［プロパティ］を選択します。
2. ［オプション］タブの［監査］の［監査を有効にする］チェックボックスをオンにします。

注：Provisioning Servicesデータベースが使用できない場合、操作は記録されません。
Provisioning Servicesの実装内の監査される管理対象オブジェクトは次のとおりです。

ファーム
サイト
Provisioning Servicesサーバー
コレクション
デバイス
ストア
vDisk

次のProvisioning Servicesユーティリティから実行されるタスクのみが記録されます。

コンソール
MCLI

SOAPサーバー
PowerShell

監査情報にはコンソールを使ってアクセスします。また、製品インストールソフトウェアに含まれている次のプログラマユー
ティリティを使って監査情報にアクセスすることもできます：

MCLIプログラマユーティリティ
PowerShellプログラマユーティリティ
SOAP Serverプログラマユーティリティ

ファーム管理者はコンソールツリー内の親ノードまたは子ノードを右クリックして、監査情報にアクセスできます。ほかの
管理者がアクセスできる監査情報は、割り当てられている役割によって変わります。

ツリーをドリルダウンすることにより、必要なレベルの監査情報にアクセスできます。

コンソールから監査情報にアクセスするには
1. コンソールで管理対象オブジェクトを右クリックし、［監査記録］を選択します。［監査記録］ダイアログボックスが開
くか、選択したオブジェクトについて表示できる監査情報がないことを示すメッセージが表示されます。
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2. ［フィルター結果］の下で、たとえば、ユーザーをベースとした監査情報のフィルターを有効にするフィルターオプショ
ンを選択します。

3. ［検索］をクリックします。監査情報が監査テーブルに表示されます。
注：監査テーブル内の行は、列見出しをクリックすると昇順および降順に並べ替えることができます。
操作一覧の番号

選択したフィルター条件に基づく操作が実行された順番です。

日時

［開始日］と［終了日］のフィルター条件を満たすすべての監査操作が一覧表示されます。

アクション

実行されたProvisioning Servicesの操作です。

公開キー基盤（PKI）の各証明書に同じパスワードを使用する場合は「

実行された操作の種類です。これは、操作された管理対象オブジェクトの種類に基づきます。

でのデータソース名

操作されたオブジェクトの名前です。

ユーザー

操作を実行したユーザーの名前です。

ドメイン

このユーザーが属すドメインです。

パス

親または管理対象オブジェクトです。たとえば、デバイスは親としてサイトとコレクションを持ちます。

4. 特定の操作についてさらに詳細を表示するには、検索結果のテーブル内で操作の列を強調表示して次のオプションボタン
のいずれかをクリックします。

オプ
ショ
ン

説明

セカ
ンダ
リ

この操作が影響を与えるセカンダリオブジェクト。［セカンダリオブジェクト］ダイアログボックスが開き、
種類、名前、およびパスの情報が表示されます。このダイアログボックスでは、次に説明するパラメーター、
下位操作、および変更などのセカンダリオブジェクト操作をドリルダウンして表示できます。

パラ
メー
ター

操作を処理するために使用されたそのほかの情報。［パラメーター］ダイアログボックスが開き、名前（パラ
メーター名）および値（オブジェクト名）の情報が表示されます。

下位
操作

この操作を完了するために実行された追加の操作。［下位操作］ダイアログボックスが開き、操作、種類、名
前、およびパスの情報が表示されます。
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変更 ターゲットデバイスなどのオブジェクトに関連する、説明などの新しいまたは変更された値。［変更］ダイア
ログボックスが開き、名前、変更前、および変更後の情報が表示されます。

オプ
ショ
ン

説明

監査記録をアーカイブするまでの期間はファーム管理者が決定します。

監査記録のアーカイブを構成するには：
1. コンソールでファームを右クリックして［監査記録のアーカイブ］を選択します。［監査記録のアーカイブ］ダイアログ
ボックスが開きます。

2. 監査記録情報が保存される場所（XMLファイル）を参照します。［監査記録のアーカイブ先ファイルの選択］ダイアログ
ボックスが開きます。

3. 場所を選択して、新しいファイル名を［ファイル名］ボックスに入力します。
4. ［終了日］ボックスの一覧でカレンダーを開き、監査記録情報をアーカイブする日付を選択します。デフォルトは現在の
日付です。

5. すべての監査情報を削除するには、［監査記録からアーカイブ済みの情報を削除する］チェックボックスをオンにしま
す。いったん削除された情報は、Provisioning Servicesから直接アクセスできなくなります。XMLファイルを参照する必要
があります。

6. ［OK］をクリックします。



© 1999-2017 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. p.331https://docs.citrix.com

API

Aug 14 , 2017

Provisioning Servicesで利用できるAPIは4つあります。APIごとに、以下に一覧にされた独自のProgrammer's Guideがありま
す。削除されたPowerShell APIと、オブジェクト指向のPowerShell API間の変換を管理する方法についてのガイドもありま
す。

オブジェクト指向PowerShellインターフェイス 「PowerShell with Object Programmer's Guide」

削除されたPowerShellインターフェイス 「PowerShell (Deprecated) Programmer's Guide」

削除されたPowerShellインターフェイスとオブジェクト指
向PowerShellインターフェイス間の変換の管理

「Transition to PowerShell with Objects from PowerShell
(Deprecated) Programmer's Guide」

SOAP Serverインターフェイス  

『SOAP Server Programmer’s Guide』

MCLIインターフェイス 『MCLI Programmer’s Guide』

 

https://docs.citrix.com/content/dam/docs/en-us/provisioning-services/7-15/PvsSnapInCommands.pdf
https://docs.citrix.com/content/dam/docs/en-us/provisioning-services/7-15/PowerShellCommands.pdf
https://docs.citrix.com/content/dam/docs/en-us/provisioning-services/7-15/PowerShellTransitionCommands.pdf
https://docs.citrix.com/content/dam/docs/en-us/provisioning-services/7-15/SoapServerCommands.pdf
https://docs.citrix.com/content/dam/docs/en-us/provisioning-services/7-15/MapiCommands.pdf
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